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     第一部　アメノミハシラ


    


     第一話／月は無慈悲な夜の女王


    



    「るるなちゃ～ん♪」


    　妹を呼んでいる。


    　わたしの家の、わたしの部屋だ。


    　二階のぜんぶを壁ぶちぬいて一部屋にしてるのでやたら広く、あちこちに自作パソコンやら漫画本やらが山積しているザ・引きこもり仕様のマイルーム。


    　その最奥、ぬいぐるみがいくつも転がった寝台に、わたしの天使ちゃんが寝そべっている。


    　女の子だ。


    　年齢は見た目ではまだ十歳にもなってない感じの、ちいさくて愛らしい子供である。


    　わたしよりやや薄い色の髪の毛は、わたしとちがって光沢のある長髪ストレートで、たっぷりお寝ねんねしたあとなのに寝癖もなくさらさら。


    　子供服を用意している余裕もなく切りつめて利用しているわたしのパジャマは、それでも丈が余ってぶかぶかで、そこがまた幼いたい気けで超かあいい……♪


    「るるなたんっ♪」


    　プニプニしたほっぺを指でつついたりしながら名前を呼ぶと、その女の子──月つく読よみるるなちゃん（仮）は「ぱっちり」と音がしそうな感じに両目を見開いて。


    「…………」


    　と無言である。


    　ぜんぜん喋しやべらない女の子なのだ。


    「えへ～♪」


    　わたしは無む垢くな小動物みたいにこっちをじっと見つめて動かないるるなちゃんに、だらしなく笑うと抱きしめて頰ほおずり頰ずり……。


    「る・る・な・たん♪　朝でちゅよ～、お姉ねえちゃんとるるなちゃんの愛と希望に満ちあふれためくるめく一日の始まりでっちゅよ～♪　さぁお顔を洗って歯磨きしたらお姉ちゃんといっしょに朝風ぶ呂ろしちゃお～♪」


    「…………」


    　こちらが見えてないかのように、るるなちゃんはマイペースに目元を擦こすると、わたしの腕のなかで声もなくちいさな欠伸あくび。


    　同時に、るるなちゃんのお腹なかから「きゅうん」と天使の福音──別名、腹の虫。


    　あんまり感情を表にださない子だけど、意外と欲望に忠実なのだ。どうぶつである。


    　そこもまた赤ちゃんみたいで可愛かわいいな～、食べちゃいたいな～、と思いながら。


    「そっかぁ、るるなちゃん腹ぺこりんなんでちゅね～♪　お兄ちゃんが今ごろ家畜のように食糧を生産してるはずだから、いっしょに一階に行きまちょうね♪」


    「…………」


    　こくりと頷うなずく愛いとしい妹を心ゆくまでぎゅってしてから、わたしは部屋の扉を睨にらんで。


    「ということだから、お兄ちゃん！　このお嬢さまに今すぐ極上メニューを！　何をぼうっとしてるの、時計の針は常に回ってるんだよ!?」


    「うう……」


    　その扉の隙すき間まから、月光みたいな瞳ひとみが覗のぞいている。


    　お兄ちゃんだ。


    　顔のすべてを見せたがらないお兄ちゃんは瞳だけをこちらに向け、涙目である。


    「ささみさんが戻ってきて、ようやくいつもの日常がかえってきて──お兄ちゃんとささみさんのラブロマンスが始まるものと思ってたのに……。るるなさん……憎い子……ぽっと出の新人のくせに──僕のささみさんなのに……」


    「ほら！　ヤンデレ化しても可愛くないからさっさと働いてよ気が利かないなぁ！」


    「ぐっ、でもいつかささみさんはお兄ちゃんのもとに帰ってくる──真実の愛を求めてお兄ちゃんに縋すがりつく……絶対にです！」


    　ハンカチを嚙かんで悔しそうにしながら、お兄ちゃんが捨て台詞ぜりふを吐いて去った。


    　よし、邪魔者が消えた。これでるるなちゃんとラブラブ──じゃなくて。


    　むう、お兄ちゃんの性格からいって『妹』という存在は無条件で愛するもののはずだけど、どうもるるなちゃんには距離を置いてるというか一歩退ひいてるというか……。


    　まぁ、わたしそっちのけでるるなちゃんばかり溺でき愛あいされたら、それはそれで面白くないのでべつにいいのだけど、何だか違和感が──。


    「困ったお兄ちゃんだねぇ、るるなちゃん？」


    　何だか不安になって、腕のなかのるるなちゃんに語りかけてみたけれど。


    「…………」


    　るるなちゃんは無言で、お兄ちゃんが去っていったほうをじっと見つめていた。


    　そういえば。


    　この子──わたしやお母さんよりは、お兄ちゃんに似てるよね。


    　見た目が。


    



    　ところで今さらだが、どうしてわたしに唐突に妹なんぞができてるかというと──。

  



  
     第二話／こんにちは、赤ちゃん


    



    　つまりは子供のころと同じ歩幅でいつまでも歩いていたら、おとなの世界では置き去りにされてしまう──そういう話なのだ。


    　いろんなことを学習したつもりでも、身につけたはずの常識や知識はどんどん通用しなくなって、むしろこれまで積み重ねてきたものがしがらみになってわたしを縛りつける。


    　どれが必要でどれが不要なのか、取捨選択しているつもりで重荷ばかりを背負いこみ、息苦しくて、それでも生きていくために前へ進まなくちゃいけない。


    　でも、現実はそんなわたしを優しく待ってくれはせずに、いつだって引きずり傷つけ大事なものを奪っていくのだった。


    



    　お母さんが倒れた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「お兄ちゃん！　早く早く！　もっと急いでよ！」


    　自転車に乗っている。


    　正確にいえば、必死こいてペダルを踏んでるお兄ちゃんの背中にしがみつき、わたしはその背中をべしばしと叩たたいている。


    　ふたり乗りだ。


    　風が、春の終わりの穏やかさで、わたしの髪をふわふわと撫なでる。


    「と言われましても」


    　お兄ちゃんはのほほんとして、相変わらずなぜか顔出しＮＧのＡＶ女優さんのように両手で顔面を覆おおい、ふらふら左右に揺れながら。


    「この状態では前が見えませんし、手放し運転は難しいのですよ？」


    「じゃあ顔隠さないでよっ、前見てよ危ないよ！　ふざけてると首しめるよ！」


    「でもこれはお兄ちゃんの数少ない個性なので──う～ん、自転車のとき用にヘルメットでも買いましょうかね。ていうか文句言うなら自分で運転すればいいでしょう、日ひ留る女めさんはふつうに自転車乗ってましたよ？」


    「無理！　自転車、怖い！　高いし揺れるし転ぶし！」


    「あぁ、それでこそささみさん──ささみさんマジささみさん！　いいですよ、お兄ちゃんがささみさんのために何でもしてあげます！　甘やかしてあげますからね食事の用意から下しもの世話までお兄ちゃんがやったげますからご褒ほう美びにささみさんの聖水を聖水をををを……！」


    「だから前見て運転してって！」


    　豪快に車道に飛びだしそうになる危ないお兄ちゃんを叱しつ咤たしつつ、わたしは前方に見えてきたおおきな建物を睨にらみつける。


    　病院だ。


    　お母さんが、つい数時間前に搬送された場所である。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　宿すく名な毘び古こ那な総合病院は外科・内科・産婦人科などもろもろにくわえて、霊的な治療・検診が行える特別な医院である。


    　以前、ササミ・ウォッチ・プロジェクトというトンチキな騒ぎが起きたとき、大量に負傷者をだした月つく読よみ神社の面々もここに入院していたとか（いまは全員、退院してるけど）。


    　ともあれとくに何もしてないのに疲れて肩で息をきりながら、わたしは受付でお母さんの手術（！）が行われているという場所の位置を確認し、やきもきしながらエレベーターで最上階まであがると、お兄ちゃんを引っぱって走った。


    「お兄ちゃん、急いで！」


    「ちょっ、待ってください──病院の廊下は走っちゃだめですよ？」


    「誰かにぶつかりそうになったら『改変』で避よけるし！」


    「あぁもう、神さまだったときはそれが当たり前だったせいか、ささみさんが『改変』することに抵抗感なくなってる──よくすり抜けられると思って扉に激突したりしてますよね、ハムスターみたいで可愛かわいい♪」


    　緊張感のないお兄ちゃんに苛いら々いらしながら、わたしは不安に突き動かされるまま、薬品臭のたちこめた静かな廊下を驀ばく進しんする。


    　曲がり角を、勢いよく折れて。


    「わっ、びっくりした」


    　飛びこんできたわたしを見て、ひとりの女の子が目を丸くしたのを見た。


    　わたしは乱れた呼吸を膝ひざに手をついて整えながら、顔をあげて──その名を呼んだ。


    「あ、えっと……、ミッちゃんさん」


    「弥み火かでいーですよ☆」


    　ばっちりピースサインをしてくれたのは、わたしよりやや年下の女の子だ。


    　布ふ津つ野の弥火──わたしたちが、ミッちゃん（仮）と呼んでいたひとである。


    　豊かな大自然みたいに波打った若葉色の髪。


    　稲妻マークのヘッドフォン。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿で、手を「ひらひら」振っている。


    　彼女は先日の『邪神オリエンテーリング』で身体からだと霊体を損傷したけど、ぎりぎり命を失うこともなく、『月つく読よみ神社』の面々が治療を行った。


    　彼女の身体は悪徳オカルト結社『アラハバキ』がつくった霊的ロボットだが、その首領が倒れ組織が解散した今、その束縛から解放されて自由になったのだ。


    　もともと『アラハバキ』の霊的ロボットだったかがみと同様に、その身体に仕込まれた組織からの命令プログラムを解除し、本人の自由意志を取り戻すのは可能だった（それこそ、かがみを組織から救いだしたつるぎの経験と協力もあった）。


    　ともあれ、ほんとうの意味で己おのれの人生を取り戻したミッちゃん──弥み火かちゃんは、かつて彼女が所属していた『月読神社』に帰参し、今はお母さんたちといっしょに暮らしている。


    　わたしは正直、どういう態度をとればいいのか決めかねて。


    「えっと、『さん』づけで呼んだほうがいい、……ですか？　あの、年上のお姉さんだと思ってたひとが急に自分より年下になって、混乱してるっていうか──」


    　うまく話せない自分がもどかしいが、弥火ちゃんは「フフフ」と笑って。


    「そこは慣れてもらうしかないですけどね☆　敬語とかやめてください、呼びかたも『弥火ちゃん』でＯＫですんで」


    　気さくに言うと、弥火ちゃんはじっとこちらを見据えてくる。


    　そして、深々と頭をさげた。


    「その節は、たいへんお世話になりました。わたしがこうして当たり前の日常に帰ってこれたのは、ささみさんのお陰です。このご恩は、いつか返しますから」


    「あ、いや、そんな」


    　わたしは何もしていない。


    　例によって翻ほん弄ろうされ、右う往おう左さ往おうしていただけだ。


    　それに、お礼を言うのはこっちなのだ。


    『現代のトロイア戦争』のとき、弥火ちゃんがその身を犠牲にしてくれなかったら、この国は今のかたちを保ってすらいられなかった。


    『邪神オリエンテーリング』のときだって、弥火ちゃんは己の自我を踏みにじられながらも、この世界のみんなのために努力してくれた。


    　彼女こそが功労者だ、そう言いたかったけど──。


    「た、体調はどう？」


    　もじもじしてしまって、わたしは迂う遠えんな問いかけをしてしまう。


    　自分のコミュニケーション能力のなさが嫌いやになるけど、弥火ちゃんは「ぜんぶわかってます☆」みたいな平和な笑顔になって。


    「フフフ、お気遣いありがとうございます──ええ、すこぶる健康ですよ。『元気が取り柄の布ふ津つ野の弥み火か』ですから☆」


    　可愛かわいく横ピース☆してくれるけど、見た目よりも彼女はぼろぼろのはずだ。


    　いちど死に、不自然なかたちで蘇生させられ、『邪神』の核として利用されたのだから。


    　けれど彼女は健けな気げに、ちらりと病室を一いち瞥べつして。


    「それに、わたしのことはいいんです──命があっただけでも幸いって感じですし。今はそれより、呪じゆ々じゆさまが……」


    　そうだ、お母さんの一大事なのだ。


    　まだ『いきなり倒れた。病院に運ばれたらしい』みたいな断片的な情報しかもらってないから、状況はさっぱりわからない。


    　ちなみにわたしは学校の授業中だったけれど、飛びだして駆けつけてきた。


    　お母さんは禁じられた黄よ泉みがえりを行い、不自然にこの現世に留まっている。


    　いつ、何がきっかけでその存在が崩壊してしまうかわからない。


    　それは弁わきまえていたはずだったのに、わたしは心の準備ができてなくて、動揺しっぱなし。


    　涙すら浮かんでくる。


    　お母さん、だいじょうぶかなあ──。


    「ふん」


    　目の前の病室の扉が開いて、誰かが顔を覗のぞかせた。


    「情けない顔をするな、ささみ。『最高神のちから』を受け継ぐさだめの『月つく読よみの巫み女こ』の心の乱れは世界に悪影響を及ぼす、ずっとそう教えておっただろうが。未熟ものめが」


    　何かむかつくことを言いながら登場したのは、わたしのお父さん──月読留る座ざだ。


    　男性にしては背が低いが整った顔立ちで、見てくれだけはかっこいい。


    　宮ぐう司じの衣装をまとい、静かに扉を閉めると腕組みし、こちらを鋭く睨にらんでくる。


    　お母さんの一大事だ、まぁ当然──いつもふらふら遊び歩いてる印象のお父さんだって、矢も楯たてもたまらずに飛んでくるだろう、お父さんってさりげなくお母さん大好きだし。


    　いつになく緊張感に満ちた、ぴりぴりとした表情をしている。


    　お父さんには以前、酷ひどい目に遭わされかけたりしたし──何だかいつも不機嫌そうなので、ちょっと苦手なわたしである。


    　だから──。


    「あ、お父さん。……いたんだ」


    　よそよそしいことを言ってしまい、お父さんは「むっ」と眉まゆをひそめる。


    「きさま、近ごろ『月読神社』当主であり父であるわしへの敬意が足らんぞ？」


    「え？　お父さんのどこに敬意を抱いだける部分があるの？」


    「うあ～ん、ミッさま～。娘がいじめる～」


    「よしよし、弥み火かはご当主さまの味方ですよ☆」


    　弥火ちゃんの胸元に縋すがりついてめそめそ泣きじゃくるうちのお父さん……、わたしより年下の女の子に抱きつく父親はあまり見たくない図であった。


    　弥火ちゃんに愛いとしそうに良い子良い子されてるダメオヤジを見て、わたしは溜ため息いき。


    「やめて弥火ちゃん、お父さんを甘やかさないで。どんどん親子の縁を切りたくなってきちゃうから」


    「ふん」


    　お父さんは涙目で、弥火ちゃんに頭を撫なでてもらいながら。


    「『月つく読よみ神社』に仕える巫み女こでもあるミッさまがわしを崇すう敬けいするのは当然だろうが、きさまも見習え。もっとわしに優しくしろ」


    　前から疑問だったんだけど、何でお父さんは弥火ちゃんに『さま』づけなの？


    　どうでもいい部分を気にしていると、お父さんは情けない体勢のまま。


    「安心せい、ミッさまについては呪じゆ々じゆのやつも気にしておる──この霊的ロボットの身体からだのどこに『アラハバキ』首領の悪意が潜んでいるかもわからんしな、しばらくは保護観察処分というか、様子を見つつ破損した霊体を治療していくつもりだ。無茶はさせん」


    　お父さんは無駄にかっこいい笑顔を浮かべると。


    「ミッさまは『月読神社』になくてはならぬ存在だしな──具体的に言うと、わしと呪々だけでは部屋がどんどん荒れ果てていくし毎日カップラーメンとかだし……他の巫女とかには仕事もあるし、我われらの情けない姿を見せられんからミッさまだけが頼りなのだ」


    「あぁ、むかしから家事は人任せだったからお父さんもお母さんもできないんだ──わたしもだよ。いいなぁ弥火ちゃん、家事できるんだ」


    　ごく正直に。


    「ねぇ、うちで暮らさない？　うちの家事はお兄ちゃんにやってもらってるけど手が回らなくてさ、近ごろ居候が増えたから洗濯物とか洗ってない食器とかが溜たまって溜まって……」


    「……ほんと、『月読神社』のひとたちは世話が焼けますね☆」


    　さすがに呆あきれたように、でも何だかすこしだけ幸せそうに、弥火ちゃんは苦笑する。


    　などと、和なごんでいる場合ではない──わたしはお父さんを見据えて。


    「それより、お母さんはだいじょうぶなの？」


    「あぁ、まぁ呪々はまともな身体ではないから楽観視はできんがな──」


    　お父さんはようやく落ちついたのか、弥火ちゃんから離れて、病室を睨にらむ。


    「ふん、見苦しくうろたえるな──みっともない。古代ならともかく、現代医療は優れておる。命の危険、というほどでもないだろう。わしのように、悠然と待っておるがよい」


    　言葉と同時に、灯っていた『手術中』のランプが消えて、お父さんがものすごい勢いで「呪々ちゃん！」と叫びながら突入していった。


    　言動が一致してないだめな父親に呆あきれていたら、弥み火かちゃんが「わたしたちも行きましょう☆」と手を引っぱってくれる。


    　わたしは恐る恐る、生なま唾つばを呑のんでから病室に踏みこんだ。


    　広い病室である。


    　ちょっと驚くぐらいの、バレーボールぐらいできそうな面積がある。


    　その中央に寝台がひとつだけあって、その周りを巫み女こさんや宮ぐう司じさんがぐるりと取り囲み、玉たま串ぐしや勾まが玉たまなどの祭具を手にして、静かに祝詞のりとを読みあげている。


    　室内なのにあちこちで篝かがり火びが焚たかれ、独特の抹まつ香こうが漂っている。


    　どうも外界とこの場所を完全に遮断する結界が敷かれているらしく、声も『神々』も何もかもこの病室に近づけないようにしている。


    　儀式、といった感じだが──。


    　物々しい雰囲気に、すこし怯ひるみそうになったけれど。


    「ささみ」


    　寝台で身体からだを起こしているお母さんが、こちらに呼びかけてきた。


    　何だか疲れたような顔をしているが、それだけで──意外と元気そうだった。


    　どことなく幸せそうですらあった。


    　髪の毛はほつれ、憔しよう悴すいしたように背中は丸まり、声にもちからがなかったけれど。


    「お母さん！」


    　わたしは何だかたまらなくなって、そのへんに座して儀式をつづけている巫女さんたちを蹴け飛ばしそうになりながら、寝台に駆け寄った。


    　すでにお母さんの背中からは「呪じゆ々じゆちゃん呪々ちゃん！　無事でよかったぁ！」とお父さんが抱きついてるので、すこし迷ってから、そのほっそりした指先を手にとって。


    「心配したよ──だいじょうぶなの？」


    　ほっぺたが熱い。


    　どうも、いつのまにか泣いていたみたいだった。


    　声がうまくでずに、「ひっぐ」と嗚お咽えつを漏もらしていると、お母さんは微ほほ笑えんだ。


    「うむ。母は健常である」


    「い、いきなり倒れたとか連絡あったから──ど、どうしたの？　何があったの？　病気？　お母さんが無理に黄よ泉みがえったのはわたしのせいだから、そのせいでお母さんが苦しんでるんじゃないかとか、わたし、わたしっ……」


    「よし、よし」


    　お母さんが珍しく、わたしの頭をもふもふと撫なでてきた。


    　そして、柔らかく抱きよせてくれた。


    　お母さんの、胸のおと。


    「だいじょうぶ。母は生きておる、聞こえておるだろう──鼓動が。だから、泣くな。何ひとつ、哀かなしいことなどなかったのだから」


    「お母さん、……うう」


    　安心して、お母さんの胸元に抱かれたまま、思わず眠っちゃいそうになったけれど。


    　そんな場合ではなかった。


    「留る座ざやらが騒ぎすぎたせいでどうも心配をかけたようだが、まぁ──とりたてて心配せずともよい。……見るがよい」


    　言うと、お母さんはさりげなく片手に抱いていた何かを、そっと見せた。


    「へ……？」


    　わたしは絶句する。


    　だって、これは──。


    　白い布に包まれた、びっくりするほど赤くてちいさな──。


    　やがて脳が事態を理解し、その物体の正式名称を思いだす。


    　我われながら反応が鈍いが、だってこんなの──予想外すぎて。


    「あ、赤、ちゃん……？」


    　わたしは裏返った声をあげる。


    　言葉のとおり、お母さんが抱いているのは赤ん坊だった。


    　生後まもなくで、それこそお人形さんみたいだ。


    　目を閉じ、すやすやと眠っている。


    　すでに髪の毛も生えそろっていて、愛らしい。


    「どこから説明すればいいのか……」


    　お母さんは大事そうに赤ん坊をそっと抱き直すと、深々と吐息を漏もらして。


    「でも、まぁ──今はとにかく、疲れたのである……」


    　ぐったりと寝ころんで、お母さんは微ほほ笑えんだ。


    「名前を考えておいておくれ、おまえの妹になるのだから」


    　矢継ぎ早に言われて、わたしは何がなんだか──目がぐるぐるしている。


    　だって、赤ん坊なんて。


    　つまりお母さんが倒れたのはいわゆる産気づいたとか、破水が始まったとかそんなで、今の今まで出産していて……そりゃあ、疲れる。


    　重労働だもの。


    　でも、何で──いきなり、赤ちゃんなんて？


    　わたしの、妹？


    　事態がさっぱり理解できないわたしに、お母さんは大真ま面じ目めに。


    「とりあえず、名前は仮に──『るるな』にしようかと思ってるのである」


    「何でお母さんそういうセンスだけ妙な方向に可愛かわいいの!?」


    　などと喚わめいている、わたしから離れ──寝台を取り巻く巫み女こさんたちの、輪の外。


    　病室の壁に背中を預けて、弥み火かちゃんが「フフフ」と笑った。


    「いいですね、何だか──こういう、騒がしさ」


    　すぐ横で、同じようにしているお兄ちゃんを、横目で眺めて。


    「帰ってきた、って感じがしますね☆」


    「ええ」


    　互いに目配せして、わたしの保護者たちが微ほほ笑えみを交わしていた。
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    　とまぁ、そんな経緯があって──わたしには妹ができたのだった。


    　いやいや、それだけで説明を終えちゃだめだろという感じに何かろくでもない裏事情とかありそうな気がするんだけど。


    　お母さんはまだ体調を崩していて眠ってばかりだし、るるなたん可愛いし（思考停止）。


    　憧れてたんだよね、妹って。


    　わたしがずっと『妹』という立場だったからかもしれないけど、もし妹がいたらこんなことしてあげたいな、みたいな理想というか願望がいっぱいあったんだ。


    　うん、ともあれわたしもお姉ねえさんになったことだし、神様とかになってるうちにいつの間にやら三年生だし、心しん機き一いつ転てん──三年生編の目標は、成長したおとなっぽいささみさんの日常だよ！


    



    「玉たま藻もの前まえさん～？」


    



    　朝。


    　六月だからか、不安定で薄暗い天気。


    　雨はふってはいないけど、空気中の湿度が高くて肌がうるうるする。


    　わたしは桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿になって、知りあいの小学生（希のぞ美みちゃん）に借りたお古の子供服を着たるるなちゃんと手を繫つなぎ、自宅の庭へ。


    「うう、ささみさんと手を繫ぐのはお兄ちゃんだけの特権なのに──」


    　と背後霊のようについてくるお兄ちゃんがうざいが、無視しつつ、そこそこ広い庭の真ん中に当たり前のように立っているテントへ向かう。


    　ここには今、わたしの友達（と呼んじゃえ）の蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんと、その保護者である玉藻前さんが暮らしている。


    　先日の『邪神オリエンテーリング』の結果、ふたりが所属していた悪徳オカルト結社『アラハバキ』は事実上、瓦が解かいした。


    　その残党というか落ち武者になってしまったふたりは行き場をなくし、場当たり的にわたしんちに居い候そうろうしている。


    　というか、勝手に居着いている。


    　わたしは『うちで暮らすといいよ』と誘ったのだけど、情雨じようちゃんは妙なところで頑固なので『敵の厚意に甘えるもんですか！』とか意地張って、でも他に行く場所もないから中途はんぱに庭に間借りしている。


    　不便だろうし、どうせうちは無駄に広いからふたりが暮らすスペースぐらいあるんだけどなぁ、と思いつつ。


    「あれ、玉たま藻もの前まえさん～？　いないの～？」


    　ともあれ返事がないので、テントの入り口をじゃっと開き、なかを覗のぞきこむ。


    　室内は『改変』したのだろう、見た目より広く快適そうで、家具なんかも揃そろっている。


    　霊的に不安定な情雨ちゃんが『神隠し』とかされないように護まもるためだろう、羅針盤とかの陰おん陽みようグッズがあちこちに配置され、やや妖あやしい雰囲気。


    　情雨ちゃん、お嬢さま育ちだしなぁ──かんぜんにアウトドアな生活は無理か。


    　まぁ、ふたりとも『邪神オリエンテーリング』で深刻な怪け我がを負ったりしてたし、健すこやかに暮らせてるならそのほうがいい。


    　ともあれ、外の光が差しこんで薄明るいテントのなか。


    　いちばん奥──柔らかそうな寝袋の上に「ちょこん」と正座して、玉藻前さんが目を閉じてうとうとしている。


    　その見た目は相変わらず幼くて、ちいさな子供のようだった。


    　あぶらあげ色の髪の毛と、同色の狐きつね耳みみ。


    　メイド服のスカートを押しあげるようにして、ふわふわもふもふの九きゆう尾び。


    　相変わらず浮き世離れしているというか、ふと目を逸そらしたら消えてなくなってしまいそうに非現実的な、でも可愛かわいい女の子だった。


    　彼女はうたた寝をしていて、こっくりこっくりと船を漕ぎながら、ときどき動物的に「ぴくんっ」って尻しつ尾ぽを震ふるわせている。


    　わぁ、撫なで撫でしたい。


    　わたしはお兄ちゃんと顔を見合わせて。


    「玉藻前さん、寝てるね」


    「疲れてるんでしょうねぇ」


    　先日の事件で、情雨ちゃんは胸元を貫通されその身に宿っていた『まつろわぬものアラハバキ』を引っこ抜かれ、生死の境をさまよった。


    　それに比べれば軽傷だけど、玉たま藻もの前まえさんだって無傷だったわけじゃない。


    　陰謀に利用され疲れ果てたうえ、情雨じようちゃんを守るために我わが身を盾にして戦ったのだ。


    　彼女は不自然な蘇生をした直後で弱ってたし、その霊体はひどく不安定だ。


    　情雨ちゃんの前では気丈に振る舞っていたけれど、ほんとは安静にしていなくちゃいけない、ひどい体調のはずだった。


    「そっとしておきたい気もしますが、ささみさんはキツネちゃんに用事があるんでしょう──よぉし、お兄ちゃんが起こしてあげますね！」


    　るるなちゃんにお株を奪われて焦あせってるのか、近ごろやけに張りきってるお兄ちゃんだ。


    　いや、無理に起こすほどじゃないんだけど……。


    「キツネちゃん♪　朝ですよ♪」


    　なぜか玉藻前さんに妙に馴なれ馴れしいお兄ちゃんは、すぐそばに置かれていた丁てい寧ねいに畳まれた洗濯物を、どんどん彼女の頭に積みあげはじめた。何てことするんだ。


    「ふぁっ」


    　眠りが浅かったのだろう、そんな無礼を働かれて、さすがに玉藻前さんも目覚めた。


    　ちいさく欠伸あくびをして、目元を擦こすると。


    「すみません、『おじょうさま』──眠ってたみたいですのって月つく読よみ神かみ臣おみーっ!?」


    　寝込みを襲おそうなんて失礼ですわハレンチですわっ、と騒ぐと同時に頭にのっていた洗濯物がどさどさ落ちて、ちいさな玉藻前さんは「のわーっ!?」と悲鳴をあげて埋まってしまった。


    　うわぁ……すみません、うちのお兄ちゃんが迷惑かけて。


    「何ですの？　いったい何なんですのーっ!?」


    　目をぐるぐるさせて、寝起きから混乱している玉藻前さんだったけど。


    　わたしはお兄ちゃんを横にどけると、狭いテントのなか中腰になって。


    「すみません、玉藻前さん──ちょっといいですか？」


    「まぁ、鎖さ々さ美みさん。このようなむさくるしい場所にどうも」


    　にっこりと、玉藻前さんは頭にぱんつとかのせたまま穏やかに微ほほ笑えんだ。


    　明確にお兄ちゃんとわたしで態度がちがうなぁ──わたしはともかく、お兄ちゃんはいったい玉藻前さんに何やらかしたんだろう。


    　無駄に嫌われてる気がするんだけど……。


    「あら？」


    　玉藻前さんはすぐに、わたしと手を繫つないだままのるるなちゃんに気づいて。


    「その子は──どちら様だったかしら？　だめですわね、年をとると物忘れが……」


    「あっ、そういえば玉藻前さんにはまだ紹介してませんでしたね」


    　るるなちゃんが我が家にきたのは、つい昨日のことである。


    「わたしの妹のるるなちゃんです」


    　ちなみに漢字では『留る々る那な』と書くらしいけど、お父さん（留る座ざ）と似ててむかつくので平仮名で呼んでます。


    「ほら、るるなちゃん──ご挨あい拶さつして」


    「…………」


    　るるなちゃんは相変わらず無反応で、ぼうっと玉たま藻もの前まえさんを見ていたけれど。


    　玉藻前さんは、表情を綻ほころばせて。


    「まぁまぁ、これはご丁てい寧ねいに──鎖さ々さ美みさん、妹さんがいらっしゃったのですわね。可愛かわいらしいですわ、『おじょうさま』もむかしはこんなちっちゃかったのにねぇ……。おじょうちゃん、るるなちゃん？　おいくつですの？」


    「…………」


    　るるなちゃんは声をかけられて、玉藻前さんをぼうっと見たけれど、やっぱり喋しやべんなくて赤ちゃん的に指をしゃぶっている。


    「すみません、無口な子なんです」


    「無口というか、これは……」


    　玉藻前さんは近眼のひとのように目を細めて、るるなちゃんを注視していたけれど。


    　よくわからなかったのか、小首を傾かしげて。


    「この子もその、『月つく読よみの巫み女こ』──月読呪じゆ々じゆのお子さんですの？」


    「そうだと思うんですけど、わたしもちょっと戸惑ってて」


    　頰ほおを搔かき、わたしはかいつまんで玉藻前さんに事情を説明する。


    　お母さんが倒れた、という連絡がきたのは一か月前ぐらい。


    　そのときは、るるなちゃんはふつうに赤ん坊だった。


    　でも昨日、唐突にお母さんが現れて「この子を頼む」とるるなちゃんを置き去りにしたときには、もうこの姿だった。


    　不自然に、おおきくなっている。


    　まぁお母さんが『改変』するなり何かしたんだと思うけど──お母さんは何の説明もせずに、慌あわただしく去っていってしまったから。


    　深夜だったので、夢かと思ったぐらいだ。


    「お母さんちに連絡したけど、どうも何だか忙しいみたいで──よくわからないけど、とりあえず預かることにしたんです」


    「あぁ、合点がいきましたわ」


    　玉藻前さんは「えへん」とぺたんこな胸を張った。


    「何であたくしのところにいらっしゃったのか疑問でしたが──わかりましたわ、経験ほうふなこの玉藻前に、子育ての何たるかを教わりにきたんですわね♪」


    　まぁ、そうなんだけども──言っちゃ悪いけど、子供のままごとにしか見えない。


    　いや、これでも玉たま藻もの前まえさんは一万年以上も生きてる高名な『神々』で、いちおう子育て経験者なんだけどね。


    　見た目、幼女だしなぁ。


    「でも、困りましたわ」


    　玉藻前さんは何を誤解したのか、己おのれのちっぱいを「ふにふに」と触って。


    「まだあたくし、お乳ちちでるかしら──」


    　彼女がそう言うと同時に、玉藻前さんの右胸をお兄ちゃんが、左胸をわたしが、瞬時に鷲わし摑づかみにしてもみもみした。


    「何しますの急にーっ!?」


    　びくんと真っ赤になってドン引きする玉藻前さんに、わたしたちは声を揃そろえて。


    「「いや、お乳がでるかどうか確かめようと思って」」


    「ハモった!?　何でこういうときだけ息ぴったりですのこの兄きよう妹だい!?」


    　大事そうに自分の身体からだをかばって、玉藻前さんがずざざっ、とテントの端っこぎりぎりまで避難してしまった。


    「いや、見てのとおり、るるなちゃんある程度は成長してるし──お乳はいらないんだけど。ってか、何でこんな急におおきくなったんだろ？　玉藻前さんわかる？」


    「さぁ？　呪じゆ々じゆが何かしたんじゃありませんの？」


    　玉藻前さんは不思議そうにしながらも。


    「獣けものは生まれてすぐに自分で立って歩ける場合が多いですが、人間の赤ちゃんは無防備ですしね──『悪神』などに狙ねらわれないよう、霊的な防御を施ほどこした結果では？」


    　あぁ、そうかもしれない。


    　わたしも赤ちゃんのころは、霊的に隔離された空間でお母さんがつきっきりになって守ってくれてた、って聞いたことがあるし。


    　じゃあ何でるるなちゃんはわたしに預けて放置なのか、また新たな疑問がでるけど。


    「じゃあ、やっぱりこの子はまだ赤ちゃんなのね──ふぅん……」


    「…………」


    　玉藻前さんは何か真ま面じ目めに考えているが、るるなちゃんはマイペースに、目の前でふわふわ揺れる彼女の尻しつ尾ぽを興味深そうに目で追っている。


    　そんなふたりに和なごみつつも、わたしは不安を吐きだした。


    「でも、わたし子育てなんてできそうにもないし──お兄ちゃんに任せてもいいんだけど、わたしも何かしたいの。だから、玉藻前さんにアドバイスもらえたらって」


    「けけけ」


    　玉藻前さんは変な笑い声をあげると、わたしを眺めて。


    「妹ですもんね、当然ですわ──やっぱり、鎖さ々さ美みさんは優しい子……」


    　あれ、何か玉たま藻もの前まえさんのわたしへの評価が無駄に高いぞ。


    「わかりましたわ、あなたにはお世話になりましたし──できるかぎり協力しましょう」


    　にっこりと目を細める玉藻前さんにほっとしつつ、わたしはふと気づいて。


    「そういえば、情雨じようちゃんは？　いないんですか？」


    「情雨は──」


    　つい呼び捨てにしてしまい、玉藻前さんは「はっ」と気づいて。


    「『おじょうさま』は、何だか近ごろ忙しいようですわよ？」


    「そうなの？」


    「聞いてませんのね、まったくあの子は──何でも独りでやろうとするんだから。ごめんなさいね、気をつけて見ていてあげてくださる？　今のあの子はとっても不安定だし、弱ってますの。支えが必要ですわ」


    「はい、当然です」


    「情雨と、仲良くしてあげてね……」


    　のんびりと、やっぱり眠そうに玉藻前さんは言うと、ちらりと置かれた時計を一いち瞥べつして。


    「でも、そろそろ学校へ向かわないと遅刻ではありませんの？　その子、どうしますの？　あたくしが預かっていましょうか？」


    「ううん、お母さんが何を思ってるるなちゃんをわたしに預けたのかわかんないから、いちおう目を離さないでおきたいの。学校のひとに何か言われたら『改変』でどうにかするよ」


    「近ごろほんと『改変』に迷いがありませんわね、鎖さ々さ美みさん。周りの『神々』にはあまり良く思われませんから、乱発してはいけませんわよ」


    　いちおう注意してくれてから、玉藻前さんはるるなちゃんをじっと見て。


    「気をつけてくださいまし──」


    　何だか怖いぐらい真剣に、そう言った。
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    　支度を終えて、わたしたちは登校。


    　今日はるるなちゃんがいるので、自転車（というかお兄ちゃんとの二人乗り）じゃなくて、徒歩だ。


    「…………」


    　相変わらず喋しやべんないうちの妹はわたしに手をひかれて歩きながら、指をしゃぶっている。


    　癖なのかな、赤ちゃんだしね。


    　そう、見た目は成長してるから忘れがちだけど、この子はまだ生まれたてだ──本来なら、よちよち歩きもできないはずなのだ。


    　しっかり見ていてあげないと。


    　しかし、まぁ。


    「歩くの面倒だなぁ。うちの学校、わりと遠いし──遅刻しちゃうかも」


    「でも自転車の三人乗りなんて曲芸できないでしょう、僕が車を運転できればよかったんですけどね。バスもありませんし、歩くしかないですよ」


    「神様のちからで瞬間移動──とか、だめかな？」


    「あれけっこう難しいらしいですよ、僕も当然──できませんし。ていうか、そういう神様っぽいこと何ひとつできないから棄すてられたんですけどね～」


    　のほほんと、わりと重いことを言うお兄ちゃんだった。


    　その話題がでた途端、わたしの胸のなかでずくんと重いものができる。


    　先日の『邪神オリエンテーリング』で、わたしはお兄ちゃんの正体に触れた。


    　神道を知るものなら誰もが聞き覚えのある、でも実際はどういう神なのか誰も知らない──遠い昔に忌いまわしい存在として棄てられた、神。


    　お兄ちゃんが神話の時代から現代までどういう生活を送ってきたのか、どうしていま『月つく読よみの巫み女こ』の、わたしの兄として振る舞っているのか。


    　踏みこんでいいのか、聞いてもいいのか──。


    　それで、すべてが台無しになりそうで、怖かった。


    「お兄ちゃんはさ」


    　勇気をふりしぼってみたけれど。


    「……何でもない」


    　やっぱり、わたしは今日も押し黙る。


    　お兄ちゃんはずぅっとそうやって後回しにされ、蔑ないがしろにされ、忘れられ棄てられてしまったんじゃないか──って、ちょっと思った。


    「わーいわーい☆」


    　何だか落ちつかない気分でいたけれど、前方から響いてきた喧やかましい声で台無し。


    　驚いて見ると、今日も麗うるわしい邪や神がみ三姉妹の三女たまが、満面の笑みで自転車に乗ってこちらに近づいてきていた。


    　その陽光色の髪の毛は黄金に輝き、誰もが見み惚とれる美び貌ぼうは朝陽を浴びて眩まぶしいほど。


    　映画のワンシーンみたいだった。


    　まぁ、乗ってる自転車にはアニメ絵＋補助輪つきで、すごいシュールだけど。


    　まぁ、まだ小学生だしなぁ……。


    　ふらふらと怪しい動きで近づいてくるたまを、わたしは見あげて。


    「おはよう、たま。……何で自転車乗ってるの？」


    　この子はふだん、徒歩で登校してたはずだ。


    　これじゃあ、いつもと逆である。


    「わっ、ママりんだ」


    　自分の足下を見てがんばって運転していたたまは、顔をあげて「ぱぁっ」と目を輝かせた。


    「あのねー、たまねー」


    　言いながら、キコキコとペダルを漕いで近づいてくる。


    「こないだの『邪神オリエンテーリング』で失敗しちったから、いろいろ成長しなきゃってがんばってるの。そしたら希のぞ美みちゃんが小学五年生なのに自転車も乗れないのはあれだからって、だから特訓なの♪」


    　抱きつきたいけど自転車ごとイッたらママりんつぶしちゃうな、とうずうずした表情のたまである。


    「まだ補助輪外せないけどね。遅刻しちゃいそう、ママりんは自転車乗れる～？」


    「え？　あ、うん──と、当然じゃん？」


    　そっぽを向いて言うと、お兄ちゃんが「またそういう無駄な見栄張って……」と呆あきれたようにぼやいた。いいじゃん……。


    　たまは「すごぉい☆」と尊敬の眼まな差ざしでこちらを見てから、ふと、るるなちゃんに気づいて目を丸くした。


    「ほわわ……？」


    　まだ邪や神がみ三姉妹にもこの子のことは知らせてないから、初めて見る子に驚いてるっぽいたまを、るるなちゃんはデカい小学生が珍しいのか「…………」と無言で眺めている。


    「ま、ママりん」


    　たまは青ざめて震ふるえると。


    「ママりんが浮気したーっ!?」


    　大声で何てことを言うの!?


    「ママりんがたま以外の子を……たまのママりんなのに……！」


    　うわ、お兄ちゃんと同じ反応。


    　わたしは泣きべそをかいてるたまに、周りの目を気にしながら。


    「あ、あのね、たま──この子はるるなちゃんっていってわたしの妹で、ってかそもそもわたし、たまのお母さんじゃないからね？　前から言いたかったけど！」


    「うわぁん、しょうげきの事実を明かされた！　ママりんがたまを認知してくれないお！」


    　どこでその単語を覚えた、ってか大声でそういうこと言わないでってば。


    　どうしたもんかと思っていると、るるなちゃんが「…………」と相変わらず無言のまま、たまに歩み寄ってそっと抱きついた。


    　相変わらず行動が謎だ、この子。


    「ほわわ？」


    　たまも良い子だから、こうも親愛（？）を示されると振り払うこともできないのだろう、自分のお腹なかに顔を埋うずめているるるなちゃんに困り顔をして。


    「な、なぁに？　たまのこと好きなの？　たまの子分になりたいの？　えへへ──るるなちゃんっていうの？　いくつ？」


    「生まれたばかりだよ」


    　みんな年齢のこと聞くなぁ、まぁ唐突に幼女をつれてたら変に思うか。


    「たまのほうがお姉ねえさんなんだから、失礼なことされても我慢してあげてね？　そんで、できればいろいろ教えてあげて？」


    　言うと、たまは「お、おねえさん……☆」と恍こう惚こつの表情で身をよじって。


    「わかったお♪　たま、ママりんとられて悔しいけど我慢する、お姉さんだもんっ」


    「それよりも、ふたりとも──そろそろ学校行かないと本格的に遅刻ですよ？」


    　お兄ちゃんが言った。


    　それもそうだ。


    「そんじゃね、たま──って、もういないし」


    　動きの読めない小学生は、とっくにわたしたちを置き去りにして道を驀ばく進しんし、前方を歩いていた希のぞ美みちゃんを見つけて「ねぇねぇ、たまお姉さんなの！」「どうしたの、たまちゃん？　変なものでも食べたの？」と元気に会話していた。


    　希美ちゃんも珍しくこんな時間に歩いてるな、優等生なのに。


    　何かあったのかな──とも思うけど、まぁしっかりしてる子だし、困ったことがあったら相談してくれるだろう。


    　今は、わたしも余裕がないしなぁ。


    　考えながら、ふとるるなちゃんを見ると。


    「…………」


    　彼女は去りゆくたまの背中を眺めて、しきりによだれを拭ぬぐっていた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「ふにゃあ」


    　邪や神がみ三姉妹の次女かがみは、いつものように眠そうな猫みたいな声をあげる。


    　今日も桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服をきちんと着て、さらさらの黒髪は窓から差しこむ朝日を吸ってきれい。


    　近ごろ事件つづきだったから消耗しているのだろう、寝ても寝ても寝足りないという様子でしきりに目元を擦こすっている。


    　やや傾いている親友と、下駄箱でばったり会ったので（どうも、自転車登校のたまを心配してあとからこっそり見守っていたらしい。学校逆方向なのに）、そのまま一緒に自分たちの教室へと向かっているわけである。


    　朝の学校は賑にぎやかで、みんなの談笑の声のなかにときおり携帯電話の着信音が響く。


    　かがみはわたしと手を繫つなぎ、指をしゃぶっているるるなちゃんを一いち瞥べつして。


    「よくわかりませんが、鎖さ々さ美みさんは次から次へと忙しいですね──」


    「『でも放っておけないのです！　友達ですから！』って優しく世話を焼いてくれるかがみが大好きだよ！」


    「ふにゃあ、甘えんじゃねぇのですよ」


    　抱きつきにいったら「しっし」と虫でも払うような仕草をされた──やん、ぞんざいな扱いされると逆に嬉うれしくなっちゃうように調教されたわたしのカラダ。


    　かがみは嫌いやそうに。


    「ふん、他人に迷惑ばかりかけてる半人前の分際で子育てとは片腹痛いのです──その子も可か哀わい想そうですね、こんなのがお姉ねえちゃんで」


    「ふふ、寂しかったらかがみもわたしを『お姉ちゃんっ♪』て呼んでいいんだよ？」


    「わたしの姉はあのウジ虫だけなのです」


    　かがみがツンなのかデレなのかよくわからないことを言った。


    「ウジ虫で思いだしましたけど、どうも姉さん──しばらく不在のようですので。何か厄やつ介かいごとがあった場合はわたしのほうに連絡しなさい」


    「へ？　つるぎ、いないの？」


    「ええ、今朝どたばたと旅行支度をして出発してました。相変わらず何の説明もないのでよくわからないのですが、急用が入ったとかで。まったく、たまと鎖々美さんの世話という重労働をわたしに押しつけて、どこで何やってるんだか」


    「ふふ、だから寂しそうなんだね。かがみん、やっぱりわたしを『お姉ちゃん』って──」


    「うぜぇのですよ」


    　ほっぺにチュッチュしようと思ったら肘ひじ打うちをもらった。げふう。


    　かがみは真ま面じ目めに心配そうに。


    「こんなのが姉でだいじょうぶですか？　その子、うちで引き取りましょうか？」


    「そんなマジ反応されると傷つくんだけど──だ、だいじょうぶだよ。お母さんにるるなちゃんを預けられたのはわたしだし、わたし立派なお姉ちゃんだもん！　ね、るるなちゃん？」


    「…………」


    　るるなちゃんは相変わらずの無反応だが、ふと自分を眺めているかがみに気づいて──。


    　なぜか、素早くわたしの背後に隠れた。


    「ほぇ？　ど、どうしたの？　何か、かがみを怖がってる？」


    　るるなちゃんはわたしの背中にちいさな顔を押しつけて、けしてかがみのほうを見ないようにしてるみたいだった。


    　何だろこの反応……相変わらず謎だ。


    「え？　わたし、怖いですか？」


    　かがみがショックを受けて、腰を屈かがめると猫を誘うように「ちっち」と指を鳴らした。


    「こ、怖くないですよ～？　いじめたりしませんよ～？」


    「…………」


    　るるなちゃんが「びくっ」として、わたしの服のしたに顔をつっこんだ。


    　かがみは「え？　え？」と何だか泣きそうになって。


    「どうして？　そういえば、たまもうちに初めてきたときはこんなふうだったような──わ、わたし怖くないですよね？」


    「う～ん」


    　かがみ、わりと冷たい表情や態度が多いから、ちいさな子供には怖いのかも。


    　でもそれ言うと怒られそうだし、もちろん、わたしはかがみがほんとは優しい良い子と知ってるから──仲良くしてほしいなぁ。


    「かがみ、笑えばいいと思うよ。もっと優しくさ、にこっ☆　って感じでさ──あとお菓子くれたり、頭撫なで撫でしてくれたりするといいな！　わたしに！」


    「誰もあなたの願望を聞いちゃいねぇのですよ」


    「ほら、そういう憎まれ口とか怖い声とかがだめなの！」


    「ふにゃあ──え、笑顔？　こうですか？」


    　ニッコリ☆　と引きつった笑顔を見せられたが、逆に怖いよかがみ。


    「うう、ちいさな生き物に嫌われるのは哀かなしいのです……」


    　おいでおいで、と手招きしているかがみが愛らしいが、るるなちゃんは頑かたくなにわたしの服からでてこない。


    　この子、呼吸してないみたいに感じるんだけども。


    　体温もないし、かがみとは別の意味でお人形さんみたいだ。


    　わたしは、るるなちゃんを背中にはっつけたまま。


    「まぁいいや、かがみが怖いのはどうしようもないし──教室行こっか？」


    「どうしようもなくないのです、姉ねえさんにも『近ごろ、かがみは表情がやわらかくなったよな』とか言われてひそかに自信をもっていたのに！」


    　涙目のかがみだが、深々と溜ため息いきをついて──廊下を歩きながら。


    「でも、実際どうするのですか、その子。学校につれてきちゃって、『改変』するにしても難易度高くないですか。周囲ぜんぶの認識をいじるのはけっこう大変なのですよ、できれば現実的な言い訳を用意しておいたほうが楽なのです」


    「う～ん、『日ひ留る女めちゃんの日常を維持する』っていう義務がなくなったから、意外とわたし『徳』が溜たまっててそれなりに無茶はできるんだけど」


    　ヴィシュヌさま近ごろ見ないし、彼女の権現アバターとしてのちからを与えられたまま、集めた霊力を使用しなくていいっていうか──貯金ばかりが積み重なってく感じなのだ。


    　それはまぁ、がんばらないでいい状態なので、わたしとしては嬉うれしいことなのだけど。


    「そういえば、ヴィシュヌってまだ日本にいるのですか？」


    「さぁ、それはわたしよりかがみのが詳しいんじゃないの──お隣さんなんだし」


    「う～ん。ぜんぜん姿を見ませんし、最近はあんまり生活音とか聞こえてこないのですけど。故郷くにに帰っちゃったんでしょうか、あるいは別件で忙しいとか？」


    　まぁ、あんなのでも全知全能な印度インド神話の『最高神』だ、わたしたちが心配するようなことはないだろうけど。


    　などと会話してたら、教室の前まできてしまった。


    　三年生の教室は一階にあって、下駄箱から近い。


    　かがみに「どうするのですか？」という顔で見られたので「だいじょうぶ、愛してるよ」ときちんと返答してから。


    「任せて、考えがあるから」


    「不安なのです」


    　率直に述べてくるかがみがむかつくが、わたしだってやればできる子だよ。


    　とりあえず、るるなちゃんを服の下からだして、手を繫つなぎ直すと──わたしは、思いっきり教室の扉を開いた。


    　三年生に進級してクラス替えなどは行われたが、そのときわたし日ひ留る女めちゃんに立場を譲っていたので誰が誰だかわからない──知ってる顔が少ないのがコミュ力低いわたしには怯ひるみそうになるけど、がんばって覚悟を決めて。


    「みんな！」


    　必死に声を振り絞り、るるなちゃんを見せびらかして。


    「この子は、るるなちゃん！」


    　わたしは断言した。


    



    「──わたしとかがみの子です！」


    



    　…………。


    　かがみが、ゆっくりとこちらを見た。


    「え」


    「訳あって学校にもつれてきますけど、おとなしい子なのでみなさんに迷惑はかけないと思います！　よろしくお願いします！」


    　頭をさげると、かがみがそんなわたしの足をがしがし踏んで。


    「ちょっ、鎖さ々さ美みさん!?　正気ですか!?　何言ってんですかあなた、そんなの信じてもらえるわけが──」


    　かがみの動揺とは裏腹に。


    　教室のみんなはいい具合に「なぁんだ」「あぁ、あの子たちが二年生のとき[image: ]うわさだった……」「ついに子供をつくっちゃったかぁ」「むしろ遅かったぐらいじゃないのｗ」とか和なごやかに談笑している。


    　ふう、一件落着☆


    　汗を拭ぬぐって自分の席へ向かうわたしの後ろで、呆ぼう然ぜんとしたかがみが「え？　え？　何その反応？　みんな『改変』されてるのですよね、そうに決まってるのです！」と動揺してる。


    　疑われないならそれでいいじゃん。


    「まるで納得できないのです。何かがおかしいのです。常識が揺らいでいるのです」


    　ぶつぶつ言いながら、かがみが自分の席（わたしのすぐ真後ろだ）に移動して、しきりに爪を嚙かんでいる。


    　そんなアホなことをやっていると──。


    「あんたたちって、いつもお騒がせね」


    　扉を開いて、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんが姿を見せた。


    　何だか不機嫌そうに腕組みして、おおきな胸元を強調するようにしている。


    　長い色の脱ぬけた髪の毛は天使の翼みたいに広がり、歩くたびに揺れている。


    　鞄かばんは持ってないから、いちど教室にきてから、用事があって他んとこに行っていたのかな。


    　情雨ちゃんは忙しいみたいだ、って玉たま藻もの前まえさんも言ってたし。


    　何だろ、近ごろは行事とかないはずだから、生徒会長の情雨ちゃんも暇ひまだと思うんだけど。


    　情雨ちゃんは自分の席、わたしの右横に座ると──頰ほお杖づえをつき、ジト目でこちらを睨にらむ。


    　指先でペンをくるくる回して、溜ため息いきをつくと。


    「何よその子……？」


    　わたしのすぐ横で、所在なげに突っ立っているるるなちゃんを見た。


    　まぁ、高校の教室にこんなちっちゃい子がいたら、誰だって変だと思うだろうけど。


    「またぞろ頭のおかしい事態に巻きこまれてんのね、いいかげんにしなさいよ──まったく、べつにいいけど。あたしに迷惑だけはかけないでね？」


    「うん、そのつもりだよ」


    　るるなちゃんはわたしの妹だもん、みたいな気持ちで言ったのだけど──情雨ちゃんは何だか寂しそうに「ふん」とそっぽを向いちゃった。


    　相変わらず、扱いの難しい娘だった。


    　でも。


    「ん？　何よ──」


    　るるなちゃんが、そんな情雨じようちゃんにとことこ歩み寄ると、その腰のあたりに抱きついた。


    　そして、静かにその揺れる白髪を見つめる。


    「わたしのことは怖がったのに……」


    　かがみが後ろの席で怨おん念ねんどろどろ放ってきて怖いが、情雨ちゃんもさすがに初対面の幼児にきつく当たることもなく、戸惑っている。


    「何よ、あたしに何か用？」


    「るるなちゃん、どうしたの？　おっぱい欲しいの？」


    「で、でないもんお乳ちちなんか──」


    　胸元をかばうようにして、情雨ちゃんがどうしたらいいかわからない、みたいな表情で間近にあるるるなちゃんの顔を見下ろす。


    「何なのよ──わけわかんない。だいたいねぇ、『神々』のちからがあるからって何でも横車押せるわけじゃないのよ！　学校にこんなのつれてこないでよ！　こんなプニプニで、お肌すべすべで、可愛かわいらしくて──んもうっ、しょうがないわねぇ！」


    　何も言ってないのに勝手にデレた情雨ちゃんが、たまんない、という表情でるるなちゃんの頭を撫なでこ撫でこ。


    　大事そうに抱きあげると、自分の膝ひざの上にのせちゃった。


    　るるなちゃんも逆らわずに、じっと情雨ちゃんを見あげている。


    　ぎゅう、とそんな彼女のお腹なかに腕を回して、ぬいぐるみみたいに情雨ちゃんが抱きしめる。


    　情雨ちゃんて子供好きだよね、希のぞ美みちゃんにも最初から好意的だったし。


    　などと、ほのぼのしていると──。


    「鎖さ々さ美みさん」


    　不意に、情雨ちゃんが小声で囁ささやいてきた。


    「この子のこと、あとで詳しく説明してもらうわよ。それで、学校につれてくるのは黙認してあげるから──その代わりに、ひとつ相談してもいい？」


    　べつに嫌いやなら嫌って言ってもいいのよ馬鹿みたい、という感じにつんけんした態度なので、わたしは放っておけるわけがなかった。

  



  
     第三話／蝦怒川情雨の陰陽道


    



    『創る会』という部活動がある。


    　わたしが一年生のころから所属しているけれど、いまだに何をするのか不明な集団である。


    　まぁ、今さら『世界を救うために戦う部活動なんだよ！』とか言われても困るから、このままでもいいけど。


    　ともあれ、放課後はそんな『創る会』の部室でだらだらと時間をつぶすのが、わたしの一般的な放課後のすごしかたであった。


    　午後のぼんやりした光が窓から差しこむなか、わたしは相変わらず無口なるるなちゃんを膝ひざの上にのせて、机に広げた絵本を読んであげていた。


    「静かだねぇ」


    「姉ねえさんがいませんからね」


    　正面、窓際で校庭に集まった猫を眺めていたかがみが、てきとうに答えた。


    「たまも、今日は自転車の練習をするそうですから──こないと思いますよ」


    「そっかぁ、ふたりっきりかぁ……♪」


    「るるなちゃんがいるのを忘れないでください。変なことしたら殺しますからね」


    「し、しないもん。……チッ……」


    「近ごろの鎖さ々さ美みさんには貞操の危機を覚えるのです」


    「だいじょうぶだって！　女同士なら子供できたりしないから！　安全安全！」


    「男女なら子供ができるような行為をするつもりなのですか」


    　ドン引きしているかがみを、いかにその気にさせるか策略を練っていると。


    　豪快に、部室の扉が開いた。


    「邪魔するわよ」


    　言いながら姿を見せたのは、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんである。


    　今日も傲ごう岸がん不ふ遜そんに腰に手を当て、「えへん」というポーズで登場した彼女は、るるなちゃんに気づいて「あ、るるなちゃん♪」とちいさく手をふった。


    　そのまま彼女は驀ばく進しんし、わたしの横の席にどっかりと腰を落ちつけた。


    　あの『邪神オリエンテーリング』以来、情雨ちゃんはときどき部室を訪れる。


    『創る会』に所属してはいないし、彼女は生徒会で忙しいのでそう頻ひん繁ぱんではないけど。


    　きても、何をするでもなく指遊びをしていたり、そのへんの本を読んだりするだけだけど──寂しがり屋の彼女が、ちょっとずつでも他人との距離をちぢめようって努力しているみたいで、すこし微ほほ笑えましい。


    「情雨じようちゃん、今日はどうしたの？」


    　問うと、情雨ちゃんはくちびるを尖とがらせて。


    「あによ、用がないならきちゃいけないの？　……相談したいことがあるって言ったでしょうが、まさか忘れたんじゃないでしょうね？」


    「あぁ、そういえば」


    　今朝そんなようなこと言われたような。


    　すっかり忘れてたなぁ、と酷ひどいことを考えていると──正面でかがみが顔をあげた。


    「ふにゃあ」


    　眠たそうに目をしぱしぱさせて、情雨ちゃんを見ると。


    「ずいぶん厚かましいですね、ひとにものを頼むときはもうちょっとしおらしくするべきなのですよ」


    　ちくりと、嫌いや味みっぽく言う。何でいちいち喧けん嘩か売るの……。


    　情雨ちゃんは「ふん」と鼻を鳴らして。


    「あたしの勝手でしょ。あんたに文句言われる筋合いはないわよ──ぎょ～ちゃん」


    「ぎょ？」


    　妙な単語に、かがみが目を丸くするのを、情雨ちゃんは何だか勝ち誇るように見て。


    「あんたの呼び名よ。苗字だと他の姉妹と区別がつかない、下の名前で呼ぶほど親しい間柄じゃない──だから『お人形ちゃん』て呼んでたけど長いから、縮めて『ぎょ～ちゃん』」


    　どうだ、と立派な胸を張る情雨ちゃんに、わたしは微笑んで。


    「『じょ～ちゃん＆ぎょ～ちゃん』ってお笑いコンビみたいだね。いいなぁ、わたしも渾あだ名なとかつけてほしいってずっと言ってるのになぁ──かがみに先越されちゃった。今からでも遅くないから『さっちゃん♪』とか『ささっち♪』とかどうどう？」


    「脳みそがないひとは喋しやべらないでほしいのです」


    　かがみが面倒くさそうに言う。あるもん。


    「まぁ、好きに呼べばいいですけど」


    　こないだの『邪神オリエンテーリング』関連のあれこれで、かがみは情雨ちゃんに何か思うところがあったのだろう──ふたりは、どちらも悪徳オカルト結社『アラハバキ』に人生をくるわされた、ある意味では姉妹のようなものだ。


    　まだ距離感をはかりかねてるみたいだけど、理不尽に敵意をぶつけあうこともなく。


    　仏頂面のまま、かがみが急きゆう須すにお湯をそそいで。


    「蝦え怒ど川がわさん、お茶はどうですか？」


    「……もらうわ」


    　情雨ちゃんは何だか複雑な表情をしていたけれど、素直に頷うなずいて、微笑んだ。


    　お互いに、すこしだけ態度が軟らかくなってるみたい。


    　仲良くしてくれるなら、わたしにとっても──こんなに嬉うれしいことはないけどね。
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    「和なごんでる場合じゃないのよ」


    　ありがと、とかがみから湯飲みを受けとり、情雨じようちゃんが拗すねたように言った。


    「ぎょ～ちゃんもいるなら、話が早いわ──鎖さ々さ美みさんだけじゃ役に立たないし、つるぎ先生は欠勤なんだっけ？」


    「野暮用で留守にしてるのですよ、……何かあったのですか？」


    「あたしもまだ、何がなんだかわかんない状態だけどね」


    　情雨ちゃんはやや真ま面じ目めな表情になったかがみに、すこし頼もしそうにしてから。


    「これ、見なさい」


    　懐ふところから、一枚の紙を取りだした。


    　机の上に置かれたので、わたしは眠そうにしてるるるなちゃんの頭を顎あごでぐりぐりして。


    「なぁに、これ？　ラブレター？」


    「そんな愉快な代しろ物ものじゃないわよ。……見てなさい」


    　つづけて、情雨ちゃんがどこからともなく筆ペンをとりだした。


    　今朝もこれ指先でくるくる回してたな──何らかの霊力を帯びているようで、わたしには輝いて見える。


    「ママの尻しつ尾ぽからつくった筆ペンよ」


    　情雨ちゃんの母親──玉たま藻もの前まえさんは妖よう狐こだ、旧ふるく名のある『神々』の霊力が宿ったいちぶ、それは立派な神具である。


    「これで、ちょちょいと」


    　筆ペンで、白紙に何やら人ひと型がたを描き始める情雨ちゃん。


    　何となく落ちつかなくてもじもじしてると「あんたを描いてるわけじゃないから」と嫌いやそうに言われた。


    　かがみが感心したように身を乗りだして。


    「式しき神がみ？　陰おん陽みよう道どうですか？」


    「あんたは話が早くて助かるわ、ほんと」


    　ふたりがわたしを置き去りにわかりあおうとしてるので、焦あせってわたしは「はいはい！」と手を挙げて話に嚙かんでみた。


    「そ、そういえば情雨ちゃん、陰陽道の修行してるんだったよね！」


    　先日の『邪神オリエンテーリング』で、情雨ちゃんは生まれたときから一体化していた『まつろわぬものアラハバキ』を実の父親によって奪われてしまった。


    　あの『神々』は情雨じようちゃんの悩みの種でもあったが、その身体からだを守護する武器であり盾でもあった。


    　霊的に無防備になった彼女は『悪神』などにとって格好の獲物だ、『神隠し』などされないよう──玉たま藻もの前まえさんが、その長い人生で会得した陰おん陽みよう道どうを授けていると聞く。


    　陰陽道は平安時代におおくが確立された技術体系で、わたしはお門かど違いなのでよく知らないけど──飛んだり跳ねたり戦ったりの動的なものではなく、既にあるものに意味を見いだし用もちいる、占いに近い、とお母さんが言ってたような（うろ覚え）。


    「幸いに、妖よう狐この子供は強い陰陽道の才能を得る──安あ倍べの晴せい明めいしかりね、あたしはまだ初心者だけど。少しずつでも技術を得て、せめて自分の世話ぐらい焼けるようになりたいのよ」


    「情雨ちゃんて、がんばり屋さんだよね」


    「あんたがサボりすぎなのよ」


    　わたしに嫌いや味みを飛ばしつつ、情雨ちゃんが「できたっ♪」と嬉うれしそうな声をあげた。


    　シンプルな人ひと型がたと、五芒星セーマン。


    　つらつらと書かれた、古語の呪じゆ文もん。


    　呪じゆ符ふとして完成した紙は輝きを放ち、陰陽道によって刻まれた霊的回路を作動させる。


    　机の上──式しき神がみ、とかがみが呼んだ呪符の上に、何か巨大なものが出現する。


    「わわっ!?」


    　わたしは驚いて、思わず椅い子すから転げ落ちそうになりながら、るるなちゃんを抱っこしたまま慌あわてて壁際まで退避した。


    「あぁ、怯おびえなくてもだいじょうぶ──これはただの名な残ごり、立体映像みたいなものだから」


    　情雨ちゃんの説明によると、式神というのは術者が設定した見た目で、命じたとおりの行動を自動反復しつづける存在らしい。


    『アラハバキ』の主力兵器だった霊的ロボットも、この式神の技術を基礎としてつくられたものなんだって。あとから聞いた話。


    　情雨ちゃんが「ほら」と手を伸ばしたが、その指先は召喚された『何か』を素通りする。


    　じっとその場から動かないし、たしかに実害のない幻覚みたいなものらしかった。


    「でも、これ──何？」


    　わたしは、まじまじと召喚された『何か』を凝視する。


    　それは、巨大な人型に見えた。


    　全身、ふわふわした素材の灰色のタイツみたいなので覆おおっている、背の高い男だ。


    　奇妙なのは頭部が蝶ちようというか蛾がというか、虫っぽい感じになってることで──おおきな複眼がてらてらと輝き、特撮映画の悪の怪人って感じ。


    　背中から、ちからなく垂れさがった羽根のようなパラシュートの残ざん骸がいのような、よくわからんものが生えている。


    　コスチュームをまとった変なひとにも、謎の生き物にも見える、正体不明すぎる造形だ。


    　何だろこれ……。


    「それがわかんないから、こうして相談しにきたんでしょうが」


    　情雨じようちゃんが腕組みし、頰ほおを膨ふくらませた。


    「問答無用でいきなり攻撃してきやがったからね、『神隠し』か何かかと思って慌あわてて撃退したのよ。幸い、そんなに強くなかったわ。パンチ一発でＫＯよ」


    　情雨ちゃん強いなぁ。


    　彼女は『神々』と霊能力者の娘で、生まれた瞬間に『アラハバキ』を受けいれるために改造されている。一般人に比べて、基本的な身体能力からしてちがうのだ。


    「でも、倒したあと怖くなっちゃってさ──日本神話では見たことない造形だし、もしかしたら異国の『神々』かもしれないじゃない。だとしたら、殴なぐっちゃったら外交問題よ。不安になって、こうして意見を聞きにきてやったのよ」


    　もじもじと主張する情雨ちゃんが可愛かわいいが、かがみは小首を傾かしげて。


    「頼っていただいて光栄ですが、ごめんなさい──わたしも、見たことがないのです」


    　黒髪が、さらさらと揺れる。


    「低位の『妖よう怪かい』なんかにはいろんな種類がいるので、ちょっと把握しきれないのですが。虫、って意外と『神々』には類型がいないのですよね。国によっては科学が未発達な時代、虫は魂が宿ってるとすら思われずに地面から生えてくるものだと信じられてる場合がありましたし。ほら、一寸の虫にも五分の魂っていうじゃないですか。ちゃんとした生き物だと思われてなかったふしがあります」


    　かがみが思案顔で。


    「でも旧ふるい神話の創世の記述なんかには、よく名もなき巨大な蜘く蛛もだとか蝸牛かたつむりだとかが登場しますね。中華神話の神の遣いである三さん尸しとかも虫だったような──でもこんな、虫人間みたいなの、いましたっけ？」


    「どちらかというと、悪魔とかにこういうのいなかったっけ？」


    　わたしを置いてきぼりで、神話談義に花を咲かせるふたりだった。


    「ベルゼブルとかパズスとか、虫の姿をした悪魔として描写されてるんじゃなかったかしら。あれは聖書だっけ、ダンテの『神曲』だっけ、それともミルトンの『失楽園』？」


    「パズスはメソポタミア神話なうえ、虫の悪魔というのは俗説ですよ。たぶん、蝗いなごとかの虫害からの連想だと思うんですけど、たしかに西洋には虫っぽいのもわりと多いですよね──そのへんの神話が関わってるのでしょうか？」


    「えっとぉ」


    　知識がなくて話に参加できないのが寂しくて、わたしは手を挙げてみる。


    「情雨じようちゃんは実際に戦ったんでしょう──何か気づいたことはないの？」


    「そうね」


    　情雨ちゃんは思いだすように。


    「さっきも言ったけど、そんなに強い『神々』じゃなかったのよ。『妖よう怪かい』並みか、それ以下ね。霊的には希薄で、ほとんど物理的ダメージだけで倒せた気がするわ。あと、何か不思議な言語で話しかけてきたのよ」


    「喋しやべったんですか？　人格神ですか？」


    「それがよく聞きとれなかったのよ、『神々』の言語ならどこの国のものでも理解できるはずなのに。頭痛くなるような、音にするとピロピロポロポロ～♪　って感じの、言語っていうより鳴き声、みたいな？」


    　神に近づこうとした人間は、その罪を裁かれ言語を分割された──バベルの塔だ。


    　つまり逆にいえば『神々』の言語は全世界共通、誰にでも通じる万能の言語なのである。


    　印度インドやギリシアの『神々』ともふつうに喋れたのは、そういうことだ。


    　なのにこの虫人間（仮）の言葉は、情雨ちゃんには理解できなかった──。


    「まるっきり正体不明ですね」


    　途方に暮れたような表情をするかがみに、わたしは恐る恐る。


    「あの、何かごめんだけど──わたし、よく考えたらこいつ見覚えあるかも」


    「………？」


    　かがみと情雨ちゃんが同時に「おまえは何を言ってるんだ」みたいな顔をした。


    　そんなすごい意外そうにされると傷つくんだけど……。


    「待ってて、えっと──」


    　つるぎが部室に起きっぱなしにしていた、おもに彼女がエロゲをやるために使っているＰＣを起動させる──ネットに接続して。


    　情雨ちゃんとかがみが、後ろから覗のぞきこんでくる。


    「──これじゃない？」


    　画像検索の結果を、表示する。


    　ずらずらと並んでいるのは、今も机の上で突っ立っている虫人間とほとんど同じ──少なくとも、似たような身体的特徴をもつもののイラストなどの羅列だった。


    「ほんと、同じだわ──何よこれ、けっきょくどこの神様なの？」


    　情雨ちゃんの問いに、わたしは「う～ん」と唸うなって。


    　非常に言いにくいのだけど。


    「こいつはモスマンっていって──なんて言ったらいいんだろ、……宇宙人？」


    



    　それが、わたしたちを襲おそう未み曾ぞ有うのトンデモな事件の始まりだった。
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     第四話／出雲の長い午後


    



    　これはあとから聞いた話である。


    



    　日本の『神々』は一年にいちど、出雲いずもで会議を執とり行う。


    　一年間で積み重なった各神社に寄せられた願いのなかから、どれを叶かなえるか相談したり～というのが主な議題だが、今年はやや趣おもむきが異なっていた。


    　ギリシア、印度インド、クトゥルー（およびその背後にいた『アラハバキ』）にろくに対応できず蹂じゆう躙りんされるだけだった、その結果を重く受けとめ、事後処理と今後の対策を一致団結して練っていく──そんな真ま面じ目めな会議なのだった。


    　のんびりしている日本の『神々』も、今回ばかりは呑のん気きにしていられなかったのだ。


    「ふう、やっと着いた」


    　邪や神がみつるぎは見るからに疲れた表情で、かぶっていた帽子のつばを指で押しあげた。


    　服装は動きやすい軽装で、何だか小学生読書モデルみたいな感じだ。


    　ちいさな身体からだの身の丈ほどもある旅行トランクを引きずり、よちよちと歩いている。


    「あ～あ、もう面倒くせーな──会議なんて嫌いなのに、つうかまともな話し合いになんてなるわけねーのに毎年毎年……」


    「何だか機嫌悪そうですねえ、アマテラスさま☆」


    　元気よく言ったのは、その後ろに控えた布ふ津つ野の弥み火かちゃんである。


    　それしか服をもっていないのか、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿。


    　音楽を聴いているわけでもないらしいのに、常時つけているヘッドフォン。


    　やや強い風が吹くなか、緑色のボリュームのある髪の毛がおおきく膨ふくらんでいる。


    　こちらは長旅に疲れた様子もなく、小型のキャリーバッグをひとつだけごろごろ転がしながら物珍しそうに周囲を眺めている。


    　そんな彼女を振り向いて、つるぎが唸うなった。


    「『アマテラスさま』っつーなよ、あたしは残りかすでしかねーし。本来ならこんなふうに会議に顔だす資格もねーんだからよ。……っつーことで帰っていい？」


    「何でそんなにやる気ないんですか、元気だしていきましょ☆」


    『えいえい、おう！』という感じに拳こぶしを掲げる弥火ちゃんの肉体は霊的ロボットで、見た目より体力があるらしく、疲労感もなさそうだった。


    　弥火ちゃんはつるぎの背後、一歩さがった位置で小首を傾かしげて。


    「でも、気になってたんですけど──わたし、何で先生にご同行してるんでしょう？」


    『アマテラスさま』呼ばわりが嫌いやそうだったので、『先生』にしてみたようだ。


    　ちなみに、つるぎと弥み火かちゃんは同じ学校の教師と生徒という間柄だけど、学年がちがうので接点はない。


    　ほとんど、会話すらしていなかったはずだけど。


    　今朝方、つるぎが唐突に弥火ちゃんが暮らす『月つく読よみ神社』の暫定的な本拠地になっているオモヒカネマンションに現れ『弥火ちゃん！　会議行くぞ会議！　出雲いずもの！』とか言ってそのまま引きずってこられたようだった。


    　弥火ちゃんはまぁ残りかすとはいえ日本神話の『最高神』の命令だ、とりあえず従っとこうと思ってついてきたようだけど。


    　つるぎは面倒くさそうに、長い髪の毛をかきあげると。


    「弥火ちゃんはタケミカヅチだかんな、けっこう偉い神様なんだよ。記憶を思いだしちまった以上は欠席する理由もねーし、むしろつれてこないとあたしが叱しかられるって。『アラハバキ』のことについてとか、他の『神々』に説明してもらいてーしな」


    「あたし、『アラハバキ』には操られてただけなので、ほとんど何も知りませんよ？」


    「それならそれでいいよ。『アラハバキ』がつくったその身体からだを見せるだけでもまぁ、貴重な情報になる。タケミカヅチ復帰をみんなに知らせたいしな、べつに何か難しいことさせるつもりはねーから気楽にしてろよ」


    「それならいいですけど、てっきり何か罰を受けたりするものかと」


    「何でだよ、おまえ何も悪いことしてねーだろ。むしろ大怪け我がしたり被害者じゃーかよ、何か因縁つけてくるやつがいたら身体張ってでもあたしが守るから」


    「フフフ」


    　その言葉が嬉うれしかったのか、弥火ちゃんは微ほほ笑えむ。


    「ありがとうございます、先生。……しかしまぁ、のどかで雰囲気のいいところですね」


    　会話しながらふたりが歩くのは、見た感じまるっきり温泉街であった。


    　あちこちの排水溝や蒸気口から朦もう々もうと白い湯気がふきあがり、なだらかな坂道に沿って各種の温泉宿や飲食店が立ち並んでいる。


    　やけに賑にぎやかで、どこからともなく酔すい漢かんの楽しげな声や手拍子、木管楽器の音色が響く。


    　晴天で、空には雲ひとつない。


    　周囲をぐるりと輪りん郭かくのくっきりとした山々が取り囲んでいる。


    　出雲、と名はついているが『神々』のちからによって区切られた『異界』であり、実在の日本の土地とはあまり関係がない。


    　本来なら出雲の会議は神かん無な月づきに行われるが（そのため各地には『神々』がいなくなり神『無』月などと呼ばれるが、出雲のみが神かみ在あり月づきなどと呼ばれる）、今年は『根の国』の流出含めて事件が多発し、遅れに遅れてこの六月の開催となった。


    「ふう、ふう」


    　ちいさな身体からだでがんばってトランクを押しながら、つるぎが億おつ劫くうそうに。


    「坂道多くて、あたしみたいなおばさんには大変なんだけど」


    「荷物もちましょうか？」


    「いいって、気を遣わなくても──弥み火かちゃんは今日はお客さんみたいなもんだ、のんびりしていてくれよ」


    「でも～」


    　誰かの世話を焼くのがほんとに好きなのだろう、弥火ちゃんは寂しそうである。


    　そんな彼女に苦笑して、つるぎは地図を取りだし、己おのれの宿泊場所の位置を確かめる。


    「しかしまぁ、さっさと宿に入って温泉つかってゆっくりしてーよマジで。どうせ会議まではまだ時間があるしな、弥火ちゃんも静養してぼろぼろの霊体をきちんと治すんだぞ？」


    　片目を瞑つむって、いしししっ、と笑った。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　そのあと。


    　つるぎと弥火ちゃんは無事に宿に辿たどりついて、荷物をおろし宿帳を記入し～などの雑事を（主に弥火ちゃんが）順当にこなした。


    　長旅に疲れ、しばらくつるぎは指先すら動かせないほどぐったりしていたけど。


    「お風ふ呂ろの準備ができました～」と『神々』なのだろう、なぜか能面をかぶった仲居さんに呼ばれて復活。


    　ふたりで着替えなんかを小脇に抱え、いそいそ移動。


    　宿の屋上にある、貸し切りの露天風呂である。


    　スーパー銭湯を見慣れていると狭く感じるけれど、町の全景が見渡せて眺めはいい。


    　板敷きのちいさな脱衣所にはストーブが置かれ、神様をおもてなしするためだろう、神具やきれいな花なんかが飾られていた。


    　つるぎはこのおもてなしに上機嫌になって、周囲をきょろきょろ見回しながら。


    「おぉ、なかなか良さそうな感じじゃねーの」


    　服をぽいぽい子供っぽく脱ぎ散らかして。


    「よ～し、風呂だ風呂！　ゆっくり風呂につかってリフレッシュしちゃうぞ！　ビールもきんきんに冷やしてきたし、たっぷり呑のんでいい気分になって嫌いやなことぜんぶ忘れてやる！」


    　あちこちに放りだされた服を、世話焼きな弥火ちゃんが丁てい寧ねいに拾い、きちんと折りたたんで脱衣籠かごに収納する。


    　そして、自分も制服のボタンに手をかけてゆっくり脱ぎながら──。


    「待ちきれない！」と大事そうに缶ビールに頰ほおずりしているつるぎを、じっと眺めた。


    「んだよ、何見てんだよ」


    　つるぎが珍しく恥じらうように、はだかの幼児体型をもじもじと。


    「飲酒はよくありませんってか？　あたしは子供じゃねーよ！」


    「いや、そうじゃなくて」


    　弥み火かちゃんは素直に。


    「つるぎ先生て、髪も肌もとってもきれいですね☆」


    「へっ」


    　面食らって、つるぎは真っ赤になると。


    「な、何言ってんだよば～か。あたしはガキんころから『男みたいだな』って──あぁもう、先行くからな！」


    　逃げるように浴場へと向かうつるぎ。


    　その舞い踊る長い髪の毛を見て、弥火ちゃんは「……可愛かわいい♪」と満足げ。


    　己おのれも服をすべて脱ぎ去ると、大事そうに取り外したヘッドフォンを置き、髪の毛を頭のうえでまとめる。


    　バスタオルで丁てい寧ねいに身体からだを隠すと、つるぎを追ってがらがらと引き戸をひいた。


    　ふわっ、と温泉ぽい匂においが立ちこめている。


    　わりと立派な岩造りの露天風ぶ呂ろで、周囲には南国風の鉢植え。


    　あちこちに休むための長椅い子すがあって、足下はタオルが敷かれている。


    　景観と利便性のバランス。


    「ひゃっほう！」


    　つるぎはタオルを放りだして豪快に飛びこむ。


    　湯飛沫しぶきがあがり、お行儀悪く彼女はバタ足して湯船の真ん中ぐらいまで泳ぐと、仰向けにぷかりと浮かんだ。


    「くはぁ、きんもちいい……☆　おぉい、弥火ちゃんも早くこいよ！　あたしらだけの貸し切りなんだから楽しまなきゃ損だぞ！」


    「はぁい」


    　弥火ちゃんは礼儀正しいのでいちおうざっと身体を洗い、でも待たせるのもどうかと思ったのか頭から湯を浴びて、そっと足先からお湯につかった。


    「わたしが入ると電気風呂みたいになっちゃいそうですね──ちょっと出力抑えます」


    　温度はかなり熱めで、爪先からじんと痺しびれるようだった。


    　弥火ちゃんはぷるぷるし、背中を這はいあがってくる快いお湯の感触に、「ふはぁ」と溜ため息いきを漏もらして全身を伸ばした。


    　岩に背を預け、にっこり。


    「快晴ですし、いい気分ですねえ」


    　まだお昼時だ。直射日光が、顔を炙あぶるほどでもない、ほどよいあったかさ。


    　ときどき飛んでくるつるぎ方向からの湯飛沫しぶきをひょいひょい避よけつつ、ほんのり赤らんだ弥み火かちゃんはふと気づいた。


    「つ、つるぎ先生」


    「ん～？　何だよそんな隅っこでさ──こっちこいよ、女どうし腹を割って話そうぜ～。クラスの子で誰が好き～？」


    「何で修学旅行ノリなんですか、つるぎ先生のクラスのひとあんまり知りませんし──じゃなくて、えっと。そのう……？」


    　こちらを手招きしている、湯に真っ赤な髪の毛を広げたつるぎの後方。


    　そこに、異様なものが鎮座していた。


    「何だよ、猿か熊でもいたのか？　ここ建物の四階だぞ？」


    　呑のん気きにプルタブをひねって缶ビールをあけている、つるぎ。


    　弥火ちゃんは青ざめて、何度も指さした。


    「つるぎ先生、後ろ！　後ろ！」


    「……ほぇ？」


    　つるぎが目を丸くして、振り向いた先に──。
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    　それは巨大な人間に見えた。


    　木彫りで乱暴にかたどったような、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした全裸。


    　どこにどう筋肉がついてるのか一目でわかる、くっきりとした逞たくましさだ。


    　肌は浅黒く、頭部には眉まゆも髪の毛もなく、つるりと剃そられている。


    　修行僧のようで、瞑めい目もくしたその額から肩にかけて耳なし芳一のように難解な呪じゆ文もんが書き記されている。


    　ほとんど非人間的な巨体だ。


    　あまりにも動かず、無言で──何かの神仏の像みたい。


    「こ、混浴？　ていうか、え……？　何これ……？」


    　動揺している弥火ちゃんのもとに、つるぎは「ばしゃばしゃ」と泳いできて、あらためて巨大な男を見あげた。


    「うげっ」


    　彼女は眉まゆをひそめたが、思わず臨りん戦せん態たい勢せいになった弥火を手で制して。


    「安心しろ弥み火かちゃん──だいじょうぶ、知りあいだよ」


    〝そのとおり……〟


    　不意に、男は口を開いていないのに──重厚な声こわ音ねが、ふたりの脳裏に響いた。


    　修行を積んだ僧侶や聖人が幻聴するという、『神々』からの託たく宣せんそのものだった。


    　心にそのまま伝わる、神の言語だ。


    　まさに福音である。


    〝畏おそれる必要はない、タケミカヅチよ。健勝なようでなによりだ……〟


    　えらくテンポがゆっくりで、逆に聞きとりにくい。


    　旧ふるくてだめになったカセットテープから流れる音楽みたいだった。


    　途切れ途切れで、でもその言葉の意味はきわめて明瞭に伝わる。


    　初めての言語体験に、弥火ちゃんは戸惑うしかない。


    「な、何ですかこれは？　声が頭に──ってか、つるぎ先生の知りあい？　もしかして、またわたしが忘れてるだけでしょうか？」


    〝ふむ、覚えておらんのも無理はない。汝なんじが現役だった時代には、我われはもう隠居しておったからな。焦あせる必要はない、べつに危害はくわえんよ。日本神話最強の軍神に喧けん嘩かを売るほど我も若くはない……〟


    　厳おごそかな喋しやべり口だが、大男の態度は終始、穏やかで紳士的ですらあった。


    　何だか安心する。


    　日向ひなたぼっこしてるみたいだ。


    〝汝も、久しぶりだなアマテラス〟


    　日本神話におけるお偉いさんのタケミカヅチやアマテラスに、動じることなく──むしろ、上から目線というか。


    　もしかしたら、とんでもなく高位の『神々』なのではないか。


    　つるぎはまだ驚いているようで、何度か目元を擦こすって我が目を疑ってから、とてもちいさな声で「パパ……」とつぶやいた。パパ？


    「じゃなくて、おやっさん──おいおい、久しぶりだな。天てん孫そん降こう臨りん以来じゃね？」


    〝パパでよい……。パパでよいのだぞアマテラスよ……。むしろパパと呼んでくれたほうが嬉うれしいぞ……〟


    「こ、神こう々ごうしい声でアホなこと喋んな！」


    　つるぎが投げつけた缶ビールが、アマテラスの父──つまりは、日本神話における最高の神格のひとりである『始祖神』の片割れ、伊弉諾尊いざなぎのみことに直撃した。


    『始祖神』イザナギ。


    　何度か関わりのあったあの『死の神』にして『祟たたり神』であるイザナミの夫であり、混こん沌とんを天あめの沼ぬ矛ぼこでかき混ぜてこの日本列島およびこの国の基本をかたちづくった功労者である。


    　神産みによってアマテラスやスサノヲ、そしてヒルコを生んだ──すべての始まりにして、日本神話を語るうえで無視できぬ一柱だ。


    　妻と悲痛な別れを経験してからは現役を退き、実権をアマテラスに譲って高たか天まが原はらに隠居した、『月つく読よみ神社』の分類では『旧神』にあたる。


    　すでに第一線にいないとはいえ、けして侮あなどれぬ、万物の創造者だ。


    　完成した天地の象徴にして、生命と国土創世の神。


    　だが妻の死に涙し、それを殺した神を怒りのあまり惨殺するなど、日本神話らしく感情に[image: ]あふれた人間味のある存在。


    　どことなく、つるぎと似た雰囲気もある──やっぱり親子なのだ。


    　あのイザナミとは対極というか、陰と陽というか、ずいぶん雰囲気が異なるけれど。


    〝まぁ、落ちつくがよい。すこし話したいことがあったので、仲居さんに頼んで先に入浴させてもらっていただけだ。汝なんじもゆるりと休むがよいタケミカヅチよ、風邪をひいてしまうぞ。やったぁ若い女の子と混浴だヒャッホゥ！〟


    「心の声をもうちょっと隠せクソオヤジ！」


    　耳まで紅あかくして、つるぎが怒鳴った。


    　恥ずかしい身内というのは、どこの世界でもたとえ神でも迷惑であった。


    　つるぎは突然の親との再会に戸惑っているようだが、弥み火かちゃんは「じゃあ失礼して」と身構えていたのを脱力し、お湯に肩までつかった。


    　相手が『神々』とわかれば、まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ──どこに出現したってさほど驚くことでもないのだ。


    　イザナギは瞑めい目もくしたまま、あくまで平和に。


    〝我われの霊力をこの湯には満たしておる。汝の破損した霊体の治癒にはよいであろう。まぁ、このような場だ──畏かしこまる必要はない、ゆっくりくつろぐとよい〟


    　穏やかに言うので、弥火ちゃんは小声でとなりに移動してきたつるぎに「思ったより優しそうなお父さんですね☆」「ただのアホだよ。何も考えてねーんだよ。あと怒ると怖ぇぞうちの親」とぼやかれた。


    　つるぎは苦虫を嚙かみつぶしたような表情で。


    「つうか、何の用だよ。てか隠居したはずなのに何で当たり前のように出雲いずもにいんだよ、おやっさんも会議に参加すんのか？」


    　不満げに。


    「てか、でてくるならもっと早くでてこいよな──あんたが姿を見せないせいでおっかさんがヤンデレ加速させてんだろうが。会ってやれよ、つか仲直りしろよ、いつまで夫婦喧げん嘩か引きずってんだよ」


    〝やだイザナミちゃん怖いし──じゃなくて、我にも動けぬ事情があったのだ。我が弑しいされれば日本は国土を民を神のすべてを掌握される、神喰くらいの能力の持ち主や異国の『神々』が跋ばつ扈こする現状では、我われは我が身の安全を優先せざるを得なかった〟


    　歯がゆそうに、この国の始祖は語った。


    〝汝なんじには苦労ばかりをかけるな、アマテラスよ〟


    　あったかい口調で、我が子を労いたわる。


    〝我は現世に関われぬが、汝の努力をいつでも見守っていたぞ……。まぁ見守るだけで基本的に何もしないけど……〟


    「いやそこは何かしろよ!?」


    　お風ふ呂ろで叫びすぎたせいで息が苦しくなったのか「ぜいぜい」と呼吸を整えているつるぎが可愛かわいかったのか、弥み火かちゃんが頭を撫なでてあげたりしつつ。


    「でもイザナギさまは、神話の記述でもほとんど活動の痕こん跡せきがみとめられない『神々』ですよね──こんな時代に、いったい何用があってお姿を見せたのでしょう？」


    「ふん、どうせエロ目的だよ。あたしらと混浴したかっただけだよ。うちの男どもはみんなそうだよ、いやらしい」


    〝うむ。それもあるが〟


    　あるんだ。


    〝これより始まる会議の前に、汝には伝えるべきことがあったのだ──我が子アマテラスよ。他国には呑のん気きと評される我ら日本神話も、この困難の末世においては身の処遇を考え直さねばならぬ時期にきておる。未来を決定する前に、汝の意思を確認しておかねばならぬと思ってな〟


    　真しん摯しに、完成された天地の象徴は告げた。


    〝いまの実権はやはり汝にある。ゆえに、汝を無視して話を進めることはできぬ。アマテラスよ、日本神話の──否いな、我ら『神々』という存在の未来について語りあおう〟


    　その重たい響きの言葉に、つるぎは「………？」とやはり当惑を隠せないまま。
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     第五話／宇宙姉妹


    



    　これもまた、あとから聞いた話である。


    



    　野獣のような青年が立っている。


    　うつくしい顔立ちをしているが、誰にでも嚙かみつきそうな、危険な雰囲気。


    　革ジャンをまとい真紅の髪を逆立てたその姿は、やさぐれたロックバンドのひとみたいだ。


    　なぜかギターケースまで背負っているし。


    　日本神話最強の武神との誉ほまれも高い、『英雄神』スサノヲである。


    　いつでも何か悪巧みしているような、というか楽しそうな彼にしては珍しく、その表情は真しん摯しで──ぎざぎざの歯並びを擦こすりあわせながら、不機嫌そうにしている。


    　ギターケースをおろすと蓋ふたを開き、そのなかから一振りの両手剣を取りだした。


    　神剣アメノハバキリ──お母さんに貸しだされたこともある、かつて『悪神』八岐やまたの大蛇おろちを屠ほふったことで穢けがれていちど折れたという、曰いわくつきの代しろ物ものだ。


    　いちど壊れ、武器として死んだこの刃やいばは──死者の世界『根の国』との因縁が深い。


    「よっと」


    　スサノヲが気軽に、目の前の何もない空間に斬りつけた。


    　その動きに沿って、彼の正面に亀裂が走る。


    　割れた鏡のようなきらきらとした破片が散らばり、ぱっくりと口を開いた空間──そのなかを覗のぞきこみ、満足そうにスサノヲは剣で己おのれの肩を「とんとん」と叩たたいた。


    　くあ、と獣けもののように欠伸あくびをして。


    「うし、俺んち『根の国』への経路は開いたぞ──また穢れが現世に流入しても面倒だし、すぐに閉じたいんで。用事があるならさっさと済ましちまいなよ」


    　彼が呼びかけた先、何もない暗くら闇やみのなかに。


    　お母さん──月つく読よみ呪じゆ々じゆが、きちんと背筋を伸ばして座っている。


    　先日の『出産』のせいなのか、顔色は酷ひどく悪く、支えていないと今にも崩れ落ちてしまいそうだった。


    　けれどお母さんは毅き然ぜんとした態度のまま、深々とお辞じ儀ぎをした。


    「『英雄神』自らのご厚意、ありがたき幸せ」


    「いいって、この程度でお礼なんて言わなくても。堅苦しいのは嫌いだしさ──それに、俺様は母親キャラには優しくしてあげたいしな♪」


    　片目を瞑つむって堂々と言いやがった。


    　どんだけマザコンなんだ。


    　ていうか以前、スサノヲが愛剣を貸したりとかお母さんに手を貸したのも──母親キャラだったからなんだろうか……。


    　気が抜けそうになるが、ともあれ。


    　お母さんは苦笑し、どこか遠くを見て。


    「だが、せっかくの申し出であるが──わしは、もう未練などひとつもないのである。留る座ざは『呪じゆ々じゆちゃん嫌いやだよ置いてかないでよウワァアアン！』とうるさかったが、まぁあれの世話はミッちゃんが焼いてくれるであろう」


    　でも、寂しそうに。


    「るるなのことも、鎖さ々さ美みに託した。神かみ臣おみも、己おのれのことを鎖々美に少しずつでも明かしている。支えてくれるものも多い、あの子はもう──わしがいなくてもだいじょうぶ」


    　言葉とは裏腹に、とっても心配そうだったけれど。


    「思い残すことはない。それに、わしはとっくのむかしに死者である。おめおめと生き恥をさらして、過分なほどに幸せな日々を送れた。これ以上、何を望むことがあろうか」


    「未練がないなら、いいのだわ。死は断絶、余計な雑念は現世に残さぬがよい」


    　か細い、ほとんど聞きとれないような声だった。


    　お母さんの正面、開いた『根の国』との通路のそばに──ひとりの少女が闇やみからにじみでるようにして姿を見せる。


    　まだ幼い、ほんのちいさな子供だ。


    　血色のウエディングドレスをまとい、頭部にはナイフが王冠のように突き刺さっている。


    　全身に、異なる少女の屍し骸がいから繫つないだような継つぎ接はぎが目立った。


    　可愛かわいらしいが、異形である。


    『始祖神』にして『死の神』──伊弉冉尊いざなみのみことである。


    　彼女は真横に立つスサノヲの服を「ちょんちょん」と引っぱって、彼の頭をさげさせると、耳元でそっと囁ささやいた。


    「え？　『スサノヲちゃん、ちゃんと気遣いできて偉いわね』って？　やっだママあんまり褒ほめんなよもっとママが好きになっちゃうだろ！　ってか何で今さら耳打ちすんの？　え？　俺様とラブラブなところ見られるの恥ずかしいって？　可愛いなぁママは！」


    　でかい息子に抱きしめられてたっぷり頰ほおずりをされながら、お人形さんのように表情を変えず──ぽつりと、イザナミが問いかける。


    「ほんとうに、これでいいのね？」


    　お母さんを見つめ、真しん摯しに。


    「愛しあうものたちを引き裂さくのは──あたしも本意ではないのだけれど。死からは、誰も逃のがれられない。そう、宿命ではある」


    　スサノヲの腕を優しくどかして、闇やみのなかに着地し、血色のウエディングドレスをふわりと広げて。


    　イザナミは、そっとお母さんに顔を近づける。


    「黄よ泉みがえりの禁きん忌きをおかしたもの──首領には、二度と復活できぬよう大量の『死』を与え、『神霊』を圧おしつぶして封じた。未来永えい劫ごう、彼は『死』に、二度と現世と関われない」


    　首領が現世に残していった悪意は、どこかで花開いているのかもしれないけど。


    　彼自身はもう、存在のすべてが無む間げん地じ獄ごくの底まで叩たたき落とされた。


    「玉たま藻もの前まえは、解釈によってはまだ逃げ道がある。彼女の因縁は各国にまたがり、あたしの一存では処罰できない。黄泉がえったのではなく、ちからが弱ったものの奇跡によって復活した──つまり死んでない、と強引に言いはることも可能だわ」


    　指先で、イザナミはお母さんに触れた。


    　その鼓動を感じるように、その首筋を愛あい撫ぶしながら、うっそりと目を瞑つぶって。


    「でも、あなたはいちど死んだ。そして強引に黄泉がえり、現世を荒らした。その後も、娘である月つく読よみ鎖さ々さ美みの肉のいちぶを利用し、転てん生せい、と言いはってこの世に舞い戻った。でもね、それは身体からだを取り替えただけ──転生になってないのよ。あなたの魂は現世にいる資格を失っている、あたしは死を司つかさどる神としてそれを看かん過かできない」


    　吐息の触れる距離で、イザナミはつぶやいた。


    「ごめんなさい、だから──あたしは、あなたに『死ね』って言わなくちゃいけないの」


    「謝る必要はない、偉大なる『始祖神』よ」


    　お母さんは微動だにしないまま、静かに語った。


    「これが当然の帰結、時間稼ぎも限界──ということであろう。もともと、娘と取り交わしたのもそういう約束であった。ゆるされるかぎり、『最高神のちから』を預かる。それが役目で、しかも、それすら果たせなかった。わしにはもう、現世に留まる権利などない」


    　拗すねた様子はなく、すべてを受けいれる態度で。


    「あなたという死がわしを迎えにきた、ここが潮時であろう。むしろ、準備万端整うまで待ってくれたのが意外ですらある、……あなたはもっと残酷な『神々』だと思っていた」


    「そうね、否定はしないのだわ」


    　イザナミはちいさな手のひらを、己おのれの胸元に添えて。


    「でも──あたしも『死の神』である前に、母親だから」


    　心をこめてつぶやいてから、何かを振りきるように開いた『根の国』の経路に視線を向け、そのかたわらに寄り添う。


    「覚悟ができたのなら、始めましょう」


    　そして、手招きをした。


    「日本神話における死は、棲すみわけ──とでも規定しましょうか。生者の世界と、死者の世界を区切り、己おのれの人生を、役目を終えたものは『根の国』に移住する。両者は関わらない。黄よ泉みがえりなんて以もつての外ほか、これが基本ルール」


    　そこでイザナミは、あさっての方向に視線を向けた。


    「ただし、今回は、印度インド神話の協力を得ることにより、輪りん廻ね転てん生しようのシステムも利用する。仏教──まぁ、元来の意味ではなくこの国における仏教だけど。その死生観にも合致する、これはルール違反ではない──と、言いはることができるのだわ」


    　裏技に近いけどね、とぼやきながら彼女が見つめた先に。


    　印度神話の最高神──『現代』を司つかさどる女神、ヴィシュヌさまが立っていた。


    　大学生ぐらいの見た目。


    　印度の民族衣装をまとい、黄金で身体からだのあちこちを飾っている。


    　チョコレート色の肌のうつくしい女神は、どことなく不満げに腕組みをしたまま。


    「吾われは願いを叶かなえられればそれでよい、望まれたからには協力するがの」


    　溜ため息いきをついた。


    「少しばかり、この国の事情に関わりすぎたかのう──鎖さ々さ美みや情雨じようの未来を思えば、あやつらが心配じゃけども。いつまでも、こうして居座るわけにもいかんのじゃよなぁ」


    　珍しく、真ま面じ目めな表情で。


    「末世が近づいておる、世界の終末が……。吾がこの権現アバターの姿でいられる時間もあとわずか。もうじき吾はカルキに変じ、そしてシヴァに成る。吾には本国で果たすべき役目がある、これがこの国での最後の仕事となろう」


    「立ち会っていただき、感謝するのだわ。あたしだけじゃあ、輪廻転生をきちんとこなせるかが不安だから」


    「立ち会うことしかできぬ」


    　イザナミの言葉に、ヴィシュヌは「るるーん♪」と苦笑いした。


    「全知全能などと嘯うそぶいてみても、吾など所詮はその程度──などと、嘆いてみても仕方ないかのう。しかしまぁ、何度も聞かれてうんざりじゃろうけど、ほんとうによいのか？　たしかに理論上、可能ではあるのじゃが」


    「オオヒルメムチさま──月つく読よみ日ひ留る女めも、これからわしらが行うことと同じようなことをやって、今の状態に成っているはずである。対抗するには、敵手を真ま似ねねばならぬ──あの首領を見習うのは、癪しやくに障さわるが」


    　お母さんの言葉に、イザナミは眉まゆをひそめる。


    「ほんとに巧うまくいくかしらね──ぶっつけ本番、何が起きるかわからないのだわ。変な事故がなければいいけど……」


    「だが、時計の針はけして戻らぬ」


    　お母さんの覚悟は決まっているようだった。


    　ヴィシュヌはそれを見て呆あきれたような、何だか哀かなしそうな表情になると。


    「随分とあっさりと決断するのう？　輪りん廻ね転てん生しようなどというが、たぶん──おぬしの自我は残らんぞ？　記憶も人格も失い、心は消滅する。怖くはないのか？」


    「今からでも、ふつうに『根の国』に移住するほうを選んでもいいのよ？　永遠に触れあうことはできないけど、あなたはあなたのまま──あなたの家族のことを見守っていける。わざわざ心を失ってまで輪廻に飛びこまなくても、いいのよ？」


    「よい」


    　印度インド神話の『最高神』と、日本神話の『始祖神』、ある意味ではこれ以上なく豪華な面子メンツに必死に説得されながらも──お母さんは、我を曲げなかった。


    　むしろ、誇らしそうに。


    「わしのつまらぬ心ひとつで、娘の未来が買えるなら安いものである」


    　そう言ったお母さんが、あんまりにも優雅に笑っているので。


    　もはや何も言うまい、と思ったのかイザナミが己おのれの頭部に手を添えて。


    「……なら、始めましょう」


    　そして、あっさりと己の頭に刺さったナイフを引き抜いた。血の筋がイザナミの愛らしい顔を伝い、血まみれの刃がお母さんに向けられる。


    「『始祖神』にして『死の神』イザナミが誘いましょう」


    　あくまで優しく、微笑すら浮かべて。


    「『死』になさい」


    　そっと、お母さんを抱きしめた。


    　同時に、その手のひらに握られたナイフが深々と──お母さんの胸元に突き刺さる。


    　そのまま、イザナミは後ろに倒れこんだ。


    　お母さんごと、スサノヲが開いた『根の国』への通路──亀裂のなかへ。


    　…………。


    　気がつけば、お母さんはイザナミに手を繫つながれて、坂道を歩いていた。


    　ごつごつとした岩盤と得体のしれぬ枯れた植物が目立つ、陰気な道だ。


    　坂は地の底へとつづき、果てが見えない。


    　おそろしい傾斜で、ふと気を抜けば転がり落ちてしまいそうだ。


    　ゆっくりと気をつけて降りながらも、イザナミは語る。


    「黄泉よもつ平ひら坂さかよ、『根の国』へと至る現うつし世よと幽かくり世よのあわいね──あなたは、何度か通ったはずだし、説明はいらなかったかしら？」


    　あえて雰囲気が暗くなりすぎないようにか、やや陽気に早口で。


    「この坂の終点が、三さん途ずの川よ。渡し船の船頭はヴィシュヌ──彼女が、あなたの魂をゆくべき場所へと導いてくれるでしょう」


    　そのイザナミの声を覆おおい隠すように──どこか遠く、背後から声が聞こえてくる。


    　お母さんの名前を呼ぶ、哀かなしそうな男の声だ。


    　お父さんの声であった。


    　呪じゆ々じゆちゃん、呪々ちゃん──と叫んでいる。


    　悲痛に。


    「留る座ざ……」


    　胸元に手を添え、思わず立ち止まりかけたお母さんの──。


    「振り向くな」


    　その肩を、いつの間にか後ろを歩いていたスサノヲが握りしめた。


    　そのまま、強引に前を向かせ、まるで囚人を連行するように歩かせる。


    「酷なようだが、未練を残すな。それは、これから生きていかなくちゃいけない連中の重荷になる。あんただって、それは本意じゃないだろ」


    　らしくないと思ったのか、頰ほおを搔かきながら。


    「心配しなくても、あんたはたぶん──たくさんのものを、残したよ」


    「そう、であるか」


    　お母さんは何だか戸惑ったように、ちいさな子供のようにはにかむと。


    「わしは、どれほどのものを──残せたであろうか」


    　お母さんの走馬灯なのか、その過去の記憶が黄泉よもつ平ひら坂さかに反響する。


    　かたく口をつぐみ、月つく読よみ神社の奥座敷で『うつけ様』『だんまり様』などと呼ばれて馬鹿にされ、けれど実力をつけてのしあがり、邪魔者を排除しつづけてきた幼少時代。


    　弟である留座に恋い焦こがれ、役目を果たしながらも青春を駆け抜けて──血にまみれ、化け物と相争い、『アラハバキ』や悪しき『神々』と戦い抜いた。


    　お母さんの、生涯。


    　ひとりの女の──魂の、すべて。


    　そのなかに、輝きをもった、思い出の結晶がある。


    　手のひらのなかの、赤ん坊。


    　よく泣いて、手がかかって、面倒くさい子供。


    　わたしだ。


    　月読鎖さ々さ美み。


    　何もできなくて泣きべそだらけで病気がちで、気を揉もませてばかりだった。


    　でも、お母さんの人生のなかで、こんなにもわたしは──。


    　愛されていた。


    　その心に、残っていた。


    「ささみ、強く育て」


    　お母さんは振り向かずに、俯うつむくことなど何もないと堂々と胸を張って。


    「おまえの愁うれいは、わしがつれてゆく……」


    　消えいりそうな声でつぶやいた──お母さんの頰ほおに、ちいさな涙のしずくが流れたのを、その手を引く『死の神』は見ないふりをしてくれた。


    　この日、歴代最強の『月つく読よみの巫み女こ』──。


    　わたしのお母さん、月読呪じゆ々じゆは死んだ。
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    　けっきょく、情雨じようちゃんが遭遇したという謎の宇宙人（？）モスマンについては何もわからなかった。


    　ちなみにモスマンとはアメリカのウェストバージニア州で一時期、盛んに[image: ]うわさされた正体不明の生物だ──いわゆる宇宙生物エイリアン・アニマルの一種と思われていて、一九六〇年代の爆弾集積場ＴＮＴエリアなんかで頻ひん繁ぱんに目撃されていた。


    　ひとを襲おそったという記録もあり、ＵＦＯが頻繁に目撃される地帯でいっしょに発見されることが多い。


    　あまり知的な行動はしていないので、宇宙人というよりその家畜みたいなものらしい。


    　そんな一般的なモスマンの情報を集めても、どれだけ頼りになるかはわからない。


    　そもそも流れている言説が国や地方によっててんでばらばらで、これまで神様とばかり相対してきたわたしたちは宇宙人という不可思議な存在にどう対応していいか、その間合いがよく摑つかめないでいた。


    　そもそも、宇宙人なんて──ほんとにいるのだろうか。


    　いや、『神々』や『妖よう怪かい』がいるんだから、いてもおかしくないというのは当然の理屈なんだけど、どうにも何だか不自然というか釈然としないというか……。


    　唯一、その宇宙人と遭遇した情雨ちゃんの話も、『不意に夜道で襲われた。わけのわからない言語で喋しやべっていた』というだけのものだし、これじゃあ何の情報にもなってない。


    　でも情雨ちゃんが生徒とかに聞きこみをして調べたり、インターネットでわたしが検索してみたところ、ここのところ宇宙人やＵＦＯなどの目撃事件が多発しているようだ。


    　ということは、通常の『神々』や妖怪とちがって、一般人にも宇宙人は見えている──ってことだよね。


    　どういうことだろ、やっぱり『神々』とはちがう理屈の存在なのかな。


    　線引きができないというか、何だか胡う散さん臭くさく思っちゃうんだよなあ……。


    「どうでしょうね」


    　邪や神がみ三姉妹の自宅、コープス阿あ波は岐き原はら。


    　たまがるるなちゃんと会いたがってるという話を知らされたわたしは、帰りがけにここに寄ったのだ。


    　ちなみにお兄ちゃんは当然、つるぎがサボってるせいで仕事が増えてるのでまだ学校で労働している。


    　近ごろかまってあげられてないなぁ、拗すねてなきゃいいけど。


    　いつも食事をつくってくれてるお兄ちゃんの代わりに、ついでだからと、かがみが晩ご飯をご馳走してくれるらしい。


    　かがみ、つるぎがいなくて寂しいのかな──と微ほほ笑えましく見守っていると、彼女は「？」と嫌いやそうに眉まゆをひそめて。


    　台所で、丁てい寧ねいに切りわけたお野菜なんかを煮こみながら。


    「一般人から見たら、わたしたち『神々』も宇宙人とやらも、同じようなもの──似たような、胡う散さん臭くさい代しろ物ものなのでしょう」


    「でもさ、巧うまく言えないけど──宇宙人ってもうちょっと、科学っぽいものじゃないの？」


    「その科学とやらについても、すこし捉えかたを考えるべきなのですよ」


    　霊的ロボットであるかがみは、何だか科学という単語に一家言こだわりがあるようだった。


    「どれだけ科学とやらが進歩しても、未知の領域というものはちっとも減っていない。広大な海を貝殻ですくうがごとしと表したのはこれまた科学者ですが、それは宇宙にロケットを飛ばす現代においても何ら変わりはしません」


    　語りながらも料理の手を止めないのは、さすがだなぁと思った。


    　精密機械みたい。


    「飛行機は理論上、飛ぶわけがないとずっと思われていた──でも実際、なぜか飛ぶ。そして便利だから、人類はそれをわけのわからないまま用いていました。それは便利な道具として『神々』を、宗教をときに利用しているのと同じ構図です」


    　わからないのだけど、益えきがあるから──用いている。


    　落雷などで偶然発生した火災で暖を取っていた原始人の時代から、わたしたちはずっと。


    「わたしたちは、身体からだを構成する物質のひとつだってきちんと理解してはいない。どれだけ顕微鏡で覗のぞきこんでも、それがいったいどういう代物で、どんな経緯があって発生したのかもわからない。起こった事象に、ここにある現実に、もっともらしい数式と記号を与えて解釈してわかったような気になってるだけなのです」


    　お鍋を、ゆっくりとかき混ぜながら。


    「生命はなぜ誕生したのか。そも生命とは何なのか。心とは。そも世界とは、宇宙とはなんでしょう。地球の中心には何が詰まっているのでしょう──ひとつだって理解してないのに、科学記号やらで分類してるだけなのに、わたしたちはそれで安心してしまう。それは名状しがたいあやふやなものに神話という物語を与え、人々の魂を救済する宗教と何がちがうのでしょう。そう、科学とは、とても宗教的なものなのです」


    「何だか難しい話だね」


    　わたしは横に立ち「鎖さ々さ美みさんは役に立たないので、せめて邪魔をしないでください」と厳命されてるのでうずうずとつまみ食いしたり食器を用意してたりする。


    　かがみは苦笑した。


    「よくわからないからこそ、曖あい昧まいなものを説明するにはおおくの言葉を費ついやすしかないのですよ。１＋１＝２という数式を万人にも理解させるために理屈をたてて説明するには、途方もなく長い論理が必要なのです。よくわからないなら、おおざっぱに把握して、てきとうなところで考えるのをやめることですよ」


    　わたしはそうしていますよ、なかなか難しいですけど──と言いながら、お魚の下ごしらえを始めるかがみであった。


    　よく働くなぁ、お嫁さんにしたいなぁ……♪


    「でも宇宙人かぁ」


    　相変わらず、その言葉は舌に馴な染じまない。


    「こないだのクトゥルーも人工の神話ってことであれだったけど、もう何かくるところまできちゃった感じだね──もう何が飛びだしてきてもそんなに驚かないよ」


    「まぁ、同感です」


    　かがみはフライパンに油をひき、アルミホイルに包んだ魚をお野菜といっしょに焼きながら。


    「ですが、この科学全盛の現代──人々は、神は信じなくても科学は信じる。心霊写真もその撮影トリックを赤裸々に語られるから怖くない、仏像を木でできた美術品としか見られないから平気で売るし落書きすらする、人工授精や堕胎を神の意志に背そむく行為だと声高に主張する宗教家は、時代遅れの烙らく印いんを押されますね」


    　声を潜め、どこか怯おびえるように。


    「あらゆる宗教が権威を失った現代で、誰もが信じ、疑わない、科学を宗教と捉えるならば──これまで相対したなかで最強の、全世界規模の、恐るべき神話といえるでしょう」
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    　かがみの言葉に、わたしは小首を傾かしげる。


    「いや、科学って神話でいいの？」


    「そう捉えると、神話に肩までどっぷりつかったわたしたちには理解しやすい──という話ですよ。そもそも、構図はまるっきり同じですし。区別する必要性を感じないぐらい」


    　料理が一段落してきて、あとはできあがるのを待つだけの段となった。


    　かがみは手を洗い、とんとんと疲れたように肩を自ら叩たたいた。


    　やん、そんなふうに自分で慰めなくても、わたしが好きなだけ揉もんであげるのに……。


    「な、何ですか？」


    　わきわき指を動かしていると、かがみはエプロンで手を拭ふきながら後じさった。


    「まぁともあれ、宇宙人というのは古来は宗教が担っていたものの考えかたのアレンジなんですよね──宇宙という異世界から、この地上に降臨する、絶対者。人類よりも遥はるかに偉大な実力をもつ、超越者。それは古来、神と呼ばれたものとおんなじです」


    　お茶の準備なんかしながら。


    「充分に発達した科学技術は魔法と区別がつかない──魔法とは、奇跡ですね。それは『神々』の専売特許です。宇宙人は、何でもできます。何でも宇宙人のせいにできます。宇宙人が地球や人類をつくったというトンデモ説は天地創造ですし──ご存知ですか、古事記においてイザナギとイザナミの夫婦が空から地上をかき混ぜて天地を創造した逸話から、日本列島などは宇宙人がつくったという説もあるのですよ」


    　それはどうなんだろう、あのちっちゃくて愛らしいイザナミがＵＦＯに乗ってキャッキャしてるのを想像するとちょっと面白いけど。


    「偽典扱いですけど、あの『アラハバキ』と同一視されることも多い遮光器土偶も、その奇妙な風ふう貌ぼうから宇宙服を着た異星人と解釈されることもありますね」


    　情雨じようちゃんまで宇宙人になってしまった……。


    「何もかもが神話と同じです。宇宙人によって地球が侵略され滅ぶ、という終末のシナリオは──ラグナロク、黙示録、あらゆる終末神話と同質の一形態でしょう。宇宙人の誘拐アブダクシヨンは『神隠し』で、宇宙人によって異星へ導かれ不可思議な景色のなかを旅するというよくある体験談は、臨死体験ですね」


    　こうして並べられると、ほんとうに──似てるというより、同じだ。


    「宇宙人の故郷はたいてい何不自由ない理想郷で、それはまさに天国です。宇宙人はテレパシーで予言や特別な科学を伝授してくれる、これは預言や託たく宣せんです。宇宙人と特別に交流できるチャネラーやコンタクティーと呼ばれる人々は、これはもう巫み女こですね」


    　むしろ、異なってるところを探すほうが難しいんじゃないかな──う～ん、でもやっぱりわたしは神話と科学は何だかちぐはぐというか、しっくりこない感じがするよ。


    　巧うまく説明できないけど。


    　何か根本的なところで、ずれがある気がするよ。


    「ご存じかどうかはわかりませんが、ＵＦＯや宇宙人と接触した──と主張する方々は、おおくが後に宗教家になってしまいます。天使や神仏を見たとされる人々が古来、聖職者になったのと同じように」


    　アダムスキー型円盤（ＵＦＯといったら誰でもいちばん最初に思い浮かべるだろうかたちのやつ）で有名なジョージ・アダムスキーさんなんかも、さっきネットで調べたらこてこての宗教家になってたなあ。聖書っぽいものまで出版してたし。


    「信者も多くいます、姉ねえさんの言葉ですが──たくさんの人々が共感し、理解を示し、ずっと語り継がれてきたものには真理が含まれています。現代人に理解しやすいレトリックで飾られてはいますが、むしろ非常に宗教らしい宗教ではないですか──科学神話は」


    　今日はいつになく饒じよう舌ぜつだなぁ、かがみ。


    　つるぎが不在だから、自分ががんばらなくちゃって肩かた肘ひじ張ってるっぽいなぁ。


    「誰もが実際にそんなことがあるかもしれない、って思うようなリアリティが──すべての宗教が失おうとしているこの現実との接点が、科学神話にはある。ラジオ番組で『火星人が侵略しにきた！』という噓うそニュースを流したら、たくさんのひとが信じてしまってパニックになったという話もありますね」


    　かがみは馬鹿にするわけではなく、むしろ恐ろしそうに。


    「ほんとうに他の惑星に高度な科学技術をもつ宇宙人がいて、それが地球人に興味をもって干渉してきている──なんて可能性、それこそ科学をちょっと囓かじっていればまずありえないと理解できるのに」


    「これだけ宇宙が広ければ、どっかに生命ぐらいいるんじゃない？」


    「まだ観測されてないので、科学的には『いない』んですよ。そりゃ、可能性は零ゼロじゃない。でもそれは、ネス湖に古代の首長竜が棲せい息そくしている可能性、と変わりませんね」


    「でも、ネットで調べたら宇宙人とかＵＦＯを見たってひといっぱいいたよ」


    　ここ最近ではなく──ずうっとむかしから、宇宙人などの目撃情報はいっぱいあった。


    　それこそ、検索しきれないぐらいに。


    「口で言うだけなら誰にでもできます、噓をつくのはかんたんですよ。実際に宇宙人が発見されていたなら、全世界の動物学者がもっと騒いでいるのです」


    「だけどぉ、政府の発表とか、パイロットのひとの飛行記録とかに残ってたりするよ──ぜんぶ、口から出任せっていうの？」


    「公式な記録に残っているからといって信じるのもどうでしょうね。それこそ日本の公式な歴史書だった古事記や日本書紀には、神話の時代まで遡さかのぼる家系図が史実として残ってるのですよ。観測技術が低かった時代に集められた証拠が、どれだけ信用に足るでしょう」


    　まぁ、そういえば江戸時代とかですら新聞（みたいなもん）にはよく妖よう怪かいや心霊現象の目撃情報とかが載ってたっぽいなぁ、こないだ授業でやった。


    「現代になって、たしかに顕微鏡や望遠鏡、試験薬や記録メディアの発達によって集まる情報には正確さが増しました。けれど、鵜う呑のみにするのはどうでしょう──デマゴギーや脚色の可能性は常にありますし、まさか鎖さ々さ美みさんも、ＴＶでやってたから事実なんだって主張するほどお子ちゃまではないですよね？」


    「まぁ、うん──わかったよ、ごめんなさい」


    　理路整然と語られちゃうと、ぐうの音のでない頭の回転のにぶいわたしである。


    　べつに、ここでかがみを論破しても何がどうなるわけでもないし──それよりは、実際に起きている不可思議な出来事について、考えるべきだろう。


    　情雨じようちゃんは撃退したみたいだけど、もし彼女が何のちからもない一般人だったら、モスマンに襲おそわれて何か酷ひどいことをされた可能性もあるし。


    　危機は、厳然としてわたしたちの前に発生しているのだ。


    「じゃあえっと、科学神話──って呼んじゃうけど、何かそれっぽいものが、ギリシアのときみたいに日本を侵略している～、ってことで今回はいいのかな……？」


    「どうでしょう、まだ侵略と呼べるほどの実害はありませんけど」


    　警戒は必要でしょうね、とかがみは料理を盛りつけ始める。


    「たとえば先日の『邪神オリエンテーリング』は、『アラハバキ』がクトゥルー神話の輪りん郭かくを、属性を利用して起こした事件でした。神話そのものが敵だったわけじゃありません。科学神話、と呼んでみたその集団？　が、ギリシアのように軍勢みたいなものをもっていて侵略してきてると、断定はできませんよ。どうも『最高神』がいて配下の『神々』がいて～、という従来の神話とは趣おもむきを異ことにしているようですし」


    「ヴィシュヌみたいな人格神なら、まだ対話ができるから相手の意図もわかりやすいんだけどね──あれ、そういえば以前、たまがＵＦＯだの宇宙人だのと関わってなかった？」


    　ずいぶん前のことなので、記憶が曖あい昧まいだけど。


    　かがみも、頷うなずいて。


    「ええ、そうです──そのことも相談したかったのですよ、鎖さ々さ美みさん。まさに先日、『邪神オリエンテーリング』の直後に、わたしは空に浮かぶ大量のＵＦＯを見たのです。どうも、たまはお友達の宇宙人に会いたくて、宇宙と関わりのあるクトゥルー神話を題材にしたイベントを企画したようですし。あの子に何を聞いてもちゃんとした説明をしてくれないので、正直いったいあれは何だったのか、今をもってしても謎なのですが」


    　どうも、そのＵＦＯはしばらく滞空したあと、夢のように消えてしまったのだとか。


    　たまは素直に喜んでいたようだけど──。


    「今回のことと、無関係とは思えませんよね。何が起きているのかはわかりませんけど、ゆめゆめ気をつけていきましょう」


    　今度こそ後手に回らないように、もう何も失わないように──いつも思うことだけど。


    　わたしたちがそれを果たせず敗北を繰りかえしてきた今、空虚にしか響かなかった。
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    　料理が完成し、配膳も終えて、かがみはエプロンを脱いで壁に掛けた。


    　腕まくりしていたのを元に戻して、ほんのり微ほほ笑えむ。


    「まぁ、ともあれ腹ごしらえとしましょう──ついでに、たまにもそれとなく話を聞いてみましょうか。もしかしたら、実は何でもないことなのかもしれませんしね」


    　わたしはどうも心配性で嫌いやになるのです、と困ったように。


    　賑にぎやかなリビングを向いて、おおきな声で。


    「たま～、ご飯なのですよ～」


    「はぁい☆」


    　すると小動物のような反応速度で、ダイニングの扉を開いてたまが姿を見せた。


    　何やら嬉うれしそうに、クレヨンで落書きした画用紙を見せつけながら。


    「見て見て！　たまね～、あのね～、るるなちゃんとお絵描きしてたの☆」


    　この子は悩みがなさそうでいいなぁ……。


    　そんなたまの麗うるわしい腰のあたりに、るるなちゃんが抱きついてぼうっとしている。


    　どうも、この無表情な妹は気にいった相手にずっと密着する癖くせがあるようだった。


    　どういう基準でひっつく相手を選んでるのか（かがみのことは怖がってるみたいだったなぁ）、よくわかんないけど。


    　かがみは相変わらず自分を見ると「びくっ」としてたまの背中に隠れてしまうるるなちゃんを、すこし寂しそうに見てから。


    　背伸びして、たまの頭を撫なでてあげた。


    「じょうずに描けましたね、たま」


    「えへへ～♪」


    「ご飯の前に手だけは洗ってきなさいね、クレヨンまみれでばっちいのですよ──あら、たま？　これ何を描いたのですか？」


    　画用紙に描かれているのは、意外とシンプルな記号めいたイラストだった。


    　強い筆圧で、一筆書きされている。


    　何だろう──あれだ、ナスカの地上絵に似ていた。


    「るるなちゃんが描いたんだお？　たぶん、たまの顔かなぁ──ねっ☆」


    「…………」


    　るるなちゃんは答えずに、じっとたまを見つめている。


    　何だかちっちゃい子どうし（たまはデカいけど、精神年齢的に）仲良くなったみたい。


    　わたしは『お姉ねえさん』の先輩であるかがみの真ま似ねをして、るるなちゃんのおつむを指先で撫でてあげる。


    「るるなちゃん、お絵描きしてたんだね～上手だね～。そうだ、額縁にいれて飾ろう！」


    「姉馬鹿は見苦しいのですよ」


    「ありがとね、たま──るるなちゃんの相手をしてくれて」


    　かがみの冷淡なつっこみを無視し、たまの頭も良い子良い子したげる。


    　正直、意外だった。


    　るるなちゃんと、たまは性格が真逆というか──るるなちゃんを、たまが振りまわすようなことになるかと思ったんだけど。


    　あるいは、今朝のようにわたしがるるなちゃんばかり相手するから拗すねて、意地悪しちゃうんじゃないかなって。


    　でも、見たところ喧けん嘩かもせずに、遊んでくれていたみたいだ。


    「えへんっ、たま──お姉ねえさんだもんっ☆」


    　立派な胸を張って、たまが満面の笑顔だ。


    　この子も成長している。


    　そのまま、彼女はるるなちゃんとお手々を繫つないで。


    「この子、喋しやべってくれないけどいい子だお。たまのこと、なんか真ま似ねするの。面白いよぉ──たま、ずっと『妹』だったから、こういうの不思議な感じっ♪」


    「ふにゃあ。しかしまぁ、ほんとに──おとなしい子ですよね」


    　かがみが「姉のほうとちがって」とわたしを睨にらんでから、しみじみと。


    「たまも子供のころは、ちっちゃくて愛らしかったのにね──今はもはや、粗大ゴミ」


    「え!?　たま、ちっちゃいころなんてなかったもん！　最初からおっきかったもん！　……それよりかがみ姉ねえ！　たま、お腹なかぺっこぺこだお！」


    　姉に酷ひどいことを言われながらも、たまは手を洗うために洗面所へ向かった。


    　るるなちゃんと手を繫いで。


    　戻ってくるまでに配膳を完了し、お茶をいれる。


    　まぁ、かがみがだけど──わたしは馬鹿のようにそれを見ていただけである。


    　もうちっと役に立たねばと思うけど、いいよねべつに、かがみと結婚すればいいってことだもんね……。


    「ごっはん～、ごっはん～♪」


    　元気よくたまが戻ってきて、ちからいっぱいに着席した。


    　るるなちゃんはふつうに椅い子すに座っても食卓に手を伸ばせないので、たまの膝ひざの上に座らせてもらった。


    「かがみ姉、ＴＶつけていい？　いま再放送のゴジラやってるのゴジラ！」


    「あなた怪獣好きですよね──まぁ、いいでしょう。姉さんがいると『食事中に他のことすんな』ってうるさいんですけど、あのひと昔のひとっぽいとこありますよね」


    『何をあたしの悪口言ってんだコラ』


    　かがみがリモコンでＴＶの電源をいれると同時に、聞き覚えのある声が響いた。
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    『ういっす』


    　ＴＶ画面に表示されたのは、つるぎだった。


    　なぜか湯上がりふうでお肌つるつる。


    　頰ほおが火ほ照てっていて、服装も浴衣ゆかただ。


    　髪の毛をドライヤーで乾かしつつ、うつ伏せでこちらを覗のぞきこんでいる。


    　わたしは仰天して、思わず前のめりになってＴＶを見つめた。


    「つるぎ!?　何でＴＶにうつってるの!?　いつの間に芸能人になったの!?」


    『おまえにとってＴＶにうつる＝芸能人なのか？　えぇっと～、前からアイドルとかに興味があって～、雑誌のグラビア撮影だとか言われてついていったら怖いひとに取り囲まれて服を脱がされて無理やり──じゃねーよ、真ま面じ目めな話するつもりなんだから黙ってろ』


    　え～、自分からネタに乗ってきたくせに……。


    「姉ねえさん!?」


    　かがみがわたしの背中にのしかかるようにして、同じくＴＶを注視する。


    　ほっぺたが触れあって「やん」「あ、ごめんなさい鎖さ々さ美みさん……」とお互い照れちゃう。


    『おまえら相変わらず幸せそうだな──』


    　つるぎは面倒くさそうにぼやくと、アイスバーを『かりっ』と嚙かみくだいて。


    『ともあれ、今ちょっといいか？　あぁ、ちなみにこれは超がんばって『改変』して『異界』から電波飛ばして連絡してるから。疲れるんでそう長話はできないからヨロシコ。これがほんとのＴＶ電話！』


    　爆笑しているつるぎの上から『フフフ、わたしもいますよ☆』と満面の笑顔の弥み火かちゃんが手をふった。


    　何してんのかと思ったら、風ふ呂ろあがりのつるぎにマッサージしてあげてるらしい。


    　彼女のうえに馬乗りになった弥火ちゃんにつるぎが『弥火ちゃん、もうちょっと強くしてもいいぞ』『はい☆『実は意外とテクニシャン？』な布ふ津つ野の弥火ですから！　えいっ、電気マッサージ！』『ひゃうううんっ♪』などと意外と仲良さそうだなぁ。


    　このふたりは、出雲いずもの会議に出席するらしい（かがみに聞いた）──どう見ても温泉でだらけてるけど、まだ会議は始まってないのかな？


    　そんなわたしの気持ちを読んだのか、つるぎはアイスバーを舐なめながら。


    『会議まではもうちょい時間かかりそうだぞ、日本の『神々』は基本的にゆっくりのんびりしてやがるからな──でもまぁ、始まっちまうとあたしらも自由には動けねーから、今のうちに伝えとかなきゃいけねーかなと思ってな』


    　リラックスした姿勢のまま、表情だけを真剣にして。


    『んー、どこから説明すりゃいいのかな……』


    　彼女もまだ自分に与えられた情報を、どう扱っていいのか持て余してるみたいだった。


    　すこし考えこんでから、可愛かわいらしいお目々をこちらに向けて。


    『何かろくでもねー事態になってるみたいだからさ、そのくせおまえら危機感ねーし──いちお、釘刺しとこうって感じだ。下手したら、もしかしたらこの国のぜんぶが根底からひっくりかえっちまうかもしれねーんだよ』


    「そんなんばっかりですね」


    　わたしの横、すこし距離を置いて座ったかがみが、うんざりしたように言うと。


    　つるぎは思いの外ほかに怖い声で。


    『慣れんなよ。綱渡りなんだよ、毎回。そもそも、これまでの大事件を乗り越えてこられたのは運がよかった、あるいは恵まれた状況だったからだ』


    　どういうことだろう？


    　わたしの真横、るるなちゃんに視線を向けてから──つるぎは、溜ため息いきをついて。


    『もう、かがみあたりは気づいてるかもしんないけど──その女の子、えぇっと』


    「るるなちゃん？」


    　名前を呼ぶと、そのるるなちゃんはたまに三つ編みだのお団子だの髪の毛を結ゆわえられて遊ばれながら、きょとんとしてこちらを向いた。


    　相変わらず無口で、されるがまま──この無害な女の子が、いったい何だというのだろう？


    『時期的に考えて、今の状況とその子が無関係とは思えねーしな──鎖さ々さ美みは当事者だ、知る権利がある。何かが起こってからじゃ遅いってのは、もう思い知っただろ』


    　そう、わたしたちは常に後手にまわって──失い、傷つきながらここまできた。


    　それは自覚しているけど……。


    『変だとは思わねーのか、その子。あまりにも無反応すぎる。どうぶつだって、もうちょっと何かあるだろ。人間味っつうか、刺激に対する反応っつうか、そういうのがだよ』


    　でも、それは──るるなちゃんが、そういう性格なだけなんじゃ……。


    『たぶん、その子には──』


    　つるぎは言いにくそうに、告げてくる。


    『心、魂──何て呼んでもいいけど、とにかく……『神霊』が入ってねーんだよ』
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     第二部　アメノウキフネ


    


     第六話／神々のあけぼの


    



    　妙に寝苦しくて、わたしは呻うめきながら起きた。


    　目を見開くと、すぐ正面──くちびるが触れそうな位置にるるなちゃんがいた。


    「…………」


    　相変わらず喋しやべんない彼女は、何が面白いのかわたしのことをじいっと眺めながら無言でいたので、何だか居たたまれなくてわたしは「おはよう」と言ってみた。


    　もちろん返事はない。


    　でもそれは当然だ、……この子には魂がないのだ。


    　その意味は、すこしは神道を学んだわたしには理解できる。


    　この世界のあらゆる構成要素には、神、あるいはそう観測されるものが宿っている。


    　けれど、るるなちゃんにはそれがないのだ。


    　八や百お万よろずから見放された迷い子。


    　無機物と同じ、ですらない──パソコンや消しゴムにすら『神霊』は宿っている。


    　この子にはそれがない、虚こ空くうだ。


    　居ても居ないようなものだ。


    　まだ、るるなちゃんがどういう立ち位置なのか、巫み女ことしても中途はんぱなわたしは完全に理解したわけじゃないけど。


    　妹ができたときの喜びがおおきかったからこそ、彼女が空くう疎そな、それこそ錯覚のような代しろ物ものなのだと知らされて──ぜんぶが、徒労だったみたいだ。


    　もちろん、魂がないからってるるなちゃんをゴミみたいに棄すてたりはしない。


    　この子はもう、わたしの家族だ。


    　でも、どうすればいいのだ。


    　何をしてもどんな声をかけても思い出を積み重ねても、すべてはこちらの独り相撲ずもう──意味はないのだ。


    　るるなちゃんの行動に、たとえ一瞬だけでも人間味をおぼえたとしても、それは錯覚で──そこにコミュニケーションは発生していないのだ。


    　漫画の登場人物に話しかけるみたいなものだ。


    　何を投げかけても、この子はすべてを素通りさせてしまう、


    　ぽっかりと、るるなちゃんのかたちの穴があいている感覚。


    「……いちどだけでもいいから、お姉ねえちゃんて呼ばれたかったな」


    　るるなちゃんの頭をそっと撫なでて、その艶つややかな髪の毛の手触りを楽しむが、これもどうせ無駄なのだ──何も伝わってない。


    　るるなちゃんは何も感じてないのだ。


    　むなしくなって、身を起こした。


    　そして──わたしは絶句する。


    「ん？」


    　妙に肌寒いと思ったら、わたしは布団ふとんもかぶらずに眠っていた。


    　蹴け飛とばしちゃったかな、と思って周囲を眺めて──。


    「んん？」


    　まだ夢を見ているのかと疑った。


    　わたしの周りの全風景パノラマが、大草原になっていた。


    　目に眩まぶしい明るい緑色の草があたり一面に茂っていて、風で海面のようにそよぐ。


    　他には何にもない、地平線の向こうまで延々と草原だ。


    　よくよく見ると遠くのほうにかなり高い山々や、ブロッコリーみたいにちいさな森がいくつか点在している。


    　何だこれ……。


    　空には煌こう々こうと太陽が輝き、雲ひとつない。


    　気持ちのいい感じの、ちょっと引きこもり体質であるわたしには日差しがきつすぎる感じだが、写真集の一葉として眺めるにはいい感じの景色だけど。


    「えぇっと──」


    　目をごしごしして、寝ね惚ぼけてるんだきっと、と思いこもうとして。


    　でも何度見ても、わたしの周りは混じりっけなしの大自然！


    「ど、どういうことなの……？」


    　さすがに落ちついてられず、意味なく「おろ、おろ」と手で宙空を引っかいたが、もちろん何も起こらない。


    　思わずるるなちゃんを疑うような目つきで見てしまったが、彼女はわたしを真ま似ねしているのかぴょこんと身を起こして、無邪気に指をしゃぶっている。


    　まぁ、心がないというなら悪意もないはずだ──この子が何かをした、企たくらんでいる、という可能性はないだろう。


    「また、どっかの『神々』とかが干渉をしてきた……？　日本の『神々』は出雲いずもで会議してるらしいし、いまは警備が薄いから──ありえなくはない、と思うけど」


    　でも、意味がわからない。


    「お、お姉ねえさ～ん！」


    　腕組みして悩んでいると（となりでるるなちゃんが「…………」と真似して同じポーズをしてた。とっても可愛かわいかった）、不意にどこかからおおきな声が響いた。


    　驚いて周りを見回すと──遠くから、見覚えのある女の子が駆け寄ってきていた。


    「希のぞ美みちゃん!?」


    　その名を呼ぶ。


    　彼女、櫛くし名な田だ希美ちゃんはなぜだか小学生らしい○×模様のパジャマ姿で、髪もおろしていていつもより子供っぽい。


    　裸足はだしのまま、草原をぺたぺた走ってくると──わたしのもとに辿たどりつき、ぜぇはぁと乱れた呼吸を膝ひざに手をついて整えていた。


    「の、希美ちゃん？　どうしたの？　ていうかえっと、……状況はわかるかな？」


    　希美ちゃんの霊能力は中途はんぱなので、この理解不能な事態についてどこまで理解（というか自覚）してるか曖あい昧まいであった。


    　もしかしたら、何の疑いもなく受けいれてるかもしんないし。


    『改変』されるとふつう、そうなる。


    　そのまま希美ちゃんは涙目をあげて「うわあぁん、お姉ねえさん！」と抱きついてくる。


    　熱い体温がわたしのお腹なかに擦こすりつけられる。


    　やん、甘えんぼさん……♪


    　希美ちゃんのなかでの記憶は、以前の『地獄ドッジボール』のころから不自然に消されもせず、連続している。


    　ゆえに、わたしたちが彼女に協力したのも（大騒ぎに巻きこんだだけだけどね）覚えてくれている。


    　それ以降も、登下校の最中とか邪や神がみ三姉妹のアパートとかで会うこともあって、それなりに仲良く話す程度の間柄だ。


    　フフ、わたしの数少ないお友達だよ……。


    「希美ちゃん、だいじょうぶ──落ちついて」


    　彼女のふわふわの髪の毛を撫なでてあげる。


    　ちらりと横を見て、姉のこの姿にるるなちゃんがヤキモチやいてたりしないかなと淡い期待をしたけれど、この子はしゃがみこんで草の先端に留まったテントウムシを見てる。


    　うわ、わたしへの興味は虫以下ですか。


    　すこし寂しかったが、わたしも希美ちゃんへの対応で忙しい。


    「う、うわぁん！　あのっ、わたし──どうしたらいいかっ、ひぐっ、わからなくてっ」


    「お、落ちついて──希美ちゃん、揺らさないで。うぷ」


    　抱きつかれて左右に振りまわされたので、わたしは思わず朝ゲロしかける。


    　寝起きは体調悪いんだよう……。


    　どうもこの子、慌あわてると言動が支し離り滅めつ裂れつになるみたいだし、小学生のキンキン声が頭に響いて目め眩まいまでしてくる──。


    「ちゃんと聞くから、いちから説明して。できるよね、希のぞ美みちゃん」


    　必死の根性で優しい笑顔を取りつくろい、しゃがんで希美ちゃんに目線をあわせて言ってみると、彼女は「ぐすん」と鼻を鳴らして。


    「はい……すみません、いつもご迷惑をかけて」


    　涙を拭ぬぐうと。


    「どこから説明したらいいでしょうか──」


    　彼女の説明をまとめると、以下のようなよくわからん話になった。
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    　その日、希美ちゃんは佐さ藤とうくんの家とやらを訪れていた。


    　佐藤くん──これまでも何度か名前は聞いた気がする、希美ちゃんの幼なじみだ。


    　邪や神がみ三姉妹の三女、たまのクラスメイトでもあり、彼女からは『さっちん』とか呼ばれていたはずだ。


    　彼はどうもどこにでもいる男の子で、性格はおとなしく善良、希美ちゃんとは物心がつく前から親しくて──真ま面じ目めで、これまでは問題らしい問題を起こしてなかったという。


    　ふつうの男の子だ、どこまでも。


    「あら～、希美ちゃん！　よくきてくれたわね！」


    　ある日の放課後。


    　希美ちゃんはランドセルを背負ったまま、佐藤くんの家を訪れていた。


    　といっても彼女の暮らす一軒家のすぐお隣さんである、親同士が旧ふるい知りあいだとかで家族ぐるみで親しいらしく、呼ばれれば帰宅するついでに寄ってみたりぐらいはする。


    「うちの馬鹿息子のために、わざわざ──ごめんね♪」


    　口にくわえた煙草たばこをぴこぴこ動かして、佐藤くんのお母さんが豪ごう放ほう磊らい落らくに笑った。


    　彼女は放任主義な、悪い言いかたをするとてきとうな人格らしく、子供のころから佐藤くんの世話を焼いていたのは希美ちゃんだった。


    　希美ちゃんだって自分の両親とは長くうまくいってなかったのだけど、頼られたら無視できない委員長気質なので、ずるずるとそんな関係を強しいられていたようだけど。


    　だんだんと成長するにつれて、男の子と女の子は棲すみわけを行う。


    　小学五年生になった今、すこしだけ疎遠にはなっていたのだが。


    　会えば挨あい拶さつぐらいはするし、ときどきいっしょに遊んだりもする、彼に何かあったと聞いて希美ちゃんは落ちつかない気分になった。


    「お、おばさん、お久しぶりですっ」


    　ぺこりと頭をさげると、希のぞ美みちゃんのふたつに結ゆわえた髪の毛が跳ねた。


    　それを見て、おばさんは口元を綻ほころばせると。


    「あらあら～、相変わらず礼儀正しいわね。でもちょっと見ないうちに可愛かわいくなったわねぇ、希美ちゃん♪　うちも女の子がよかったなあ──」


    「あの。佐さ藤とうくんが、何か変だって聞いたんですけど」


    「あら『佐藤くん』だなんて。むかしみたいに『ヤマちゃん』でいいのよ♪」


    　無意味に頭を撫なでくり撫でくりされ、そういうスキンシップに慣れていない希美ちゃんは戸惑ってしまう。


    　ちなみに、佐藤くんの本名は佐藤大和やまとだから──略してヤマちゃんらしい。


    「あいつの人生で女の子に関わることなんて希美ちゃんがたぶん最初で最後なんだから、できれば仲良くしてあげてね♪」


    「はあ……」


    　反応しにくいことを言われて、希美ちゃんは戸惑ったけれど。


    　そんな彼女のほっぺを指先でぷにぷにしながら、おばさんは。


    「いや、わざわざ呼びだして悪いんだけどさあ──こういうのが思春期っていうのかなあ、よくわかんないんだけど。希美ちゃん、あたしよりもうちのガキについて詳しいでしょ？　ちょっと話をして、様子を見てほしいのよ。あたしにわかんないことでも、希美ちゃんならわかるかなぁって思うし、ね♪」


    『ね♪』ではない、親としてどうなんだろうか。


    　呆あきれた希美ちゃんの表情に気づいて、おばさんは言い訳するように。


    「や、あたしも何度も対話しようとしてみたのよ？　でもさぁ、意味わかんなくてさ──あいつも親じゃなく同い年の子なら話しやすいかもしれないし、希美ちゃんならあいつの扱いうまいでしょ？　ね、お願い♪」


    「まぁ、よくわかりませんけど──話をするぐらいなら」


    　今日は塾もないし、時間はあるのだ。


    　希美ちゃんが頷うなずくと、おばさんは「いい子♪」と抱きしめてくれる。


    　肉体言語が多いひとだ、うちの両親とは逆だ、と希美ちゃんは思った。


    　完かん璧ぺきな親なんていない。


    　どこかが足りなければどこかで補っている。


    　すべてを求めてはいけない。


    　希美ちゃんは自分の親との交流で、そんなことを子供ながらに学んでいた。


    　息子の世話をただの幼なじみである希美ちゃんに丸投げするのはどうかと思うが、これがこのひとなりの心配の仕方なのだろう。


    　聡明な希美ちゃんはそのへんを察して、「失礼します」と佐藤くんちに踏みこんだ。


    　きちんと、ぴかぴかの革かわ靴ぐつを脱ぎ、ランドセルを降ろす。


    　そのまま靴下で、勝手知ったる他人の家、二階へ繫つながる階段をとんとん上っていく。


    　振り向くと、おばさんは「がんばって♪」と親指を立てて見せた。


    　完全にお任せするつもりらしい、彼女には何も期待できない。


    　自分でがんばろう、そう決めて希のぞ美みちゃんは佐さ藤とうくんの自室、その扉の前まで歩く。


    「佐藤～」


    　呼びかけながら。


    「あんた何してんのよ、学校休んで親に心配かけて──」


    　だが返事がない。


    　扉の前に立ち、何度も声をかけてみたが、返ってきたのはどろどろとした異様な重低音。


    　希美ちゃんは不安になって、きゅっと胸元に手を添えると。


    「ちょっと！　佐藤のくせに、返事ぐらいしなさいよ！」


    　幼なじみの強引さで、扉を思いっきり開いた。


    　それがよくなかった。


    　室内は──異様な状態になっていた。


    　まず灯りがついていないので暗い。


    　おまけに壁という壁を、窓までも不気味なアルミホイルで覆おおっている。


    　中央にはミステリーサークルのような魔法円が描かれ、いくつもの蠟ろう燭そくが立っている。


    　悪魔でも召喚しようとしてるみたいだ。


    　古めかしいラジオが置かれ、そこからは『ベントラーベントラー宇宙の使者よ──』とかいうノイズ混じりの不気味な呪文（？）が垂れ流され、あちこちにどっかから拾ってきたような軽石が配置され、宇宙やＵＦＯについての怪しい書籍が散らばっている。


    　そんな部屋の中央にて、跪ひざまずき両手を天に掲げて無心に虚こ空くうを見あげていた佐藤くんが──硬直している希美ちゃんに気づいて、振り向いた。


    　やはり変哲もないごく平凡な見た目だが、眼鏡めがねに蠟燭の炎が照りかえして表情は読めない。


    　全身にこれまた理解不能な幾き何か学がく模様が描かれた黒タイツをまとい、頭には何を受信しようというのか、妙なアンテナの立った帽子をかぶっている。


    「うぴっ!?」


    　思っていたよりもやばそうな幼なじみに、希美ちゃんが息を詰まらせて後ずさると。


    　佐藤くんは、床を這はうようなものすごい動きで近づいてきて。


    「宇宙人さま！」


    　おかしなことを叫んだ。


    「ついに僕の前に降臨してくださったのですね宇宙人さま──何だか希美に似てる気がするけどそれは地球上での仮の姿ですよね！　いいや希美が急に可愛かわいらしくなったのももしかしたら宇宙人さまが入れかわっていたのかも──お住まいはアンドロメダ？　それともペテルギウスですかっ!?」


    「ひっ──」


    　様子がおかしい、という話だったから。


    　希のぞ美みちゃん的には、彼が自分のように一時的に反抗期になってひねくれた言動を繰りかえしているのだろうか、と予想していたけれど。


    　これは、ちがう。


    　ほんとに──変だ、おかしい。


    　理解できないで青ざめていると、佐さ藤とうくんは興奮した表情で彼女の足に縋すがりついてくると、恍こう惚こつの表情で。


    「なぜ何も言ってくださらないのですか宇宙人さま！　あ、そうか地球の低俗な言語では内容がうまく把握できないのですねパラポロピレパラパラポロピレパラ……！」


    「ひっ、ひいいいいやぁぁぁぁああんっ!?」


    　謎の電子音っぽいものを口にしはじめた幼なじみに、ぞぞぞ、と背筋に怖おぞ気けが走って。


    　希美ちゃんは本能的な嫌悪感から、寄ってきた佐藤くんの顔面を蹴けりつけたのだとか。
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    　そんな希美ちゃんの話を聞いて。


    　すんすん泣いている彼女を、とりあえずお姉ねえさんぶって抱き寄せて良い子良い子しながら（るるなちゃんが希美ちゃんの真ま似ねをしたのか、わたしに引っついてくれるのが嬉うれしかった）。


    「それはその、何というか……大変だねぇ」


    　ふと疑問を覚えて。


    「まぁ、希美ちゃんの幼なじみの佐藤くん？　って子がおかしくなったのはわかったけど、それがこの異様な状況と何の関係があるのかな？」


    「ほへ？」


    　希美ちゃんは目を丸くすると、小動物的にゆっくり周囲を見回して。


    　あたり一面の大草原を凝視し、ぎょっとした。


    「ななな、何ですかこれ!?　何で見渡すかぎりの大自然になってるんですか!?」


    「気づいてなかったの!?」


    　むしろ驚いたが、まぁ考えてみたら当然なのかもしれない。


    　希美ちゃんはクシナダヒメという存在の生まれ変わりで、霊能力をわずかに持っているけど、専門の訓練を受けていないから『改変』の影響を受けやすい。


    　一般人と同様に、世界が変わってしまっても、それを認識できない場合も多いのだ。


    　逆に考えると、この一夜にして変わってしまった世界を、一般人は疑問に思ってないってことなのかな。


    　他のひとが誰もいないから、そのへんはよくわからないけど。


    「また何か、おかしなことになってるんですね……」


    　何度も巻きこまれてさすがに慣れたのか、希のぞ美みちゃんはすぐに納得したらしく、むしろ呆あきれたみたいに溜ため息いきをついて。


    　はっと気づいてわたしから照れたみたいに離れると、肩を落とした。


    「世界がこんなになってるんじゃあ、わたしの相談なんか後回しにしなきゃですよね……。鎖さ々さ美みお姉ねえさんは、世界の異常事態を解決してまわるような立派なひとなんでしょうし」


    　あれ、希美ちゃんのわたしへの評価がやけに高いぞ。


    　べつに正義の味方じゃないから、実害がないなら放置したい感じなんだけど。


    「と、とにかく」


    　どことなく後にはひけなくなった雰囲気だったし、希美ちゃんを見捨てるのも可か哀わい想そうだ、何とかしてあげたいけど。


    　純粋に、心細いのもあった。


    　道連れは多いほうがいい。


    「もしかしたら希美ちゃんのほうの困りごとも、この変てこになっちゃった世界と関係があるかもしれないし。いっしょに解決していこうよ、だいじょうぶ──わたしに任せて☆」


    「お、お姉さん……。ありがとうございます、気持ち悪くておかしなひとだと思ってましたが、やるときはやるんですね！」


    　あ、あれえ、やっぱり希美ちゃんのわたしへの評価は実はとても低い？


    　この子、わたしのことどう思ってるんだろ……？


    　何やら複雑なものを残しつつも、わたしはやる気になって、まだ眠そうに目元を擦こすっているるるなちゃんの手をひいて立ちあがった。


    　これまで、状況に流されてばかりで。奪われて、敗北しつづけてきたわたしだけど。


    　頼ってくれるひとがいるかぎり、何とかしたいと思うよ。


    　できるかぎりで。


    　なるべくなら、がんばらない程度に。


    　そうして、うまいこと事態を好転させて、すべてを解決できたら。


    　かっこいいところ見せられたら。


    　るるなちゃんも、漫画みたいな奇跡が起きて、わたしのことをある日ひょっこり『お姉ちゃん』って呼んでくれるかな……。
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    　五時間後。


    「えぇっと」


    　困りきった表情の希のぞ美みちゃんが、恐る恐る。


    「お姉ねえさん、もしかして迷っ──」


    「迷ってない！」


    　わたしは力強く言いきった。


    　意地になって、目をぐるぐるさせて。


    「すべては予定どおりだよ……。まず当面の目的地として町の中心に向かってるわけだけど──ほら、食糧とか手にいれたいし。他のふつうのひとたちの現状も知りたいし。歩いてればたぶん、邪や神がみ三姉妹とかは向こうから勝手に見つけてくれると思ったし」


    　言い訳するみたいに。


    「建物が見当たらないのは、わたしんちと同じように消えて草原になってるのかもしれないけど──記憶がたしかなら、もうとっくに町中にでてるはずなんだけど……」


    「あの、言いにくいんですけど──それならたぶん、逆方向ですよ？」


    　希美ちゃんは疲れきった様子で。


    「こっちは、ふつうに世界が変化する前からずっと──山です。あの、お姉さんが妙に自信満々に進んでくから、ずっと言いだせなかったんですけど」


    「え、ええっ!?」


    「お姉さんて、もしかして方向オンチなんじゃ──」


    「ち、ちがうもん！　たしかにずっと引きこもってたから道とかそんなに詳しくないけど、わたしはやればできる子なはずだもん！」


    　とりあえず、桜こノの花はな咲さく夜や学園のほう──いつもの通学路を歩いていたはずなのだ。


    　もちろん、周りに目印になる建物や、それどころか道路すらなかったから不安だったけど──いくらなんでも三年間、ずっと通っていた道を間違えるわけがないと思って。


    　いや、よく考えたらわたし三年間で合計してもあんまり学校には行ってないけど、『お兄ちゃん監視ツール』とかで毎日見てはいたし。


    　あぁでも考えてみれば自宅そのものが消えていたから、出発するときは勘で最初の一歩を踏みだしたし、見覚えのない風景がつづいてもとくに疑問も抱いだかずにどんどん進んじゃったから──あぁあ、どうしてわたしはわたしをそんなに信じることができたの!?


    「希美ちゃん……」


    　わたしは振り向いて、こちらを縋すがるように見つめる希美ちゃんに情けない声をあげた。


    　助けてあげる、なんてお姉さんぶっちゃった手前──認めるのが恥ずかしいけど、どう考えてもこれは。


    「どうしよう、もしかしてわたしたち──迷子になっちゃったのかなぁ？」


    「…………」


    　希のぞ美みちゃんは呆あきれて声もでない、というように目を丸くして、肩から脱力してしまった。


    　あらためて、周りを見回す。


    　どうしてこんな場所を何の疑問もなく歩けていたんだと思うような、原生林ジヤングルである。


    　得体のしれぬ黒太い蔦つた植物が絡まりあいながら群生し、空は梢こずえで覆おおわれていて見えない。


    　足下は根っこや腐葉土で凸でこ凹ぼことしており、ごつごつした岩が突きだしている。


    　まつぼっくりや折れ枝なんかが転がっていて、湿っていてよく滑る。


    　見渡すかぎり、ずっとそんな感じ──。


    　人間のおおきさほどもある羊し歯だ植物の葉っぱが視界を遮さえぎり、風が吹くごとに動物的に揺れて、熟しすぎた果物の甘い匂においがする。


    　樹々が音を遮るのかとても静かだが、ときおり鳥や獣けものの鳴き声がぎょっとするほどのおおきさで響き渡る。


    　そのたびに、わたしは希美ちゃんと寄り添って震ふるえた。


    　地形は変化していないようで、希美ちゃんの言うとおりに、どうも山みたいだった。


    　なだらかな傾斜がずっとつづき、腰が痛くなりそうだ。


    　わたしは溜ためこんでいた『徳』を消費し、小刻みに自分たちの肉体を『改変』し、疲労感などを除去しているけど。


    　引きこもりがちの高校生と、ちいさな子供ふたりだ、山登りなんてできない。


    　ぐったり疲れてきた。


    　自分の置かれた状況を理解して、わたしは涙ぐむ。


    「ご、ごめんね、希美ちゃん──やっぱり無理だったんだ、わたしなんかじゃ……。がんばるだけ無駄なんだ……う、ううっ」


    「そ、そんなことないです！　元気だしてくださいお姉ねえさん！　正直ガッカリですが狙ねらいはよかったと思いますし！　次またがんばればいいじゃないですか！　次があれば！」


    　必死に希美ちゃんが励ましてくれる、いい子だなぁ。


    　何かちらほらと胸に刺さるような言葉が混じってるけど、希美ちゃんの正直者っ♪


    　小学生に励まされてる事実がちょっと哀しいが、ポカをやらかしたのはわたしだ──甘んじてこの立場を受けいれよう。


    　しかし、わたしって何をしても叱しかられる結果になるなあ。


    　希美ちゃんは額ひたいの汗を拭ぬぐうと、そのへんの岩場に腰をおろして。


    「とにかく、漫然とうろついてても野の垂たれ死にするだけです──ちょっと大変ですが、いちどきた道を戻りましょう、それで元の場所には帰れるはずですから。それから、あらためて町の中心を目指せばいいじゃないですか」


    「え、でも──あの、ごめん。わたしたち、どっちからきたっけ？」


    「ええっ!?」


    　希のぞ美みちゃんは啞あ然ぜんとして、周囲を見回す。


    　だが、どこまでも延々とつづく見分けがつかない原げん生せい林りんだ。


    　足跡を探ろうにも、腐葉土がつくった凸でこ凹ぼことした地形はどこが何やら、知識のないわたしたちにはわからない。


    「わ、わたしもわかりませんよ──ずっとお姉ねえさんの背中だけ見てたので。それに、ぐるぐる回って行ったりきたりしてたから……」


    「う～む、完全に迷子ってことだね」


    　他ひ人と事ごとみたいに言ってみたけど、どう考えてもわたしのせいだった。


    「どうしよう、希美ちゃん──」


    「え!?　わたしを頼られても困りますよ！　えぇっと、待ってくださいいま考えてますから──えぇっと、えぇっと!?」


    　優等生タイプの希美ちゃんは、こういう突発的なピンチに弱いみたいだった。


    　わたしも岩場に腰かけ、靴くつを脱いでなかに溜たまった泥土をだしながら──途方に暮れた。


    　まさか町中で遭難するとは。


    　いや、わたしのせいなんだけど。


    　もう体力も限界だし、『改変』して狼煙のろしでもあげて邪や神がみ三姉妹とかの救助を待つかなあ。いや、どうせ『改変』するなら空を飛べるようにして山から脱出──でも、わたし希美ちゃんとるるなちゃんを抱かかえられるかなあ、そんな腕力はないんだけど。


    　疲れてると頭もまともに働かない。


    　何かもう、今日は寝袋とかテントとかだしてここで休みたい気がしてきたんだけど。


    『徳』も無限ではない、それが尽きたら打つ手なしになる、慎重に行動しないと。


    「ん？」


    　などと思案していたら、つんつん、とわたしの服が引っぱられた。


    　見ると、るるなちゃんがわたしの服を指先でつまんでいた。


    　彼女はまるで疲れた様子がなく、いつもの無表情で、何だか現実感がなかった。


    「どうしたの、るるなちゃん？」


    　問うたが、彼女はなぜかわたしの二の腕のあたりを「かぷかぷ」と甘あま嚙がみしてくださる。


    　行動が謎すぎる。


    「ど、どうしたの？　もしかしてお腹なかすいたの？」


    　るるなちゃんは無反応。


    　えぇい、心がないなら仕方がないけど──少しはコミュニケーションしてください。


    　わたしが言うことでもないけど。


    「お、お姉ねえさん！」


    　希のぞ美みちゃんがびくっとして、わたしのほうへ擦すり寄ってきた。


    「あそこ見て、あそこっ！　何かいますよ!?」


    「えっ──」


    　わたしたちが休んでいるすぐそば、茂みが不自然に動いていた。


    　がさがさ、と葉っぱが揺れて地面に落ちる。


    　よく耳を澄ませると、荒い息遣いみたいなのも聞こえてきた。


    　ほんとに、何かいる──周りはジャングルだし、もしかして危険な野獣とかが……!?


    　いや、ここは平凡な住宅街だったはずなんだけど、現状がさっぱり不明だし、逆に言うと何が起きても不思議じゃない！


    「お、お姉さんっ、怖いっ」


    　希美ちゃんが怯おびえて縋すがりついてきて、真ま似ねしてるるなちゃんもぎゅってしてくれる。


    　和なごむけど、守るべきものの重みをあらためて理解して、わたしは真剣になる。


    　わたしのせいで、こんな危あやうい状況になってしまったんだ──せめて、この子たちを支えなければ、生きている価値がない。


    　わたしは主人公じゃないから、守るべきものがあれば勇気百倍なんて都合よくパワーアップできないけど。


    　懐ふところから、護法少女に変身するためのアイテム──位い牌はいを取りだし、ぎゅっと握る。


    　変身すると大量に『徳』を消費するから、できればバトルは避けたい。


    　でも戦えるちからがあるのはわたしだけだ、もしものときは覚悟を決めなくちゃ。


    　それに、何だかさっきから『徳』が、霊力が充実しているというか──周囲に『神々』が豊富に満ちている気がする。


    　霊気の[image: ]あふれる、大自然そのもの。


    　世界はどういうふうに変化したのだろうか。


    「わたしの後ろにいてっ、るるなちゃんをお願い！」


    「は、はいっ！」


    　希美ちゃんが退避するのを確認してから、わたしは立ちあがって身構えた。


    　同時に、前方の茂みを思いっきり突き破って──。


    「うぎょぉおおおお!!」


    　としか表現できない、奇妙な声をあげながら、『何か』が飛びだしてきた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「きゃあああああっ!?」


    　希のぞ美みちゃんの悲鳴をバックコーラスにしながら、暗い原げん生せい林りんのなか、わたしは背中を押されるようにして一歩踏みだす。


    　もちろん怖いけど、自分を守るちからのない弱々しい子供たちがそばにいる、立ちすくみかけていた身体からだを叱しつ咤たし──わたしは位い牌はいを武器のように両手で握りしめる。


    　びびっている場合ではない。


    　わたしは冷や汗をかきながら、飛びだしてきたものの正体を探る。


    　だが、それは泥土に汚れ、全身に葉っぱをまとわりつかせて何がなんだかわからない。


    　わたしよりもデカい──それに、こちらに狙ねらいをつけたのか、真まっ直すぐに向かってくる。


    　葉っぱと汚お泥でいをまきちらしながら、地面を這はうように進んでくるその異様なものに、わたしは咄とつ嗟さに叫んだ。


    「成じよう仏ぶつ！」


    　迷ってなんかいられない、出し惜しみもしていられない──本能的に、近づいてくるものがやばいものだと第六感が囁ささやいている。


    　位牌に霊力を注入し、変身。


    　全身が光り輝き、まとっていた寝間着がくるくる原子分解されて再構築されていく。


    　仏教の僧服を魔法少女風にアレンジした、珍妙な格好である。


    　無意味に回転して虹の雫しずくを舞わせながら、わたしは刹せつ那なのうちに生まれかわる。


    「覚悟完了！」


    　手首には数じゆ珠ず。


    　頭には宝ほう冠かん。


    　右手には黄金色の鈍器──金剛杵ヴアジユラ。


    「仏門の右！　狛こま犬いぬにして阿あ吽うんの阿！　雷神──護法少女カーリーピンク!!」


    　べつに名乗る必要はないのだけど、気分。


    　というか、お約束である。


    　ずいぶん久しぶりの変身だ。


    　身体中から『徳』が絞りだされて、自分が希薄になっていくような虚脱感を感じる。


    　だがその代償としてわたしは人間以上の存在に成仏し──あらゆる仏敵を討とう滅めつする護法少女に様変わりフオームチエンジした。


    　諸事情あって印度インド神話の『最高神』にして『現代』の統括者、ヴィシュヌさまの権現アバターとして一時的に活動できるこの機能は、わたしの最大の武器だ。


    　人類の頂点──『神々』に祝福された英雄、聖人と同等の強さを発揮できる。


    　これが、わたしの切り札だ。


    　疲れるので、あんまりやりたくないけど。


    　というか、以前に変身したときは小学生の姿だったから違和感はなかったけど、高校生にもなってこんなフリフリフワフワした格好はちょっと恥ずかしい[image: ]


    　以前とちがって髪の毛がふわりと伸びて広がり、まるでお母さんみたい。


    　歴代最強の『月つく読よみの巫み女こ』、その血統がわたしを支えてくれているようだった。


    「あっ、だめっ！　じっとしてなくちゃ！」


    　背後で、希のぞ美みちゃんがふらふらとなぜかわたしに近づこうとしていたるるなちゃんを羽は交がい締じめにしていた。


    　何だろう、きらきら光ってるのが珍しかったのかな、るるなちゃん。


    　相変わらず謎な子だ……。


    　などと、首を傾かしげている余裕はない。


    「希美ちゃん、るるなちゃんといっしょにもうちょっと後ろにさがってて！」


    　護法少女は馬鹿みたいに強いが、その必殺技は威力の調節ができないのだ。


    　建築物も消し飛ばす攻撃の余波が、守るべき子供たちに及んだら目も当てられない。


    　希美ちゃんが頷うなずいてるるなちゃんと避難したのを確認し、わたしは突進。


    　地面がおおきく抉えぐれ、周囲の樹木が震ふるえて大量の葉っぱを落とした。


    「でぇえい！」


    　その勢いのまま、接近してきた『何か』を金剛杵ヴアジユラで思いっきりぶっ叩たたいた。


    　鈍い手応え。


    　妙に身体からだがよく動く。


    　今のわたしは超人──ヴィシュヌさまの加か護ごを受けた万能無敵の聖者、アニメの魔法少女ぐらいには戦えるんだから……！


    　強大なちからを得た昂こう揚よう感のまま、ごろごろ転がっていく『何か』に狙ねらいをつける。


    　ただの野生動物だったのか、『何か』から霊力はほとんど感じない──危険な相手ではなさそうだが、思いっきり殴なぐってやったのに怯ひるまず再度、こちらに向かってくる。


    　止とどめをささなくてはいけない。


    「それじゃあ喰くらえ、必殺ぅっ……」


    　わたしの最大威力の攻撃、ヴァジュラ砲をぶっ放してやろうと狙いをつける。


    　全身から虹色の霊力が曼まん荼だ羅らのごとく[image: ]あふれでて──。


    　それが臨界点に達すると同時に、心のなかで引き金をひいた。


    　瞬間である。


    「あっ、だめですってば！　危ないからっ！」


    　希美ちゃんの慌あわてた声が、耳じ朶だを打った。


    　同時に、わたしの正面──金剛杵ヴアジユラを向けた先、破壊力が吹き荒れる予定の位置に、ふらりと誰かが踏みこんできた。


    　るるなちゃんだ。


    　彼女はいつもの無表情で、まるでわたしに狙ねらわれた『何か』を守るみたいに、ゆるやかに両手を広げていた。


    「ひっ──」


    　もうヴァジュラ砲は発動している、中断はできない。


    　だから咄とつ嗟さに、わたしは攻撃の向きを強引に逸そらした。


    　轟ごう音おん。


    　放たれた雷撃はるるなちゃんの真横を通過し、木々を根こそぎ抉えぐりぬきあるいは宙に舞い踊らせ、地面を陥没させて禿はげ山にしてしまった。


    　隕いん石せきが直撃したみたいになっている。


    　相変わらずはちゃめちゃな威力だなあ。


    　それよりも。


    「だ、だいじょうぶ──るるなちゃんっ!?」


    　るるなちゃんは衝撃波で横倒しになって、失神したのか動かない。


    　何で飛びだしてきたりしたの──怨うらむように希のぞ美みちゃんを見たが、彼女はふるふる震ふるえて、尻しりもちをついていた。


    　どうも、無理やり彼女を突き飛ばしたのか。


    　自主的な行動をまったくしなかった、るるなちゃんが──いったい、どうして？


    　わたしが攻撃を仕掛けた、『何か』を守ろうとしたようだけど。


    「うぼぉぉおあああっ！」


    　などと、妹の心配をしていて、警戒を怠おこたっていた──わたしは、いきなり『何か』に真上から押し倒された。


    　ヴァジュラ砲が逸れていったのでほとんど無傷で、茂みを突っ切り、無事だった樹木の枝などを跳ね回って死角から接近していたのだ。


    「きゃっ……!?」


    　対処できずに、わたしは頭をぶつけ、手から金剛杵ヴアジユラを取り落としてしまう。


    　まずい、やられるっ──。


    　思わず目を閉じ、くるだろう痛みや衝撃をやりすごそうと身を縮めたけれど。


    「ホッホ！　ホッホ！　ササミサ～ン！　ホッホ！」


    　聞こえてきたのは、何だか覚えがあるような声だった。


    　わたしは恐る恐る、薄目を開いて──。


    「そこで何やってんのかなあ、お兄ちゃん……？」


    　わたしに馬乗りになって「好き♪　好き♪」と言わんばかりに抱きついてきている──なぜか半裸で腰巻きだけの、原始人みたいな姿のお兄ちゃんに、溜ため息いきをついた。


    　えぇっと……。
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     第七話／対抗兵器・月読るるな


    



    　もちろん、これもあとから聞いた話である。


    



    　出雲いずもの会議は、広大な露天風ぶ呂ろのなかで開催された。


    　今回、出雲を温泉街っぽく『改変』したのもそのためだったようで、会議に招集された八や百お万よろずの『神々』は一糸もまとわぬ全裸で、あったかいお湯につかりながら歓談に興じていた。


    　地平線の向こうまでずっと多種多様なかたちの露天風呂が散在していて、たちのぼる桃色の蒸気がふわふわ……。


    　遠くには水墨画に描かれるような粗い輪郭の山脈が並び、ときおり鶴つるの群れが舞いあがる。


    　桃源郷のような景色のなか、つるぎは「ムスッ」とした表情で。


    「日本の『神々』が温泉好きなのは知ってたけど、気が抜けるっつーか、真ま面じ目めに会議やる雰囲気じゃねーんだけど」


    　ぼやきつつも、郷に入っては郷に従え、つるぎも全裸だ。


    　可愛かわいらしいお尻しりで岩に腰かけ、足だけを湯にいれてちゃぷちゃぷと波を立てている。


    「出雲にきてからずっと風呂に入ってるじゃねーか、ふやけちまうよ」


    「フフフ、わたしは療養になるからありがたいですけどね☆」


    　苛いら々いらしているつるぎとは対照的に、その横で弥み火かちゃんは肩までつかっている。


    　彼女もとうぜん、はだかだ。


    　わりと現代っ子っぽい見た目だがその実態ははるか神話の時代から活躍する『裁きのいかづち』タケミカヅチである。


    　混浴にもさほど抵抗感がないらしく、リラックスしている。


    　他の『神々』も思い思いに入浴したり泳いだり、大声で歌ったり、踊ったり抱きあったり殴なぐりあったり、お祭り騒ぎだ。


    　ときどき鳥や獣けものに変へん化げしたり虹色の輝きが放たれたりするのは『神々』ならではか。


    　朝からずっとこんな調子で、もうお昼にさしかかろうとしている。


    『神々』は体力が無限だからいつまでどんちゃん騒ぎしていても平気だろうが、つるぎには残してきた家族が、生徒たちがいる。


    　本気で帰りたそうに、そわそわしていた。


    「気を張ってたら疲れちゃいますよ、せっかくの温泉なのに。ぼやいてないで楽しんじゃいましょう？　会議を早く終わらせれば、さっさと帰してもらえると思いますし☆」


    　弥み火かちゃんが微ほほ笑えみ、どこからともなくとっくりを取りだして。


    「先生、お酌しやくしましょう」


    「あんがと。って酒かよ、いちおう会議中だろ今。いいのかこれ……。まぁアルコールごとき『改変』すりゃ分解できるけどよ、本格的にやる気ねーなおい」


    　お猪ちよ口こに神み酒きを注ついでもらい、くいっと傾ける。


    　つるぎは見た目がちびっこなので、なんだか犯罪的な絵え面づらである。


    　しかし実際、お酒飲んでお風ふ呂ろ入ってというのは本格的に会議の態ていをなしていない。


    　宴会である。


    　他の『神々』も年にいちどのお祭りだヒャッホウぐらいに思っているのか、神様のくせに泥酔して眠りこけたり腹踊りやドジョウすくいをしたりしはじめた。


    　平和で、享楽的。


    　それが日本神話というなら、たしかにそのとおりなのだけど──。


    「おい、おやっさん。いるんだろ、でてこいよ」


    　つるぎは我慢が限界なのか、岩のうえで胡座あぐらをかいて。


    　酒臭い息を吐くと、前方を睨にらみつける。


    「本格的にグダグダになる前に、議題をぜんぶ片づけちまおうぜ。会議なんて名目だけで、実際はただの慰安旅行だっつうんなら、弥火ちゃん置いてあたしゃもう帰ンぞ」


    〝わかっておる〟


    　瞬間、つるぎたちの正面の湯に波紋が広がり、水面を突き破って男の禿とく頭とうがせりあがる。


    　つづけて首が、肩が、胸元が──むかしのロボットの出撃シーンみたいだなあ。


    　お湯におおきく波を起こしながら、見上げるほどの巨人。


    『創造神』イザナギが登場したのである。


    　やはり鍛きたえあげられた身体からだは岩を彫ってつくられた木像のようで、均整のとれた身体で縮尺がおかしくなったみたいにでかい。


    　彼がひとり入るだけで、えらく風呂が狭苦しくなる。


    　イザナギの周りには『神々』が変へん化げしたものか、光り輝く球体が太陽のコロナのように燃えさかりながら飛び回り、跳ね回って遊んでいる。


    　光に集まる虫のように、イザナギに寄り添っているのだ。


    『神々』に愛された、かつて日本列島をつくり神話の基礎を固めた偉大なる『創造神』。


    　日本の『神々』にとっての、産みの親──その穏やかな頼もしさに、誰もが惹ひかれる。


    　高位の『神々』は下位のものに畏い敬けいされ、従われるのが当然ではあるのだけど。


    　実際、先ほどからもつるぎのもとに「アマテラス様～♪」といろんな『神々』が寄ってきては、つるぎに水鉄砲で撃ち落とされている。


    〝さて、汝なんじはむかしから我慢がきかない子であるし、宴もたけなわ──そろそろ会議を始めるとしよう〟


    　どうしても真ま面じ目めにならないような、妙な雰囲気のなか、イザナギは例によって頭のなかに直接響くような、託たく宣せんめいた喋しやべりかたで。


    〝とはいえ、下位の『神々』は基本的に上位のものの命令を聞く。意見を集めはするが、我われが決定事項として伝えれば、全員が従う。本来は、会議という体裁すら必要ないのだ〟


    　会議とは、異なる意見の持ち主たちが言論を交わしあい、抱かかえている問題に最適解をだすための方法だ。


    　だがこの場合、『神々』としての『神格』に差があるので、その頂点にいるイザナギの一存ですべてが決定されてしまう。


    　それでもイザナギはみんなの意見を幅広く採りいれるため──そして全国の神社に奉納された願い事をとおして、人間たちの現状を知り今後の活動の方向を見定めるために、例年、会議を催もよおしてきたようだが。


    　今回は毎年、神かん無な月づきに行われる定例会議とはちがう。


    　緊急会議だ。


    　目下の災いがあるというのに、みんなの意見を聞いて対策を決めて～、などと悠長なことをやっている余裕はない。


    　即座に意思決定を行い強きよう権けん発はつ動どうしてでもみんなを率いて、事態に当たらなくてはいけないはずなのだ。


    　おそらく争点は、誰にその役目を任じるか、ということだ。


    〝国家存亡の危機においては独裁的な、権威の集中した個人がすべての采さい配はいをふるう方法も効果的ではある。今、日本神話を──否いな、世界を取り巻く状況はそれほどまでに切羽詰まっているしな〟


    　イザナギはつるぎを見据え、修行僧のように微動だにせず座したまま。


    〝事後承諾になって申し訳ないが、今回、発生している緊急事態に対しては──私が、すべての指揮をとらせてもらう。とはいえ、すでに私は現役を引退した身の上。『神格』でいえば汝なんじと同等かそれ以下だ、汝が拒否すれば私は何もできない〟


    「引退したっつうなら、あたしもそうだよ。たまが『次世代神』として育ちきるまでは、この国は『最高神』不在で何とか場つなぎ的に存続してるだけだ」


    　つるぎは溜ため息いきをついて、そう言った。


    　正確にいえば、『最高神のちから』を一時的に預かったお母さんがこの国の現状を維持しつづける役割になっていたのだが、『最高神のちから』は行方不明である。


    　この国はいま、頂点が不在なのだ。


    　たまも、その役割を担うにはまだ幼すぎる。


    　先日のクトゥルー神話の事件では失敗もした。


    　そんなこれまでの経緯を見守り、不安を抱いだいて、引退していたイザナギが重い腰をあげた、という感じなのだろうか。


    「へぇ、ずいぶん元気がいいじゃねーか、おやっさん。長らく第一線から遠のいてた老いぼれがよ、横からしゃしゃりでてきて『あとはぜんぶパパに任せなさい』ってか？」


    　つるぎは苛いら立だった口調で吐き捨てる。


    　イザナギはこう言っているに等しかった。


    　おまえらにはこの国を任せておけない、と。


    　それは、これまでがんばって努力して、そりゃあ敗北と失敗だらけだったけれど、必死に過酷な現状に抗あらがってきたみんなを馬鹿にされたようなものだった。


    　納得できないし、不満だし、哀しい。


    　下唇を嚙かみしめるつるぎに、イザナギは嘆息して。


    〝そのとおりだ。それとも我が子アマテラスよ、『よくがんばりました』と褒ほめてほしいのか？　残念だが、そんなふうに甘やかしても何の意味もない。今度こそ、対応を間違えれば世界が末期を迎えることもありえるのだ〟


    　イザナギの言葉は厳しい。


    　揺るがず、乱れない。


    　深く根を張った大樹に、石をぶつけても、葉っぱのひとつも落ちてくることはない。


    〝だが、そう嚙みつくな。私はべつに現役復帰をしたいわけではない、緊急事態に対応するため、一時的に実権を担おうとしているだけだ。江戸時代の、大老のようなものだ〟


    　慈いつくしむように、遠い神話の時代に生みだした我が子を眺めて。


    〝我われとしても、いまさら最前線に立つに己おのれが相応ふさわしいなどと自うぬ惚ぼれてはおらぬ。我は『旧神』、過去の遺物である。汝なんじらにすべて任せて安心、と判断できればしゃしゃりでることもなく、呑のん気きに高たか天まが原はらに引っこんでおる〟


    　すべてを受けいれる度量を見せるように、おおきく腕を広げて。


    〝我らが喧けん嘩かをして内乱、という事態にでもなったら目も当てられぬしな。それこそ、敵の思うつぼであろう〟


    「敵っつうのは何だよ、『アラハバキ』は壊滅しただろ？」


    　つるぎは不満そうに。


    「それともまた外国が侵略してきたのか？　悪いけど、何がなんだかわかんねーぞ？」


    〝うむ、渦中にいるものには逆にわかるまい。ゆえに、まずは現状を正確に把握するところから始めよう、お互いにな。そしてあらためて、いま我らが直面している史上かつてない危機、その対策について語りあおう〟


    　イザナギは厳おごそかな態度を崩さずに、言葉を紡つむぐ。


    〝まずは現状把握、ということである。この、確実に終末に向かいつつある世界について、現代についての……な〟
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    〝まず最初に労ねぎらっておこう、アマテラス〟


    『創造神』イザナギはすべてを包みこむような、けれどけして威圧的ではない、豊かな山脈のような声こわ音ねで。


    〝我が子よ〟


    　呼びかけると、湯飛沫しぶきをあげながらカモンカモンと手招きをして。


    〝くるがよい、パパが抱きしめて愛の抱ほう擁ようをしてやろう〟


    「いらねーよ。ってか、うぜーよ」


    〝おおう、反抗期なのかアマテラスよ……。いっしょにお風ふ呂ろに入るのも嫌いやがるお年ごろなのか……。パパは寂しいぞ……〟


    「だから神こう々ごうしい声でアホなこと言うんじゃねーよ、気が抜ける！」


    　つるぎは苛いら々いらしながら、弥み火かちゃんにお酌しやくしてもらった神み酒きをそっと口に含む。


    　霊力の満ちた神の雫しずくが、ゆっくりと身体からだを満たし、火ほ照てらせる。


    　岩盤浴のように熱を吸った岩場に大の字で寝転がり、日差しを浴びながら。


    　つるぎはいぶかしむ。


    　疑念が消えない。


    　何だろうか、このイザナギの気が抜けたような態度は。


    　否いな、余裕は。


    　おそらく、長らく隠居していた彼はずっと矢面に立つことなく──安全なところにいたせいで、平和惚ぼけしているのだ。


    　だから危機感がなく、緩慢で、まるですべてが他ひ人と事ごとのようで。


    　単純にそういう性格なのかもしれないけど。


    「いまさら父親面して偉そうに、どの口でほざきやがる。何を企たくらんでんのか知らねーけどな、もう引退したくせにしゃしゃりでてくんじゃねーや。あたしが、これまでどんだけ苦労してきたと思ってやがる。労うだぁ？　白々しいんだよ！」


    〝うむ。おまえが怒るのも無理はない、これまで我われはずっと傍観してきたのだから。史上かつてない、あまたの苦難が押し寄せるなか、おまえだけに重責を背負わせてな〟


    　イザナギはつるぎの怒りを受けとめるように、厳おごそかに。


    〝ギリシア神話による侵略、印度インド神話による干渉、クトゥルー神話をなぞった『アラハバキ』の陰謀、すべてに敗北しながらも、おまえは最後の一線を守り抜いた。おかげで、この国はいまだかたちを保っている。評価しているし、褒ほめてやりたいと思っておるのだよ〟


    　慈いつくしみをこめて。


    〝よく、がんばった〟


    　その言葉が何だか気にくわないというように、つるぎは「ケッ」と可愛かわいくない反応をするとそっぽを向く。


    　岩場のうえで、胡座あぐらをかいて。


    　ちなみに全裸なので、いろいろ丸出しすぎる。


    「おやっさんに褒ほめてほしくてがんばったんじゃねーよ。だいたい、あたしゃ何もしてねーし。弱っちいくせに、何もできないくせに無理をしようとする馬鹿どもが見てらんなくて、余計なお節介焼いてただけだよ」


    〝うむ。だが、そういったものを、人々は加か護ごと呼ぶのだ。そういう意味では、汝なんじは充分以上に『神々』としての責務を果たしていたよ〟


    　褒め殺しみたいにされるのが落ちつかないのか、つるぎは頰ほおを赤らめて居心地悪そうに。


    「あたしだって半ば隠居してる身の上だし、ほんとは立場を正式に引き継いでぜんぶうっちゃりたいんだよ。でも、世界情勢が乱れまくりで、なかなかバトンタッチできなくてよ」


    　ギリシア神話による『現代のトロイア戦争』──全世界的に信仰を失いつつある多神教神話の、最後の抵抗。


    　それを踏まえての、大陸のちからある多神教神話、印度インド神話による干渉。


    　誰かの願いを叶かなえるためのみ全知全能たりえる、受け身な『最高神』、ヴィシュヌの成した結果。


    　そして、『アラハバキ』の陰謀。


    　すべてがおおきな意味をもち、あるいは水面下で繫つながりながら、今──世界はおおきく混乱し、麻のごとく乱れている。


    〝だが、すべてはただの発端だったのかもしれぬ〟


    　イザナギは低く深い声で、まるで脅おどすように。


    〝我われ々われは新時代に対応しきれずに、右う往おう左さ往おうするだけで、悪意あるものの手のひらのうえで踊らされているだけなのかもしれぬのだ〟


    「そりゃ杞き憂ゆうってもんじゃねーの、おやっさんの悪い癖だぜ。たしかにぜんぶ繫げてひとつのもんだって考えたほうがわかりやすいけどさ。すべての騒動は、事件はもう解決してんだろーが。対症療法だったけどよ、日本神話あたしらはまだこうして存続してんじゃねーかよ」


    〝否いな、何も悲観的観測のみで語っているわけではないのだ〟


    　イザナギも弥み火かちゃんに「どうぞどうぞ♪」とお酌しやくされて〝おほっ、極楽極楽♪〟と気が抜ける声をあげてから。


    〝これまで起きた数々の騒動、そのすべてがおおいなる災さい厄やくの準備にすぎなかった可能性が、否、証拠がある〟


    　真まっ直すぐに、己おのれの生みだした娘を見据えて。


    〝汝なんじにとっても他ひ人と事ごとではないはずだ〟


    　その名前を、口にする。


    〝月つく読よみ日ひ留る女め。かつておまえと分断した、人間としてのアマテラス──オオヒルメムチが、おおいなる陰謀の中心となっている〟


    「日留女、が……？」


    　たしかに、その存在はつるぎにとって、まさに他人事ではない。


    　かつては同一人物だった。


    　人間の巫み女こだったが、使いつぶされ、神話と歴史の分岐点としてのみ名前を残す少女。


    　やがて全世界の太陽神を習合しようとしたヴィシュヌに取りこまれたが、そのちいさな願い、当たり前の人間の幸福を求めて復活した。


    　彼女はクトゥルー神話の騒動のあと、消息を絶ってしまった。


    　全知全能たるヴィシュヌさまでも追いきれない、暗闇のなかへ行ゆく方えをくらませたのだ。


    　わたしが最後に、夢か現うつつかもわからぬ対話をしたとき、彼女は『這はい寄る混こん沌とんアバオ・アクー』によって無理やり霊的に進化させられ、その代償として悪意に染まりつつあった。


    　姿を消している間に、彼女がどのような存在になり果てたのか。


    　想像もできない。


    〝彼女は悪意を抱かかえたまま輪りん廻ね転てん生しようし、かのギリシアの土地にて再び生を受けたらしい。いちど死後の世界へと堕おちたため、誰もその行方を追いきれなかったようだ〟


    　イザナギは重量感のある声こわ音ねで。


    〝そして転てん生せいした彼女は、最悪の霊的兵器と化していた〟


    「ど、どういうことだよ？　兵器……？」


    　身を乗りだすつるぎを、落ちつけ、と『創造神』は手で制して。


    〝まだ我われらも事態のすべてを把握しているわけではない、だから推測も多く混じるが──〟


    　慎重な口調で。


    〝日留女は彼女を兵器としてカスタマイズした首領から、あの『まつろわぬものアラハバキ』を受け継いでいるらしい。多神教神話における『唯一神』、という矛む盾じゆんをもつあの禁きん忌きの『神神』は、『次世代神』の醜しゆう悪あくなパロディのように他の『神々』を補食する。彼女は『アラハバキ』としての本能のまま世界中で『神々』を取りこみ、誰も手をだせぬ強大なる存在へと進化しつつあるのだ〟


    　多神教は原始、必ずといっていいほど一神教的な性質を孕はらむ。


    　ひとつの巨大な『神々』が無数に枝分かれしたものが多神教なら、その根っこにあたる。


    　時代が進み多神教と化した神話が、過去に置き忘れてきたその性質。


    　それが具現化したものが、日本神話では『アラハバキ』だ。


    　分化した枝葉を補食しつづけて、原げん点てん回かい帰きし、『アラハバキ』は『唯一神』と成る。


    　世界中の神話をその胃袋に納めれば、世界における唯一にして最強にして頂点の存在となりうるだろう。


    　それは『現代のトロイア戦争』で下げ克こく上じようを企てた『紅天』アポロンが目指した高み。


    　首しゆ領りようは日ひ留る女めちゃんを核とし、陰謀の果てに彼女をそのような極みへと導くつもりか。


    　これまでの事件は、そのお膳立てにすぎなかったというのか。


    　それは首領を過大評価しすぎな気もするが、あの男なら、悪意そのもののようだった彼ならば、あるいは──とも思えてしまう。


    　警戒するのは当然で、だからこそ隠居していた『創造神』イザナギが重い腰をあげて行動を始めたのだろうけれど。


    〝日留女は転てん生せい先であるギリシアを中心にすでに補食を繰りかえし、成長をつづけている。ヨーロッパ亜大陸で、まるで中世に蔓まん延えんした黒死病ペストのように猛威を振るっているのだ。ギリシア神話、北欧神話、ケルト神話などを手当たり次第に食らい、すぐにエジプト神話を、印度インド神話や中華神話を胃袋におさめて日本へもやってくる〟


    　アレキサンドロス大王のように、ユーラシア大陸を併へい呑どんし怒ど濤とうの勢いで驀ばく進しんする。


    　そして、日留女が去ったあとには『神々』が食い荒らされ滅んだ、荒野が広がるだろう。


    　まさに、災害だった。


    　史上かつてない規模の。


    〝今はまだ遠く離れているとはいえ、呑のん気きにしてはいられない。すでに日留女はおおくの『神々』を補食しちからを高め、並ぶもののないほど強大なちからを得ている。早急に対処せねば、冗談ではなく世界が丸飲みにされてしまうであろう〟


    「そ、そんな事態になってんのかよ──」


    　つるぎは青ざめたが、同時に疑問も覚える。


    　そんな破滅的な状況だというのに、イザナギのこの余裕は何だろうか。


    　何だかすでに、問題は解決してしまったかのようだ。


    　災さい厄やくは現在進行形で世界を蹂じゆう躙りんしてるんだろうに。


    〝だが、安心するがいい。我われらも手をこまねいてただ食いものにされはせぬ、すでに対策は講じている。たしかに日留女は恐るべき災さい禍かとなりつつあるが、世界は少女ひとりに滅ぼせるほど惰だ弱じやくにできてはおらぬのだ〟


    「あたしにゃあ、どうしようもない状況に思えるけどよ。一発逆転の秘策があるってのかい、戦争もできないひ弱な日本神話に？」


    　そう、日本神話は平和でのほほんとしていて、争いごとに向かない。


    　奇しくも、それを証明してしまったのはつるぎ自身だ。


    　飽かせぬ戦争に明け暮れていたギリシア神話の侵略に、手も足もでなかった。


    　つづく陰謀劇にも振り回されるだけで、敗北しつづけてきた。


    　権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦巻き弾丸がとびかう戦場で、日本神話は無力だった。


    　仕方がない、日本神話なんて世界的に見ればちっぽけな地方神話でしかないのに。


    　荒くれものだらけで強大無比なるヨーロッパ亜大陸ですら、日ひ留る女めちゃんには抵抗できていないのだ。


    　まともに戦ったら、相手にもならない。


    　これまでの二の舞で、敗北し、そして今度こそ日本は国のかたちすら保てず崩壊する。


    　末世である。


    　これまでの陰謀を準備とし基盤とした、あの悪意の権ごん化げのごとき首しゆ領りようが本命として用意していた災さい厄やく──今度こそ、かろうじて勝ち逃げのようなかたちに持っていくこともできずに、抗あらがうことすらできないかもしれない。


    　おおいなる破滅、終末の時代がやってきたのだ。


    　寒気を感じたのか、つるぎは震ふるえるとお湯のなかに飛びこみ、顎あご先さきまで沈む。


    　弥み火かちゃんも青ざめて、そんなつるぎに寄り添う。


    　彼女は霊的ロボットとして首領に従うようプログラムされ、いいように利用された過去がある──悲痛な記憶が。


    　首領の悪意には逆らえない、それを彼女は思い知っていた。


    「思った以上に絶体絶命、って感じみてーだな」


    　ぶくぶくとお湯を泡立てながら、つるぎが絞りだすように言うと。


    　イザナギは勇壮に頷うなずいて。


    〝そのとおりだ。もはや、悠長に次世代の成長を待ち、引き継ぎを行っている余裕すらない。我われ々われが、今、即刻に対処せねばならぬのだ〟


    　厳しい言いかたになるが、と。


    〝先日のクトゥルー神話の騒動、その結果を見るかぎり、我らの『次世代神』は未熟であると露ろ呈ていしてしまったからな。首領に弄もてあそばれ、利用されるだけだった。とても、このような大局を担わせることはできぬ〟


    「たまは……」


    　事実ゆえ、反論できないまま、つるぎは拗すねたように。


    「まだ幼いから、未熟なのはしょうがないよ。でも、成長してる。確実に、すんげー速度でよ。失敗しても、それを糧かてにして強くなってく。そんなふうに、役立たずみたいによ、言わなくてもいいじゃんよ……」


    〝わかっておる〟


    　大事な妹で、つるぎにとっては我が子のようである、『次世代神』たま。


    　その名誉を毀き損そんするつもりはない、と言うように、イザナギはかぶりをふって。


    〝だが、彼女の成長を待つ余裕はもはやないのだ。そして失敗すれば、今度こそ我われらはすべてを失う。敵は強大無比、そのような博ばく打ちは冒おかせない〟


    「じゃあ、どうすんだよ」


    　むくれて、つるぎはお湯をばんばん叩たたいた。


    　駄々をこねるように。


    「ヨーロッパ亜大陸の『神々』を取りこんだんだとすれば、日ひ留る女めちゃんはもう日本神話が束になって総攻撃を仕掛けても、どうにもなんねーんじゃねーの？」


    〝総攻撃はあまり得策ではない〟


    　イザナギは落ちつけ、というように手をふると。


    〝無む尽じん蔵ぞうに『神々』を補食する日留女に、ただ正面から挑んでも徒労に終わるだろう。おそらく各個撃破され、補食され、いたずらに日留女を強くするだけ──餌えさを与えるだけだ、無意味なうえに危険ですらある〟


    　荘そう厳ごんに、言い放った。


    〝ゆえにこそ、我らのとるべき手段はただひとつ。全世界の神話が、同じ結論に至ったのだ。実は先だって、世界の神話、その首脳陣が集まって会議が開かれた。初の、世界会議である。我はそこに出席し、この前代未聞の災さい厄やくへの対抗策を得てきたのだ〟


    「おいおい、そんな会議があったのかよ。この出雲いずもの会議の規模じゃねー、聞いたことねーぞ。世界中の『神々』が集まったなんて。また、あたしの知らねーとこで勝手なことしやがってよ」


    〝会議がどのように進むかは、おおむね予測できていた。その結論は、おまえにとって不本意なものになる公算が高かったのだ。むしろ、反対をすると思っていた。だが、この窮地を脱するには他に方法がないのだ〟


    　梃て子こでも動かぬ霊峰の風格で、『創造神』は語る。


    〝いつもおまえは独りで背負い、無理をして、失敗して泣く。その繰りかえしだ、それを愚かとは言わぬ。おまえは、優しい良い子だよ〟


    　だが、と情愛を断ち切るように、鋭い声こわ音ねで。


    〝今回ばかりは、そうもいかぬ。おまえを無駄死にさせるわけにはいかぬ。たとえ怨うらまれようとも、我が決着をつける〟


    　有無を言わせぬ態度で、イザナギは宣言する。


    〝その世界会議で、我らはひとつの結論に至った。最悪の霊的兵器、月つく読よみ日留女への対抗策を見いだしたのだ。そして我らは、全世界共同でその策を成し遂げる。この世が始まってかつてなかった、すべての『神々』の共同作戦である〟


    　そこで、不意に。


    　その名前が、飛びだしてくる。


    〝その作戦の総決算、月読日留女への対抗兵器として創造されたのが──先日にこの国に誕生した、月つく読よみるるなという少女である〟
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    「るるな、って……」


    　その名前に、つるぎは一瞬「聞き覚えがあるような？」という顔をしてから、合点がいったように目を丸くした。


    「あれか、例の鎖さ々さ美みの妹っていう……昨日、会議の前におやっさんが名前をだしてたな。心が、『神霊』がないとか何とか……。その子が何か関係あんのか？　時期的に見たら、そりゃタイミング良すぎる感じだけど」


    　出産、家族が増える、それは幸せな──おめでたいことであるはずだ、本来ならば。


    　だからつるぎは努めて悪い方向に考えなかったのだろうが、るるなちゃんがきな臭い世界の流れに組みこまれた部品だというなら、話はべつだ。


    　つるぎは険けわしい表情になると、思案に沈む。


    「つまりあれだろ、いわば──かがみとか、弥み火かちゃん……」


    「わたしですか？」


    　弥火ちゃんが驚いたように反応し、身じろぎする。


    　彼女はまた悪意ある陰謀に巻きこまれたのではないかと、不安をおぼえたようだけど。


    　つるぎは苦笑し、無意味に弥火ちゃんのふわふわした髪の毛を撫なでてから。


    「つまり、霊的ロボットだな。そんなかに、『神霊』が入ってない状態だ。からっぽのお人形だな、そこまでは聞いてたけどよ」


    　己おのれの産みの親、『創造神』イザナギを睨にらみつけて。


    「その子がどうしたっつーんだよ、おやっさんは『大事な子だから守るように伝えてくれ』なんて言ってたけど、あたしゃてっきりそのまんまの意味だと思ってたよ。でもその様子じゃ、それだけじゃねーみたいだな」


    　釈然としないように。


    「でも、赤ちゃんだろ？　『神霊』もないってんなら無力だ。それこそ、ただのお人形だよ。でも兵器、なんて呼びやがったな、……何か仕込んでやがんのか？」


    　見る見る不機嫌になると、牙きばを剝むきだすように。


    「そっか、もしかして──からっぽのその身体からだに強力な『神霊』を注ぎこんで、んで戦わせようってのか？」


    　その思いつきに血の気を失い、がなった。


    「あらかじめ身体にプログラムを仕込んでおけば、こっちの思いどおりに動いてくれる。決して逆らわないし、裏切らない。弥火ちゃんに『アラハバキ』がさせたようなことを、るるなちゃんにさせようってのかよ!?」


    〝おおむね、正解だが。肝心なところを理解しておらぬようだ〟


    　イザナギはあっさりと、何でもないことのように答える。


    〝やはり汝なんじは優しい子だよ、アマテラス。平和な時代にはそれでよいのかもしれぬが、戦争のいろはを知らぬ。我われも、偉そうにできるほど争いが得意ではないのだがな〟


    　だが口ほどに彼は穏和な『神々』ではない。


    　愛する妻を焼き殺した『炎帝カグツチ』を自ら惨殺するなど、ときおり誰よりも恐ろしい鬼神となる。


    　魔を祓はらい、国を守り、手段を選ばずに君臨する。


    　彼こそが、日本神話の王者なのだ。


    〝率直に言って、まともな手段では霊的兵器として完成した日ひ留る女めには太刀打ちできぬ。少なくとも多神教では。個々の『神々』がどれだけ強大でも、無数の『神々』を取りこんだ怪物、日留女とは比べものにならぬ。桁けたがちがうのだ、保有する霊力の、戦闘力のな〟


    　たしかに、あらゆる神話を呑のみこみ、そのすべてを己おのれのものにする日留女ちゃんには、単純な強さの比べっこでは勝てるはずもない。


    　霊力の総量がちがいすぎる。


    　その『神格』は、すでに世界トップクラスであろう。


    　おまけに、彼女は際限なく『神々』を取りこんで成長する。


    　正面から相対しても食われるだけ、相手を鍛きたえる結果になるだけだ。


    　強大な相手には不意打ちをするしかない、桶おけ狭はざ間まの戦いくさのように。


    　だがそれも、あらゆる霊的攻撃すら取りこむだろう日留女ちゃんには意味がない。


    　死角から矢を放っても、その矢すら補食される。


    　闇に乗じるか、寝込みを襲おそうか、どちらにしても同じだ。


    　相対すれば、触れれば食われてしまうのだ。


    　日留女ちゃんには、あらゆる攻撃が通じないように思えた。


    　打つ手がない、のではないか。


    〝我らの取り得る戦法は、唯一〟


    　イザナギは断言した。


    〝毒をもって毒を制す〟


    「それは、つまり──」


    　弥み火かちゃんが恐る恐る、手を挙げた。


    　授業中のように。


    『アラハバキ』によって創造された、首領の悪意の洗礼を受けた彼女。


    　そして日本では珍しい、数あま多たの闘争を経験した軍神である彼女は、察したようだった。


    「おそらくですが、つまり日ひ留る女めちゃんとまったく同じ存在なのではないでしょうか。日留女ちゃんという毒を制するための、まったく同じ種類の毒……。るるなちゃんって子は、そのために創られた霊的ロボット、いいえ霊的兵器なのでは？」


    〝流石さすがだな、タケミカヅチ〟


    『神々』としての名で弥み火かちゃんを呼んで、イザナギは微ほほ笑えむ。


    〝そう、月つく読よみるるなは月読日留女と同一の構造をもつ霊的兵器。あらゆる『神々』を補食し、己おのれのちからに換える機能をもつ。それだけなら単純な『次世代神』、邪や神がみたまなどと変わらないので、他の神話の『神々』をも補食できるリミッターの解除や、自らを成長させつづける『這はい寄る混こん沌とん』アバオ・アクーのような、日留女がもつ性質をできるかぎり加えた〟


    　日留女ちゃんの核である『アラハバキ』も、元をただせば日本神話の文脈のなかにある。


    　それを創った張本人である、イザナギならば再現も難しくはないのだろう。


    〝我われは『創造神』。産みだした子が弓引く天敵となるならばその子を殺す毒を創ろう〟


    　覚悟の据すわった、不動なる声こわ音ねで。


    〝『アラハバキ』は謎の多い『神々』で、その解析には時間がかかってしまった。多神教神話が必ず抱かかえる唯一神的な性格──その源流はどこなのか、探り当てるのは至難であった。八や百お万よろずの『神々』のなかから丁てい寧ねいに関わりのあるものを選出し、ダイダラボッチ、長なが髄すね彦ひこ、神じん功ぐう皇后──その複合体としての『アラハバキ』として、おそらく再現できたはずである〟


    　現役を引退した身で神産みは重労働だったのか、イザナギの表情には疲労感がある。


    　この湯ゆ浴あみも、もしかしたら彼自身の慰安も兼ねているのかもしれない。


    〝同じ戦法をとるなら、より強いほうが打ち勝つ。自明の理だろう？〟


    　たとえば個々の『神々』、地方神話の『最高神』クラスの霊力が単純に数字にして１００ぐらいだとする。


    　それらを食らいつづけた日留女ちゃんが、１００００ぐらいに成長したとする。


    　これでは１００や50ぐらいの『神々』が個別に攻撃を仕掛けても、蹴け散ちらされるだけ。


    　だが、こちらが同じように『神々』を取りこみ、１００００以上のちからをもつ霊的兵器を創れたのなら。


    　同等以上に戦える。


    　そんな、子供向けのカードゲームのような単純すぎる戦略のようだ。


    「理屈ではわかるけどよ」


    　つるぎが馬鹿馬鹿しい、と言いたげな半眼になって。


    「どっからそんだけの霊力を集めてくんだよ。霊力を注がないと、つまり『神々』を補食しないと、るるなちゃんはただの空っぽのお人形のままだろ？」


    〝そこが戦略なのだ、我が子アマテラスよ〟


    　イザナギは根気強く対話をつづける。


    〝日ひ留る女めは現在、世界中をさまよって『神々』を狩っている。だが彼女に補食されるのをできるだけ避けるために、たとえばギリシア神話の『最高神』ゼウスなどをはじめとして、世界中の神話の重鎮たちは身を隠しているのだ〟


    「へん、お偉いさんがケツまくって逃げ回ってんのかよ。情けねーな」


    〝そう言うな、苦く渋じゆうの選択なのだ。我われら日本神話も同様に、日留女に発見されぬよう避難しつつ、全員が月つく読よみるるなに吸収される予定だ──そのぶん、るるなは霊力を得る」


    　自ら、るるなちゃんに食われる。


    　敵に食われるぐらいなら、味方の糧かてとなる。


    〝全世界で日留女を常に監視し情報を交換し、警戒し回避しつづける。ときには威い嚇かくや牽けん制せいもし、できるかぎり時間稼ぎもする〟


    　壮大で、だがあまり格好よくはない戦略だが。


    　背に腹は代えられぬのだろう、黙って世界中の『神々』が食い殺され世界が終末を迎えるぐらいなら。


    〝対抗兵器はそれぞれの神話にひとりずつ用意されている。いわば日本代表であるるるなも、そのひとりだ〟


    　るるなちゃん以外にも、同様の宿命を背負った子供が世界中で生まれているのか。


    　日留女ちゃんという災さい厄やくと、血ち塗まみれの闘争をするために。


    〝やがてそれら各神話の代表は集まり、そのなかでもっとも優れたものにすべてを委託し、合身する。全世界の『神々』が一身に集まったその最終対抗兵器ならば、日留女をたやすく制圧するであろう〟


    　冗談じみた話である。


    　だが、世界中の『神々』は会議を行い、その方針で団結したのだろう。


    　これが最適解だと判断して。


    　この出雲いずもでの会議は、その一応の報告で、すでに作戦は始動しているようだった。


    　るるなちゃんはもう生まれてしまった。


    　賽さいは、とっくのむかしに投げられていたのだ。


    〝そうして日留女を倒し、世界に平和が戻ってきたならば。我らは月読るるな対抗兵器のなかから解放され、元通りの生活に戻る。どうだ、めでたしめでたしであろう？〟


    　でもそのきれいな結論にあるのは『神々』の都合だけで。


    　戦うために生みだされたるるなちゃんをはじめ、流血の宿命をもつ哀れな子供たちの幸せは、どこにも含まれていなかった。
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    　胡う散さん臭くさい話はつづいていく。


    〝我われらがこうして出雲いずもに集まったのも、もちろん世界会議で決まった事柄について伝える意味もあるが──名のある強力な『神々』が一か所に集まり、まとめて月つく読よみるるなに吸収される準備でもあるのだ〟


    　見るがいい、とイザナギが周囲を指先で示す。


    　つるぎは会話に集中していて気づかなかったようだが、あちこちで湯ゆ浴あみを楽しんでいた『神々』が、ゆっくりと少なくなっている。


    　縮んだり、炎天下のアイスみたいにとろけたり、表面の肉がこそげ落ちて骨だけになっているのまで。


    　それら全員が温泉のなかに吸収され、純粋な霊力のかたちにまで分解されていく。


    　今や温泉は芳ほう醇じゆんな霊力を含み、光り輝いていた。


    　それらはすべて、イザナギの身体からだのなかに浸透していく。


    　一体化し、身体のうちに溜たまっていく。


    『神霊』状態にまで還元され、『神々』が融和しているのだ。


    　八や百お万よろずの『神々』の大部分はそうしてお湯にとろけてしまい、温泉はいつの間にか宴の賑にぎやかさを失っていた。


    　しんと静まりかえった、神こう々ごうしい雰囲気。


    〝まずは、他の『神々』を我のもとに統合する。補食をするちからは『旧神』としての特質に縛られる我にはないから、器となって、ただ集めるだけだがな。まぁ、引率だな〟


    　その表現はよくわからないけど。


    〝そうしてみんなを同伴させた我が月読るるなに吸収されることで、彼女はおおよそ日本神話の『神々』のすべてを取りこむことになる。日本神話の『神々』は気ままで自分勝手なものが多いからな、そのように我が先導せねば遅々として集まらんのだよ〟


    　そうして、すべての『神々』がるるなちゃんのいちぶになって。


    　迎えるのは、ほんとうの意味での神かん無な月づきだ。


    『神々』がすべていなくなって、対抗兵器として完成したるるなちゃんのみが、戦場に独りぼっちで残される。


    〝これは、あくまで我が勝手に決めて行ったことだ。おぬしは従ってもいいし、もちろん逆らってもいい。静観するのもいいだろう〟


    　子を心配する親の眼まな差ざしで、つるぎを見据えて。


    〝強制はせぬ。自由で、優しいのが日本神話の本ほん懐かいだと我は思う。一億総火の玉などというのは、時じ代だい錯さく誤ごであるしな〟


    「まぁ、いいよ」


    　つるぎはいいかげん湯あたりしたのか、耳まで紅潮したまま。


    「いろいろ言いたいことはあっけどよ──おやっさんなら無理やりあたしを引きずって移住させることもできた、でもきちんと対話してくれた、そのことには感謝しとくよ」


    　でもな、と怖い顔になって。


    「納得できねーことが、みっつある」


    　三本指を立てて。


    「それにさえ満足いく返答をしてくれたら、あたしはおやっさんに従うよ。駄々こねても仕方ねーし、今はすこしでも多く霊力を集めたいとこだろうしな。あたしみたいな残りかすでも、足しぐらいにはなる」


    　岩に背を預け、お湯からほっそりした足をだして。


    「世界が切羽詰まってんのもわかったよ。こうやって、のんびりすごせる時間はもう二度とないかもしれないってのも。だからこそ、こんなふうに温泉に誘ってくれたこと、すこしは感謝してるんだぜ」


    　そっぽを向くと。


    「まぁ、本来なら失敗だらけ負けつづけのあたしに文句言う筋合いはねーんだけど、いちおう聞いてくれるか？」


    〝言ってみよ、何でも。神とは本来、すべての受け皿となるものである。だが急ぐがいい、日ひ留る女めはこうしている今もどんどん『神々』を補食しちからを蓄えておる。手がつけられないようになってからでは遅いのだ〟


    　動かざること山のごとし。


    　巌いわおのごとき風ふう貌ぼうのイザナギは、泰たい然ぜんとしたまま。


    〝納得できないこととは、何だ？　日留女を悪として退治することに負い目があるのか？　あれはおぬしにとって他人ではない、憐れん憫びんを抱くのも当然ではあるが──〟


    「いいよべつに、遠いむかしにふたつに分断された時点で、もうあたしらは他人になっちまったんだよ。ヴィシュヌのやつが復活させなきゃ、名前すら忘れてたぐらいだよ」


    　口にお湯を含み、ぴゅーっ、と噴ふきだす無駄なことをすると。


    「あいつはほんの短い間だけでも、ふつうの人間としての幸せを甘受して願いを叶かなえただろうし。兵器として、悪党に利用されるのは、あいつにとっても本意じゃねーだろ」


    　言外に、生まれたばかりの赤ん坊、るるなちゃんを兵器として運用しようとしているイザナギへ当てこすったようだった。


    「納得できないことの、ひとつめ」


    　指をひとつ折って、純粋に不思議そうに。


    「るるなちゃんには『神霊』がない、心がねーんだろ。何も考えてないし、何が起きても無反応だ。そんなんで戦えるのかよ？　棒きれみたいに突っ立ってるだけじゃ意味ねーんだぞ」


    〝それについては、考慮してある〟


    　イザナギは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で。


    〝心のない月つく読よみるるなは使用するもののいない機械のようなものだ。自律的な行動はできない。だからこそ、操縦者を用意したのだ。それについては、不本意ながら我が妻の協力を得たりもした〟


    「おっかさん？　仲直りしたのか？」


    〝してない。だが、歩み寄る努力はした──死ぬほど嫌いやだったけど〟


    「いいかげん夫婦喧げん嘩かやめろよおまえら、いったい何千年つづけてんだよアホか。しかし操縦者？　誰だ？」


    「月読呪じゆ々じゆだ」


    　その名前に、つるぎは目を丸くする。


    「また月読か、その名前ばっかしだな。まぁ、るるなちゃんは呪々の娘だっていうから、馴な染じむだろうけどさ。いいのか？　あいつは禁じられた黄よ泉みがえりをした罪人だろ、過去にいろいろやらかした前科もある──そんな大事な役目を担わせていいのかよ？」


    　過去、つるぎはお母さんによって『根の国』に堕おとされたり怪け我がさせられたりで、個人的にはあんまり良い印象がないみたいだった。


    　イザナギはすべて理解している、というように頷うなずいて。


    〝問題ない。彼女は歴代最強の『月読の巫み女こ』だし、長年、首領と戦い勝利しつづけてきた功績がある。あの悪党のやりくちについて、誰よりも知ち悉しつしているといっていい。操縦者としては最適なのだ、こちらを裏切ることもない。妻に強力を請うてまで、外堀は埋めたのだ〟


    　肝心の部分をぼかされたようで、つるぎは釈然としないようだったが。


    　イザナギは強引に、断言する。


    〝世界各国の神話を代表とする対抗兵器は、おのおの、そうして選ばれた操縦者が制御し戦える。おまえの心配は杞き憂ゆうだ、我が子よ。神話のすべてを取りこみ強大なちからを得た彼女らは、必ずや悪を打ちのめす〟


    　神の加か護ごを受け、天使あるいは戦乙女バルキリーのように対抗兵器たちは戦う。


    　代表者として。


    　この世界の未来のため、生まれたばかりの赤ん坊には重たすぎる宿命を背負わされて。


    〝──これぞ名づけて、救世主作戦である〟
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    「作戦名なんざどーでもいいんだよ」


    　なぜかドヤ顔をしている『創造神』を睨にらみつけながら。


    「納得できねーことの、ふたつめ」


    　二本目の指を折って、つるぎは弥み火かちゃんが満たしてくれたお猪ちよ口こを一気にあける。


    　景気づけにか、おおきく酒臭い吐息を漏もらして。


    「あたしら『神々』のすべてがるるなちゃんに吸収されるってのはいいよ、じゃあ人間や動植物はどうなるんだ、戦場になるこの世界に置き去りにすんのか？」


    〝人間はやや特殊な存在ゆえ、扱いには迷ったのだが〟


    　イザナギもその問いは想定していたのか、返答に淀よどみはなかった。


    〝すでに我われらはなかば忘れられ、信仰を失いつつある。すでにこの世界は彼らのものだ、神と人間はもはや相あい容いれぬ。人間たちは最終戦争に巻きこまれて被害をこうむるかもしれぬが、我らはるるなに吸収されてしまう──加か護ごを与えることは、もはやできぬ〟


    「人間をほっぽりだしてよ、あたしら『神々』は戦争が終わるまで女の子の身体からだんなかに震ふるえて隠れて──のんびりして、ぜんぶ終わるまで待ってりゃいいってか。楽なもんだね」


    　つるぎは喧けん嘩か腰ごしで言った。


    「たしかに、あたしらは信仰を失おうとしてる。それが歴史の、世界のおおきな流れだ。だからこそ『現代のトロイア戦争』みたいなことも起きた。あたしらは今後の方向性を見直す、おおきな節目にいるんだろうよ」


    　互いに忘れ去り、関わらないなら、いっしょに暮らす意味はない。


    　神と人間の蜜みつ月げつは終わり、別居が行われる。


    　離婚寸前の、もはや、そんな寂しい時代なのだ。


    「その日ひ留る女めと対抗兵器たちの勝負──最終戦争なんて茶番劇は、あたしら『神々』の問題だろうが。さんざ迷惑かけてよ、ちっとは申し訳なく思わねーのかよ？」


    〝先に我らを捨てたのは、人類のほうである。我らは人類を創ったが、人類は我らから遠くなりすぎた。今さら我らが対抗兵器に吸収され姿を消したところで、彼らは何とも思わぬ〟


    「けっ、無視されつづけて寂しいから拗すねて引きこもんのかよ。そんな甲か斐い性しようなしだから、おっかさんとも喧嘩すんだよ」


    〝我もまだ迷ってはいる。もちろん、汝なんじは人類に寄り添いつづけてもよい。彼らは、長く我らの友であった〟


    　しんみりと、イザナギは語った。


    〝だが我らはずっと愛されるどころか、認識すらされなかった。崇あがめられるどころか、存在すら疑われた。別離は当然の帰結なのだ、優しい──我が子よ〟


    　諭さとすように。


    〝彼らのかたわらで、傷つき哀しみ疲れ果て、それで何か見返りがあったか？　我は汝が不ふ憫びんでならない、我が子よ。汝は彼らに尽くした──だが彼らは汝に感謝すらしない、気づいてすらいないのだ〟


    「あたしが何度負けても失敗してもそれでもいいって笑えるのは、いっしょにいてくれた人間たちのおかげだよ」


    〝次、失敗すれば世界が滅ぶ。もはや、そのような生ぬるい関係はこの時代においてはゆるされぬ。互いに甘え、みじめに共倒れになるだけだ〟


    　イザナギは、やはり聞く耳をもたないみたいに。


    〝現実的に考えろ、理想だけでは誰も救えない〟


    「いちばん、納得できねーのは」


    　話が平行線になっていることに耐えかねたのか、つるぎは我慢できない、というように最後の指を折った。


    　そしてうなだれると、突然、独り言のように。


    「鎖さ々さ美みのやつさ、すっげえ嬉うれしそうだったんだよ」


    　ちいさな、蚊の鳴くような声で。


    「妹ができたんだって、素直にさ、幸せそうだった。あの笑顔から遠ざかって、ぜんぶ戦争のための弾丸にして、それがほんとに正解なのかよ？　たとえ、それしか滅びを回避する方法がないとしてもさ──」


    　立ちあがると、つるぎは吼ほえた。


    　きらめく湯飛沫しぶきを、後光のように煌きらめかせて。


    「赤ちゃんを兵器にして戦わせるってのが、どうしても納得できねーんだよ!!」


    　一歩踏みこみ、殴なぐりかからんばかりの勢いで。


    「るるなちゃんの幸せはどうなんだよ、何のために生まれてきたんだよ!?」


    〝未来のため、この世界のためだ〟


    「糞くそ食らえだよ、そんなもん!!　いざこざ起こした『神々』どうしで勝手に戦ってりゃいいだろ、平和に生きてる人間どもを巻きこむなよ！　戦争になったらたくさん死ぬんだぞ、赤ちゃん爆弾にしてぶつけあって、そんなふうにしか世界を救えないならあたしらに価値なんてねーよ！　何が『神々』だよ、偉そうにしてんじゃねーよ!!」


    〝汝なんじが言っていることは子供のわがままだ、我が子よ〟


    　イザナギは微動だにしないまま、揺るがない。


    〝すべてを救うことはできぬのだ、我われら『神々』にすら〟


    　だがわずかに、哀しそうだった。


    〝他に方法はないのだ、ただ手をこまねいて何の対抗策もなく危機に直面しても、つぶれて死ぬだけだ。黙って日ひ留る女めの胃袋に収まればよいのか、それこそ悲劇だ。終末である、何の救いもない破滅だ〟


    　淡々と、真理を説くように。


    〝赤ん坊を兵器にして殺させあう、たしかに非道だ。吐き気をもよおす。だが、そのために誰が犠ぎ牲せいになろうとも、また産みだせばよいではないか。赤ん坊も、国土も何もかも、壊れたら創りなおせばいい〟


    「あぁ──」


    　その言葉を聞いて、つるぎから表情が消えた。


    　そして肩から震ふるえると、棒立ちになって。


    　その頰ほおに、涙が伝った。


    「今、理解したよ。どうにも会話が嚙かみあわない、その理由がさ。おっかさんが、あんたと喧けん嘩かした理由も」


    　こんな逸話がある。


    『死の神』イザナミが愛する夫に裏切られ、「一日に千の死をばらまく」と呪のろいの言葉を放ったとき。


    　その夫、イザナギはこう応えた。


    「ならば我われは一日に千五百を産みだそう」──と。


    「あんたは間違ってないよ、命を数字とみれば、千死んでも千五百産みだせば帳ちよう尻じりはあうよ、むしろ増えるよ。あんたはそれでぜんぶ解決だって、今みたいに偉そうな顔したんだろ」


    　産みの親を指さして、つるぎは怒鳴った。


    「でもな、命は数字じゃねーんだよ！　ひとりひとりが全力で生きてんだ、死ねば産めばいいって、そういうもんじゃねーんだよ！　そんな方法でしか存続できない『神々』なら、そんなもんいらねーよ！」


    　拳こぶしを握りしめ、濡ぬれた髪の毛を肌に貼りつけ、つるぎは唸うなった。


    「すべての命が、かけがえのねーもんだ。すくなくとも、妹ができたって、鎖さ々さ美みはすげえ嬉うれしそうだったんだよ。あいつに言えってのかよ、妹は爆弾にされて死ぬかもしれないけどまた産めばいいって？　ふざけんなよ！　そんなのってねーよ！　あたしゃ、二度とあいつに顔向けできねーよ……!!」
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    　ひとしきり思いの丈たけを吐きだすと、つるぎはおおきく息を吸いこんで。


    　ひぐっ、ひぐぐっ、としゃっくりするみたいに身体からだ全体を痙けい攣れんさせて。


    「ふぇぇぇん──」


    　全開まで口を開き、ぼろぼろと大粒の涙を零こぼした。


    「ふぇぇぇえん、うぇぇぇえええん……！」


    　そして見た目そのまままに、子供っぽく泣きじゃくり始めてしまった。


    　だがアマテラスとは元来──そういう『神々』である。


    　気分屋で、わがままで、情緒不安定だ。


    　いつだって、気持ちを素直に表現する。


    　太陽のありかたそのままに、エネルギーを爆発させるみたいに。


    　その心は宇宙を舞い踊り、誰も彼女を無視できない。


    　彼女がちょっと凹へこんで引きこもっただけで、この国には冬が訪れる。


    　世界を揺り動かす──それは感情の嵐だった。


    　マジ泣きしちゃう娘を見て、さしもの『創造神』イザナギも慌あわてる。


    〝ちょっ、なぜ泣く!?　どうして汝なんじはいつもそんな──むっ、無駄だぞ！　今回ばかりは泣き落としなど通じぬ！　これはもう決定事項なのだ！〟


    「何が『今回ばかりは』だよ、うあ～ん！　いつもいつも、そうじゃんかよ～！　パパはけっきょくあたしの言うことなんかいっこも聞いてくんないじゃんかよ～！　酷ひどいよ、パパなんか大嫌いだ～！　うああああ～ん!!」


    〝こ、困ったな……〟


    　威い風ふう堂どう々どうと君臨し、天地を創造した強大なる『神々』のくせに。


    　否いな、だからこそなのか──イザナギは、他人の感情の機微みたいなものに鈍感なようだ。


    　おおいなる万物の始祖、全体を俯ふ瞰かんし、ただ威圧するだけで何もかもが従う全能者には、他人を慮おもんぱかる必要などない。


    　命じれば、みんなが黙って奉仕する。


    　巨大な恐竜に、飛び回る羽虫の気持ちなどわかるまい。


    　だが、つるぎはちがった──反発し、嚙かみつき、喚わめく。


    　けれど、そうやって感情豊かに、いろんなものに共感し──ときには騙だまされながらも、人々に寄り添って生きてきたつるぎのほうが、わたしには愛おしい。


    　だから、負けないでほしかった。


    　全体の利益のため、心のない冷たい計算だけで未来を定めようとしてしまう、味気なくて無情なイザナギの算段になんて。


    「えっと、タケミカヅチよ──汝はどう思う？　我われは何か間違ったか？」


    　何でつるぎが泣いてるのかもわからないようで、おろおろして、イザナギは助けを求めるように弥み火かちゃんを見た。


    　わたしに聞かれても、みたいな顔をして、弥火ちゃんは眉まゆをひそめると。


    「う～ん」


    　泣きついてきたつるぎを抱きよせ、良い子良い子してあげながら。


    「公平に、合理的に考えると、イザナギさまが提案された方法は正しいと思いますよ。最善の手段なのかもしれません、長い目で見ればいちばん犠ぎ牲せいが少なくてすむはずです。つるぎ先生が言ってることは、目先のことしか考えてない、気に食わないってだけのわがままです」


    　静かに顔をあげて、真まっ直すぐに万物の創造主を見据えると。


    「でも、何だか釈然としないんですよね──きれいに嵌はまりすぎてるというか、何だかこちらがそういうふうに考えるように誘導されてるみたい、っていうか。わたしは首領の底知れない悪意を知っています。あの抜け目のないひとが、そのような誰でも考えつくような対抗策をほんとうに想定してないでしょうか？　何だか、らしくないというか──すみません、合理的とか言っておいて、わたしも何となくで喋しやべってますね」


    　慎重に、言葉を選んで。


    「ほんとに、他に方法はないんでしょうか──みんなが幸せになれる未来、なんてのは理想論だってわかってますけど。たしかに対抗兵器は一発逆転を可能とする最善手かもしれません。でも優秀な賭と博ばく師しは、そう相手に思いこませるところまで含めて戦略として利用します。勝機だと思って踏みこんだら、罠わなに嚙かみつかれてガブリ──なんて、笑えませんよ。そして、首領はそういうことを何よりも得意とした、極悪人です」


    〝否いな、それは心配のしすぎというものではないか、タケミカヅチよ。首領など、ただの小悪党である。警戒しすぎて迷っているうちに、世界は時間切れになってしまう。早いうちに対処しなければ毒は回りきってしまうのだ〟


    　ひとに意見を聞いたくせに、イザナギは頑がんとして自説を曲げずに。


    〝それに、もう全世界は方向性を定め同時に行動を始めてしまっている──もはや止められぬ段階なのだ。そこで我われらだけ二の足を踏んでいれば世界中から侮あなどられ、腰抜けののろまと日本神話は軽けい蔑べつされることになろうぞ〟


    「う～ん、何かが引っかかるんですよね」


    　ふと思いだしたように、弥み火かちゃんは顔をあげて。


    「そういえば、鎖さ々さ美みさんがＴＶで何かを言ってたような……。あぁ、そういえば今回の事件──月つく読よみ日ひ留る女めという災さい厄やくと、その切り札として用意された対抗兵器、という構図に、……宇宙人がどう関わってくるんでしょう？」


    〝う、宇宙人？　何の話だ？〟


    　イザナギは当惑している。


    　いきなり関係ない話をされた、という反応である。


    　でも、関係ないわけがないのだ。


    　まったく同じタイミングで、発生した異変なのだから。


    　弥火ちゃんは、可愛かわいらしい表情を険けわしくして。


    「そのあたり、調べておいたほうがいいんじゃないですか──不確定要素は、すべて排除しておいたほうがいいです。世界の命運なんてものがかかってるんですからね」


    〝そんな悠長なことをしている場合ではないのだ、日本神話最高の軍神が寝ね惚ぼけたのか──最速で、最善の決断をしつづけることがあらゆる闘争における勝利の秘訣ではないか？〟


    「んもう、わからず屋……。どうして男のひとってこうなんでしょう？　自分が間違ったと認めたくないからっておおきな声で自分の意見を押しとおして、都合のいい材料ばかりを並べて。口喧げん嘩かしてるんじゃないんですよ。言い勝った言い負けたとか関係ないですから、冷静になっていちばん良い方法を探しましょうって提案してるんですよ？」


    「そうだそうだ、言ってやれ弥み火かちゃん！　パパは女心がわからねーんだよむかしから！」


    　弥火ちゃんに「よしよし」されながら、啜すすり泣いているつるぎである。


    〝あれっ？　我われ、悪者!?　我はみんなのためを思って……！〟


    　イザナギは完全に困ってしまって、どうしたもんかと途方に暮れていたけれど。


    



    　そんな和なごやかともいえる雰囲気のなか、不意に。


    



    「そう、あなたは常に全体が最大の利益を得る方法を提示しますよ。あなたは正しい、反論するには感情に訴えるしかない。だがそれすらも通じない、あなたは人間から遠ざかりすぎた──この世界は論理だけで回っているわけではないのに」


    　低い、男の声。


    　同時に湯気の隙すき間まから、人間の髪の毛で編まれたような不気味な縄が伸びてくる。


    　それはいまだ温泉にとろけていなかった、霊力を残していた『神々』に絡みつき、首吊りのような状態にして引きずりだしていく。


    「……!?　……!!」


    　悲鳴をあげ、吊りあげられた『神々』は残った絞りかすの霊力をふるって抵抗しようとするが、すぐにその姿が掠かすれてぼやけて──。


    　四方八方からめった打ちにされるみたいに凹へこみ、つぶれ、圧縮されて、ちいさな結晶のように『加工』されてしまった。


    　飴あめ玉だまのような、ちいさな粒となった『神々』の成れの果てを、そっと拾いあげて。


    「相変わらずですねえ、この国の連中は──弱くて愚かで、救いがたい」


    〝何だ、汝なんじは!?〟


    　イザナギが湯飛沫しぶきをあげて身構えるなか、闖ちん入にゆう者しやは大仰に両手を広げて。


    「どうせ、お偉いあんたらは、覚えちゃいねぇでしょう──毎日のように生まれて死んでく、ちっぽけな人間のことなんてね」


    　ぎざぎざの牙きばが並んだ口を、笑みのかたちに歪ゆがめたのだった。
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    　無視できぬ存在感の男であった。


    　上背のあるよく鍛きたえられた肉体は奇妙に凸でこ凹ぼことしており、まるで複数の人間の身体からだを繫つなぎあわせたみたいだ。


    　獣けものの背のような髪の毛。


    　攻撃的な、荒々しい雰囲気。


    　それは太古の人間の姿だったかもしれない。


    　両手にそれぞれ装飾が異なる指輪を嵌はめている。


    　彼は飴あめ玉だまのように圧縮された『神々』を丁てい寧ねいにちいさな瓶びんのなかにいれると、煙草たばこを口にくわえて火を点つける。


    　紫煙を吐きだして。


    「おら、どうしたんですか──ぼうっとしちゃって、緊急事態の発生ですよ？」


    　挑発的に、そう言った。


    　その指輪のひとつが輝きを放ち、彼の全身から先ほど『神々』を攫さらった荒縄が飛びだす。


    　それらは蛇のように鎌首をもたげ、こちらに狙ねらいをつけている──どうやら、自在に動かせるようだ。


    〝あの縄は──首吊りの女神コアトリクエか。とっくに滅び、忘れ去られた『神々』のはずだが……〟


    　やはり平和惚ぼけした日本神話の『神々』だ、遅まきながらイザナギが反応する。


    　だが、まだ臨りん戦せん態たい勢せいをとれてもいない──怪け訝げんそうに、顔をしかめて。


    〝なぜ異国の『神々』が……？　世界会議で我われ々われは意志の統一を見たはず、これは約定違反であるぞ〟


    「知りませんよ、あんたたちの事情なんざ」


    　謎の男は指を伸ばし、つるぎたちに向ける。


    　と同時に──煙草の煙が禍まが々まがしく変化し、これも野生の獣のように襲おそいかかってくる。


    　それが触れたものは、岩だろうが何だろうがどろどろに腐敗し、崩れてしまう。


    　咄とつ嗟さにイザナギが動き、両手につるぎと弥み火かちゃんを抱かかえて跳びすさって退避。


    　巨体に似合わぬ運動性だが、その表情は困惑に揺れている。


    〝今のは──毒ガス……？　これもアステカ神話……災厄神テスカトリポカか？　何だこれは!?　貴様、どこの神話の回しものだ!?　すでに失われたはずの『神々』をどうして──〟


    「まぁだ、そんな寝ね惚ぼけた質問をしてきますか。ったく、これだから生まれつきの『神々』ってやつぁ頭んなかが天国だっつうんですよ、危機感がねぇんですかね」


    　こちらを指さすと同時に、その先にあった岩が粉々に砕かれる。


    　その物質の核となるものを抜きだし、その存在を殺したのだ。


    　エジプト神話の死の天ラ　ー秤と呼ばれる『神々』のちからだと、後に判明することになるが──この時点では、みんな混乱しているだけだ。


    「私はね、あんたたちの敵ですよ」


    　面倒くさそうに、男は恭うやうやしく頭を垂れた。


    「馬鹿だねえ、私たちゃあ戦争やってるんですぜ。呑のん気きに作戦会議をしてる間に、奇襲をされることもある。つうか、そっちが私らに対して対抗策を練っておいてさ──こっちが、黙って指をくわえてあんたらに倒されるのを待つわけがない。鼬いたちごっこのつぶしあい、読みあい、殺しあいが戦争ってもんでしょうが」


    　獣けものの威い嚇かくのごとき笑みを浮かべて、興味深そうに。


    「話は聞かせてもらいましたよ、ふうん──対抗兵器ねえ、わかりやすくていいじゃないですか。単純なパワー・ゲームですね。そっちがそうくるなら話は簡単だ、あんたらの対抗兵器とやらがちからを得る前に、うちの闇の聖母ブラツク・マリアを誰にも手がつけられないぐらい成長させる。あんたたちの思惑を妨害し、少しでも多く彼女に『神々』を喰くわせてね」


    　あっさりと、こちらの切り札である作戦への対策を編みだしてくる。


    「手近な、弱そうな対抗兵器を狙ねらい撃ち──各個撃破し、その内部に避難した『神々』ごと喰くらう。それを繰りかえせば、私たちの勝ちです。食べやすくひとまとめになってくれてんだ、ありがたくご馳走になろうじゃありませんか」


    「あ、あのひとは──」


    　イザナギに岩場へ降ろしてもらって、弥み火かちゃんが『改変』してつくった服を着こんだ。


    　いつもの、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿である。


    　雷印のヘッドフォンを嵌はめて、軍神らしく誰よりも機敏に身構えると。


    「まだわたしが『アラハバキ』の操り人形だったときに、見かけたことがあります。たしか、マサカド──と名乗っていたでしょうか」


    〝マサカド……まさか平たいらの将まさ門かどか!?〟


    　イザナギが驚きよう愕がくする。


    　平将門は言わずとしれた歴史上の人物である。


    　ときの権力者に反旗を翻ひるがえし、関東一円を支配して勝手に天皇に即位──『新皇』を名乗ったが、最悪の逆賊として討伐された。


    　あらゆる武士の原形といわれる、平安時代の怪物的人物である。


    　死後はその魂を鎮しずめるために、神として祀まつりあげられ関東の守護者となった。


    　豊臣秀吉や聖徳太子など、歴史上の人物がその功績や、あるいは悪徳のために『神々』と成ることはそう珍しくない──。


    　特別に選ばれた優れた人間が、信仰され、『神々』に進化する。


    　わたしが護法少女に変身するように──修行僧が悟りの果てに成じよう仏ぶつし神域に突入したり。


    　偉大なる奇跡を起こしたものが、聖人と認定され崇拝を受けたり。


    　それこそ戦争などの大量殺人や災害を起こしたものの魂を慰めるため、鎮守するために『神神』に祀りあげられる場合もある。


    「偉大なる『創造神』様にご存じいただけてるとは、光栄の極みですね」


    　少しもそんなふうに思っていないだろう、小馬鹿にしたような笑みで。


    　マサカド──悲運の、もののふの雛ひな形がたたる平たいらの将まさ門かどは。


    「そうとも、私は偉そうに君臨しつづけ神話と歴史を縛り腐敗させたあんたらにひとり反旗を翻ひるがえし──みじめに敗北した、落ち武者の亡霊ですよ。とはいえ、そのことは別にいいんだ。あんたらはただの人間だった私を過大に評価し、神格を高め、『神々』にしてくれた。関東の守護者なんて大仰な肩書きまで与えてね」


    〝ただの成りあがり風ふ情ぜいが、不ふ遜そんであるぞ！〟


    　イザナギが一いつ喝かつしたが、マサカドは鼻で笑って。


    「そう馬鹿にしたもんでもないでしょうよ──あんたらはこの温泉にゆっくりと霊力をとろけさせて、弱っている。私でもまぁ、勝負になるでしょう。日本神話は世界でいちばん惰だ弱じやくな神話です、我われらが闇の聖母ブラツク・マリアの出る幕ですらない。こちとら、あんたらには少しばかり怨うらみもありますしね……！」


    　その指先が跳ねあがり、無数の牙きばが並んだ餓鬼玉スンダル・ボロンがぎちぎち喚わめきながら発射される。


    　大量に。


    　それらは空中に漂う弱い『神々』を口のなかにいれ、捕食し、膨ふくらんでいく。


    『アラハバキ』ほどの容量はないらしく、食べすぎた餓鬼玉スンダル・ボロンは宙で破裂し、その残骸を他の餓鬼玉スンダル・ボロンが共食いしていく。


    　互いに食いあいながら、大食らいの弾丸が迫ってくる。


    〝日本神話の『神々』たちと一体化した我が、敵の手に落ちるわけにはいかぬ！〟


    　イザナギが跳躍し、その姿が消滅する。


    「あ、ってめ！　自分だけ逃げんな！　クソ親父！」


    　自分たちを置いて避難してしまった父親に、つるぎが真っ赤になって怒鳴ってから。


    　齧かじりついてくる餓鬼玉スンダル・ボロンの嵐に、舌打ちし、今はこっちの対処が先だ──と腰のあたりに手を伸ばして。


    「ああっ、しまった!?　草くさ薙なぎの剣は何かあったときのために、かがみに預けてたんだ──クソッ、出雲いずものなかは安全だと思ってたのに裏目にでやがった!?」


    「先生、さがって！」


    　つるぎが戦えないのを理解して、弥み火かちゃんが我が身を矢面に晒さらした。


    「えぇえいっ！　弥火ちゃんインパクト☆」


    　その全身から雷光が迸ほとばしり、迫っていた餓鬼玉スンダル・ボロンをまとめて撃ち抜く。


    　ものが焦げた匂においがたちこめ、一気に平和な温泉は戦場の様相を呈し始めてきた。


    　だが、弥火ちゃんが反撃に転じようと──一歩踏みだした瞬間である。


    　彼女はその場に腰砕けになって、前のめりに倒れた。


    「ど、どうした弥火ちゃん!?」


    　つるぎが心配して駆け寄ったが、弥み火かちゃんは困惑したように「……？　……？」と瞬まばたきをするだけだ。


    　動けないのか、指先のみがぴくぴくと痙けい攣れんしている。


    「てめぇ、弥火ちゃんに何しやがった!?」


    　つるぎが吼ほえたが、マサカドは肩をすくめて。


    「べつに攻撃をしたわけじゃねぇや──そいつは『裁きのいかづち』タケミカヅチでしょう、いちどは我われらが『アラハバキ』の傘さん下かにいた『神々』です。その身体からだにはいまだ我らが首領の隠しプログラムが刻まれている。私たちに攻撃できないように、仕込まれてるんですよ」


    　悠々と、マサカドはお湯の満ちた温泉のうえを、そこが床であるかのように歩いてくる。


    　平たいらの将まさ門かどの在りかたは基督キリスト教の聖者に近い、かつて行われた聖者による数々の奇跡を再現できるようであった。


    「廃品回収といきましょうか、アマテラスの血統には必ず勝てる『裁きのいかづち』は、あんたらに対する有効な武器になる──この国の対抗兵器は月つく読よみるるなというのでしょう、アマテラスの血筋です、『裁きのいかづち』のちからがあれば簡単に倒せますしね」


    「うちの生徒に、手出しはさせねーぞ！」


    　接近してくるマサカドだが、つるぎが弥火ちゃんの前に仁王立ちした。


    　服をだしてる余裕もないのか、素っ裸のまま。


    　濡ぬれた髪の毛を垂らし、怖いのだろう涙目で、けれど一歩も退ひかずに。


    「たかがアマテラスの残りかす風ふ情ぜいが、偉そうに──できるもんなら、止めてみなさい。うふふ、無理やりってのも嫌いじゃありませんしね」


    　不気味に笑いながら歩いてくるマサカドに、嫌悪感をおぼえたのか、つるぎが血の気を失ってぶるぶる震ふるえ始める。


    「な、何だよてめーっ、元は日本神話の『神々』なんだろ──間が抜けていて、でも平和で、みんなが幸せに笑っていられたこの国の神話のなかにいたはずだろ！　戦争戦争って、何が楽しいんだよそんなの！　何で仲良くしねーんだよ、意味がわからねーよ！」


    「弱者同士で馴なれあって和わ気き藹あい々あいとするだけなんて──私には堪たえられない、それだけのことです。むしろ逆に聞きたいですよ、何であなたたちは平和平和と馬鹿みたいに繰りかえすんです？　戦っているかぎり、私はこんなに楽しいのに！」


    　身を守るもののないつるぎに、まさに獲物に襲おそいかかるけだものさながらに──マサカドが突進し、組みつこうとした瞬間だった。


    



    　天が煌きらめく。


    



    　否いな、一振りの武骨な刃やいばが落下してきたのだ。


    　その奇襲にさしもの鬼武者、マサカドも反応できない──腹部があっさりと刃やいばで貫つらぬかれ、正面にいたつるぎの顔に返り血が「ぱっ」と散った。
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    「あ、あわ、あわわ……」


    　血ち塗まみれになって、つるぎが涙目になってへたりこむ。


    　その足下に倒れた弥み火かちゃんに寄り添い、何がなんだかわからない、という表情だ。


    「むうっ──」


    　霊的な攻撃であったのか、マサカドもたまらずによろめき、けれど倒れることなくその場に踏みとどまる。


    　血の混じった咳せきをしながら、己おのれに刺さった刃を見た。


    　それは日本の古代に用いられた諸もろ刃はの神剣である。


    　それは何らかの意志によって操られているのか、豪快に鮮血を散らしながらひとりでにマサカドの身体からだから引っこ抜けて、空へと舞いあがっていく。


    「──よっと♪」


    　それを宙でキャッチして、豪快に、ひとりの青年が落下してきた。


    　着地の衝撃で周囲のお湯が一斉に跳ねあがり、演出のようにきらきらと輝く。


    「お腹なかぶっ刺してやったのによぉ、まだまだ元気そうじゃねぇか──八やま岐たの大蛇おろちみてぇに不死身なのかぁ、あぁん？」


    　楽しそうな口調である。


    　着地したときの姿勢そのままにヤンキーみたいにウンコ座りしたのは、ひとりの青年だ。


    　特徴的な、つるぎと同色の燃えるような赤い髪。


    　ロックシンガーのような先鋭的な服装。


    　細身で、優男だが──どこか、目を逸そらしたら嚙かみついてきそうな危あやうさがあった。


    　つるぎの弟にして日本神話最強の武神、スサノヲである。


    「いししししっ、面白そうな話してんじゃねぇか。俺様も交ぜてくれよ？」


    　ゆっくりと立ちあがると、その軽薄な見た目に似合わぬ地味な装飾の武器──おそらく神剣アメノハバキリで、「ぽんぽん」と肩かた叩たたきをして。


    　やはりどこかお気楽な態度で、マサカドを指さすと。


    「てめぇ、調子こいてるみたいだけどよ──覚えときな、ガキんちょ」


    　スサノヲのほうが年下っぽい外見なのだが、『神々』においては見た目の年齢はあまりあてにならない。


    　神話の時代から生きるスサノヲからみたら、神話が歴史に切り替わって以降に成りあがって『神々』となったマサカドなど、ひよっこだろう。


    「姉貴をいじめていいのは、この俺様だけなんだよ」


    　ろくでもないことをキメ顔で言う弟に、気が抜けたのか何なのか、つるぎが「ぽろ、ぽろ」と大粒の涙を零こぼして、それを恥ずかしがって夢中で拭ぬぐってから。


    「す、スサノヲっ──おまっ、何でここに!?」


    「あぁん？　俺様、高たか天まが原はらには出禁になってるけど出雲いずもの会議なら参加できっからさ──クソ親父がきてるっていうから、一発ママに代わって殴なぐってやろうと思って……。よく状況がわかんねーんだけど、……俺様以外のやつに泣かされてんじゃねーよ」


    「う、うるさいなっ」


    　腰が抜けてるのか、弥み火かちゃんを支えてぎゅっと抱きしめたまま。


    　つるぎは「ぐすん」と洟はなを啜すすって。


    「でも、助かった──あ、あんがと……」


    「水臭ぇな、姉弟だろ？」


    　にやりと笑って、スサノヲは完全にちんぴらみたいに顎あごをあげて威い嚇かくする。


    「おいこら、てめえ──何かよくわかんねーけど、気に食わねーから死刑な！」


    「唐突に現れたかと思えば、不ぶ躾しつけですね」


    　マサカドは貫かれた部分から大量に血を流し、服を真っ赤に染めて、口元を拭う。


    　かなりのダメージだったのだろう、もはや戦闘ができる状態には見えない。


    「とはいえ、日本神話最強の武神とやりあう余裕もありませんね──死力を尽くせば勝てないとは思いませんが、私がいないと我われらが闇の聖母ブラツク・マリアの世話を焼くものがいなくなりますしね。まだ、おむつもとれないか弱い子がお腹なかをすかせて待ってるんですよ」


    　言いながら、両手に嵌はめた指輪と、先ほど回収した飴あめ玉だまが詰まった瓶びんを、マサカドはあろうことか口のなかに放りこむ。


    　そして踵きびすをかえして、立ち去ろうとしたが──。


    「ば～か、逃がすと思ってんのかよ！」


    　スサノヲが突っかけた。


    　一足跳びで敵に肉薄し、マサカドを袈け裟さ斬ぎりにする。


    　肩口から神剣アメノハバキリが食いこみ、腰のあたりまで切断した。


    　血と肉のかけらが舞い、ふつうなら即死──のはずだったが。


    　そのとき奇妙なことが起きた。


    　口のなかをいっぱいにしたマサカドが、己おのれの首を摑つかみ、そのままもぎりとった。


    　そして、思いっきり宙に放り投げる。


    　生首のまま、マサカドは物理法則を無視して飛ひ翔しよう──流れ星のように血の軌跡を残しながら、『異界』の結界を突っ切って飛び去っていく。


    「おお!?　何だこりゃ、首だけで逃げやがるとは──ジオングかてめぇは!?」


    　スサノヲは蹈鞴たたらを踏むと顔をあげ、宙を睨ねめあげて怒鳴る。


    「こらぁ！　まだ始まったばっかだろうが！　逃げんな腰抜け野郎！　恥知らずが！　てめぇ顔は覚えたかんな！　次会ったらただじゃおかねぇぞ！　いつでも勝負してやんぞオラァ！」


    　消化不良だったのか、地団駄を踏んで吼ほえている。


    　そんな躾しつけの悪い犬みたいな弟を呆あきれたように眺めて、つるぎが溜ため息いきをついた。


    「平たいらの将まさ門かどは生首が本体だから──どっちかっつうと、いきなり頭を串刺しにしたほうがよかったな。勇ましく登場したくせにまんまと逃げられやがって、間抜けなやつ」


    「あぁん？　さっきまで泣きべそかいてたくせに元気いいじゃねーかよ、っつうか知るかよそんなこと！　先に教えろよ、気が利かねーな！　クソっ、今日は久しぶりに全力でドンパチできると思ったのによ～！　俺様、不満なんだけど！」


    　それでも助けてもらえて嬉うれしかったのか、よろよろ起きあがって抱きついてくるちいさな姉に、スサノヲは「ほっ」としたように笑みを浮かべると。


    「まぁいいや、姉貴が無事だったならどうでも──それよりクソ親父はどこだよ、俺様はあいつ殴なぐりにきたんだよ。ずうっとママを放りっぱなしにしてたくせに、ぬけぬけと『ちょっと協力してくれ』とかよ、あぁマジ腹立つっ！」


    「その話は、あとでゆっくりしてやるよ──」


    　つるぎはスサノヲの服で涙をごしごし拭ふくと、周囲を見回して。


    「それより、この『異界』は構築してたおやっさんが逃げちまったせいで、崩れ始めてる──さっさと避難しねーと巻きこまれんぞ。おまえ、弥み火かちゃん運べよ。そしたらさっき助けてくれたお礼とあわせて、頭撫なで撫でぐらいしてやっからさ」


    　これから世界が辿たどる未来を、一足先に予行演習しているような──崩れゆく『異界』のなかで、不安そうにぎゅっと身を竦すくませた。
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     第八話／第三種接近遭遇


    



    　えっほ。えっほ。


    　という感じに、わたしは希のぞ美みちゃんと協力してお兄ちゃんを運搬していた。


    　そのへんに落ちてた丈夫そうな長く真まっ直すぐな木の枝に、お兄ちゃんの手足を蔓つる草くさで結びつけて、洗濯物みたいに吊つるしているかたちだ。


    　お兄ちゃんは両手両足を枝に結ゆわえられ、鉄棒でいえば豚の丸焼き、動物でいえばナマケモノみたいな姿勢でだらんと垂れさがっている。


    　お兄ちゃんは細身とはいえ背の高い成人男性だから、えらい重いうえ、今は正気を失っているというか野生化しているので「ホッホ！　ホッホ！」とやたら騒ぐし暴れる、うざい。


    　かといって、こうして自由を奪っておかないと何するかわかんないし（先ほどは本能的にわたしを見つけて襲おそいかかってきたみたいだし。というか、求愛行動だったのかもしれない。どっちにせよ危ない）かといって家族だから、そのへんに置いてくわけにもいかない。


    　折せつ衷ちゆう案あんとして、面倒だけどこうして自由を奪ったうえで運んでやってるわけだった。


    「お姉ねえさん……」


    　さすがに小学生にこの重労働はつらいのだろう、希美ちゃんが情けない声をあげる。


    　五時間歩きどおしだったし、体力はもう限界だろう。


    「このひと、何なんですか？　運んでどうするんです、食べるんですか？」


    「食べないよ、お腹なか壊しそうだし。あれ、希美ちゃんはそういえば初めて会うんだっけ。このひと、わたしのお兄ちゃん」


    「お兄さん……何でその、野生化してるんですか？　あ、いえ、もしかしたら普段からこういうひとなのかもしれませんけど！」


    「まぁ、いつも言動はおかしいけど」


    　などと語りながらも、歩いていく。


    　わたしも体力がないので、もう動きたくないけど。


    　希美ちゃんもがんばってるのだから、先に音ねをあげるなんてできなかった。


    　お互いの身体からだを『改変』し、疲労を定期的に除去する。


    　先ほど無駄に変身してしまったせいで『徳』は目減りしているが、相変わらず『神々』の密度が色濃いので、周囲から補給できる感じだ。


    　周りは原げん生せい林りんを抜けて、元の草原に戻っている。


    　相変わらず何もなく、だだっ広い。


    　夕焼けに染まり、樹々や山脈が影絵になっていた。


    　長くのびる影を地面に垂らしながら、わたしは額ひたいの汗を拭ぬぐって。


    「とりあえず、かんぜんに日が暮れる前に安全な場所を見つけて、そこで寝床をつくろう。できれば屋根のあるところで。野宿とか無理だし、まぁ最悪の場合、『改変』してテントぐらいつくるけど」


    　起きたのがたぶん、朝の十時ぐらい。


    　それから五時間移動して、お兄ちゃんとやりあったりして、もうすっかり夕刻だ。


    　食事もとってないし、歩きっぱなし。


    　ぶっ倒れそうだ、こんなのが何日もつづいたら死んじゃう。


    　だからとりあえずは、安心して休める場所を見つけて──そこを基盤にして翌日からは行動しよう、と決めたのだった。


    　いつも呼んでなくても駆けつけてくれる邪や神がみ三姉妹は、けっきょく現れないし。


    　自分たちの身は、自分で守らなくちゃいけないのだ。


    　それに、幸いなことに。


    「とりあえず、お兄ちゃんがどっか休めそうな場所を知ってるみたいだから。案内してもらおうって、……ね？」


    「ホッホ！　ササミサーン！　ホッホホ！　ペロペロ！」


    「ふんふん」


    　わたしは頷うなずき、軽快な歩調で。


    「こっちだって♪」


    「あの、お姉ねえさん。疑問なんですが、何でこのひとの言ってることがわかるんですか？」


    「え？　むしろ、ふつうわかるでしょ？」


    「…………」


    　ごく当たり前に答えたのに、希のぞ美みちゃんは怖そうに青ざめて目を逸そらしちゃった。


    　あ、あれえ……？


    　引きこもりが長くて、ずっと何も言わなくてもお兄ちゃんにお世話してもらってたからか──言葉にしなくてもお兄ちゃんの考えてることとか、けっこうわかるんだよ。


    「と、とにかく」


    　気を取り直して、えふんと咳せき払ばらいをすると。


    「お兄ちゃん、どうも洞どう窟くつみたいなとこで暮らしてるらしいんだ。その内部を『改変』して住環境を整えれば、とりあえずしばらくは生活できるはずだよ。お兄ちゃんあちこちで狩りをして、お肉とかを保存してるみたいだし」


    「世界が変なふうになってから、まだ一日も経ってないのに……。すっかりこのひと原始人みたいになってるんですね、逞たくましいというか変というか……。顔も、おかしな仮面みたいなので隠してるし。何でこんなふうに野生化してるんでしょう？」


    「顔を隠してるのは元からだけど……」


    　ちなみにお兄ちゃんは半裸で、腰回りだけを何かの獣けものの毛皮で隠している。


    　顔は、自分でつくったらしい木彫りの仮面で覆おおっている。


    　さっきはこれにくわえて全身泥だらけで、身体からだ中じゆうに葉っぱとかをつけてたから怪しい動物かと思い、わたしは間違えて攻撃しちゃったわけだけど。


    　お兄ちゃんがまぎらわしいせいで、無駄に変身して、余計な『徳』の出費だよ……。


    「でも、たしかに変だよね。お兄ちゃん、この世界観になじみすぎ、というか。わたしや希のぞ美みちゃんは服装までそのままだったのに、お兄ちゃんだけ妙に原始人だし。『改変』されちゃった、とか？」


    「神かみ臣おみは、『改変』のされすぎでそれ以上の上書きができんようになっている。これは、こやつ自身の性質に因よるものであろう」


    　答えたのは、わたしの横をぽてぽて歩いていた──るるなちゃんだった。


    　否いな、いつも無表情だった彼女らしからぬ、まなざし。


    　しゃんと伸びた背中と、何より流りゆう暢ちようなその口調。


    　まるで、何者かが憑ひよう依いしたたいな。


    「こやつは己おのれを世界観にあわせて最適化し、どこにでも紛れこみ、とけこんでしまう。そして、誰にも注目されず、気づかれない。そんな宿命をもっておるのだ、あるいは自ら望んでそうなったのかもしれぬが」


    「あの……」


    　希美ちゃんが不安そうに、るるなちゃんを横目で見て。


    「るるなちゃん、どうしちゃったんです？　なんだか別人みたい、というか……？」


    「っていうか」


    　わたしも当然、驚いていたけれど。


    　先ほどまでむっつり押し黙っていた彼女が、とつぜん口を開いたかと思ったら、その口調はどう考えても──。


    「もしかして、お母さん……？」


    「うむ、母である」


    　真顔でそう答えると、るるなちゃんは──お母さんは目を閉じる。


    　その前髪に隠された、まろ眉まゆ。


    　こうして見ると、ほんとにお母さんが幼くなっちゃったみたいだ。


    　親子なんだし、似てるのは当然だけど。


    　でも、だけど、えぇっと……？


    「ど、どういうこと？　るるなちゃんがお母さん？　何がなんだかわかんないよ！」


    「自分で考えよ。母はもはや、おぬしを手助けすることがかなわぬ身の上なのだから」


    　錯乱しかけたわたしを、いつものように厳げん粛しゆくな口調で諫いさめると。


    　お母さんはこちらに顔を向けもせずに、長い髪を揺らして歩きながら。


    「とはいえ、わしも困っておるのだ。こんな事態は想定外であるし、まずは現状の把握をしたいのであるが──足が疲れたのである。座ってどっかに落ちついてからがいい」


    　地味に子供っぽいわがままを言っている。


    　魂は肉体におおく依存する、動物の身体からだに入れば心まで獣けもののようになる。


    　今のお母さんは、ちいさな子供のようなところがあった。


    「きりきり動け、事態は急を要する。ぼうっとしていると、世界の流れに踏みつぶされる」


    「じゃあ、お母さんも手伝ってよ……」


    「今のわしは愛らしい幼女である。こんな子供に重労働をさせようというのか、わしはおぬしをそんな鬼畜に育てた覚えはないのである」


    　矛む盾じゆんしてるようなことを言いながら（だいたい、希のぞ美みちゃんだって子供なのにお兄ちゃんを運ぶの手伝ってくれてるのに～）、お母さんは「えへん」といつものように胸を張った。


    　何でお母さんがるるなちゃんに取り憑ついたみたいになってるのか、よくわからないし、お兄ちゃんは「ホッホ！　ササミサン！　ホッホ～♪」と楽しそうで何かむかつくけど。


    　今はとにかく、お母さんの言うとおりに。


    　足を動かすしかなかった。
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    　しばらく歩いて、お兄ちゃんの住居である洞どう窟くつに辿たどりついた。


    　わたしが朝に目ざめた場所──つまり自宅のすぐそばで、何か無駄に回り道した気分。


    　密集して生い茂った木々の隙すき間ま。


    　ちいさな山に横穴があいていて、その内部に広い空間があった。


    　床に毛皮や枯れ草が敷かれてはいるが、所詮は岩肌剝むきだしなので座り心地が悪い。


    　とはいえ雨風が防げるのはありがたく、疲れていたのもあって眠くなってしまいそうだ。


    　ちいさな焚たき火がおこされ、周囲をぼんやりと照らしている。


    　いかにも原始的で、エアコンのきいた部屋でポテチ齧かじりながら布団ふとんにくるまりたい。


    「お姉ねえさ～ん」


    　子供は元気だ、人心地ついたらすっかり調子を取り戻した希美ちゃんが、焚たき火のそばで骨付き肉を炙あぶりながら。


    「もうすこしで焼けると思いますよ♪」


    　甲か斐い甲が斐いしく働いてるなあ、真ま面じ目めな子だ……。


    　手伝いたいところだが、引きこもりがちのわたしにとって、今日一日で一年ぶんは歩いた気がするんだよ……。


    　ちなみに、希のぞ美みちゃんはすぐそばにあった池で水浴びをして、そのへんの毛皮をわたしが『改変』してつくった服に着替えている。


    　うまくデザインができなくて、それこそ縄文時代のひとみたいなかんたんな服になっちゃったけど。


    　骨っぽいけど健康的な希美ちゃんの手足が動くのを、ぼうっと眺める。


    　わたしは気力も『徳』も底をついた感じで、ぐったり……。


    　ちなみにお兄ちゃんは叩たたいたり叱しかったりして調教（？）したらわたしを襲おそってくることもなくなり、安全になったので自由にしてあげた。


    　今は何やら壁にわたしっぽい巻き毛の土偶めいたのを落書きして、満足そうに「ホッホ！　ホッホ！」と騒いでいる。どうでもいい。


    　何だこの状況……。


    　異様な事態には慣れてきたつもりだったけど。


    「元気がないな、ささみ」


    　わたしの腕のなかで、お母さんがこちらを見上げてきた。


    　るるなちゃんに取り憑ついた（？）今のお母さんはちいさくて、ぬいぐるみみたい。


    　全身がぷにぷにしてて、あったかい。


    　わたしが癒いやしを求めてそんなお母さんのつむじに頰ほおずりすると、お母さんは鬱うつ陶とうしそうに眉まゆ根ねを寄せて。


    「若いのだから、しゃんとするがいい。十八歳といえば、法律はどうあれ立派なおとなである。自立し、あらゆる事態に備えよ。さもなければ、翻ほん弄ろうされるだけである」


    　その口調も、態度も、やっぱり間違いなく──。


    「お、お母さん……だよね」


    「うむ。母である」


    　移動中にもした会話を、繰りかえして。


    　お母さんは、踏みこんでくる。


    「どこから説明したものか──」


    　お母さんは語った。


    　終末に向かいつつあるこの世界について。


    『神々』を補食しつづける災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃん。


    　彼女と戦うために創造された、対抗兵器。


    　その操縦者として選ばれた、お母さん……。


    「わしは本来、死者である。不自然な黄よ泉みがえりによって未練たらしく現世にしがみついておったがな。その日本神話ではゆるされざる大罪を贖あがなうため、この国を守る。魂をかけて」


    　たくさん考えて決断したのだろう、すでにお母さんは覚悟しているように見えた。


    「これは望外の措置なのである。未来永えい劫ごう、地獄の業ごう火かに焼かれつづけてもおかしくなかったところを、正義のため未来のためにこの身を捧げられるのだから」


    「な、何で──そんな」


    　まだ動揺しているし、疲労感のせいで頭がぼうっとしていて、現実感がない。


    　お母さんをじっと見たが、冗談を言っている様子でもない。


    　そうだ、むかしから。


    　お母さんは、しごく真ま面じ目めに、馬鹿げたことをしてしまうのだ。


    　誰にも頼らずに、甘えずに、すべての重荷を己おのれのみで背負って。


    「何で、お母さんが、そんなことをしなくちゃいけないの──せめて、相談してよ。初耳だよ、そりゃあ、わたしには何もできないけど」


    　うまく喋しやべれない、自分がもどかしい。


    　涙ばかりが[image: ]あふれてくる。


    　お母さんが腕のなかで煙みたいに消えちゃう気がして、わたしは全身で抱きついた。


    　親に捨てられたくない子供が、必死に縋すがりつくみたいに。


    　もう十八歳なのに。


    　自立しろと、言われたばかりなのに。


    　お母さんは痛そうに身を竦すくませていたが、抵抗はせずに、手のひらをそっと重ねて。


    「困った子だな、おまえは」


    　微ほほ笑えんだ。


    「おまえは、それでいいのかもしれない。わしのように、魂を削そぎ落とすように、あったかさから遠ざかるように、生きなくてもいいのかもしれない」


    　目を閉じたまま、満足して臨終を迎える末まつ期ごの病人のように。


    　気高くも、寂しい笑顔だった。


    「だが、優しさだけではこの世界は回らない。強くなければ、誰も滅びをとめられない。だから、優しいおまえのぶんだけ、強さはこの母が担おう」


    　重ねた手のひら。


    　指を絡めて、熱を交換するみたいに。


    「誰かがやらねばならんのだ。わしはな、自分が生いけ贄にえになるとは思わんよ。子のため、その未来のために、牙きばを剝むいて戦えるのは母の誇り。これは、わしの宿命なのである」


    　大事そうに、わたしの手のひらを持ちあげて、そっと頰ほおに添える。


    　そして、ずいぶん久しぶりに聞く、空々しいお題目を口にした。


    「すべては世のため、人のために」


    　その言葉が、やっぱり腑ふに落ちない。


    　世界は、わたしの想像以上に破滅的な鬱うつ展開なのかもしれない。


    　自分の居場所を見つけて、平和に暮らしているつもりで、その足下は血なまぐさい争乱の種で埋め尽くされていて──。


    　最悪の展開を避けるために、まるでコンピュータが導きだしたみたいな冷たく味気ない論理で、お母さんはその身を捧げる。


    　これしか方法がないから。


    　世界のためだから。


    　みんなのためだから。


    「それしか、方法はないのかもしれないよ」


    　わたしは震ふるえる、上うわ擦ずった声で。


    「お母さんたちが命懸けで戦って、世界が救われるなら、万ばん々ばん歳ざいなのかもしれないよ」


    　すくなくとも、おおくのものたちはそう判断したのだ。


    　小の虫を殺して大の虫を生かす。


    　それが結果的には、いちばん賢い選択なのかもしれない。


    　正解なのかもしれない。


    　でも。


    「お母さんの、幸せはどうなるの？」


    　そして。


    「兵器として産みだされて、赤ちゃんなのに無理やり戦わされる、るるなちゃんの幸せはどうなるの？」


    　世界は、すでに詰んでいて。


    　過酷な生存競争の時代に突入し、気弱になったものから他の食いものになっていくだけの、甘えや優しさが弱点となりうる地獄と化したのかもしれない。


    　それでも、わたしは納得できないのだ。


    　お母さんやるるなちゃんの犠ぎ牲せいのうえで、たとえ世界が明日に辿たどりついても、わたしはそんな未来にのうのうと生きてなんていられない。


    　屍しかばねのうえで、笑ってなんていられない。


    「誰かが、やらねばならぬのだ」


    　お母さんは根気づよく、ぐずぐずと泣きじゃくるだけのわたしに、言葉を紡つむぐ。


    「我われ々われ、霊能力をもつものは──世界を『改変』し、自分に都合よくつくりかえる。甘やかされ、主人公のように厚遇される。だが主人公ならば、世界の危機には、率先して立ちあがらねばならぬのだ」


    　それが我々の義務であり、誇りである、とお母さんは言った。
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    「や、焼けましたよ～？」


    　こちらが真ま面じ目めな話をしている雰囲気を察してから、希のぞ美みちゃんが骨付き肉を片手に、おっかなびっくり声をかけてくる。


    　同時に、わたしの腹の虫が切なげに鳴いて、緊迫感が削そがれてしまう。


    　こんなときでも空腹感を我慢できない自分が恥ずかしくなったが、朝から何も食べてないのだから仕方ない。


    　空気を読まないお兄ちゃんが「ホッホ！　ハラペコ！　ササミサン！」と騒ぎながら、希美ちゃんから受け取った肉だの果物だのをおおきな葉っぱや土器のうえに置いて並べる。


    　たった一日で土器までつくっているお兄ちゃんが底知れない感じだが、ともあれ、あんまり清潔そうでない食器でご飯食べるのにためらいを覚えるわたし。


    　でもまぁ、慣れるしかない。


    　とりあえず突然明かされた事実にぐちゃぐちゃになった頭をいちど整理するためにも、胃袋を満たそうと食事に取りかかる。


    「はんむ」


    　骨付き肉にかぶりついたが、いったい何の動物の肉なのかわからないし、熱くて堅い。


    「嚙かみきれないよ～。お兄ちゃん、ほぐして。ほぐして」


    「ホッホ！　ペロペロ！」


    　謎の言語を喋しやべりながら、もう本能に刻まれてしまっているのか、楽しそうにわたしの言いなりになってご奉仕してくれるお兄ちゃんだった。


    　るんるん気分で石器を用いて、お肉を食べやすいかたちにしてくれる。


    　わたしはそれを自分の口に運び、どうも幼い指先に不慣れでもたもたしているお母さんのお口にも「あ～ん♪」ってしてあげながら。


    　もちもちと、咀そ嚼しやくして。


    「あの、まだよくわかんないんだけど──」


    　口元に飛んだ脂を拭ぬぐいながら。


    「日ひ留る女めちゃんと戦うために、るるなちゃんは対抗兵器として生みだされた。お母さんは心をもたないるるなちゃんの操縦者になる、って構図は理解したけど。けっきょく、操縦者って何なの？」


    「…………」


    　お母さんはなぜか、すこし躊躇ためらうようにして。


    「わしは、死者である」


    　静かに語った。


    「この国では、死者の復活は認められていない──そのルールを破ったものは、あの首領のように、『死の神』である伊弉冉尊いざなみのみことによって宿命としての『死』を与えられる」


    　胸元に手を添えて、真しん摯しに。


    「わしも、その宿命からは逃のがれられぬ──」


    　どきん、とわたしの心臓が跳ねた。


    　嫌いやな予感がする。


    「わしは『死』ぬ。裏技を用いて先延ばしにしていた宿命に、殉じゆんじる。だがその前に、印度インド神話の協力によって輪りん廻ね転てん生しようを行うのである」


    　印度神話──たぶんヴィシュヌさまだろう。


    　お節介な『神々』である、相変わらず。


    「輪廻転生の途中、という解釈で──わしの魂は、『神霊』は、一時的にるるなのなかに移動する。そして内部からるるなを支配し、動かす。つまり、操縦者になるのである」


    『神霊』をもたぬ、心なき対抗兵器──るるなちゃん。


    　からっぽの機械のような彼女を、お母さんが文字どおり取り憑ついて、操縦する。


    　わかりやすい構図だけど。


    「日留女に勝利し、すべてが解決し、最終戦争が幕を閉じたら──わしは輪廻転生を終える。わしの魂は初期化され、その魂はるるなに宿る」


    　お母さんが、るるなちゃんに生まれかわるようなものだ。


    　まさに、輪廻転生──。


    「わしの記憶はなくなるけれど、るるなは『神霊』を手にいれ、ふつうの赤ん坊として成長できるようになる。人間として、きちんと生き始める」


    　だからそんな顔をするな、と言うように。


    　お母さんはわたしの胸元に後ろ頭をそっと傾け、体重をのせて。


    「おまえの妹として、な。愛してやっておくれ──るるなは兵器だけれど、役目を終えればふつうの女の子になれる。わしが腹を痛めて産んだ可愛かわいい娘だ、おまえの妹だ、その成長を見届けられないのはすこし残念だけれど」


    　嚙かみしめるように、つぶやいた。


    「罪を犯した死者のわしが、最後にそうしてこの世に生きた証を残せる。これ以上の喜びがあろうか、わしは果報者である」


    　お母さんはそう言うけれど。


    　その結果として、たとえ世界が救われても。お母さんは、死ぬのだ。


    　今度こそ、完全に。


    　二度と黄よ泉みがえることなく。


    　その魂はるるなちゃんのものになり、彼女はお母さんの記憶を引き継がずに、そのまま人生を歩んでいく。


    　それはそれで、素晴らしいことだ。


    　からっぽの肉として、兵器として運用されるだけじゃない。


    　お母さんは、ちゃんと娘の──我が子の幸せについて考えていた。


    　でも、お母さんは死ぬんだ。


    　やっぱり、わたしには──。


    　そんなの、生いけ贄にえのようにしか思えない。


    「おまえには、苦労ばかりかける」


    　申し訳なさそうに、お母さんが俯うつむいた。


    　ちがう、謝ってほしいわけじゃない。


    　お母さんは悪くない。


    　この世界では、全員が救われ幸せになってめでたしめでたしなんて都合のいい結末がないのはわかってるけど。


    　やっぱり、わたしは喉のど元もとにしこりが残ったような、納得のいかなさを覚えるのだ。


    　自分の内側でうごめく感情も思考も制御できず、もやもやしたまま……。


    　そっと、お母さんを抱きなおした。


    　華きや奢しやで骨っぽくて、でも燃えるような体温で、不思議。


    　密着してると、筋肉の動きがよくわかる。


    　生きている。


    「えへへ、お母さんにこんなふうに甘えんぼするの、ちょっと新鮮かも。お母さん、ちっちゃくて可愛かわいい♪」


    「ぬ。母はいつでも可愛いのである」


    　お母さんは深刻な雰囲気が薄れたのを感じたのか、すこし「ほっ」としてから。


    「仕方あるまい、わしは己おのれの肉をるるなを生むために使った。肉体的には、わしは死んだのである。今のわしは、『神霊』のみでさまよう幽霊。もともとわしの身体からだは、おまえの肉から分離した不自然な代しろ物ものだったからな、幼児の身体をつくるのが限界であった」


    　そういえば、そうだった。


    『最高神』のちからごとお母さんに依託するために、わたしは限界まで肥満したうえで肉を切り離し──お母さんを疑似的に『出産』したのだった。


    　もう遠いむかしに思える、まだ高校一年生のころだった。


    　最初、るるなちゃんが生まれたときお母さんが疲ひ弊へいしていたのも、自分の肉を文字どおり削って出産したからか。


    　その後、るるなちゃんが成長し幼児の姿になったのは、お母さんが残った肉を彼女にすべて譲った結果なのだろう。


    　でも、ふつうではないお母さんの肉は、大部分が使えずに、るるなちゃんは幼女ぐらいにしか成長できなかった──と。


    「存分に甘えるがよい、我慢してやる」


    　お母さんは、囁ささやくように。


    「これが、最後の親子の触れあいかもしれぬのだから」


    「そんな哀しいことばかり言うお母さんにはお仕置きしちゃうよ──ちゅっちゅ♪」


    「おふたりとも、仲良しなんですね」


    　空気読んで黙ってくれていた希のぞ美みちゃんが、独り言みたいに。


    「いいなぁ……」


    　両親とあんまりうまくいっていない希美ちゃんには、何だか羨うらやましいみたいだった。


    　あったかさをお裾分けしてあげようと、わたしは手を伸ばして希美ちゃんを引き寄せ、揺れるポニーテールの付け根にチュウっ♪


    「寂しがらなくてもいいよ～♪　希美ちゃんのことも愛してるからっ☆」


    「ぎゃあーっ!?」


    　変質者に遭ったときの悲鳴をあげられた。


    　その可愛かわいらしい声に興奮して、わたしがすり寄っていくと希美ちゃんは全力で逃げ、食べ終えた先の尖とがった骨をぶんぶん振って威い嚇かくしながら。


    「ち、近づくな！　変質者！」


    　たまに酷ひどいこと言うなあ、この子。


    「うう、やっぱりこのひと怖い……。情雨じようお姉ねえさんはかっこいいのに……」


    「ふはは、この場には情雨ちゃんがいないから、希美ちゃんはキモくてもわたしに頼るしかないのだ！　ほぉら、スキンシップしようよ～♪　だいじょうぶ、優しくするから♪」


    「やぁぁぁだぁぁぁあっ!?」


    　冗談で言ったのに、希美ちゃんは本気で怯おびえて壁際まで逃げて尻しり餅もちついて。


    「た、助けて情雨お姉さん～!!」


    　そんな全力で嫌いやがらなくても、とわたしがすこし傷ついていると。


    



    「──全員、動くなッ!!」


    



    　丈夫そうな岩壁に見る見る亀裂が走って。


    　何者かが、ものすごい勢いで洞どう窟くつのなかに飛びこんできた。
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    　そんな具合にド派手に、姿を見せたのは──。


    「じょ、情雨じようちゃん!?」


    　わたしは驚いて身を竦すくませる。


    　色の脱けた長い髪の毛と、いつも怒っているようなツンツンした顔立ち。


    　壁を蹴けり破った姿勢で勇ましく立っているのは──蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんだった。


    　彼女は周囲を居い丈たけ高だかに見渡すと、自分で舞いあげた埃ほこりに「けほ」と咳せきこんでいた。


    　そんな可愛かわいい彼女に、わたしは「情雨ちゃぁんっ♪」と再会が嬉うれしくて抱きつきにいく。


    「動くなっつってんでしょ!?」


    　ぶぎゅる、とわたしの顔面を踏みつけるご褒ほう美びをくれたのだった。


    「あ、あれ？　鎖さ々さ美みさん？」


    　情雨ちゃんはそこでようやく気づいて、目を丸くすると。


    「あんた、あたしの足の裏で何してんのよ？」


    　理不尽に怒った。


    　その見た目は、奇妙である。


    　上下揃そろいの漆しつ黒こくのスーツ。


    　同色の革かわ靴ぐつ。


    　これも葬そう式しきみたいな黒ネクタイ。


    　ご丁てい寧ねいにもサングラスまでかけていて、髪の毛と肌とＹシャツだけが真っ白だ。


    　手には子供があやふやな知識で描いたような、丸みを帯びた拳銃っぽいのを握っている。


    「ど、どういうこと……？　何で鎖々美さんがこんなとこに……？」


    　混乱しながらもわたしを踏み踏みするのに余念のない情雨ちゃんに、ちゃっかり避難していたお母さんがきちんと姿勢を正して。


    「久しいな、『アラハバキ』の娘」


    「あ、るるなちゃんっ♪」


    　見た目はるるなちゃんなのだ、情雨ちゃんは表情を一変させ幸せそうな笑みになって。


    　不意に、何かに気づいたように猛烈に眉まゆをひそめた。


    「って、あれ──その喋しやべりかたは、まさか……」


    　怯おびえたように後ずさると、死んだみたいに突っ伏したわたしの胸ぐらを摑つかみ、キスしちゃいそうな至近距離から睨にらみつけて。


    「どどど、どういうことよ!?　何がなんだかわからないわよ、説明しなさいよ愚ぐ図ず!!」


    「はぁい、……んふぅっ、畏かしこまりましたご主人さまぁ♪」


    「何で調教されてる感じなのよ!?　意味わかんないわよ、ぶつわよ!?」


    　がくんがくんと情雨ちゃんの怪力に前後に揺すられていると。


    「──何の騒ぎですの？」


    　ひょこりと、情雨じようちゃんがあけた穴から玉たま藻もの前まえさんが姿を見せた。


    　こちらも何の意味があるのか全身真っ黒なスーツ姿で、可愛かわいらしいその見た目にはあんまり似合っていない。


    　子供が無理しておとなぶってるみたいだ。


    　ふわふわの九きゆう尾びが、戸惑うように揺れている。


    「じょ、情雨お姉ねえさぁんっ！」


    　希のぞ美みちゃんが心底怯えたように情雨ちゃんに抱きつき、泣きじゃくる。


    　そんなに怖かったか、わたしが。


    「あっ、希美ちゃん……どうしたの？　だいじょうぶよ、あたしがきたからには──怖いことなんて何にもないからね」


    　よくわからなそうだったけれど、情雨ちゃんはやっぱり子供には優しい、彼女の頭をそっと撫なでてあげる。


    　それから、きつくこちらを睨みつけて。


    「何よもう、わけわかんない──あんたたち、捜したのよ。べ、べつに心配してたわけじゃないけどっ！　こんなところで何を呑のん気きに原始人やってんのよ？」


    　ぶつくさ文句を垂れながら、わたしの首根っこを摑つかんで。


    「それよりも、大変なんだから！　えぇっと、説明が難しいけど──見たほうが早いわね、こっちよ！」


    「うわっとと」


    　思いっきり引きずられて転びかけたけれど。


    　その前向きな推進力が、やっぱり頼もしい。わたしは微ほほ笑えんで、そっと囁ささやいた。


    「情雨ちゃん──その服、似合ってるよ♪」


    「な、何よ。脈絡なく褒ほめないでよ馬鹿みたい、あんたと喋しやべってると気が抜けるわ！」


    　頰ほおを赤らめてもじもじする可愛らしい情雨ちゃんのそばで、お互い幼い見た目になってる母親ふたり──お母さんと、玉藻前さんが何だか居心地悪そうに顔を見あわせていた。
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    　そのまま情雨ちゃんに引きずられて、わたしは洞どう窟くつの外へ。


    　思わず転びそうになりながら。


    「ちょっ、ちょっと情雨ちゃん!?　どういうことなの、説明して！」


    　わたしは今日はもう疲れきっていたし、ぐっすり眠って休みたかったのだけど。


    　いつも説明不足で即行動の男らしい情雨ちゃんは、そんなわたしに苛いら立だったようにむっつりとくちびるを尖とがらせてから「見なさいよ！」とわたしの背中を突き飛ばした。


    　前のめりに地面に倒れつつ、うう、と唸うなってわたしは顔をあげて。


    　でも周りは、やはり何もない大平原だった。


    　すっかり夜も更けて薄暗く、ざわざわと風で群れ草がなびく音が不気味だ。


    　でも、それだけだ──何も変わったところはない。


    　そりゃあ元の住宅街からは変へん貌ぼうしてるけど、それはもう知ってるし、これならわざわざ外にでて確認しなくても。


    「これが何なの？　たしかに、急に世界がこんな大自然になっちゃったのはおかしいと思うけどさ──」


    「あれ？　もしかして見えてないの？」


    　きょとんとする情雨じようちゃんに、遅れて洞どう窟くつからひょこっと顔をだした玉たま藻もの前まえさんが。


    「『改変』の影響を受けているのでしょう。いくら霊能力者とはいえ、この世界観の強制力は多大ですから──鎖さ々さ美みさん、世界が変貌したとき、霊的に無防備な状態だったんではありませんこと？」


    「え？　言われてみたら、たしかに世界が変化したときは眠ってたけど──」


    　睡眠中は意識を失うため、霊的にやや無防備な状態になる。


    　その間に『悪神』による『改変』を受けないため、わたしは肉体に自我を宿らせた『肉にく腫しゆ』に防御してもらっていたわけだが、『肉腫』はずいぶん前の事件でわたしに離反し──切り離されている。


    　冷静に考えてみれば、わたしは玉藻前さんが言ったとおり、無警戒な状態で世界の変貌に巻きこまれたことになるのだった。


    「まったく、腑ふ抜ぬけてるわね──自動的な防御が失われてるなら、寝る前に結界を敷くなりして防御するのが常識でしょうが。気がゆるんでる証拠ね、それでもあたしの宿敵なの？」


    　情雨ちゃんがものすごく不機嫌そうに、わたしを軽けい蔑べつするように見てきた。


    　やん、ぞくぞくしちゃう。


    「ママ──見えるようにしてあげて、話が進まないわ」


    「畏かしこまりましたわ、『おじょうさま』♪」


    　嬉うれしそうに玉藻前さんが応えて、そのへんに落ちていた瑞みず々みずしい葉っぱを拾った。


    　それを頭にのせて。


    「こんっ♪」


    　甲かん高だかい声で鳴くと、葉っぱをおでこに載せたまま器用に宙返りをしたのだった。


    　ふわりと着地した彼女は己おのれを『改変』したのか、黒ずくめの服装ではなくいつもの陰おん陽みよう師じっぽい格好になっていた。


    　何、その無駄な動き。


    「えっとその、可愛かわいいですね？」


    「あら、どうも。でも鎖さ々さ美みさんのほうがずっと愛らしいですわ♪」


    　頰ほおに手を染めて困りましたわ、みたいに照れると。


    「呪じゆ術じゆつ的てきな意味をこめた身体の動きステツプで、己の周囲に小規模の『異界』を展開し、『改変』を打ち消したのですわ。祓ふつ魔まの法ですね。妖よう狐こがひとを化かすときに用いるテクニックですが──あたくしが補佐しますので、これでこの世界観からの影響を打ち消してくださいませ♪」


    「というわけだから、きりきり回転なさい」


    　びしぃっ、と情雨じようちゃんに指を差して命じられたが、そんなこと言われても。


    「何もたもたしてんのよ、愚鈍ね。霊力をこめてくるんって回ればいいのよ、あんたたちは無防備な状態で『改変』を受けて骨の髄まで蝕むしばまれてる──目を醒さまさせるには荒療治が必要なのよ。こっちでフォローはするっつってんでしょ、早くしなさいよ」


    「え？　え？　でもぉ、そんなこと言われても──無理だよっ？」


    「馬鹿！　何事もやってみなくちゃわからないでしょ！　そのまま一生『無理だ』『だめだ』って諦あきらめてばかりなの!?」


    「何か理不尽に叱しかられてる──わ、わかったよ。がんばってみる、えぇいっ」


    　見よう見まねで、わたしは気合をこめて立ちあがると──思いきってジャンプ。


    　直後、わたしはそのまま前のめりにふつうに倒れた。


    　ぐしゃり、と。


    「ちょっと、何してんのよ。派手に転んだだけじゃない、真ま面じ目めにやりなさいよ」


    「わ、わたし的には、かなりがんばったんだけど……」


    　わたしの運動能力ではこれが限界である。


    　護法少女に変身すれば余裕なんだけど、もう『徳』は底をつきかけている。


    「もういいわよ、手伝ってあげる」


    　腋わきのしたに手を差しこまれて、背後から抱き寄せられる。


    　情雨ちゃんのやわらか部分がむちゅむちゅって……ぷにゅぷにゅって……。


    「ちょっ、だめ！　情雨ちゃん！　人前なのに恥ずかしいよ!?」


    「し、しないわよハレンチなことは！　何であんたはすぐそういうこと考えるのよ！　いいから黙ってなさい、舌嚙かむわよ──えいやっ！」


    　そのまま、豪快にぶん投げられた。


    「うひゃあ!?」


    　わたしは宙をくるくると回転しながら飛んで、べしゃあ、と地面に叩たたきつけられる。


    　い、痛いよ情雨ちゃん……。


    「次は、あんたたちよ──」


    　情雨ちゃんが獣けものの瞳ひとみで希のぞ美みちゃんたちを見るので、お母さんが慌あわてて。


    「よ、よせ『アラハバキ』の娘よ。乱暴なのは感心せぬぞ。わしは見てのとおり今はか弱い幼女であるし、もっと穏便に──ひぎゃあああ!?」


    　お母さんも投げられた。


    　それを見て、希のぞ美みちゃんが両目に涙をいっぱい溜ためて。


    「じょ、情雨じようお姉ねえさん……？」


    　わたしにも酷ひどいことするんですか、いいえ信じてます情雨お姉さんのこと──みたいに無む垢くなうるうるした目で見つめるちっちゃな小学生に、鬼畜の情雨ちゃんも「うっ」と怯ひるんだ。


    　いぢめないで、いぢめないで、と全身で主張する彼女に、情雨ちゃんは嘆息して。


    「んもう、仕方ないわねぇっ」


    　希美ちゃんを抱きあげると、丁てい寧ねいに回転させて、地面にそっと降ろしてあげた。


    　そして頭を撫なでて。


    「ほら、これでいいわ。怖くなかった？　よく我慢したわ希美、強い子ね」


    「え？　あ、はいっ！　えへへ♪」


    　やっぱり希美ちゃんには優しいなぁ、差別だ。


    　わたしは柔道技みたいなのでブン投げたくせに～。


    「これで『改変』はもう打ち消されたでしょ、あらためて──見なさい！」


    　無意味に誇らしげに両手を広げて、周囲を示す情雨ちゃん。


    　わたしは投げられた衝撃でぐらぐらしながらも、何とか顔をあげて──絶句した。


    



    　世界は、様変わりしていた。


    



    　夜が更けたばかりの時刻なのは変わらない、薄暗くてほとんど何も見えない。


    　焚たき火の明かりと月星だけが、ぼんやりと照らしている。


    　そこ以外は、先刻まではただの大草原──だったはずなのだけど。


    「何これ……」


    　わたしたちの周りは、牧場のようになっていた。


    　足下が草っ原なのは同じだが、きちんと手をいれられ刈りいれられ、整然としている。


    　あちこちに柵さくが並び、囲まれていて、遠くには牧舎のような建物が見える。


    　飼かい葉ば桶おけや家畜を追いやるための道具が並び、遠くには併設された広々とした果樹園なんかも見えた。


    　けれど、わたしの知っている（行ったことはないけど、映画とかで見たことはある）牧場と比べていろんなところが変だった。


    　牛舎のなかに置かれた餌えさ台には鮮血の滴したたる生肉が並び、おどろおどろしい。


    　果樹園も妙なかたちであちこち抉えぐれ、たぶん上空から見ると幾き何か学がく模様を描いている──いわゆるミステリーサークルだ。


    　極めつけは、牛舎でのっそりと動いている家畜だった。


    　見たことのない動物である。


    　爬は虫ちゆう類るいと人間を足したような造形の、牛か馬ぐらいのサイズの生き物だ。


    　ぬるぬるの粘液めいた肌をしていて、頭部に巨大な、縦に割れた眼球が煌きらめいている。


    　指の間には水かきがあり、頭頂から尻しつ尾ぽにかけてぎざぎざした背びれも生えている。


    　怪獣の赤ん坊、みたいな造形だけど。


    　それらはアイスピックのように尖とがった細長い舌で餌えさらしい生肉を貫き、ちゅうちゅうと血を吸っている。


    「な、何あの、キモい生き物──」


    「チュパカブラってやつね」


    　情雨じようちゃんは黒ずくめの格好のまま、やけに可愛かわいらしいプリクラとかが貼りつけられた手帳を取りだすと、ぺらぺらとめくっている。


    　たくさん付ふ箋せんがついていて、いかにも真ま面じ目めな情雨ちゃんらしい。


    「何よ」


    　じっと見ていると、情雨ちゃんは不本意そうにそっぽを向いて。


    「勉強したのよ、たくさん──今回はどうも宇宙人が関係あるっぽいからさ。知識ゼロだったから苦労したけど、ある程度は学習したつもりよ」


    　そういえば、世界が様変わりする前、わたしたちが頭を悩ませていたのはそれだった。


    　でも、タイミング的に無関係とは思えないけど──宇宙人なんてものが、先ほどお母さんの語った対抗兵器がどうとかいう話と、何か関係があるのだろうか。


    　いまいち釈然としない。


    　どこかに、違和感がある。
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    「チュパカブラは代表的な宇宙生物エイリアン・アニマルで──メキシコやチリなんかの、いわゆる新大陸でたくさん目撃されているわ。地球の生物ではありえない身体能力をもっていて、家畜や人間を襲おそって血を吸うらしいわよ。チュパカブラって名前も、『山や羊ぎの血を吸う』って意味みたいね」


    　そこまで一息に語って──何か文句ある？　というように睨にらんできた情雨ちゃんに、わたしは小首を傾かしげて。


    「でも情雨ちゃん、見たところチュパカブラっての──ここで飼育されてるみたいだけど、あんなもの誰が何のために育ててるのかな？」


    「さぁ？　あたしに聞かれても困るわよ、宇宙人が食糧にでもするんじゃないの？」


    　どう見ても食べられる造形じゃないんだけど……。


    　などと会話していたら、外で放牧されていたものたちが一斉にこちらを見た。


    　こちらはチュパカブラとまたちがう、けれど見たことがない造形の生き物だ。


    　全身に体毛が生えた、妙に人間と骨格が似た生き物で、けれど頭部は犬っぽい。


    　長い体毛で両目が隠れ、涎よだれを垂らした大口のみが目立つ。


    　彼らはこちらを機敏に察するとものすごい勢いで寄ってきて、その場に直立すると地面を蹴けってジャンプした。


    　動きまで、不気味に人間じみている。


    「シャギー……あるいは、ウンディゴって呼ばれるやつね。ビッグフッドとかの雪男の係けい累るいよ。人間に危害を加えるなんて話は聞いたことないけど──えぇいっ、鬱うつ陶とうしいわよ！」


    　呑のん気きに解説している場合ではないと思ったのか、情雨じようちゃんが手にした噓うそっぽい造形の拳銃を構え、引き金をひいた。


    　ぽわわ、と気が抜ける音をあげて──リング状の光線が放たれる。


    　それはシャギーに直撃すると派手に吹っ飛ばした。


    　殺傷力はあまりないみたいだけど、警戒して怪物たちは近づいてこなくなる。


    「幸い、宇宙人とかその眷けん属ぞくってのはあんまり強くないみたい。あたしが殴なぐり倒したモスマンも、弱かったしね。巷ちまたに伝わる[image: ]うわさ話ばなしでも、ちっちゃな子供が喧けん嘩かして追い払ったりしたことがあるみたいだし──そんなに怖くはないわ」


    「それよりも、情雨ちゃんの持ってる謎の銃のほうが気になるんだけど」


    「あぁ、これ？」


    　情雨ちゃんがいかにも軽そうな、プラスチックか何かでできた玩おも具ちやの銃みたいなのをこちらに見せてくれる。


    「宇宙銃よ」


    「何でも宇宙ってつければいいと思ってない？」


    「鎖さ々さ美みさん、陰おん陽みよう図ずというのはご存じ？」


    　まったく話が進まないのを見かねてか、玉たま藻もの前まえさんが歩み寄ってきた。


    　なぜか彼女はわたしに親切だ、娘さんにも見習わせてください。


    「陰陽図ってあれでしょ、[image: ]ってやつ。ときどきＴシャツとかのいろんなとこのデザインに使われてる、ふたつの勾まが玉たまがくっついたようなやつ」


    「さすが、お詳しいですわね！」


    　尻しつ尾ぽをふりふり褒ほめてくれる、あぁ優しいなぁ情雨ちゃんのママは……。


    　うちのとは大違いである、たまには甘やかしてください、という気持ちをこめてお母さんを見たら「その程度は知っていて当然である」と手厳しい。


    「けけけ！　鎖々美さんには解説は不要と思いますけれど──陰陽図は宇宙の構造をかぎりなくシンプルに描いた、陰おん陽みよう道どうの基本となる図案ですの。善と悪、白と黒、陰と陽を色分けしたもので──ちいさく交じった異色の点は、どんな善にも悪の要素がある、みたいなことを表わしていますの」


    　これですわよ、と実際に陰陽図が描かれたお札を取りだして、にっこり笑ってくれる。


    「もともと、陰陽道は占星術。星の動き、宇宙の流れを理解し応用する学問であり占いですの。宇宙とは、とても深い関わりがあるんですわ」


    「今回の宇宙人がらみの騒動を解決するには、打ってつけってわけよ」


    　えへんと立派な胸を張って、情雨じようちゃんが得意げである。


    「もともと陰陽師は歴史上、陰陽寮って公的組織に所属していたの。今は神道に呑のみこまれてほとんど形けい骸がいしか残ってないけどね。歴史の裏で滅びずに存続していたのよ──ほら、宇宙人についてのトラブルを解決するのは、やっぱり政府直属の組織だもんね♪」


    　あぁ、まぁ映画とかだとＮＡＳＡとかＣＩＡとかが、対宇宙人の秘密部隊みたいなのつくって戦うのが基本だよね──その日本バージョンが陰陽寮ってことなのかな。


    　どうでもいいけど。


    「もちろん、宇宙人なんてこれまでろくに観測されたこともなかったわけだけど、どういう存在なのか研究し推測し、陰陽寮はそのいずれ来るかもしれない災さい厄やくに備えて準備を整えていたの。この格好や拳銃もそうよ、対宇宙人用に『改変』されカスタマイズされたものなの」


    「旧ふるい知りあいが陰陽寮にいましてね、そのつてでいろいろ取り寄せましたの」


    　玉たま藻もの前まえさんが柔らかく微ほほ笑えみ、娘の晴れ姿を見守っている。


    「いわゆるＭＩＢ──宇宙人に対抗するための、政府直属の特殊部隊の装備ですわ。宇宙人による『改変』をほぼ完全に無効化しますの。これを霊体に着せて防御していたため、『おじょうさま』やあたくしは今回の『改変』の影響をほとんど受けませんでしたのよ」


    　ちなみにＭＩＢってのは、メン・イン・ブラックの頭文字だ。


    　直訳すると『黒い男たち』。


    　ＵＦＯや宇宙人の目撃者などのもとに訪れる黒ずくめの男で──決して見たことを口外するな、などと脅おどしてくる存在だ。


    　宇宙人の秘密を守るための、政府の秘密組織の工作員──というのが、定説である（もちろん政府はその存在を認めてないし、実在も証明されてないから、いわゆる都市伝説みたいな扱いなんだけど）。


    「ガルーダみたいにかんぜんに『改変』から逃のがれちゃうと、今度はこの世界観に関われなくなるからね。世界観にあわせつつ、防御はする。ＭＩＢの装備はそういう意味では便利だわ、どうも今は世界観が宇宙人ネタで構成されてるみたいだから、あわせてるってわけよ」


    　宇宙人ネタによって構成された世界観──か。


    　何でそんな奇き天て烈れつなことになってるんだろ。


    　ともあれ、情雨じようちゃんたちはこの世界観に適応し、対策も練っているらしい。


    「この世界観ではおそらく、霊能力をもたないふつうの人間や動植物は霊力の状態にまで分解されて、大気中や、この草原や、それこそそのへんのチュパカブラとかのかたちに『改変』されてるみたいね。あたしたちが無事なのは、霊力で己おのれを守ったからよ。たぶん、この『異界』にはいわゆる一般人はどこにもいないわ」


    「でも、何でそんな『改変』が？　犯人は誰？　目的は？」


    　理解の遅い自分が嫌いやになるが、ほんとに何もかもがわからないのだ。


    　当惑しているわたしに、情雨ちゃんはまた手帳を開き、ページの間に挟んでいたもの──白い薄紙に包まれた、何かを取りだした。


    　どうやら粘土板みたいだった。


    「この粘土板の裏側にね、奇妙な文字が書かれてるのよ」


    　引っくりかえして見せてくれる。


    　たしかに、そこには得体のしれぬ象しよう形けい文字が並んでいた。


    　蚊取り線香みたいな、ぐるぐるした感じの。


    　文字というより、こういうデザインなんですという感じなんだけど。


    「宇宙に深い関わりがあるとかいう、古代神話──ドゴン族の伝説やシュメール文明の神話によく描かれるものよ。この文字はすでに解読されてるから、陰おん陽みよう寮りようなら解読できるの」


    　見てると催眠されそうなこの渦巻き模様に、いったい何の意味が秘められているのか。


    「最近、宇宙人やＵＦＯの目撃情報が多発していた──あたしが出会ったモスマンもそうだけどね、その現場の多くにこれとまったく同じ文面が残されていたのよ。これは、宇宙からのメッセージ──モスマンのよくわからないピコピコいうような鳴き声は、たぶんこれを音読したものだったのよ」


    　いちおう彼らはこちらとコミュニケーションしようとしていた、ということか。


    　彼らが突如として大量に来訪した真意が、このメッセージを読み解けばわかるかも。


    「まだ不完全なかたちでしか解読できてないから、文章も穴あきだらけなんだけどね」


    　期待して身を乗りだすわたしに、情雨ちゃんは生き真ま面じ目めな態度のまま。


    「宇宙人たち、と仮に呼ぶけど──このメッセージをあちこちにばらまいた何者かは、あるものを、要求してるわ。その願いが聞きいれられない場合、制裁措置をとる、とも。かなり偉そうな感じね、まるで脅迫状みたいだわ」


    「あるもの、って何？」


    「それが何だかわからないのが、問題なのよ。メッセージは穴だらけって言ったでしょ──どう解析してもその部分だけすっぽり抜け落ちたみたいに、理解できなかったのよ」


    　不満そうに、眉まゆをひそめて。


    「結果として、我われ々われは宇宙人が要求するものを提出できなかった──この異様な状況は、宇宙人たちの制裁措置、なのでしょうね。要求を呑のまなかった我々への、彼らの攻撃よ」


    「そんな不穏なものに思えないけど、たしかに意味不明な『改変』だけどさ」


    　町が大自然になったり、変な牧場がつくられたりしてるけど、そんなに実害はない。


    　危機感のないわたしに、情雨じようちゃんは呆あきれたように溜ため息いきをついて。


    「彼らはこう主張しているわ、『我々は古来より人類を導いてきた』ってね。そうして与えた恩を仇あだで返すならば、これまで人類にもたらしてきたものすべてを徴収すると」


    　それが、制裁措置なのか。


    「彼らの言い分では、人類が火や道具を発見し科学を発展させてきたのは、すべて宇宙人がそう導いてきたから──らしいわよ。人類の進化は宇宙人あってこそ。彼らがそれを剝はく奪だつすれば、科学技術が根幹を成す現代文明は崩壊するってわけよ」


    　宇宙人が原始人の時代から介入し、科学技術を提供したりして導いてきた──というのは、ＳＦの定番である。


    　そんなことして彼らに何の得があるのか謎だけど、彼らはそうして恩を着せて、まるで保護者きどりで、人類をこれまで見守ってきたのだという。


    　映画とかのなかでは。


    　でも、現実でもそうだったというのだろうか──何だか、引っかかるけど。


    「その制裁措置の結果として、人類は科学を、文明を没収されたわ。火や道具の発明がなければ、か弱い人間は野生動物にすら勝てない。猿から進化できずに、生存競争に敗れ、消えていく。科学を没収されたら、それは当然、こういう大自然そのものの世界になるわよね」


    　情雨ちゃんは断言する。


    「この『異界』は──そうやって人類が科学の恩恵を受けられなかった、進化できなかった場合のＩＦもしもの世界観といえるわ」


    　もしも、人類が霊長類として進化の極みに達し、食物連鎖のピラミッドの頂点に至ることができなかったら。


    　この惑星は動物や植物だけの、弱肉強食だが、穏やかで平和な世界だった。


    　環境破壊もなく、もちろん建築物などもなく、何より人類は生きのびていない。


    　大自然そのものの、こんな有様になってしまう──理屈はわかるけど、やっぱりどこかに違和感があった。


    　情雨ちゃんも何だか嚙かみきれないものが残ったように、口をもぐもぐさせて。


    「とにかく、現状はたいへんよろしくない感じだわ。幸い、あたしたち霊的素養をもつものたちは自我を保ったまま残っている。あたしたちまでこの世界観に毒されて消える前に、彼らが求める『あるもの』ってのを見つけて、この世界を元に戻してもらえるよう交渉しなくちゃいけないんだわ」


    　きびきびと語ってくれる。


    「連中の要求してる『あるもの』ってのを見つけて差しだせば、この世界は元通りになる。でも脅迫者に従うなんて何だか腹が立つし、もし『あるもの』ってのがとんでもなく大事なものなら、みすみす手渡したくはないわね。それを引き渡せば連中がこの世界を元に戻してくれるって保証もないし」


    　だいたい、こちらにメッセージを送ってきたのが何者なのかも、まだはっきりとは理解できていないのだ。


    　宇宙人、と推測されるけど──そんな馬鹿げた存在が、実際にいるのだろうか？


    　かがみや情雨じようちゃんにいろいろ説明されて、こうしておかしな事態に巻きこまれてる今になっても、わたしにはどうにも釈然としない。


    「意味不明すぎて、頭にくるわ──だから、こうしてあちこち調べてるんだけどね」


    　情雨ちゃんはこちらを真まっ直すぐに見て、いつものように前向きに。


    「あんたも協力しなさい。この世界観の強制力はかなりのものよ──いつまでも防御はできない、時間はもうあまり残されていないわ」
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    　馬鹿の考え休むに似たり。


    　思考に沈んでいて注意力散漫だったわたしは、遅まきながら気づいた。


    　目の前にいたはずの情雨ちゃんが、どんどん遠ざかっていく。


    　下方向へ。


    　情雨ちゃんってどんな角度から見てもきれいだな──と彼女の遮光器土偶に似た髪飾りなんかを見て、ぼうっとしていたけれど。


    　待って待って、異常事態じゃないこれ。


    　というか、どっかで似たようなことを体験した覚えがあるんだけど──。


    　頭をフル稼働して思いだす。


    　これはクトゥルー神話の騒動のとき、肉ちゃん＝うさぎの身体からだを借りて校舎内にできた夢の世界にいたときと同じだ。


    　つまり、わたしは何者かによって上に向かって運ばれているのだ。


    　ぞっとして、視線をあげて。


    「ひっ──」


    　わたしは息を呑のんだ。


    「ひぎゃぁぁあああ!?」


    　わたしはいつの間にか全身を淡い輝きで包まれていて、見えないエレベーターに乗ってるみたいに、真上に運ばれていた。


    　その遥はるか上空──かなり遠い位置、雲の切れ間に正体不明の飛行物体が浮かんでいた。


    　フランスパンのようなかたちの、全体から謎の輝きを放っている──ＵＦＯである。


    「いや！　いやっ!?　何これっ、高いとこ怖いっ!?」


    　じたばたと藻も搔がいたが、わたしを包んだ光からは逃のがれられずに、何かに包まれているような生温かい感覚を受けながら上へ上へ。


    　もはや、落下したら無事では済まないあたりまで高速で持ちあげられて、その時点でようやく同じく思考に没頭していた情雨じようちゃんが気づいた。


    「あっ」


    　気づくの遅いよ！


    　助けて情雨ちゃん！


    「あれは葉巻型ＵＦＯ！　アダムスキー型に並んで代表的なＵＦＯよ！　空飛ぶ円盤フライング・ソーサーという言葉が浸しん透とうするまでは一般的だったＵＦＯで、近年になっても目撃され──」


    「『おじょうさま』」


    　玉たま藻もの前まえさんに声をかけられて、夢中で解説していた情雨ちゃんは「はっ」と我われを取り戻すと、真っ赤になって慌あわてた。


    「な、な～んて、呑のん気きに言ってる場合じゃないわね」


    「ひとつのことに集中できるのは、『おじょうさま』の美点ですわ。たくさん宇宙人についてお勉強もしたみたいですし、良い子良い子──ですの♪」


    「え、えへへ……♪」


    「た～す～け～て～！」


    　親子が仲なか睦むつまじいのはいいことだけど、わたしのことを忘れないで！


    　情雨ちゃんは再度「びくん」と顔をあげると、おっかなびっくり宇宙銃を構えると。


    「さ、鎖さ々さ美みさん！　動かないで、そのＵＦＯ撃墜してやるわ！」


    「今ＵＦＯが破壊されたら鎖々美さん、地面まで真っ逆さまですわよ──何とか受けとめようとは思いますけど。だいたいその宇宙銃、あんな距離まで届きますの？」


    「間違えて鎖々美さんに当たったら大惨事ね、挽ひき肉にくになっちゃうわ。でも、だいじょうぶ。三時間ぐらい訓練したから、あたしならＵＦＯを狙ねらい撃てる！」


    　その根拠のない自信はどこからくるの!?


    「ホッホ！　ササミサン！　ホッホ！」


    　その横で、わたしが情雨ちゃんとかにばかり構うのが気に食わないのか、今こそ頼りになるところを見せよう──という感じに、お兄ちゃんが飛びだしてきた。


    　片手に、羽根飾りがついた原始的な投げ槍やりを担いでいる。


    　それを、ぶんぶん振りまわす。


    　知性を失ったままなのに、妹を助けたいという兄の本能なのか、意外にも機敏な動きでＵＦＯに狙ねらいをつけて。


    「ホッホ！　ササミサン！　ペロペロ！」


    　思いっきり投げた。


    　それは狙いたがわずに葉巻型ＵＦＯに向かい──その途中で、わたしの顔面ぎりぎりを掠かすめていった。


    　かるく頰ほおが切れた。


    　血が零こぼれ、わたしは涙目になる。


    「て、てめえーっ！　危ないだろ、殺す気かーっ!?」


    「ホッホ！　テヘペロ♪」


    「てへ☆ペロじゃねーよ！　もうそれ日本語だよ!?　ふつうに喋しやべれるだろおまえ!?」


    　危機的状況に理性がプッツンして、いつもより口調が荒れているわたしである。


    　だが投げ槍やりはものすごい勢いで高々度まで飛ひ翔しようしていき、どんぴしゃ、うまいこと葉巻型ＵＦＯを貫く。


    　あっさりと機体は貫通されて──そのまま、爆散。


    「ひっ、ぎゃああああああ!?」


    　同時にわたしを包んでいた光がかき消え、重量に従って自由落下。


    　わたしは服や髪の毛を舞い踊らせながら、釣つる瓶べ落おとしになって──その途中で、がつんっ、と全身に衝撃。


    「あ痛っ!?」


    　鼻っ面つらをぶつけ、悶もだえる。


    　地面に落ちたにしては早すぎるし、あの高さから落下したらふつう全身骨折だ、悪ければぺっちゃんこなのに。


    　どういうことだろう、と自分の真下を見て、魂たま消げた。


    　そこに、新しいＵＦＯが出現していた。


    　ふたつの麦わら帽子を逆向きにふたつ重ねたような、円盤である。


    　かなり巨大で、ちょっとした庭ぐらいある。


    　わたしは落下の途中でこいつに激突してしまったらしい。


    　かなり揺れる。


    　わたしは落っこちないように慌あわてて踏ん張ったけれど、つるりとしている表面には取っかかりがない──お、落ちる……!?


    「あれは、いわゆる土星型ＵＦＯね──葉巻型といい、次から次へと節操がないわ！」


    「お、『おじょうさま』……!?」


    　玉たま藻もの前まえさんが警戒し、狐きつねの耳をぴんと立てて真上を指さした。


    「他にも、わんさかいますわよ──」


    　気がつくと、わたしの周りの空域はＵＦＯで埋め尽くされていた。


    　アダムスキー型の円盤から、ブーメラン状のもの、複雑な機械がごちゃごちゃと絡まったもの、シンプルな球形のもの、地球の戦闘機によく似たものまでいる。


    　すべてが輝きながらジグザクに飛行し、かと思うと瞬間移動してまったく別の場所に出現したりする。


    　動きが変へん幻げん自じ在ざいすぎて読めない──というか、わたしの着地したＵＦＯも上下に恐ろしく急制動していて、マジやばい。


    　わたしは『徳』を消費し護法少女の武器、金剛杵ヴアジユラのみを出現させると、ＵＦＯの屋根に突き刺して何とか身体からだを支える。


    　けど、非力なわたしはいつまでも持ちこたえられない。


    「ひにゃああああ!?」


    　悲鳴をあげながら、振りまわされるしかなかった。


    　ジェットコースターなんて比べものにならない、巨人か何かにでたらめに振りまわされてるみたいだった。


    　何この事態!?


    　突然すぎてわけがわからないよ!?


    「待って鎖さ々さ美みさん！　今助けてあげるからっ──貸しにしとくからね！　敵に塩を送るってやつだから！」


    　いちいち言い訳してから、情雨じようちゃんが宇宙銃をこちらに向ける。


    　だが、わたしが縋すがりついているＵＦＯの軌道はでたらめなうえ、周りにはまるで邪魔するみたいに大量の円盤がぐるぐる動き回っている。


    　とても、射撃に関してはほとんど素人の情雨ちゃんに狙ねらって当てられるわけがない。


    「えいっ！　やっ！　ちょっと動かないでよ、もうっ！」


    　どんどん撃つが、見当ちがいの方向に逸それたり関係ないＵＦＯを撃墜したりするだけ──それを横で見ていた希のぞ美みちゃんが、何だか目を輝かせて。


    「お姉ねえさん、わたしにやらせて！」


    「え？　希美、だめよ！　子供が銃なんて！」


    「おもちゃみたいなものじゃないですか──いいから、貸してください！」


    　情雨ちゃんはすこし迷ったようだけど、自分がこれ以上やっても無駄だと悟ったのか、それとも希美ちゃんは真ま面じ目めな良い子だから変なことはすまいと信用したのか。


    「いいわ、でも気をつけてね」


    　宇宙銃を手渡してあげると、希美ちゃんは「はい！」と子供らしく元気よく答えて。


    　狙いをつけると。


    「えいやっ！」


    　撃った。


    　リング状の光線が気の抜ける速度で進み、わたしのそばにあったＵＦＯを散さん華げさせる。


    「あっ、惜しいっ──」


    「いいえ、これでいいんです。狙ねらいどおりですからっ」


    　希のぞ美みちゃんはばんばんと連射。


    　わたしの周りのＵＦＯが破裂し、邪魔なものがすべて消え去る。


    　それを見てとると、希美ちゃんは片目を瞑つぶって狙いをしぼり──発射。


    　見事に、わたしの乗ったＵＦＯを撃墜した。


    　巨大な機体だから一撃で木こっ端ぱ微み塵じんにはならずに、煙をあげて墜落していく。


    「やったぁっ♪」


    　情雨じようちゃんは無邪気に喜び、希美ちゃんをぎゅうって抱きしめてはしゃぐ。


    「すごいじゃない、希美！　やればできる子よね、愛してるわよっ☆」


    「むぎゅっ──情雨お姉ねえさん苦しいです……。えへへ、こういうゲームお父さんが好きでたまに一緒にやるんです、雑ざ魚こ敵を倒してからボスの急所を狙って倒すんですよ～」


    　助かったからいいけど、シューティングゲームみたいな感覚はやめてほしい──こっちは命がかかってるんだけど、……まぁいいか。


    　それどころじゃないし。


    「ひょわわわっ!?」


    　突き刺した金剛杵ヴアジユラにしがみついたまま、わたしは落下していくＵＦＯのうえで絶叫する。


    「鎖さ々さ美みさんっ、受けとめますわっ」


    　玉たま藻もの前まえさんがその場でくるりととんぼ返りして、巨大なクッションみたいになる。


    　可愛かわいらしい狐きつね耳みみと九本の尻しつ尾ぽはそのまま。


    　妖よう狐この変へん化げだ、いろんなものに化けられるんだなあ。


    　そのうえに「ぼよんっ」て受けとめられて、わたしは目を回す。


    　酷ひどい目に遭った……。


    　その横ではお母さんが「わしも、わしもやりたい」とちっちゃな手を挙げて主張し、希美ちゃんから宇宙銃を借りてばんばん撃って無駄にＵＦＯを落としている。


    　あの、娘がピンチだったんですけど……。


    　身体からだが幼くなってるぶん、心も影響されて子供っぽくなってるんだろう。


    　などと、そうして呑のん気きにしてる場合ではない。


    「ホホ!?　ホホホっ!?」


    「な、何ですのっ──月つく読よみ神かみ臣おみ、発情した猿みたいな声をだしてっ!?」


    　なぜか無用にお兄ちゃんだけを警戒している玉藻前さんが、いきなり奇声をあげ始めた原始人に「びくっ」とする。


    　元に戻る暇ひまはなかったし、いまだお豆腐みたいなかたちのまま。


    　狐きつねの耳をぴくんと動かし、警戒する。


    「な、何か変なのに取り囲まれてますわよ……!?」


    　わたしを助けることに集中していて察するのが遅れたみたいだけど、いつの間にか玉たま藻もの前まえさんのそばに四角い箱のようなものが浮かんでいる。


    　あまりおおきくない、炊飯器ぐらいのサイズだ。


    　得体のしれぬ回路が剝むきだしの機械で、天てつ辺ぺんにプロペラがついて浮遊している。


    　それらは妙に生物的な、昆虫みたいな動きで素早く動き回っている。


    「よくわからんが、こいつらも撃ち落としてしまうのである！」


    　過激なお母さんが宇宙銃から光線を放つ。


    　だがそのドーナツみたいな破壊力は敵を素通りし、すぐそばの岩壁を破壊するだけ。


    「ぬっ……!?」


    　眉まゆをひそめるお母さんの横で、情雨じようちゃんが「えぇっと」と手帳を開いて。


    「これは写真技術が発達してから目撃例が多発した新型のＵＦＯ、ドローンズってやつね──光を屈折させるからどんなカメラで写してもうまく撮れないんだって。虹学迷彩みたいに透明になったり、幻を宙に投影して本体は余よ所その場所に逃げたりするらしいわ」


    「ぬ。それでは当てるのは不可能に近いか、厄やつ介かいなものであるな」


    　お母さんはめげずに連射するが、狙ねらったものは幻だったのか、光線は素通りするだけ。


    　その間にも、どんどんドローンズは宙からにじみでるように増殖していく。


    　おまけにときどき接近してきては、箱の下部が開いて機械肢マニユピレータが飛びだし──こちらを引っ搔かいたり、摑つかんでこようとする。


    　まさに、害虫みたいだ。


    　そうしてドローンズに翻ほん弄ろうされているうちに、急に真っ暗になった。


    　星明かりが遮さえぎられたのだ。


    　その代わりに、わたしたちの周りに目に痛い虹色の輝きが乱舞する。


    　驚いて見あげると──。


    「な、何か馬鹿でかいのがいるわよ……!?」


    　情雨ちゃんの言葉どおり、無数のＵＦＯを鈴なりに周囲に浮かべて、空を覆おおい尽くすほどの巨大なＵＦＯが浮遊していた。


    　でかすぎて、全ぜん貌ぼうが把握できない。


    　その巨体がびかびかと輝き、世界を昼間のように照らしていく。


    　眩まぶしすぎて、目もあけられない。


    「全長一〇〇㎞……いえ、二〇〇㎞はありますわよ!?　あんな巨大構造物が大気中に浮かぶなんてありえませんわ!?」


    　狐きつねっ娘この姿に戻り、わたしを優しく地面におろしてくれつつ玉たま藻もの前まえさんが愕がく然ぜんとする。


    　まぁ、『ありえない』なんてのは異常事態が連続してる状況では、今さらなんだけど──実際、あんなもの落ちてきただけで地上は多大な被害を被こうむるだろう。


    　何て迷惑な代しろ物もの。


    　その巨大ＵＦＯのあちこちが展開し、なかから小型のＵＦＯが飛びだしてくる。


    　あのデカブツがＵＦＯの親玉って感じだけど──。


    　見ているうちに、小型ＵＦＯたちは地上に接近し、わたしを宙に浮かばせた例の光を放ってあちこちにいるチュパカブラなどを攫さらっていく。


    　全体が持ちあげられ、運ばれるのはいいほうで──光が触れた部分だけ、お腹なかの肉とか、頭部だけを抉えぐりとられていく場合もあった。


    　宙からぼたぼたと、内臓や血が落ちてくる。


    「うげっ」


    　顔をしかめるわたしに、さっきから解説役っぽい情雨じようちゃんが眉まゆをひそめて。


    「アブダクションね──どうも、あの宇宙人たちがこの牧舎で育てていた家畜、チュパカブラとかを回収してるみたい。いえ、採取ね。あぁやって定期的に収穫してるんだわ、たぶん食用か──あるいは、何かの実験に使うのかしら」


    「ホホ!?　ホホーっ!?」


    　推測しているうちに、いいかげん数が多すぎてどうしようもなくなってきた小型ＵＦＯの一機が高速で接近し、お兄ちゃんを光で包んであっという間に攫っていく。


    「あっ、お兄ちゃんっ!?　お兄ちゃーんっ!?」


    　手を伸ばしているわたしの横で、情雨ちゃんは「ふむ」と顎あごに手を添えて。


    「どうも、あたしたちを誘ゆう拐かいしたいみたいね──おそらく、ＵＦＯのなかで強力な『改変』を施ほどこして、いまだ自我を保っているあたしたち霊能力者をこの世界観に染めるつもりだわ。これはもう、三十六計逃げるにしかずかもね」


    「え？　いや、敵の目的とかいいからお兄ちゃんを助けようよ！」


    「放っといてもいいんじゃない？　月つく読よみ神かみ臣おみはうちのガルーダと同じでもう上書きされないんでしょ、ＵＦＯに攫さらわれても宇宙人からの『改変』は受けないわ」


    「えぇ、あんなモノが生きようが死のうがあたくしたちに関係ありませんしね──」


    　玉藻前さんがうんうん頷うなずいている。お兄ちゃんの扱い酷ひどいなあ。


    　などと、のんびり会話していたのがいけなかった──目にも留まらぬ速度で、ちいさな何かが弾丸のように飛んできて、お母さんの握っていた宇宙銃を直撃。


    　ばらばらに破壊してしまった。


    「ぬっ!?　不覚……!?」


    　気がつくと、同様のものすごく高速で移動する『何か』が、あたしたちの周りをびゅんびゅん飛び回っていた。


    　どうも、ドローンズの内部から放たれているらしい。


    「細長い──魚、みたいなものですね。羽根が生えた筒というか、妙な構造をしてますの」


    　非人間的な視力をもつ玉たま藻もの前まえさんが言うと、情雨じようちゃんは舌打ちして。


    「スカイフィッシュね。ＵＭＡ説もあるけど、生き物というよりは無機物っぽい造形だし──超小型のドローンズというのが最近の定説よ」


    「このっ！」


    　ほとんど生きて動く弾丸そのものだ、スカイフィッシュに脅威を感じたのか──玉藻前さんが周りを飛び回るそれらに向けて狐きつね火びを放った。


    　紅ぐ蓮れんの炎は、しかし超巨大ＵＦＯから放たれる光のなかで不自然に減速。


    　宙で、そのかたちを変へん貌ぼうさせる。


    　炎が見る見る『改変』されて、それは大量の魚やカエルになって「ぼたぼた」と雨のように落ちてくる。


    　キモかったのか、玉藻前さんは「ぅきゃあ!?」と驚いて逃げまどう。


    「怪雨現象フアフロツキーズ……!?　町中とかに不自然に大量の生き物が落ちてくる怪奇現象よ、竜巻のせいって話だけどＵＦＯの仕業っていう説も──って、解説が追いつかないわよ！　何よこれ、次から次へと宇宙関係のそれっぽい現象ばっかり……!?　何の意味があるのよ!?」


    　半ギレで喚わめいている情雨ちゃんの横で、無駄とわかりつつも玉藻前さんはこちらに迫るドローンズなどを撃ち落とすため炎を放ちまくる。


    　だがやはりすべてが宙で燃え尽き、大量のネジやミミズになって落ちてくるだけだ。


    　玉藻前さんの狐火が──あの巨大ＵＦＯに『改変』されている。


    　どれだけ強大な霊力をもってるのだろうか、あの馬鹿げたＵＦＯは。


    　玉藻前さんだって弱ってるとはいえ決して『神格』は低くないのに、その攻撃を無力化し、異なるものへとつくりかえるなんて。


    　宇宙人──思った以上に、厄やつ介かいな存在みたいだ。


    　今は炎とかしか『改変』されてないけど、この光のなかにいるかぎり、わたしたちも干渉されつづける。


    　気を抜けば、わたしたちも『改変』されて魚とかカエルにされちゃうのかも。


    　太刀打ちできぬ、超越者。


    　宇宙からきた、悪夢。


    　その理不尽さに、わたしが恐怖をおぼえて、何もできないでいるうちに。


    　ひときわ盛大な輝きが周囲に満ちて──。


    



    　そこで、意識は途絶えている。

  



  
     第九話／星に願いを


    



    　目を醒さますと、わたしは鮮やかな緑色エメラルドグリーンの液体のなかにいた。


    　瓶びん詰づめにされた、ホルマリン漬けの標本みたいに。


    　棺かん桶おけぐらいのおおきさの、お薬の錠剤じみたカプセルのなかだ。


    　頭部に妙なアンテナのついたヘルメット状のものをかぶせられ、全裸で、身体からだのあちこちに電針が突き刺され──そこから不気味なチューブが伸びて、足下の機械に繫つながっている。


    　身体は麻ま痺ひしていて動かず、意識もあいまいで、水槽のなかの海藻みたいにゆらゆらと揺れることしかできない。


    　ときおり、口元からぼこりと泡が[image: ]あふれる。


    　夢うつつのまま、わたしは思いだす。


    　連続する異常事態のなか膨大な光に呑のみこまれて、気がつけばここにいた。


    　ＵＦＯの光は誘拐アブダクシヨン──地上のものを誘ゆう拐かいするために用いられていたようだし、わたしはおそらく意識を失ったままあの馬鹿げた超巨大ＵＦＯに『収穫』されてしまったのだろう。


    　つまり、ここはあのおおきな宇宙船の内部なのか。


    　苦労して周囲を観察する。


    　どうやら、わたしが収納されたカプセルと同じものが無数に並んだ広い空間らしい。


    　床も壁も天井も銀色のつるつるとした謎素材でできていて、無数のケーブルが縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされている。


    　ぼんやりと明るいが、どこにも照明は見当たらなかった──どうも、カプセルのなかに充満した液体そのものが輝いている。


    　カプセルはほとんどが空っぽだったけれど、なかには人間などもいた。


    　見覚えのある顔もある、たしか月つく読よみ神社の巫み女こさんとかだ。


    　彼女らが使役する『妖よう怪かい』などもいる、霊力のあるものたちを手当たり次第に誘拐し、ここに陳列しているのか。


    　何のために？


    　ＳＦ映画とかだと、宇宙人が人間を誘拐する理由はおおむね──調査のためだ。


    　人間の博物学者もそうするように、サンプルを回収し、子細に調べる。


    　解剖をしたり、実験をしたり、解析をしたりして。


    　おそらく、わたしは頭部のヘルメットや身体中に繫がれたチューブから情報を抽出されているのだ。


    　定石どおりにいけばこのあと、陰惨な人体実験が行われて切り刻まれたりされる。


    　冷蔵庫のなかに保存された、食材ってところか。


    　ついでに、情雨じようちゃんが言っていたとおりに『改変』され──この世界観に染められて、自我を失ってしまうのかも。


    　最悪の状況である。


    　嫌いやだ……。


    　もちろん得体の知れぬ宇宙人に身体からだを弄いじられるのには生理的嫌悪感があるけれど、それよりも──思いだしてしまった。


    　むかし、月つく読よみ神社に囚とらわれて、自由を奪われていたあのころを。


    　籠かごの鳥だった、無力なわたし。


    　また逆戻りなのかな。


    　自分なりにがんばったつもりだったけど──また、何もできずに、失敗して敗北して、こうして他人の思うがままにされてしまう。


    　何度そういう目に遭えば、わたしは学ぶのだろうか。


    　これだけいろんなことを経験したら、ちょっとぐらい成長してもいいはずなのに。


    　それとも、あの原げん生せい林りんで延々と迷子になったみたいに──無駄にぐるぐる回り道をしただけで、何の意味もなかったのだろうか。


    　嫌だなあ……。


    　などと、鬱うつになっている場合ではない。


    　だめだな、独りになるとすぐこれだ。


    　けれど、この状況はすでに詰んでいるように思える──裸にひん剝むかれてるし、位い牌はいがないから護法少女に変身できない（たぶん、そもそも『徳』が足りないだろうし）。


    　どうやら月読神社がよく薬物でわたしをそうしていたように、意識が曖あい昧まいにされ、霊能力が発揮できない──『改変』ができないように、封じられてるみたいだ。


    　身体に穴があいてる感覚。


    　おそらく、情報といっしょに霊力もチューブから吸われている……。


    　この状態では、わたしは平均以下の、ただの虚弱な小娘でしかなかった。


    　絶望的な気分になって、それでも諦あきらめたくなくて、けれど身じろぎをするぐらいしかできなくて──途方に暮れていると。


    「………？」


    　不意に、気づいた。


    　カプセルの陰に隠れながら、こっそりとこちらに近づいてくるものがいる。


    　すわ怪物かと思ってびびったが、それはお兄ちゃんのようだった。


    　お兄ちゃん──。


    　先にＵＦＯに誘ゆう拐かいされてたお兄ちゃんは、『改変』による上書きができない。


    　宇宙人たちも持て余したのだろう、その隙すきをついて逃げてきたのだ。


    　そういうとこ、ちゃっかりしてるというか──逃げ足だけは早いんだよね、むかしから。


    　だが安心している場合ではない、お兄ちゃんの背後からひたひたと足音が響く。


    　暗がりの向こうから、不気味な人影が歩いてくる。


    　子供ぐらいの背丈。


    　全身がつるりとした灰色の肌をしていて、怖いぐらいの無表情だ。


    　四し肢しは人間のそれと似ているが、頭部だけがやけに巨大で、そこにアーモンド形の昆虫じみた真っ黒い双そう眸ぼうが目立つ。


    　見るからに筋肉のない手足は虚弱そうで、動きも千鳥足だけど。


    　わかりやすい、典型的なグレイタイプのエイリアンだった。


    　しかも──数が多い、見えるだけでも五体はいる。


    　彼らは耳みみ障ざわりなノイズのような声をあげながら、よちよちと近づいてくる。


    　いけない、お兄ちゃんは隠れてるつもりだろうけど、奥からきたあの連中には丸見えだ。


    　お兄ちゃん、後ろ！　後ろ！


    　ぼこぼこと口からあぶくをたてながら主張してみたが、お兄ちゃんは何を勘違いしたのか「ホッホ！　ササミサン♪　ホホッホ！」と手をふってくるだけ。アホーっ。


    　その声に気づき、びくっと反応したグレイたちがお兄ちゃんを指さして騒ぎ始める。


    　いかん見つかった。


    　お兄ちゃんの間抜け……！


    　だがグレイたちがお兄ちゃんに不審そうに手を伸ばした──その瞬間。


    　轟ごう、と青白い炎が空気を炙あぶって、その場にいたグレイたちを薙なぎ倒した。


    　火にまかれ、見た目どおりにか弱いのか宇宙人たちは身み悶もだえながら燃えあがり、すぐに黒くろ焦こげになってしまった。


    「ホホ？」


    　お兄ちゃんが何かしたわけではないらしく、ようやく背後から迫ってきていたグレイたちの焼け焦げ屍し体たいに気づくと、小首を傾かしげている。


    　緊張感ないなあ。


    　そこで気づいたが、お兄ちゃんは見覚えのない──杖つえ、らしきものを持っていた。


    　その先端には可愛かわいらしい狐きつねを模した、クリスタルが輝いている。


    　透明な結晶である。


    　クリスタルドクロというオーパーツ──古代の地層や遺跡から発掘される、その時代ではありえない科学技術が用いられた道具に似ている。


    　その透明な狐さんが、信号機のように点滅する光を煌きらめかせて。


    「まったくもう、危なっかしいんですから──こんな状況でなければ見殺しにしていましたわ、こんな男！」


    　聞き覚えのある声だった。


    　やっぱり、あのクリスタルは──。


    「玉たま藻もの前まえさんっ!?」


    　と言ったつもりだったけど、やはりゴボゴボと無駄に泡がでるだけ。


    　液体のなかだしね──それで呼吸はできるのが変だけど、何かこう宇宙的な科学が使われてるのだろう。


    　解説役（？）の情雨じようちゃんがいないから、どういう仕組みかわかんない。


    　ともあれ玉藻前さんが変へん化げしたらしいクリスタルの杖つえをぶんぶん振りまわし「ぎゃわわ!?」と悲鳴をあげさせながら、お兄ちゃんがこっちに駆け寄ってくる。


    「ホホ！　ササミサーン！」


    　お兄ちゃん……。


    　何だかんだ言っても、たとえ知性を失って原始人みたいになっても──お兄ちゃんは、わたしを助けてくれる。


    　それが嬉うれしかった。


    　たとえそれが、かつて彼を救った日ひ留る女めちゃんの命令に、愚直に従ってるだけでも。


    「ササミサン♪　ホッホ！」


    　けれどお兄ちゃんはわたしの収まったカプセルのそばまでくると、ぺたぺたと容器の表面を触って、首を傾かしげて。


    　わたしを眺めると、その場にごろんとうつ伏せになって。


    「ホホッホ♪　ササミサン！　ペロペロ♪」


    　夢見る乙おと女めみたいなポーズになると、うっとりとわたしを鑑賞し始めてしまったうおおおい助けろよ！　キレんぞ！


    　わたしの怒りの波動を感じたのか、玉藻前さんに「こら！」と怒られたからか、お兄ちゃんはしぶしぶと杖をカプセルに叩たたきつけて割る、という荒っぽい方法で救出してくれた。


    　緑色の液体がどろりと[image: ]あふれて、床を汚していく。


    　わたしは重力に従い、前のめりに倒れる。


    　チューブが電針ごとぶちぶちと抜けて外れ、倒れた衝撃でヘルメットもとれて転がる。


    　まだ麻ま痺ひしているわたしを、お兄ちゃんがそっと抱きよせてくれる。


    　お兄ちゃん……。


    　わたし服着てないから、恥ずかしいよ──。


    「だいじょうぶですの？　どこか痛いところとかありませんの？」


    　心配心配、という声で玉藻前さんが気遣ってくれたから、わたしは笑みを浮かべる。


    「ええ、ありがとうございます、助かりま──うげぇえええっ!?」


    　声をだした勢いで、肺や胃袋に満たされていた緑色の液体を、猛烈にゲロった。


    　げほげほと咳せきこみ、呼吸困難になりそうなぐらい喘あえぐ。


    　助けだされた囚とらわれのヒロインって感じだったのに……。


    　どうにも格好がつかない、まぁ──そのほうが、わたしらしいけどさ。


    　ふんだ。


    　お兄ちゃんに背中をさすってもらい、何とか落ちついて、わたしは顔をあげる。


    「合流できてよかったですわ。はだかんぼではいけませんわね、これを着てくださいな♪」


    　玉たま藻もの前まえさんが『改変』したのか、わたしのそばにきちんと折りたたまれた可愛かわいらしい私服と、下着類がでてきた。


    　慌あわてつつも、ありがたく身にまとう。


    「『おじょうさま』の服を、あたくしの尻しつ尾ぽのなかに収納しておいたんですわ。それを、取りだしたんですの。どうも、ここでは『改変』がしづらいみたいで、いちから服をつくるのは難しくて──サイズがあわないかもしれませんが、我慢してくださいませ」


    「いえ、げほっ、助かりました……」


    　まだ咳の名な残ごりがあるけれど、着衣をしたら人心地ついた。


    　情雨じようちゃんのか、これ。


    　どうりでデカいと思った、おもに胸元とかが。


    　敗北感がすごいので、いいやもうノーブラで……。


    「玉藻前さんこそ、無事でよかったです。どうしてお兄ちゃんといっしょに？」


    「あたくしも不本意ですわよ、こんな男と行動を共にするなんて」


    　クリスタルの表面を不機嫌そうにびかびか輝かせる、玉藻前さん。


    「この宇宙船に誘ゆう拐かいされる途中で、いっしょに収納された小型ＵＦＯにへばりついてたこいつのなかに、咄とつ嗟さに潜りこんだんですの。あたくしの能力は歴史の『改変』と寄生ですからね、他人の体内に避難できるんですの」


    　やっぱり、チュパカブラとかを回収していた小型ＵＦＯは、あの超巨大ＵＦＯに収納されたのか──しかし玉藻前さん、多芸だよね。


    「年を重ねてるぶんだけ、いろいろ経験を積んで小技を覚えてるだけですわ」


    　感心するわたしに、玉藻前さんは謙けん遜そんして。


    「この月つく読よみ神かみ臣おみはうちのガルーダくんと同様に『改変』の影響を受けづらいですしね──敵がどのような『改変』をしてくるかわからない現状、霊的な干渉を受けづらい彼のなかこそ安全と思いまして。いわば、霊的なシェルターですわ」


    　うちのお兄ちゃんが、そんなことでも役に立ったなら幸いです。


    「自分が緊急避難する余裕しかなくて、『おじょうさま』やみなさまにまでは手が回りませんでしたの──ごめんなさい、このＵＦＯは広すぎてあなたを見つけるのに時間がかかってしまいましたわ。……怖かったでしょう？」


    「いえ、ほんとに助かりました」


    　心からそう言ったが、呑のん気きにしてはいられない。


    　いまだ何も解決していないし、ここはいわば敵陣のなかなのだ。


    　どたばたと足音が響き、さっきの倍の数のグレイタイプエイリアンが走ってくる。


    　騒ぎを聞きつけてきたのだろう、手に手に、情雨じようちゃんが持っていた宇宙銃と似たものも装備している。


    　今度は武装してるし、数が多い──相手してられない。


    　ここは乗り物のなかだ、暴れすぎると墜落するかもだし。


    「敵がなんであたくしたちを誘ゆう拐かいしたのかとか、調べたいところですが──仕方ありませんの、ここは逃げの一手ですわ！　えいやっ、『宇宙人の姿焼き』におなりなさいっ！」


    　玉たま藻もの前まえさんが吼ほえて、狐きつね火びを放って宇宙人たちを牽けん制せいする。


    　その間に、わたしたちは彼らがきたのと逆方向に急いだ。


    　まだ麻ま痺ひが残っていてふらつくけど、お兄ちゃんが手を繫つなぎ、支えてくれた。


    「こっちから『おじょうさま』の匂においがしますわ！」


    　玉藻前さんの杖つえがひとりでに動き、お兄ちゃんを引っぱって先導してくれる。


    　諦あきらめてなんていられない。絶望するには早い。


    　まだ何も終わってなんていない。
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    「えいやっ、ですの！」


    　娘が心配なのだろう、わりと豪快に壁を破壊して──玉藻前さんが匂いを辿たどって一直線に移動、どっかの室内に飛びこんだ。


    　これまた、だだっ広い空間である。


    　先ほどのカプセルが並んでいたところが保存庫だとしたら、こっちは調理場なのか──床に固定された手術台のようなものが延々と並んでいて、そのひとつひとつを硝子ガラスのような透明な壁が取り囲んでいる。


    　手術台のそばにはやたらメーターが並んだ意味不明の機材が鎮座し、いかにも何かを切り刻むための電ノコや刃物が機械肢マニユピレータで繫がっている。


    　おまけに、ぞろぞろと──いるわいるわ、大量の宇宙人たちがそこここで動いている。


    　グレイが多いが、栗みたいな頭部をもちわずかに床から浮遊している巨体──俗に言いうフラットウッズモンスターや、情雨ちゃんも遭遇した頭部にびらびらの羽根がある怪人モスマン、蟹かにのような鋏はさみの両手をもつバスカグーラ宇宙人やら、エイリアンの見本市だ。


    「お退どきなさい！」


    　こっちは戦力が玉たま藻もの前まえさんしかいない、先手必勝──と狐きつね火びを放って蹴け散ちらしていく。


    　わらわらと、緩慢な動きで迫ってくる宇宙人たちを狙ねらい撃ち。


    　敵はばたばた倒れていくが、次から次へと寄ってくる。


    　何かこういう銃ガンゲームあるよね、ゲーセンとかに。


    　しかし宇宙人なんてどんな恐ろしい連中かと思ったら、やっぱりそんなに強くはない。


    　惑星間を移動するＵＦＯなんて超科学力をもってるくせに、兵器すらあまり使わない。


    　やはり違和感がある。


    　宇宙人は子供にも喧けん嘩かして負けた例があるんだったっけ──そういうものだからと、無理してその設定にあわせているような、この不自然な感じはなんだろうか。


    　まぁ『神々』だって、その性質に縛られるところはある。


    　他者に願われなければちからを発揮できない、ヴィシュヌさまみたいに。


    　だから、べつだん変ではないわけだけど。


    　何だか、釈然としないんだよね。


    　気になるけれど、いまは好都合。


    「『おじょうさま』っ!?」


    　宇宙人たちをばったばったと掃き散らして見晴らしがよくなって──気づいた。


    　かなり奥のほう、手術台のひとつに情雨じようちゃんが寝かされている。


    　今まさに何か忌いまわしいことをされる直前だったのか、服は鋏はさみか何かで切られてそのへんに捨てられており、下着のみがその艶なまめかしい身体からだを隠している。


    　意識はないのか、目を閉じて──動かない。


    　胸がゆっくり上下してるから、生きてはいるみたいだけど。


    　両手両足が手術台に固定され、ほんとに実験動物みたいだ。


    「うちの子に何してくれますの……！」


    　玉藻前さんが酷ひどい辱はずかしめを受けている愛娘を見て激げつ昂こうし、手当たり次第に鬼火を放って宇宙人どもを吹っ飛ばす。


    　気が急せいているのか強引に動こうとするので、お兄ちゃんが杖つえに変じている彼女を取り落としてしまった。


    　けれど床に激突する寸前、杖はひとりでにくるりと回転──妖よう狐この姿に戻り、玉藻前さんが手術台に辿たどりついた。


    　遅れてわたしたちが到着するのを確認してから、彼女は尻しつ尾ぽをふるい立たせ、野獣のように牙きばを剝むいた。


    　同時に手術台の周りの硝子ガラス壁を取り巻くように、狐火が噴出する。


    　炎の壁だ。


    　霊的な破壊力をともなう紅ぐ蓮れんがごうごうと燃えて、宇宙人たちが近づけなくなる。


    　これで、時間は稼げるはず──今のうちに、情雨じようちゃんを助けるんだ。


    「ホッホ♪　ホッホホ♪」


    　なぜか緊張感なく炎の周りで原始人のお兄ちゃんがリンボーダンスっぽい動きをしているが、どうでもいいので放置。


    　わたしは情雨ちゃんのもとに駆け寄り、声をかける。


    「情雨ちゃん、だいじょうぶ!?」


    「うりゃ！」


    　玉たま藻もの前まえさんが気力を振りしぼって、娘を拘束している手て枷かせ足あし枷かせを焼き切った。


    　どうもこの宇宙船の内部は『改変』がしにくいようだし、玉藻前さんは病みあがりだ──限界なのだろう、激しく息をついてぐったりしている。


    　お疲れさまだ、ほんとうに──。


    　わたしは何度も名前を呼びながら、情雨ちゃんを揺すってみた。


    「ん……？」


    　幸い、あっさりと彼女は気づいて──目を開いた。


    　長い睫まつ毛げが震ふるえ、彼女は寝ね惚ぼけたようにむにゃむにゃと譫うわ言ごとをつぶやいた。


    　よかった、少なくとも外傷はないし、とりあえずは元気そうだ。


    　しかし、こんなにたくさん手術台があるのに、何でいのいちばんに情雨ちゃんをここに運んで調べてたんだろ。


    　気になるけれど、宇宙人の考えることなんてわからない。


    「へいき、情雨ちゃん？　何もされなかった？」


    　ほっぺを軽く叩たたいて、ぼんやりしている彼女を間近から見つめると。


    　情雨ちゃんは、目元をぐしぐしと拭ぬぐって。


    「さ、さみ──さん？」


    　そのまま、起きあがると全力で抱きついてきた。


    　驚いて「うひゃっ!?」と思わずのけぞりそうになったけれど、情雨ちゃんの肩が小刻みに震えているのに気づいて、わたしはおとなしくその背中を撫なでてあげた。


    　強がってばかりだけど、同い年の女の子なんだ──怖くなかったわけがない。


    　でも、それ以上に。


    「う、うう、いや、やだぁあっ……。し、知らないひとたち、変な、宇宙人に──か、解体され、きり、切り刻まれそうに。あ、あたし、また他人に身体からだを弄いじられて……」


    　そうか。


    　わたしは理解する。


    　情雨じようちゃんは大好きだった父親に──あの首領によって、忌いまわしい陰謀の渦中のなかから産みだされた、悪意の落とし仔ごだ。


    　母の胎内にいるうちから遺伝子を、『神霊』をいじくられて、『まつろわぬものアラハバキ』を移植されたり様々な改造を施ほどこされた。


    　その後も、お人形さんのように飾られ──囚とらわれて、愛情を受けることなく育ってきた。


    　それを、一気に思いだしてしまったのだろう。


    　共感できる。


    　わたしも、ずっと独りぼっちだったから。


    「だいじょうぶだよ」


    　そっと、情雨ちゃんの背中を撫なでた。


    　何もできないわたしだけど。


    　胸を貸すぐらいはできる。


    「もう、安心だよ。怖くないよ。わたしが、そばにいるよ。ずっと、情雨ちゃんのそばに──だから、もう泣かないで」


    　色の脱けたその髪の毛を、指先ですくって、くちゃくちゃになるまで撫でた。


    　情雨ちゃんは嚙かみしめるみたいに、わたしの胸元に泣きっ面つらを押しつけて。


    　吐息のような、掠かすれた声で。


    「鎖さ々さ美みさんは、いつもあたしを助けてくれるわね──」


    「ごほんっ」


    　横からわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。


    　見ると、赤面している玉たま藻もの前まえさんが、つとめて生き真ま面じ目めな態度を取りつくろって。


    「あの、『おじょうさま』──無事だったのは喜ばしいですし、あたくしは本来ならば主の性癖とかに文句をつける立場にないのですが。もうちょっとえっと、健全な恋愛をしていただきたいわけで……」


    「ま、ママっ!?　いたの!?　ち、ちがうくてこれはそのうあのう──そそそ、そんなんじゃないんだから！　勘違いしないでよね！」


    　わたしを放り投げて、ちっちゃい子が駄々をこねるみたいに腕をぶんぶん振った。


    　そして床に転がってフフフ……とむしろご褒ほう美び（略）薄笑いをしているわたしを見て。


    「っていうか、今気づいたけど──鎖々美さん、何であたしの服着てんのよ!?」


    「え？　あ、そういえば……何か無意味に幸せな気分だと思った、何だろうこの未知との遭遇──あ、情雨ちゃんの匂においがする～♪」


    「嗅かぐな！　キモッ、そういう趣味があるの!?　あたしの服を着ると興奮するの!?　欲しいなら欲しいって言いなさいよ馬鹿みたい！　脱ぎなさい、こらっ！」


    「う～あ～、やめて揺らさないでウップ──わたし乗り物酔いするんだから……」


    　忘れがちだがここはたぶん巨大ＵＦＯのなかである。


    　そんなに揺れないとはいえ、乗り物っていうのは自覚しないでもけっこうストレスを感じるものらしいよ。


    　でもまぁ、情雨じようちゃんが元気になってくれてよかった。


    　ハレンチな下着姿のまま、もう最悪っ、と耳まで紅潮して顔を覆おおって。


    「ちょっとママ、どういうことっ!?　何であたしの服を勝手にこいつにあげてるのよ！」


    「『おじょうさま』も、そんな格好では風か邪ぜをひきますわ。どうぞ、お召し物ですの♪」


    「あ、あんがと……」


    　動じない玉たま藻もの前まえさんに、丁てい寧ねいに服を着せてもらって、騒いでるのが馬鹿らしくなったのか情雨ちゃんはおとなしくなった。


    　ちなみに、こちらは桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服である。


    　和なごんでいる場合ではない。


    　突然、床全体がおおきく震ふるえた。


    　不安定な手術台のうえで情雨ちゃんが「きゃあっ!?」とバランスを崩し、まだ床で転がっていたわたしのうえに落ちてくる。


    　むぎゅう……。


    　お尻しりで圧迫されて、いろんな意味で昇天しそうなわたし。


    　次から次へと、何なの……？


    　おおきな揺れはすぐに収まり、しんと静まりかえる。


    「どうも、どこかに着陸したようですわね──」


    　玉藻前さんが狐きつねの耳をぴくんぴくん動かして。


    「壁の向こうから物音がしますわ、大気があるっていうことですわね。ちなみに、さっきまでは宇宙空間だったみたいですけど」


    　宇宙を飛んでたのか、さすがＵＦＯ。


    　いったい、わたしたちはどこまで運ばれてきたのだろう──行方のわからないお母さん＝るるなちゃんや希のぞ美みちゃんも気になるし。


    　あぁもう、今回はほんといつもより翻ほん弄ろうされっぱなしな感じだ。


    「まったく、あなたたちと一緒だといつもこうよ──大迷惑よ、ふんだ」


    　情雨ちゃんが元気よく起きあがると、ぱんぱん、と己おのれの頰ほおを叩たたいて気合をいれて。


    「ま、退屈はしないけどね」


    　顔をあげると、もういつもの情雨ちゃんだった。


    　あたしが馬鹿なことをやったりしたおかげで、すこしでも元気が取り戻せたなら、嬉うれしいな──でもまぁ、それはともかく。


    　その可愛かわいいお尻をどけてください、情雨ちゃん。重いよ……。


    「……うん？」


    　せつなくて唸うなっていたわたしだが、不意に気づいた。


    　玉たま藻もの前まえさんが発生させた炎の壁が薄れ、その向こうに──。


    　見覚えのある女の子が立っている。


    　さらさらの黒髪。


    　赤みをおびた静かな瞳ひとみ。


    　服装はなぜか肩が大胆に露出した漆しつ黒こくのドレスだが、間違いない。


    「かがみ！」


    　わたしは情雨じようちゃんにどいてもらって、何も考えずにそちらに向かった。


    　今回は姿を見せないので心配していた──邪や神がみ三姉妹の次女、かがみだ。


    　このＵＦＯのなかにいたってことは、先に誘ゆう拐かいされてたのかな、でも何とか脱出してわたしたちのところに──。


    　そんなことを考えながら、嬉うれしくって夢中でかがみに駆け寄って。


    「……鎖さ々さ美みさん、待って！　何か様子がおかしいわよ!?」


    　情雨ちゃんの緊迫した声に「……え？」と振り向いた瞬間だった。


    　かがみは一言もなく、手と足を同時にだすような、不気味な歩きかたで。


    　揺らめく炎の壁を難なく突破して。


    「……かがみ？」


    　わたしの呼びかけに、応えずに。


    　ぎこちなく、操り人形のように動いたかがみの指先が──。


    　わたしの頭に触れて。


    



    　電気のスイッチを落とすみたいに、意識が消えた。
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    　…………。


    　あれ、また気絶してたみたいだ。


    　情雨ちゃんたちの話によるとこの世界観はこちらに強い影響を常に与え、宇宙人の世界観に染めあげようと強引に『改変』をしつづけているらしい。


    　気を抜けば、すぐにその汚染が身体からだに染みこんでくる。


    　そのために、疲れきって『徳』もほぼ使い果たしたわたしの『神霊』が侵されて、ついに堪たえきれずに弄いじくられてしまったのだろうか。


    　宇宙人に『改変』されて？


    　意識を失う直前に見たのは、様子のおかしいかがみだった。


    　彼女もすでに宇宙人に『改変』され洗脳され、操られていたのだろうか？


    　そんな彼女に攻撃を受け、わたしは捕らえられて……？


    　そんな想像をするしかないぐらい、先ほどカプセルのなかで目覚めたときと、似たような感覚がわたしを包んでいた。


    　全身が、液体にひたされて──漂っている。


    　またホルマリン漬けみたいにされて機械に繫つながれ、同じことの繰りかえし……？


    　怖くなったけれど、違和感をおぼえた。


    　先ほどとは異なるところがあった。


    　わたしを包む液体は熱くむしろ心地よくて、誰かに抱きしめられてるみたい。


    　はっと両目を開き、何度も瞬まばたきして。


    　周りを見回す。


    「あ、あれぇ……？」


    　狭苦しい空間である。


    　わたしはせっかく玉たま藻もの前まえさんに服を借りたのにまた全裸になっていて、なぜかお風ふ呂ろに肩までつかっていた。


    　入浴中である。


    　わたしがいるのは、見覚えのあるお風呂場だった。


    　わたしんちの、浴室である。


    　底が浅く足が伸ばせる縦長のバスタブ。


    　おおきな姿見。


    　並ぶシャンプーやコンディショナーもわたしが好きで買ってきたものだ。


    　お兄ちゃんの、ひげ剃そりとかもあった。


    　わたしがむかし、自室からほとんど外出できなかったから──部屋からでるだけで一苦労だったため、二階に増設したお風呂場である。


    　だから、窓から見える景色はちょっとだけ高くて、となりの家の屋根が見える。


    　何もかもが記憶のとおりだ。


    「お、お兄ちゃん？」


    　周囲を見回し、誰もいないので不安になって──呼びかける。


    「情雨じようちゃん？　玉藻前さん？」


    　何がなんだかわからなくて、さっきまでいっしょにいたみんなの名前を呼んでいく。


    「かがみ……？」


    　様子が変だった親友のことも呼んでみたけれど。


    　返事はない、うつろに声が浴室のなかで反響するだけ。


    　わたしは孤独感に苛さいなまれ、青ざめて、お湯のなかだというのに寒気をおぼえた。


    　嫌いやだ。


    　独りは嫌だ……。


    「何を騒いでいるのですか」


    　不意に、正面から声が響いた。


    　わたしは「ぎくり」と背筋を強こわばらせ、そちらを見る。


    「か、かがみ……？」


    「他の誰に見えるのですか？」


    　不機嫌そうに答えたのは、かがみだった。


    　浴槽のなか、身体からだを脱力させたわたしの両足の隙すき間まに、ちょこんと腰かけている。


    　もちろん入浴中だからはだかだけど、肌を見せたくないのか、体育座りみたいな姿勢で膝ひざを胸元に押し当て、隠していた。


    　黒髪はしっとりと湿り、その不健康なぐらい華きや奢しやな身体に雫しずくが伝っている。


    　サーチライトのような紅い瞳ひとみが、こちらをじっと見据えている。


    「ぐっ……!?」


    　わたしは心臓を射抜かれたように、おおきく仰のけ反ぞった。


    　クソッ、宇宙人め……！


    　何て卑劣な……！


    　かがみんと混浴だなんて、罠わなとわかっていても受けいれてしまいたくなる──大喜びし、わたしの心が動揺しているうちに『改変』し、宇宙人の世界観に染めあげるつもりだな！　そうはいかない、負けるもんか！　ありがとうございます！


    「よくわかりませんが、キモいのですよ」


    　生理的嫌悪感をもよおしたのか、かがみが足の裏でわたしの顔面を遠ざけてくる。


    　何このご褒ほう美び……!?


    「どうかしたのですか、様子がおかしいですよ──」


    　不思議そうに、小首を傾かしげて。


    「変な夢でも見ていたのですか？」


    　その問いに、わたしは不安になる。


    　すべては夢──だったのだろうか。


    　そうだったらいいのに、と思ってしまうわたしの弱い心が、納得しかけてしまう。


    　何て都合のいい解釈、結末だろうか。


    　怖いことも嫌なことも哀しいこともぜんぶ夢で、世界は終末に向けて転がり落ちてはおらず、宇宙人の跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こもなく、みんな幸せな日常を謳おう歌かしていて、わたしの妹は兵器なんかではなく、お母さんも死ななかった──。


    　でも。


    　それが、あまりにも甘美な空想だったからこそ。


    「ちがうよ、夢じゃない」


    　夢にしちゃいけなかった。


    　現実はいつだって過酷で──物語みたいに、わたしに都合よくつくられてはいない。


    　気を抜けばすべて奪われ、勝てることのほうが少なくて、血を吐き、疲れ果て、わたしのポリシーに反するぐらいに──がんばらなくちゃ、乗りこえられないものだった。


    　がんばっても、意味なんてないのかもしれない。


    　無力なわたしがどれだけ足あ搔がいても、世界には波風すらも立たないのだろう。


    　意味もなく無理をして、失調して、倒れて──周囲に迷惑をかけるだけで。


    　それでも、わたしはもう、何もせずに引きこもっているのはやめたんだ。


    　それをいちばん知っていて、応援してくれたのは──かがみでしょう。


    「あなたは、誰？」


    　問うと、正面で膝ひざを折ったままのかがみは「…………」と無表情になった。


    　しばし目をあわせて、静寂のなか──睨にらみあっていたけれど。


    「邪や神がみかがみですよ、この身体からだは」


    　諦あきらめたように顔を伏せると、かがみは己おのれの胸元に手を添えて。


    「彼女の核のひとつ、神器ヤタノカガミはあらゆる『改変』をリセットする」


    　そうだ。


    『チョコレートの惨劇』のときも。


    　九く頭ず竜りゆう島のときも。


    　かがみはまるで時間を巻き戻すみたいに、『改変』された世界を修正し──元通りにしていた、リセットしていたのだ。


    　それが神器ヤタノカガミのちから……。


    「我われ々われが苦労して構築し支配した、この世界観のすべてを無に帰されては困ります、危険ですから──真っ先に狙ねらい、捕獲し、隔離し封じさせていただいたのです」


    　誰よりも早く、最優先でかがみを狙ったのか。


    　だから、いつでもわたしの苦難には我われ先さきにと駆けつけてくる彼女が──今回は、出遅れていたのだろうか。


    　ついでに、ひとつの疑問が氷解する。


    　るるなちゃんが、かがみのことだけ怖がっていたのは──すべての『改変』をリセットするかがみの能力に怯おびえていたからなのかもね。


    　顔が怖かったからじゃなかったんだよ、かがみ。


    　るるなちゃんは『アラハバキ』と同様に他の『神々』を捕食してちからをつけるという。


    　けれど、かがみはヤタノカガミでその前提を、兵器として最適化されたるるなちゃんのシステムを破壊してしまう可能性があった。


    　対抗兵器が、そのようにプログラムされていたのだろう。


    　自己防衛機能だ、己おのれにとって危険な存在、かがみなどには近づかないように本能に刻まれていたのだ。


    　宇宙人もそれを恐れて、かがみを気絶させるなりして、無力化したのだ。


    　るるなちゃんが、たまや情雨じようちゃんに興味を示したように寄っていったのは──強い霊力をもつ、対抗兵器にとって魅力的な餌だったからだ。


    　そういうものに近づいて、隙すきを見つけて取りこむように、プログラムされていたのだ。


    　灯あかりに惹ひかれる羽虫のように。


    　あれは、食べようとしていたのだ。


    　よく指をしゃぶっていたのもそうだ、その行為は赤ん坊にとってお腹なかがすいたことを示すサインだ、彼女は飢えていたのだ。


    　まぁともあれ。


    　今はるるなちゃんよりも、目の前のことに集中しなくては。


    「あなたは、宇宙人？　今回の事件を起こした、犯人？」


    「そのように、敵か悪党を見るように見られるのは不本意なのです」


    　かがみの口調そのままに、宇宙人──なのだろうきっと、は答えた。


    『現代のトロイア戦争』のとき『紅天』アポロンに支配されたつるぎといっしょだ。


    　支配され、操り人形になっている。


    　取り憑つかれているような状態なのだろう。


    「わたしたちは、あなたの敵ではありません。むしろ、あなたたちを救済するためにかたちづくられた──あなたがたを守り、助けるための神話です。神話とは、『神々』とは元来、誰かの味方をするものでしょう」


    　宇宙人は、うっすらと笑みを浮かべて。


    「わたしたちは、人々のあやふやな願いがかたちづくった、世界でいちばん新しい神話」


    　白々しいぐらいに、穏やかに。


    「古来、ひとは困難に直面したとき──あるいは願望を抱いだいたとき、神に祈りました。けれど、そのような信仰のかたちはすでに時代遅れとなり、破は綻たんしてしまった。全体が、限界を迎えたのです。それが現状、いわゆる終末──末世です」


    　全体を俯ふ瞰かんする傍観者のような、つまり他ひ人と事ごとのような口調だった。


    「ひとびとは神の実在を疑い、信仰を忘れ、寄よる辺べをなくしました。『神々』も人間に失望し、傲ごう慢まんに君臨するかあるいは引退し、たしかにあったはずの絆きずなを放棄しました。そのような不信と無関心で冷えていく世界で、ひとびとが新たに心の支えにしたものが科学でした」


    　宇宙人はどこか誇らしげに。


    「化学記号や数式でどれだけ分類し解析しても、ほんとうに世界を理解できるわけではないのに──ひとびとは、何となく納得して、安心する。それは、新しい信仰のかたち」


    　お勉強をして、知識を増やして、頭でっかちに情報を集めて並べて棚分けして。


    　わたしたちは、得体のしれぬ世界を、わかったつもりになって──心に平穏を得る。


    　わたしたちは何ひとつ、ほんとうの意味で理解してはいないのに。


    　命って何なのか。宇宙とは。この地球の内側に何が詰まっているのかすら。


    　そう語っていたのは、かがみなのに──けれど今、彼女は未知なる科学の申し子、宇宙人に操られたまま。


    　同じことを、別の切り口から語る。


    「困ったときに、おおいなる存在に頼る。それは信仰です。現代のひとびとは、危機に直面したときまず調べる。科学に縋すがり、答えを得ようとする。そして語り継がれてきた旧ふるい『神々』へではなく、漠然と、神様お願いです困ってるんです助けてください──と名前のつけられていない、おおいなる何かに祈る。星に願いをかけたりね」


    　具体的な宗教を信仰していなくても、人々は祈るのをやめない。


    　おおいなる何かに、自分の問題を解決してもらいたがる。


    　奇跡的な方法で、自分ができるだけ努力をせずに、成果を得られことを望む。


    「そのような、あやふやな──けれど、世界中で毎日のようにたくさんのひとびとが抱いだいていた無自覚で、膨大な祈りが、わたしたちを形成しました」


    　宇宙人の神話──科学神話、とでも呼べるようなものが。


    　神話を忘れた現代人たちによって、ゆっくりと粘土をこねるようにかたちづくられ──今回、彼らはついに、顕けん現げんしたのだ。


    「わたしたちはすべてのひとびとの願いが、祈りが形成した神話です。同時に誕生した対抗兵器に反応し、終末に至ったこの世界を救済するため、わたしたちは顕現しました。世界中に存在する対抗兵器たちを支配し、我がものとして──」


    　終末の世界がかたちづくった、いちばん新しい神話。


    　人々の曖あい昧まいな祈りが結晶した、科学神話。


    　信仰を失ったひとは多い、けれど祈らないものはいない──世界中の神話のなかで、科学神話は違和感なく誕生し、行動できる。


    　そして全世界の神話そのものとなった対抗兵器たちを攻撃し、汚染し、支配したのか。


    　宇宙人たちがＵＦＯなどでこちらを攻撃してきたのは、わたしたち霊能力者をこの世界観に染める意味もあったのだろうが、対抗兵器を捕獲するためだったのかもしれない。


    　るるなちゃんもすでに、彼らの虜とりことなってしまったのだろうか。


    　対抗兵器はその国の神話のすべてを吸収する存在だ、それを己おのれのものにすれば、神話のすべてを乗っ取れる。


    　まさに、侵略である。


    「わたしたちは、ずっとあなたがたにメッセージを送っていましたね──『あるもの』を引き渡してほしい、その要求が拒否されたなら制裁措置をとる、と」


    『あるもの』とは支配者としての地位です、と宇宙人はあっさり言った。


    「いわば、『神々』の座です──地位、権力ですね。無様に、誰も救えず忘れられた旧ふるい神話のみなさんには早々に去っていただき、全権を我われ々われに移譲してほしいのです。ひとびとに求められ、信仰されるわたしたちにね。新旧交代です」


    　まるで当然のごとく、途方もない要求を。


    「わたしたちは、生まれたばかりのまだか弱い神話です──けれど、時代が求めているのはわたしたちで、あなたたちではない。ゆえに、あなたたちが恥知らずに持ち腐れにしている霊力や、『神格』と呼ばれるものを──この世界への影響力を、譲渡してほしいのです」


    　涼しい顔をして、有無を言わせぬ迫力で。


    「そうして世界に介入する実行力を得られれば、わたしたちがこの終末を迎えつつある世界を立て直します。救済できるのです、わたしたちなら。ひとびとが求めたのはわたしたちです、対抗兵器なんてものは不要なのです。政権交代──バトンパスを、してほしいのです」


    　ちいさな子供を慰なぐさめるように、困ったような顔をして。


    「勘違いしていただきたくないのは、これはお願いではなくて要求なのです──そうするのが当然のところを、わざわざメッセージを送るなどの手続きを踏んでいるのは、これまで世界を支配していたあなたがたに敬意を表しているからです」


    　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに。


    「できれば穏便に全権を譲渡していただきたいのですが、もしあなたがたが恥知らずにも己おのれの権力に固こ執しつし引き渡さないならば──強硬手段をとります。我々は侵略した対抗兵器を操縦して、あなたがた『神々』を捕食し、強引に吸収します」


    　終末を、災さい厄やくを回避するために誕生した対抗兵器。


    　だが、それらは宇宙人に支配され、獅し子し身しん中ちゆうの虫になってしまう。


    「わたしたちは、世界中の神話に顕けん現げんしうる。すべての対抗兵器たちは、わたしたちが支配するでしょう。全世界のばらばらで混こん沌とんとしていた無駄に多い神話が、わたしたちによって統一されるのです。共通の意志をもった、世界中の神話のちからを結集したわたしたちなら、月つく読よみ日ひ留る女めという災厄にも対処できる──この世界を救えるのです」


    　素晴らしいでしょう、と微ほほ笑えむ宇宙人を見て。


    　わたしはいろんな疑問に答えを見つけられた気がした。


    　彼らは最初に情雨じようちゃんに接触し、超巨大ＵＦＯでもいちばんに手術台にのせて調べようとしていた。


    　彼女に興きよう味み津しん々しんだった──それは、情雨じようちゃんがいま世界を襲おそう災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃんの、『アラハバキ』の試作品のような立ち位置だったからだ。


    　情雨ちゃんを調べれば、日留女ちゃんへの対策もしやすくなる。


    　それに、宇宙人たちが物理的な攻撃──たとえば超科学力で爆撃とかをせず、やたらと弱かったのは、彼らに戦っている自覚がなかったからではないか。


    　彼らはわたしたちを救うために、手を差しのべていただけなのだ。


    　けれど、わたしたちが頑がん迷めいに抵抗するので、強引に誘ゆう拐かいして──。


    「一般人や動植物は、かんたんに霊力にまで還元し、吸収できます。けれどあなたたちは、おおきな霊力を──世界への影響力をもつ。納得して協力してもらうために、こうして全員に対話をして説得しているのです」


    　説得。


    　平和的に見えるけれど、でもこれは侵略だよ。


    「あなたたちは、これ以上──がんばらなくてもいい。わたしたちに任せて、甘えてくれてもいいのです。わたしたちは、そのために生まれたのですから」


    　その誘惑は、甘美だ。


    　いつだって、わたしだけじゃなく──誰だって、怠なまけたい。


    　おおいなる存在に、できるひとに任せて、楽をしていたいのだ。


    　宇宙人という存在を夢想するのは、どこかに強大な──わたしたちよりもずっと優れた超越者がいるはずだっていう妄想、願いだ。


    　万物の頂点、霊長類としての責務に堪たえかねて、その責任に押しつぶされて現実逃避を抱いた──あまねくひとびとの無自覚な祈りだ。


    　我われ々われがもし失敗しても、宇宙人がいるなら、この世界を──宇宙を、立て直してくれるかもしれない。


    　困ったことがあったら、彼らが介入し、何とかしてくれるかもしれない。


    　幼年期の子供が、親に甘えるみたいな、でもそれは責任逃のがれだ。


    　怠たい慢まんなのだ。


    　そんな、みみっちい願望が──宇宙人を生んだのだ。


    　がんばりたくないわたしには、彼らの提案が、説得が、とても魅力的に思える。


    　でも、どこかが引っかかる。


    　助けてあげるなんて、善人面づらで手を差しのべられて、ひねくれたわたしは反発を抱いだく。


    　そんな都合のいい、うまい話があるわけがない。


    　その優しさは、どこか胡う散さん臭くさい。


    　冷静に見れば、彼らがしたことは強引な侵略と支配だ。


    　わたしたちから全権を簒さん奪だつし、権力を握った、盗人のやりくちだ。


    「たしかに、あなたたちに任せたほうが──いいのかもしれない。わたしたちは、いま世界を終末に導こうとしている災さい厄やくに対して、無力なのかもしれない」


    　わたしは迷いながらも、言葉を紡つむぐ。


    「でも、あなたたちにすべてを押しつけて──そのあと、わたしたちはどうなるの？」


    「あなたがたは、純粋な霊力にまで分解されます」


    　宇宙人はすこし考えてから、答えた。


    「古来、世界とはそういうものでした。すべてが大自然にとろけて、安定する。平和だったのに、あなたたちがわがままに振る舞い、世界を荒し──乱し、混こん沌とんとさせてきたのです。心など、自我など不要。いま、必要なのはかつてあったはずの秩序なのです」


    「自我を奪い、単純な霊力にまで分解する──それって、死ぬってことじゃない？」


    「生命は消えません。心が、我思うゆえに我在りコギト・エルゴ・スムなんて傲ごう慢まんな魂のかたちが、休眠し──水面下に沈み、統一されたおおいなる意志のなかに統合されるのです。心なんて不純物は、愚かで無知な自我なんてものは、元来、この世界に不要なものです。平和な大自然にまで、世界を巻き戻すのです。そこで、我われ々われが未来永えい劫ごうつづく、永遠の安あん寧ねいを築きましょう」


    　その言葉を、かがみの声で聞きたくはなかった。


    　邪や神がみ三姉妹が教えてくれたのは、それとは逆のことだった。


    　──がんばらないって、死んでるのと同じだよ。


    　──生きてないってことだよ。


    　つるぎの言葉を思いだした。


    　そのとおりだ。


    　さも素晴らしい真理を説いているというような──宇宙人に、わたしは苛いら立だちをおぼえて。


    　親に論破されたちいさな子供が、駄々をこねるみたいに。


    　手を、前に突きだし──ごめん、かがみ、と心のなかで謝って。


    　その胸を押した。


    「………!?」


    　霊的ロボットであるかがみの胸板は、展開する。


    　扉のように開いて、その奥に秘められたごちゃごちゃとした機械や回路が露出する。


    　そこに、強いちからを感じたのだ。


    　懐かしい、前向きで勢いがよくて、失敗だらけだけど愛あい嬌きようがあって、憎めない──。


    　つるぎの、気配だ。


    「何を──」


    　驚き身み悶もだえるかがみの胸のなかに手をつっこみ、その、あったかいものを引き抜いた。


    　わたしの手に握られているのは、ひと振りの古めかしい諸もろ刃はの剣だ。


    　神剣アメノムラクモ──三種の神器のひとつ、つるぎのよりしろだ。


    　つるぎは出雲いずもに出向する前、何かがあったときのためにと、妹にこれを託していた。


    　かがみは、大事にそれを保存していたのだ。


    　狙ねらわれ、襲おそわれ封じられても、彼女は意固地にそれを守っていた。


    　これは、つるぎの妹への愛。


    　それを守り抜いた、かがみの誇りそのものだ。


    　それを、突き立ててやる。


    　真まっ直すぐに、でたらめな作法で──神剣を握りしめて。


    　えぇい目を醒さませ、とばかりに彼女の頭をぶん殴なぐった。


    「ふぐっ……!?」


    　宇宙人が驚きよう愕がくに目を見開き、その全身にノイズが走る。


    　神剣アメノムラクモはおおいなる破は邪じやのちからをもつ。


    　宇宙人による『改変』を、吹き散らすことができるはずだ。


    　これで宇宙人の操り糸を、かがみから断ち切れるかどうかは賭かけだけど──。


    「なぜ、理解できないのです。こうして暴力をふるい、傷つけあうのです。殺しあい、憎みあうのですか。わたしたちなら巧くやれるのに」


    　宇宙人の当惑しきった言葉に、わたしは答える。


    　つるぎの言葉を借りて。


    「生きてるからだよ、たぶんね」


    　わたしたちは、無秩序に、宇宙人から見ればきっと無駄ばかりの生きかたをしている。


    　泣き喚わめき、血で血を洗い、絶望しのたうちまわって。


    　でも、それが生存競争だ。


    　そうやって──わたしたちは、進化をつづけてきたのだ。


    　今さら大自然に回帰し、これまで先人たちが積み重ねてきた喜き怒ど哀あい楽らくを、神話を歴史を、無に帰することはできない。


    　すべて無駄で徒労だったなんて、切り捨てられたくないんだ。


    「たしかに、あなたたちは求められて生まれた、優秀で完かん璧ぺきな存在かもしれない。わたしたちなんて、未熟で、子供みたいなのかもしれない。でもね、わたしたちは生きてるんだ。泣いて笑って怒って、一生懸命に。それを認めずに、強引に説き伏せて思うがままにしようなんて──そんな無理解な親みたいなのは、わたしたちの部屋からでてって！」


    　すべてが集約される言葉を、わたしは全力で告げた。


    「余計な、お世話だよ！」
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    　全力をこめた一撃が、宇宙人の脳天を直撃する。


    　彼女は何か言いたげにこちらに手を伸ばし──けれど、破は邪じやのちからで干渉が途切れてしまったのか、意識を失って湯船のなかに沈む。


    　ぶくぶくと、泡をだしながら。


    　死んだように動かなくなった彼女を、わたしは怖こわ々ごわと見つめる。


    　そして、神剣の切っ先でつんつん突いてみた。


    　えっと、だいじょうぶかな……。


    　刺すのはどうかと思って殴なぐったんだけど、し、死んでないよねこれ……。


    「ごぼっ」


    　やがて、かがみが身み悶もだえし、大慌てしたように両手を暴れさせて。


    「がぼっ、ごぼぼっ!?」


    　思いっきり顔をあげ、あからさまに動転しきった表情で。


    「な、ななっ、何が──げほげほっ!?」


    　咳せきこむと、正面にわたしがいるのと、己おのれが全裸なのを同時に理解して──見る見る、耳の先まで紅潮した。


    　仰のけ反ぞり、身体からだを隠しながら後ずさると、タイル張りの壁に背中をつけて。


    「え？　あれ、何これ──鎖さ々さ美みさん……？　あれっ……？」


    「よかった、かがみ！　正気に戻ったんだね！」


    　抱きつきにいったら、顔面を真正面から蹴けられた。わぁい☆


    「うぎゃあ!?　な、何なんですかこれは──状況がわかりません、服を着なさい！　ってわたしも全裸なのですよ!?　いったいわたしを何のつもりでこんなっ、信じてたのに!?」


    「落ちついてかがみんハァハァ、さっきまで宇宙人に操られてたんだよ──いやらしいことはしてないから安心してハァハァハァハァ！」


    　顔面を蹴られたせいでぼたぼた鼻血を垂らしながら、わたしは必死に主張してみた。


    　息が荒いのは気にしないでほしい。


    　かがみは乱暴されたみたいに身を竦すくませ、涙目で震ふるえていたが。


    　やがて何もかもを察したのか、深々と溜ため息いきをついて。


    「ふにゃあ。ばくぜんと覚えてはいるのです──どうも、ご迷惑をかけたようですね」


    　こちらを、きつく睨にらみつけて。


    「科学神話の申し子、宇宙人は我われ々われの無自覚な祈りで顕けん現げんしたと聞きました。都合よく夢を叶かなえて、説得を容易にするための環境なのでしょう、これは。つまり、あなたわたしとお風ふ呂ろに入りたい願望を無自覚に……!?」


    「無自覚じゃないよ、いつだって自覚してる！　かがみんが大好きだよ！」


    「変態！　変態！　変態！」


    　全力で罵ののしられたけど、よかった──ほんとに、元のかがみに戻ってくれたみたいだ。


    　安あん堵どしながらも、鼻血がとまらないので貧血でふらふらするわたしの正面で、かがみは後ろを向いてほっそりした背中を晒さらしながら。


    「まったく、油断していたのです」


    　お風ふ呂ろに深くつかって、肌を隠しつつも。


    「不甲斐ないのです。いかに宇宙人が強力とはいえ──こうも呆あつ気けなくやられて、操られてしまうなんて。姉ねえさんがいないと、わたしは何もできませんね……」


    「そんなことないよ、おかげで貴重なかがみの入浴シーンが堪能できたし。わたし的にはむしろご馳走さまでしただよ、だから気にしないで」


    「それで慰なぐさめてるつもりなのですか」


    　ジト目でこちらを見ながらも、かがみは微ほほ笑えむ。


    　それは先ほどまでの宇宙人の無機質な表情じゃない、彼女らしい──不器用だけれど、親愛に満ちた笑顔だった。


    「でもまぁ、あなたの啖たん呵かは聞いていて清すが々すがしかったのですよ。そうです、いくら完かん璧ぺきな秩序が構築されようが、そのいちぶとして──歯車やネジみたいな部品のひとつとしてでしか生きられないなんて、つまらないですからね」


    　かつて他人の意のままのお人形だった彼女の、その言葉には実感があった。


    　宇宙人が提示した未来は、彼女にとっておぞましいものだったのだろう。


    「ともあれ、これ以上──宇宙人の好きにはさせないのです」


    　かがみは気持ちを切りかえたのか、凜り々りしい表情で。


    「連中は神器ヤタノカガミを使用されることを、警戒していたのです。敵の嫌いやがることをやるのが兵法というものです、試しに一撃喰くらわせてやるのですよ」


    　かがみが目を閉じ、再び開いたとき──その両目は、神こう々ごうしく輝いていた。


    　ずいぶん久しぶりの、これは彼女の必殺技。


    「人ヒ間トの世界よ、在るべき世界を取り戻せ」


    　世界観をリセットさせる神器ヤタノカガミの輝きが、世界を染める。


    　同時に、『改変』によって歪ゆがめられていたらしい周囲の景色がかき消えて、わたしたちは放りだされた。


    　忘れていたが、ここは二階である。


    　お風呂場ごと建物が消えれば、わたしたちは落下するしかない。


    「ひわわっ!?」


    　手を振りまわすわたしを、かがみが手を伸ばして抱きよせてくれる。


    　チッ、全裸だったのも『改変』のせいだったのか、もうお互いに服着てるけど。


    　そのまま着地。


    　わたしを勇ましくお姫さま抱っこしたまま、かがみが周囲を見回した。


    「これは──」


    　奇妙な光景が広がっている。


    　空は漆しつ黒こくの大宇宙だ。


    　遠くに、見覚えのない色の太陽らしいものが煌きらめき、世界をぼんやりと照らしている。


    　足下は硝子ガラス質の赤土で、かがみの体重で砕け、ほんのわずかに宙に浮かんだ。


    　どうも、重力が低いっぽい。


    　遠くに、エメラルド色をした見たことない造形の建物が並んでいる。


    　煌びやかで装飾が細やかな、お城みたいなものがいっぱい──空想で描かれた、おとぎばなしの町みたいだ。


    　エメラルドの都──『オズの魔法使い』か。


    　そういえばあの話は宇宙人に誘ゆう拐かいされた少女の物語、っていう説もあるみたい。何でも宇宙人のせいにするなぁ。


    　ともあれ、推測してみる。


    　わたしは超巨大ＵＦＯで運ばれ、宇宙空間を移動し、どこかに到着したあたりで意識を失っていた。


    　そこから先ほどのお風ふ呂ろシーンに飛ばされ、かがみがその『改変』を打ち破ってくれた、という流れだとすると。


    　ここは、超巨大ＵＦＯの着陸したどこか。


    　宇宙人の、母星とかだろうか。


    「世界観が強固で広すぎて、ヤタノカガミのいまの出力では完全にリセットはできなったようなのです。薄皮一枚剝はいだだけ、というか──」


    　先ほどのヤタノカガミでは、お風呂場の『改変』を消し去るのが限界だったみたいだ。


    　わたしは地面におろしてもらい、とりあえず呼吸はできるようだったので安心する。


    　身体からだがふわふわしていて、バランスがとりづらい。


    　服の皺しわを「ぱっぱ」と払って、かがみはカメラアイで周りを精査している。


    　彼女の服装はいつもどおり、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服に戻っている──あの『白鳥の湖』の黒鳥みたいなエッチな服はもう着てない、残念……。


    　ふと気づいて、わたしに視線を向けると。


    「あれ、鎖さ々さ美みさん──あなた珍しい感じの服装をしてますね。それに、サイズがあっていないのですよ、動きにくくはないのですか」


    「あ、これ？」


    　どうも服は元に戻っている、つまり玉たま藻もの前まえさんに貸してもらったやつ──。


    「いろいろあって、情雨じようちゃんの服を着せてもらったんだ」


    「…………」


    　あれ、かがみが凶悪な目つきでわたしを見てるよ。


    　ぞくぞくしちゃう。


    「まぁいいです、どうせまたお馬鹿な出来事でもあったのでしょう」


    　溜ため息いきをつき、かがみが身構えて。


    「それよりも、警戒しなさい──ろくでもないことになりそうですよ」


    　その視線の先。


    　エメラルド色の建物たちが、おおきく上下に震しん撼かんする。


    　わたしの足下まで、断続的な地響きが伝わってくる。


    　足音みたいだ、何か──巨大なものの。


    　全身に本能的な恐怖をおぼえて、わたしは顔をあげる。


    「何あれ、ウルトラマン……？」


    　そこには建物を邪魔そうに押しのけながら、ゆっくりと歩み寄ってくる──。


    　巨大な、人間らしきものがいた。
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    　遠近感がおかしくなりそうな、圧倒的巨人である。


    　あの超巨大ＵＦＯを片手で摑つかめそうな、馬鹿げた巨人だ。


    　エメラルドの都の建物もかなりおおきいだろうに、それを踏みつぶせそうだ。


    　見た目は、手足や頭部などの輪郭は人間そっくりな造形だ。


    　全身にラバースーツをまとったようにつるりとしていて、全裸の女性みたいだった。


    　肌は黄金色で眩まぶしいほどに発光しており、細部がよく見えない。


    　神こう々ごうしい、といっていい。


    　身体からだのあちこちに超巨大ＵＦＯが変形したような装甲をまとっていて、それで肩や腰回り、局部のあたりを隠している。


    　頭部に巨大な独眼があり、ひときわ煌きらめいている。


    　不気味なのは、その身体の装甲のあちこちに透明な箱状のものがついていて、そこに棺かん桶おけに納まったみたいに人間が収納されていることだ。


    　鈴なりに、数えきれないほどたくさん。


    　見ているうちにも透明な棺桶は惑星のあちこちから飛来し、巨人に付着し、接続される。


    　小型のＵＦＯなりが運んできて、巨人に捧げているのだ。


    　回収され、ここまで誘ゆう拐かいされてきた霊能力者たちなのだろう。


    　おそらく先ほどわたしがお風ふ呂ろ場で受けたような『説得』を、それぞれが望む環境で受けていたのだ。


    　宇宙人の言い分に納得して受けいれれば、吸収され、あの大巨人に取りこまれる──ってところか。


    　自我をもち、この世界観でも己おのれを保っている彼ら霊能力者は無理やり吸収せずに、平和的に、交渉して納得させ取りこむ。


    　宇宙人が敵や悪党ではなく、人類の守護者、救世主を名乗ったために取らざるを得ない、まどろっこしい段階を踏む、その手続き。


    　わたしは運良く脱出できたから、棺かん桶おけに納められずに自由の身の上になれたみたい。


    　でも、大巨人はそれに気づき、こちらに狙ねらいをつけて歩み寄ってくる。


    「ど、どうしよう──」


    　抵抗するのも馬鹿馬鹿しいような強大な霊力が、大巨人からは迸ほとばしっている。


    　戦うなんてありえない、でも逃げ場もない。


    　ここは宇宙のなかにある外惑星なのだ──もちろん、そう見せかけているだけで元のわたしたちの町なのかもしれないけど。


    　絶望しそうになったが、そのとき。


    「ホッホ！　ホホッホ！」


    　聞き覚えのある、気が抜ける声が響いた。


    　驚いて「ひゃっ」と首を竦すくめたわたしの元へ、全速力で相変わらず原始人ルックのお兄ちゃんが駆けてくる。


    　片手には、玉たま藻もの前まえさんの変へん化げしたクリスタルの杖つえも構え、ぶんぶん左右に振っていた。


    　お兄ちゃん、それに、玉藻前さん──無事だったんだ。


    　猛烈に接近してきて「サ～サミサン！」と水泳の飛びこみみたいな姿勢で跳びついてきたお兄ちゃんを華麗に避よけて、地面にべしゃりと倒れる恥ずかしい身内を眺める。


    　かがみが横で、ぎょっとして。


    「先生!?　ど、どうしたのですか──何かいつもより、やや変ですが……!?」


    「ホッホ！　ホホッホ！　ホヒホ！」


    「ほ、ほひほ？　なのですか？」


    　謎の言語で声をかけられ、つられて妙な挨あい拶さつをしてしまう可愛かわいいかがみだったが、それはともかく──。


    「ご無事ですか、鎖さ々さ美みさん!?　『炎帝カグツチ』も、正気に戻りましたのねっ？」


    　クリスタルの杖がびかびかと輝き、玉藻前さんの声がかがみの別名を呼んだ。


    「あたくし、例によって『改変』の影響を受けづらい月つく読よみ神かみ臣おみのなかに逃げこんだんですの──でも鎖々美さんたちの姿はかき消えてしまって、……心配しましたのよ？」


    「あたしも、ママといっしょにいるわよ」


    　クリスタルの杖つえから、今度は情雨じようちゃんの声がした。


    「ママの尻しつ尾ぽに隠してもらって、いっしょに月つく読よみ神かみ臣おみのなかに避難したの。この杖を外とのよすがにしてね、彼の内側の奥深くまで潜っちゃうと二度とでられなくなっちゃうし」


    　あぁ、ほっとした──情雨ちゃんも『改変』を逃のがれてたんだ。


    　宇宙船のなかで、苦労して助けたのが無駄にならなくてよかったよ。


    　玉たま藻もの前まえさんがわたしに貸してくれた制服が入ってた、その尻尾のなかの収納スペースのなかに、情雨ちゃんは保護されてたみたい。


    　容量でかいな、人間ひとり入るのか。


    　家に帰ったら物置にさせてもらおうかな……。


    　などと、関係ないことを考えている、どうもわたしは動転している。


    「でも、いったい何なの？　あのデカいの、えらく強大な霊力を感じるけど？」


    　情雨ちゃんが言いながら「あんたも大概しぶといわね、ぎょ～ちゃん」とまだ耳慣れぬ愛称でかがみを呼ぶ。


    　かがみは居心地が悪そうに、もじもじしてから。


    「ええ、あなたもね。……しかし、どうもあの巨人から覚えのある霊力を感じるのです」


    　彼女の瞳ひとみが切り替わる。


    　たしか、ＳＷＰササミ・ウオツチ・プロジエクトのときに透視能力もあると言っていた。


    　それを使って、巨人の内部を精査したのか──「やっぱり」とつぶやくと。


    「あの巨人の胸のあたりに、ヤサカニノマガタマがあります。うちの妹、たまの本体ですね。どうも、たまは勾まが玉たまの状態であそこに囚とらわれているようなのです──というか、たまが核になってあの巨人が形成されているようです」


    「え？　って、どういうこと？」


    「いろんなものを埋めこむのは、宇宙人の専売特許だけどね」


    　疑問の声をあげるわたしに、やっぱり今回は解説役の情雨ちゃんがぼやくと。


    「やたら宇宙人ネタが多すぎるわよね。たぶん、クトゥルー神話のときと同じよ。形状がまだ定まらないあやふやな神話に、介入し、その骨格のみを利用して何かを企たくらんでいるものがいるのよ。その神話の骨格に沿ったことしかできないから、どうしてもその内容に縛られるみたい──宇宙人っぽいものを活用してしか、そいつ──真犯人は行動ができないのね」


    　クトゥルー神話のときと同じ、という言葉を聞いて、わたしは察する。


    　またも、たまは『現代のトロイア戦争』のとき『最終兵器木馬』の核にされたみたいに、あのクトゥルー神話の世界観で『邪神』のいちぶにされたみたいに、『神々』を取りこむ『次世代神』の性質を兵器に転用され、利用されているのだろう。


    　それが、あの大巨人。


    　あれが今回のボス──『最終兵器木馬』であり、『邪神』なのだ。


    　わたしたちは情報交換を素早く終えて、推測を重ねる。


    　かがみが思案し、忌いま忌ましそうに。


    「たまはクトゥルー神話のときに、悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領に利用されていました。そのときに身体からだを弄いじくられ、プログラムを刻まれていたのかもしれません。今回の事件を起こす下地＝下準備を仕込まれていた──」


    　歯は嚙がみして。


    「『次世代神』は他の『神々』を取りこむ。災さい厄やくと化した月つく読よみ日ひ留る女めや、対抗兵器たちとて例外ではありません。おそらく、首領は全世界の『次世代神』にあらかじめ接触し、プログラムを仕込んで曖あい昧まいだった宇宙人という新しい神話の骨組みにあわせて融合させ、今回のこの事件を起こさせたのでしょう」


    　宇宙人──科学神話は、世界中の神話のなかにいる『次世代神』を下敷きにしてつくられた、あの首領の兵器だったのか。


    　だとしたら、最悪だ。


    「世界中で対抗兵器は創造されたのですよね。そしてすべての国で、宇宙人は顕けん現げんしうる。『次世代神』もすべての神話に存在する。この、わたしたちの目の前で起きている出来事が全世界で同時に行われている──」


    『次世代神』を宇宙人と合一させ、あらゆる『神々』を捕食し、対抗兵器を支配する。


    　それが首領の意志によって行われているとしたら、対抗兵器は首領の悪意に汚染され、敵の手に落ちたも同然だ。


    　宇宙人は、そのために首領がかたちづくった──いわば、彼の攻撃だったのだろう。


    　おそらく、首領は災厄と化した日留女ちゃんへの切り札として、全世界の神話が対抗兵器を創造するところまで読んでいたのだ。


    　あの底知れぬ悪党が、誰でも思いつくそんな対策を想定していないわけがない。


    　そして対抗兵器が目もく論ろみどおり創造されたら、それを侵略し支配し、己おのれの手て駒ごまとする。


    　敵の最大の武器を奪い、己のちからにする──それが首領の作戦だったのだ。


    　対抗兵器たちは、日留女ちゃんへの切り札として創造されたのに。


    　その恐るべきちからが丸ごと、敵のものになり──世界を破滅に導く武器として悪用されてしまうのだ。


    　何て皮肉で、意地悪なやりくちだろう。


    　だからこそ、首領の──あの悪意の権ごん化げらしい、策だともいえた。


    　この様子では、宇宙人たちの語っていた世界を救う云うん々ぬんの綺き麗れい事ごとも噓うそくさい。


    　彼らは首領の悪意によってかたちづくられた。


    　聞こえのいい言葉でみんなを騙だまし、取りこんで、結局は悪事に用いるのだ。


    　彼らの説得に耳を貸さなくてよかった。


    　でも、運良く悪意に絡めとられる前に逃げられたとはいえ──状況は、極めてまずい。


    　莫大なちからを得た悪意ある科学神話は、正面からただ攻めるだけでわたしたちを踏みつぶせるだろう。


    「まだ諦あきらめるには早いわよ、鎖さ々さ美みさん」


    　知らず俯うつむいていたわたしに、情雨じようちゃんが力強く言った。


    　彼女は父親である首領の悪意をはねのけ、反旗を翻ひるがえした。


    　そのときから、彼女には逃げ場なんてない。


    　抗あらがい、戦って、生きのびるしかないのだ。


    「まだ、あたしたちがいるわ──すべてが終わったわけじゃない、絶望なんてしないわ」


    　勇気を振りしぼって言ってくれたけど。


    　でも、わたしたちに何ができるだろうか。


    　敵はあらゆる霊力を取りこみ、ちからを得た大巨人だ。


    　単純に、霊力の桁けたがちがいすぎる。


    　それに『次世代神』の能力を発揮しているというなら、近づくだけで取りこまれてしまう可能性が高い。


    　逃げ惑うしかないのではないか。


    「悔しいけど──あんたに任せるしかなさそうね、鎖々美さん」


    　え？　わたし？


    「受けとりなさい」


    　情雨ちゃんの声とともに、クリスタルの杖つえが輝きを放ち──何かが転がり落ちてくる。


    　慌あわてて地面に落ちる前にキャッチして、わたしはそれを眺めた。


    　それは見覚えのある、漆しつ黒こくの位い牌はいだ。


    　情雨ちゃんが、わたしと同じようにヴィシュヌさまから移譲された、権現アバター──護法少女に変身するための触媒である。わたしの、ピンク色の位牌もある。


    「あたしの『徳』をありったけ、そこに保存してある。ママも、宇宙船で暴れすぎて枯こ渇かつしかけてるけど、限界まで霊力を注いでくれたわ。これと、あんたの『徳』をあわせれば、それなりの出力にはなるはずよ」


    　たしかに、位牌からはおおきなちからを感じるけれど。


    　やはり大巨人に比べれば、勝負にならないほどの量だ。


    　霊力の比べっこでは相手が悪すぎるし、だから近づくだけで食べられちゃうかも──そうでなくても、敵の攻撃をいちど喰くらえば終わりだ。


    　霊体が粉々にされ、あらためて吸収される。


    　護法少女に変身して戦っても、分が悪すぎる。


    「ちっぽけな針でも、そこに全力をこめて相手の弱点を突けば、倒せるわ。そういう作戦よ、特攻よ」


    「いやそんな──仮にそれでどうにかなるにしても、何でわたしなの？　じょ、情雨じようちゃんがやってよ！　喧けん嘩かなら、情雨ちゃんのほうが得意でしょ!?」


    　心からそう言ったのだが、情雨ちゃんは悔しそうに。


    「あたしだって、できるなら自分でパパの悪意を吹っ飛ばして何もかも解決したいわ、それがあたしの役目だと思うし──でもね、あたしやママ、それに『アラハバキ』の霊的ロボットのぎょ～ちゃんは、パパの悪意あるプログラムが仕込まれてる可能性を、どうしても否定できないのよ」


    　そうだった。


    　大巨人と化したたまだって、クトゥルー神話の事件で操られるしかなかった弥み火かちゃんだって、首領に刻まれたプログラムに逆らえずにその悪意に利用されるしかなかった。


    　今回の事件を、陰謀を首領がいつから企くわだてていたのかはわからないが──相手はあの底知れぬ極悪人だ、そこまで想定内ではないかという疑いは消えない。


    　だから、わたしなのだろう──いちばん、首領の悪意に汚染されていない、わたし。


    　首領に関わりがあったのは日ひ留る女めちゃんだけで、あのとき彼女に立場を奪われていたわたしは、首領の息がかかっていない。


    　わたしの本来の肉はヴィシュヌさまによって、日留女ちゃんに譲渡されている。


    　今のわたしは、ヴィシュヌさまがその代わりにくれた、権現アバターそのものといっていい。


    　たぶん首領すら、わたしみたいなちっぽけな存在なんて考慮にいれてなかったはずだ。


    　そこに、首領の隙すきがあるのかもしれない。


    　何もできない、無力なわたしだったからこそ──。


    「覚悟を決めなさい。あんたにしか、できないのよ」


    　情雨ちゃんが、心をこめて告げてくれる。


    「それに、あたしは知ってるわ──あんたは、やればできるんだから」


    　わたしは位い牌はいを握りしめ、怯おびえる。


    　でも、同時に思いだしていた。


    　お母さんの言葉。


    　これまで甘やかされ、主人公のように都合よく世界が応援してくれた。


    　でも、主人公だったら──その責任を果たさなくてはいけない。


    　これまで得てきた果報のぶん、せめて──がんばらなくちゃいけないのだ。


    　わたしは大巨人を見据える。


    　宇宙人。


    　科学神話。


    　あやふやな、世界中のひとたちの祈りを、星に願いを捧げるようなかすかな願望が寄り集まって形成された、都合のいい救世主。


    　でも、それはすでに悪意に染めあげられてしまった。


    　打ち破らなくてはいけない。


    　己おのれの甘えを、振りきるようにして。


    　戦わなくちゃいけないのだろう。


    「わかった」


    　わたしは自分の位い牌はいも取りだし、情雨じようちゃんのとふたつ片手ずつに握りしめて、震ふるえながら頷うなずいた。


    　まだ怖い──正直、逃げだしたいけど。


    「やってみる」


    　ここで蹲うずくまってしまったら、それは死んでるのと同じだ。


    「よく言ったわ」


    　情雨ちゃんは、どこか満足そうに。


    「それでこそ、あたしの鎖さ々さ美みさんよ♪」


    「ちょっと蝦え怒ど川がわさん、『あたしの』ってどういうことなのですか──」


    　かがみが怖い声をあげて、情雨ちゃんと他愛たわいない口喧げん嘩かを始めてしまった。


    　えぇい、みんなのちからを一点集中しなきゃいけない場面なのに。


    　でもまぁ、これが──わたしたちだ。


    　個性がばらばらで、ぶつかってばかりで、だから傷つくこともあるけど。


    　幸せなんだ。


    　完かん璧ぺきな秩序なんてつまらない。


    



    　それが、わたしたちの答えだ。
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    「成じよう仏ぶつ！」


    　わたしは気合をこめて、己の位牌を心臓に押し当てるようにして宣言した。


    　虹色の光が身体からだを取り巻き、昇天するような心地よさが全身に満ちる。


    　さらに──。


    「有頂天!!」


    　情雨ちゃんから譲り受けた『ダイダラボッチ』と刻まれた位牌を、天高く掲げ、両腕をクロスするようにして叫んだ。


    　ちなみに有頂天とは一般的な慣用句でもあるけど、仏教の言葉で──『神々』や聖なる存在が住まわるという天上界の最も高みにあたる。


    『成じよう仏ぶつ』し聖人となったわたしが、さらに天上界の頂点に至る。


    　そんな意味をこめて叫んだのだけど、半分はただのノリである。


    　渦巻いた情雨じようちゃんの『徳』がわたしの霊力と絡まりあい、全身の気脈を駆けめぐる。


    　初めての位い牌はいふたつ同時使用だが、それに加えて……。


    「鎖さ々さ美みさん、これもお使いくださいまし！」


    　お兄ちゃんの持つ杖つえの先、クリスタルの玉たま藻もの前まえさんが呼びかけてくる。


    　と同時に、これまた九きゆう尾びの尻しつ尾ぽに収納されていたのだろう──彼女のあぶらあげのような毛皮と同色の装甲版が射出され、合体ロボットのようにわたしの身体からだに接続されていく。


    「けけけ！　あたくしがこっそり製作していた『殺せつ生しよう石せきゴーレム三号機』ですのよ！　あたくしが溜ためこんだ霊力の結晶ですわ──今回はこれまでと趣向を変えて、全身に装着するタイプにしてみましたの！」


    　言葉どおりにわたしの身体をぴったりと装甲板がジグソーパズルのように繫つながりながら覆おおっていき、わたしは全身鎧よろいのような状態になる。


    　ロボットっていうより、パワードスーツ、というかこれは──。


    「へ、変身ヒーローみたいなんだけど」


    　今回は魔法少女というより仮面ライダーのようであった。


    　あるいは宇宙刑事か。


    　身体中に瞬しゆん着ちやくされていく装甲、その内部でわたしの身体が権現アバターと化していく。


    　すべてのちからを結集し、わたしはこの世に舞い降りた聖人として覚かく醒せいする。


    「ふにゃあ」


    　何だか呆あきれたようにそれを見ていたかがみが、くちびるを尖とがらせて。


    「あなたたちにばかり、いい格好はさせないのです」


    　神剣アメノムラクモをこちらに投げ、同時に己おのれの身体を内側に折りたたんでいく。


    　変形ロボットのように。


    　一瞬のうちに彼女はきれいな装飾の施ほどこされた神鏡へと変化し、こちらに向かって飛ぶ。


    　それらが、全身装甲のわたしの両手に接続された。


    　右手にアメノムラクモ。


    　左手に──これは、かがみの本質、神器ヤタノカガミなのだろう。


    　三種の神器のふたつを装備し、わたしは完成する。


    「主人公──正義の味方が武器もないのでは格好がつかないでしょう」


    　かがみが珍しく、茶目っ気のあることを言ってくる。


    「右手のアメノムラクモは破は邪じやの剣──敵の干渉を防ぎ、相手の身体を切り裂いて進路をつくります。敵の中心が見えたら、左手のヤタノカガミで『改変』をリセットし、とどめをさすのです。敵の核をそうして無力化すれば、あの巨体も、あれが中心となっているらしいこの異常な世界観も正常に戻るでしょう」


    「でも、あの巨人の核って、たまのことでしょ？　消しちゃうわけにはいかないよ」


    「威力は調節しますよ。というか、わたしの『神格』はたまには及びませんから、全力でやってぎりぎり届くかどうかといったところです。科学神話の干渉を消して正気に戻すなり、その程度のことができれば最善というところなのです」


    　それに、とかがみは言い添える。


    「宇宙人の神話は『次世代神』と融合することで手のつけられない怪物となってしまった。たまは、ひたむきに宇宙人を求めてましたからね。どこかにいるかもしれない、あやふやで──おおいなる存在を、望んで、頼ってしまったのです。そんな甘えた根性を、ぶん殴なぐってやるのですよ」


    　過激だなあ、邪や神がみさんちは。


    　でもま、おゆるしもでたし──かがみに代わって、お仕置きだよ。


    　などと準備を終えているうちに、大巨人は大おお股またでこちらに近づいてきている。


    　すでに危険な距離だ。


    　わたしは「みんなは隠れてて！」と呼びかけ、臨戦態勢になる。


    　お兄ちゃんは本能的にわたしの命令は聞くのか、どたばたと慌あわてて去っていく。


    　お兄ちゃん、隠れるのは得意みたいだし──その杖つえに宿った玉たま藻もの前まえさんと情雨じようちゃんごと、うまいこと避難してくれるだろう。


    　そう判断し、大地を蹴ける。


    　砂さ塵じんが舞いあがり、あまりにも頼りない重力のなか──自分の推進力に吹っ飛ばされそうになりながら直進する。


    　慌ててバランスをとり、凶悪な速度で疾走。


    　音の壁を突っ切り、異星の奇妙な大気を貫通し弾き飛ばしながらダッシュ。


    　おそろしく身体からだがよく動く。


    　これなら、勝負ぐらいにはなるかも。


    　走るたびに虹色の霊力が噴出し、わたしの身体をさらに加速させていく。


    　大巨人が砲弾のように迫るわたしに気づいて、その高層ビルほどもある指先をこちらに向けてくる。


    　その先端が展開し、小型ＵＦＯがうじゃうじゃと出撃してきた。


    　相手にしてられない。わたしは右みぎ肘ひじのあたりに収納されていた円刃チヤクラムを射出。


    　情雨ちゃんの武器だ。


    　自動的に敵を捕捉し、撃ち抜いていく。


    　さらにお腹なかに手を添えると、その内部から小型の金剛杵ヴアジユラが四基もせりあがってきて、そこからヴァジュラ砲が放たれる。


    　花火のように破裂し、散さん華げして、ＵＦＯたちが墜落していく。


    　今のわたしは全身が武器庫だ──雑ざ魚こには止められない。


    　でもまぁ、無駄に『徳』を消費することもない、短期決戦が肝要だ。


    　猛烈に駆け寄り、大巨人との距離を縮めていく。


    　真まっ直すぐに、最短距離で。


    　大巨人はこうるさい蠅はえでも見るようにこちらを直視し、おおきく野球の投手のような動きで何かを投げる仕草をした。


    　同時に、周囲の空気が『改変』され、巨大な隕いん石せきが大量に落ちてくる。


    　隕石か。


    　宇宙人ネタの定番だよね。


    「任せてください！」


    　左手のかがみが宣言し、同時に右手がひとりでに動いた。


    　神剣アメノムラクモがおおきく横よこ薙なぎに振るわれて、その破は邪じやのちからが迫る隕石を煙みたいにかき消してくれる。


    　かがみは姿を変えただけで、ある程度は自由に動けるらしい。


    　アメノムラクモも彼女の制御下にある。


    　防御は任せてもよさそうだ──。


    　そう判断し、跳躍。


    　地面に巨大なクレーターを抉えぐりながらも、わたしは大巨人に肉薄した。


    　敵はおおきく腕をふるって撃ち落とそうとしてきたが、サイズがちがいすぎる──ちいさなこちらを捕捉できずに、空振りで終わった。


    　だが何度もその迎撃は繰りかえされる。


    　暴力的な質量は、掠かすっただけで大惨事だ。


    　衝撃にわたしの装甲板に激しく亀裂が走り、肉体にもダメージが浸しん透とうする。


    　喉に鉄てつ錆さびの味がした。


    　内臓が損傷し、食道から血がのぼってきたのだ。


    「だ、だいじょうぶですか、鎖さ々さ美みさん!?」


    「うんっ、へいき──」


    　気遣うかがみに応え、せりあがってきたものを呑のみこむ。


    　そのままわたしは大巨人に着地し、垂直にその身体からだを駆けあがる。


    『神々』を捕食する傲ごう慢まんなちからがわたしを取り巻き、呑みこもうとしてくるが──右手のアメノムラクモがひとりでに動き、悪意ある力場を消し去っていく。


    　一足ごとにおおきく跳ねて──わたしは大巨人の核、胸元に到着する。


    　横向きに立ったまま、右手の神剣を突きいれた。


    　ひとつの町ほどのおおきさの大巨人にはさして痛手でもなかろうに、敵はおおげさに仰のけ反ぞって嫌いやがる。


    　その胸を掘り進んでいく。


    　やたらめったら神剣を振るって。


    　夢中で──おおくのひとに支えられ、わたしは前へ前へ。


    「ねぇ、たま」


    　呼びかける。


    　かがみは、たまの甘えた気持ちが宇宙人を呼び寄せる一因になったと言ってた。


    　そのぜんぶを否定なんてしない。


    　でも、たまがほんとうに願っていたのは──お友達との再会だ。


    　どんなものとでも、愛を、友情を育はぐくめる優しい子。


    　でもね、たま──すべてを取りこみ、ひとつに融合なんてしちゃったら、お友達になることもできないんだ。


    　独りぼっちになっちゃうんだよ。


    　宇宙人は、あなたのほんとの願いを叶かなえられない。


    　だから──。


    「たまも、一緒に戦おうよ」


    　敵の体内を泳ぐ。虹色の霊力を翼のように広げ、推進力を得て驀ばく進しんする。


    　敵の内部だ、[image: ]あふれる霊力は膨大で、装甲板が歪ゆがみ悲鳴をあげる。


    　こちらを捕食しようと、貪どん欲よくに肉にく襞ひだとなってわたしに絡みついてくる。


    　それを振りきりながら。


    「たしかに、わたしたちは弱くて──迫っている世界の危機とかそういうのに抵抗できないかもしれない。だから見かねて、宇宙人たちが手を挙げたのかもしれない」


    　うまく喋しやべれない、自分がもどかしいけれど。


    「そうやって甘えて、救いをただ与えられてるうちは、成長できない。生きてないってことだよ──自分でやらなくちゃ、何も意味がないんだ！」


    　そのまま進んで、やがて辿たどりついた大巨人の胸きよう郭かく──その最深部。


    　そこには、たまの本質だろう巨大な勾まが玉たまをそっとかき抱いだいた、るるなちゃんがいた。


    　宇宙人は『次世代神』と融合し──対抗兵器を汚染し、侵略し支配するみたいだし。


    　彼女は取りこまれ、この大巨人の核としてたまといっしょに利用されようとしていた。


    　ごめんね、るるなちゃん──迎えにくるのが遅くなって。


    　ちゃんと、守ってあげられなくて。


    　こんなお姉ねえちゃんじゃあ、愛想を尽かされても当然だけど──わたし、がんばるから。


    　がんばってがんばって、少しずつでも成長して、あなたを襲おそうだろう過酷な運命から守りぬいてみせるから。


    　左手のヤタノカガミを突きだして、全身の霊力をこめる。


    『改変』のリセットが始まる。


    　周囲が崩壊していく。


    　大巨人は最後の抵抗のように身み悶もだえし、聞くに堪たえないおぞましい悲鳴をあげる。


    　土砂崩れのようにこちらに迫ってくる肉にく襞ひだのなか、わたしは一瞬──るるなちゃんが目を開いたのを見た。


    　否いな、それは……。


    「うむ」


    　厳しくて、捉えどころがなくて。


    　でも、優しくて──わたしの、大好きなお母さんの声だ。


    「それでよい」


    　お母さんが微ほほ笑えんで、同時にわたしの右手の神器が莫大な輝きを放つ。


    　さぁ、終わりにしよう。


    　怠けて、さぼってばかりだった、わたしの幼年期を。


    　もう二度と会えないのかもしれない、世界のために己おのれのすべてを擲なげうったお母さんに──せめて、心配をかけないように。


    　わたしは、やり遂げる。


    　今度こそ、逃げず甘えず──最後まで、がんばってみせる。


    　勾まが玉たまと、そこに寄り添うわたしの家族に辿たどりつき、抱きしめる。


    　わたしは中和されていく完かん璧ぺきな秩序そのものの科学神話のなか、あったかいお母さんが遠い昔みたいに、そっと頭を撫なでてくれるのを感じていた。


    



    　さよなら。

  


  [image: ]



  
     第十話／おおきな一歩


    



    　これも、あとから聞いた話である。


    　すべてが一段落したあと。


    　宇宙人だらけだった『異界』から無事──外にでた希のぞ美みちゃんは、再びお隣の佐さ藤とうくんちに向かっていた。


    　今回は呼びだされたわけじゃない、自分からすすんで行ったのだ。


    　インターフォンを押してもじもじと待っていたら、いつでも煙草たばこをくわえている佐藤くんのお母さんが、意外そうな顔で「？」と小首を傾かしげて。


    「あれ、希美ちゃん？　どうしたの、うちの馬鹿息子に用事？」


    「あの、学校のプリントとか届けにきたんです」


    　何だかくたびれたような様子で、くわえた煙草も真ん中あたりからしおれているお母さんに、希美ちゃんは表向きの来訪の理由を述べた。


    　彼女は学校の委員長なんかを任されてしまったらしく、不登校をつづけている佐藤くんにいろいろ届けにきた、という名目である。


    　でも、希美ちゃんには他に目的があるみたいだった。


    「そりゃどうも、ご苦労さん──ごめんね、うちのがいろいろ迷惑かけて」


    「お邪魔します」


    　申し訳なさそうなお母さんに断って、希美ちゃんはきれいに靴くつを揃そろえて脱ぐと、玄関を靴下で踏みしめていく。


    　勢いよく、戦場で行進する兵士みたいに。


    　何だか怖い顔もしているし、お母さんは怯ひるんだように後ずさって。


    「うちのは相変わらずだから、何か変なこと言うかもしんないけど──聞き流してあげてね。まったく、何だってあんなふうになっちゃったんだか……」


    　ぼやき声には答えずお母さんを置き去りにして、希美ちゃんは階段をのぼっていく。


    　近づくにつれて、忌いまわしい重低音がお腹なかの底まで響いてくる。


    　いまだ佐藤くんは怪しげな儀式っぽいものをしているのだろう、謎の香料まで焚たかれているらしく、廊下は薄もやがかかっていて異臭がする。


    　何だか、より酷ひどくなっている気がする。


    　希美ちゃんは、むかむかして──可愛かわいらしい口元を、きゅっと結んだ。


    　今回の宇宙人の事件は、すべての人々の無意識の願いを原因にして発生した。


    　誰も悪くなかった。


    　今よりもっと良い生活を、些さ細さいな幸せを無意識に願っていたひとたち。


    　彼らのちょっとした望みが、祈りが積み重なって、宇宙人をかたちづくった。


    　それを悪意あるものに利用され、世界はおおきく破滅へと傾いた──。


    　希のぞ美みちゃんは、そんな世界の趨すう勢せいについてすべてを理解しているわけではなかった。


    　びみょうな霊能力しか持たない自分に、だいそれたことができるとも思っていなかった。


    　だけど、希美ちゃんは真ま面じ目めで強い子だった。


    　前向きに、自分にできることをひとつずつ、片付けるつもりなのだった。


    「佐さ藤とう！　いるんでしょ、あんたいいかげんにしなさいよ──おりゃあっ！」


    　鍵かぎがかかってなかった扉を、豪快に開いた。


    　と同時に、全身を銀タイツで覆おおった佐藤くんがぎょっとしてこちらを見る。


    　室内は相変わらず、宇宙人関連書籍や壁に幾き何か学がく模様の落書き、燃えあがる紫色のキャンドルに発泡スチロールの頭ず蓋がい骨こつとか──おぞましくも、馬鹿げた光景が広がっている。


    　佐藤くんはえへらえへらと気が抜けた笑顔を浮かべて、希美ちゃんに擦すり寄ってくる。


    「宇宙人様！　パラポロ！　ピレパレ！」


    　そして錯さく乱らんしたようなことを喚わめきたてるのだ。


    　だが、希美ちゃんは怯ひるまない──こんな程度で驚かない、もっとろくでもなくも荒こう唐とう無む稽けいな大冒険を乗りこえてきたばかりなのだ。


    　小学生が、戯たわむれに集めた珍奇なグッズなど怖がったりしない、幼なじみがちょっと変な言動をしただけなのに。


    　笑わせる。


    　希美ちゃんは推測し、理解していた。


    　こんなものはぜんぶ──まやかしだ。


    　張りぼてで、くだらない偽物だ。


    　あの宇宙人だらけの世界観では、霊能力のあるものしか肉体と自我を保って存在していられなかった。


    　でも、希美ちゃんが目覚めたとき、周りには誰もいなかった。


    　佐藤くんも、どこにもいなかった。


    　分解され、世界観にとろけていたのだろう。


    　つまり、彼に霊能力はない。


    　わたしも協力して、『月つく読よみ神社』に道具を借りてまでこっそり測定させてもらったから──それは事実である。


    　馬鹿馬鹿しい。


    　彼は、呆あきれるほどにふつうの人間だ。


    　それでいいのだ、何も好きこのんで常じよう軌きを逸いつすることはないのだ──霊能力などない、神様なんかとは関係ない、彼もよくいるほんのちいさな願いを抱かかえてただ生きているだけの、平凡で、幸せな人々のひとりだったんだ。


    　希のぞ美みちゃんが最初に想像していたとおりなのだろう、きっと。


    　たぶん佐さ藤とうくんは希美ちゃんと同じように両親とうまくいかなかったとか、友達と喧けん嘩かしちゃったとか、テストで悪い点をとったとか、そんな程度の悩みからおかしくなった。


    　思春期には、よくあることだ。


    　もちろん、当人にとってはどれだけくだらない悩みでも集まれば絶望そのものだ。堪たえられなくなって、気弱なこの幼なじみは奇行を始めてしまったのだろう。


    　だが、甘えんなと希美ちゃんは思う。


    　女の子は男の子よりもずっと早く成長する。


    　彼のその何てことない若さゆえの過ちには、失笑しかできない。


    　でも、同時に共感もある。


    　自分だって、両親との不和に打ちひしがれ、たまに手を差しのべてもらえなければきっと──拗すねて、だんだんと、心を病んでいっただろう。


    　たまに助けてもらった自分が、今度は幼なじみの彼をすこしでも楽にしてあげる。


    　星に願いをかける必要なんてない。


    　遠い惑星にいるのかいないのかもわからぬ宇宙人に期待をかけなくても。


    　この地球に、すぐそばに──いっぱい、優しいひとはいるのだから。


    　世界は、まだ破滅してはいないのだから。


    「佐藤──」


    「はい！　何でしょうか宇宙人様！　あ、間違った──ピロポロピレポロ！」


    　ぶった。


    　全力で、拳がめりこむぐらいの勢いで殴なぐったのだ。


    　もんどりうって倒れ、佐藤くんはそのへんのがらくたを巻きこみながら転がり、壁に頭をぶつけて「な？　え？」と目を白黒させている。


    　希美ちゃんは清せい々せいして、腰に手を当て、独り言のように。


    「ねぇ佐藤、あたしは物語に登場するヒロインみたいにあんたを都合よく慰なぐさめてあげない──幼なじみだからって、世話を焼いてあげない。あんたがそんなふうに、目の前の問題からただ逃げて、おかしくなったふりをして他人の同情を誘おうとするのは勝手だけど、そんな甘えん坊の相手はしてらんない」


    　お説教ですらなく、ただ素直に気持ちを吐きだした。


    「世界中のひと全員が、同じことを言うよ。ご両親だって、ずっと我慢はしてられない。あんた、独りぼっちになっちゃうよ。そして宇宙人なんかいないから、あんたはそれでお終しまい──一生そのまま、それでもいいの？」


    　ほっぺたが腫はれあがっていく佐さ藤とうくんは、呆ぼう然ぜんとしてそれを聞いている。


    　希のぞ美みちゃんは室内には踏みこまずに、項うな垂だれる彼を真まっ直すぐ見つめて。


    「でも、あんたが──ふつうに努力して、ふつうに立ち直って、ふつうに行動すれば、ふつうに、みんな褒ほめるよ」


    　胸に手を当て、真しん摯しに。


    「あたしはまだ小学生だから偉そうなこと言えないけど、たぶん世界ってそういうもんだと思うんだ。突飛なことなんていらない、奇跡なんて起きないのよ──あたしたちは人間らしく、自分の足で一歩ずつ、歩いていくしかないのよ」


    　自分自身にも、言い聞かせるように。


    「自分の問題を他人に押しつけないで、とくに神様とか宇宙人に。あたしたちの心を、そんなあやふやなものに売り払っちゃだめなのよ。とにかく、そういうこと──あぁもう、うまく言えないけど、えっと」


    　扉を後ろ手に閉めながら、希美ちゃんは告げた。


    「あんたの人生なんだから、あんたが──がんばりなさいよ」


    　そして彼女自身の人生へ、一歩ずつ帰っていった。


    　佐藤くんの部屋を退室し、その母親に挨あい拶さつをして──。


    　希美ちゃんが家の外にでると同時に、声をかけられた。


    



    「──用事は終わったのかい？」


    



    　爽さわやかな、好青年めいた声こわ音ね。


    　希美ちゃんが驚いて見ると、佐藤くんの平凡な自宅の前に、どこにでもあるような乗用車が停まっていた。


    　だいぶ型遅れの、中古車だ。


    　使い古したようにすこし煤すすけていて、エンジン音がうるさい。


    　その車窓を開いて、ごくふつうの男のひとが顔を覗のぞかせた。


    「やぁ！　たしか希美──だったかな？」


    　うつくしい顔立ちだが、浮き世離れした感じではない。


    　金色の髪の毛は丁てい寧ねいに整えられ、碧へき眼がんは楽しそうに輝いている。


    　服装はごく平凡なＴシャツにデニムで、言動は誠実そうだが地味で、何だかアメリカかどっかの気安い大学生の兄ちゃん、といった雰囲気である。


    「あなた──えっと？」


    　希美ちゃんは、見覚えがなかったのか。


    　いきなり知らない男のひとに話しかけられたとき、小学生の女の子がとるべき対応として当然のように──後ずさって、防犯ブザーにそっと手を伸ばした。


    「？」


    　その動きの意味がわからなかったのか、謎の青年は小首を傾かしげて。


    「呼ばれた気がしてここにきたんだけど──どうやら、もう終わってるみたいだね。無駄足だったけど、希のぞ美みとまた会えたんだからハッピーさ！」


    　うんうん頷うなずいて、人ひと懐なつっこい笑顔で。


    「ごめんね～、ほんとはもうちょっと早くくる予定だったんだけど──思ったよりも遠くてさ、それに世界も変なことになってたし」


    　懐ふところからこれも型遅れの携帯電話を取りだすと、画面を見せてくる。


    「でも、おかしなものをたくさん見られたから楽しかったな！　ほらほら、宇宙人とか！　ＵＦＯとか！　写メに慣れてなくてピンぼけしてるけどね！」


    　画面には、あの奇妙に『改変』されていた世界観のなかで、空を無数に飛び回っていたＵＦＯらしきものが表示されていた。


    「でも、地球のみんなには僕らはあんなふうに思われてるんだね──酷ひどい話だよ、あんな銀色のタイツとか着ないさ！　大気中では空飛ぶ乗り物も不便だし、やっぱ車がいちばんだよ」


    　得意げに、己おのれの乗っているボロ車を手のひらで撫なでる。


    「あんまり誤解されると嫌いやだし、たまちゃんや希美が困ってたみたいだからさ──すこぉしだけ、手助けしてあげたよ。ＵＦＯに誘ゆう拐かいされた君をこっそり助けてあげたり、ぐちゃぐちゃになったこの国の修復を手伝ったりね？」


    　オーマイガッ、とばかりに大おお仰ぎように両手を広げて。


    「ほんとは禁止されてるんだよ？　他の惑星の事情に関わるのはさ。でも、たまちゃんには以前に助けてもらった恩義があるしねえ」


    　爽そう快かいに笑って。


    「とりあえずこの国だけだけど、元通りにしたよ──あんな気色の悪い偽物がはびこってちゃあ、僕らのイメージが台無しだからね！　とはいえ、これ以上のことはできない。どれだけ願われても祈られても、僕らは神様じゃないからね！」


    　片目を瞑つぶって、やっぱり外国人っぽく二本の指をおでこに向ける挨あい拶さつをして。


    「それじゃあ、また会おう──希美。この惑星は自然がいっぱいでうつくしい、素敵なところだ！　守りなよ、君たち自身の手でさ！」


    　まだ当惑している希美ちゃんに、彼は和なごやかに。


    「あぁそうそう、たまちゃん──どこにいるか知ってる？　いちどたくさんのＵＦＯで『会いにきたよ！』ってやったあとは連絡がつかなくてさ、ほんと誰か知らないけど世界をおかしなことにして、迷惑な話だよね～」


    「たまちゃんなら、鎖さ々さ美みお姉さんの家にいるはずですけど……」


    　希のぞ美みちゃんは咄とつ嗟さに答えてしまい、青年は嬉うれしそうに頷うなずいた。


    「そうか！　じゃあ、せっかくだから希美もいっしょにいこう！　ついでに道案内してくれると助かるなあ──」


    　などと言われて、強引に車内に導かれ、助手席に座らされる。


    　ふつうなら、騒いで暴れて逃げるところだったけれど。


    　この奇妙な人物の正体に気づいてしまって、希美ちゃんは抵抗するのをやめた。


    「それじゃあ、出発シンコー！」


    　無駄にテンション高めにアクセルを踏む青年を、横目で見て。


    　何だか肩からちからが脱けた。


    「ねぇ、キュピちゃん──さん」


    　年上の男のひとを『ちゃん』づけで呼ぶこともできず。


    　いつか聞いた、その名前をもぐもぐと口にして。


    「あらゆる事件の首謀者だった、首領さん──彼は、冷静で論理的で、悪意に満ちていて、だからこそ無邪気に信じることはできなかったんだろうね。ほんとに宇宙人がいるなんて。そんなお馬鹿なこと、きっと思いもしなかったのよ」


    　車窓の向こうに流れていく、平凡な日常風景のなかで。


    「たまちゃんは信じた。お馬鹿だから、子供だから──純粋だから。この世には、悪意だけじゃなくて、そんな気の抜けるようなこと突拍子もないこともあるんだって。その素直で、阿あ呆ほらしくて、でも尊とうとい気持ちを想像もできない、それがきっと首領さんの弱点」


    　たまは、陰謀に利用され、失敗し敗北した──だけじゃなかった。


    　首領の緻密で悪質な事件に風穴をあけられるのは。


    　きっと、そういうものなのだ。


    「わたしたち、勝てるかもしれない。すべてが滅びゆくこの世界で、それでも遠い宇宙のお友達とただ会いたいって思った、優しいあの子の気持ちがあるかぎり。どんな悪意も、馬鹿馬鹿しい方法で突破して、わたしたちは未来へ向かって歩いていけるかもしれない」


    「よく、わかんないな」


    　青年は困ったように、肩を竦すくめて。


    「僕、科学とか哲学とか宗教とか、そういう小難しい話は苦手なんだ！」
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    　どこかもわからぬ暗くら闇やみに、禍々しい少女たちが立っている。


    　ひとりは、月つく読よみ日ひ留る女めだ──定期的に心をリセットされる彼女は無邪気そのもので、踊るように歌うようにふわふわ……。


    　修道服と逆十字。


    　三つ編みに結ゆわえた髪。


    　身体からだに満ちる、災さい厄やく。


    「戦う前から敵が全滅してつまんないなと思ってたけど──しぶとく、運良く存続してる神話もあるみたい。きちんと掃除してから、立つ鳥跡を濁さずで、この世界に幕を引きましょう。最終戦争とも呼べない、消化試合になるけれど」


    　彼女のそばに、四人の少女が立っている。


    　すべてが対抗兵器として各々の神話を取りこみ、けれど首領の策略によって宇宙人に侵略され──悪意に染まった、世界の敵である。


    「どうせ、わたしが食べるんだからわたしが自分でつぶしにいってもいいけど──それもまぁ、あまり面白くない。ちからの差がありすぎて、遊びにもならない。せっかくの、この世界に唯一残ったおもちゃなんだから、すぐに壊れないよう丁てい寧ねいに取り扱おうよ」


    　日ひ留る女めちゃんは微ほほ笑えみ、居並ぶ対抗兵器たちを眺める。


    「だから、まずはあなたたちが仕掛けてみてよ──首領の思惑から外れた、あの不確定要素を。べつに警戒してるわけじゃないけど油断して酷ひどい目に遭いたくないし、あんたたちを当て馬にする。どう？　ちょっと楽しいでしょ？」


    　口調とは裏腹に、荒野のごとき渺びよう茫ぼうとした無表情だ。


    「あんたたちはもう、対抗兵器じゃない。悪意に染まった壊れた救世主アンチ・クライスト──この世界を終わらせて、最後にわたしに取りこまれ、新たなる時代を築く。そうだね、『破壊神』と呼ぼう。壊して創り直す、そういう役目の滅びの天使ちゃんたち」


    　右から順番に、誰にしようかな～みたいに、指さしていって。


    「あんたから行く？　正義の対義語としての悪──ゾロアスター神話の『破壊神』アンリ・マンユ」


    　指が、ずれる。


    「それとも、あんた？　最終戦争ラグナロクで食べられるはずだった獲物をわたしに横取りされて、飢き餓が感かんに怒り狂っている北欧神話における『破壊神』フェンリル」


    　指揮者のように、白い指先が闇やみを泳いでいく。


    「それとも、やっぱりあんたかなあ──全知全能たる『唯一神』が語ご弊へいと言い訳の果てにかたちづくってしまった、基督キリスト教における『破壊神』ルシフェル」


    　そして最後に、面白いことを思いついちゃった、みたいな表情で。


    　いちばん隅っこで、興味なさそうにそっぽを向いていた少女を、指さして。


    「ううん、やっぱりあんたがいちばんだね──『破壊神』そのものの、あんたが。日本神話に関わりつづけ、彼らを教え導いてきたあんたが、彼らに引導を渡すというのも趣おもぶき深い」


    　からっぽな笑顔で。


    「印度インド神話の──『破壊神』シヴァ」


    　呼びかけられた少女は、無反応。


    　その見た目は、奇抜である。


    　チョコレート色の肌を、踊り子のように露出が多い淫いん猥わいな衣装で覆おおっている。


    　手足を金の輪や宝石で飾りたて、何より特徴的なことに──額ひたいに、第三の目がある。


    　シヴァと呼ばれた『破壊神』は何だか投げやりにちいさく頷うなずくと──「るる～ん♪」と誰にも聞こえないような、ちいさな声でつぶやいた。
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    　わたしは自宅の庭でバーベキューをしていた。


    　いやうん、そんなリア充な大学生みたいなこと似合いもしないのはわかってるけど──そういうのちょっと憧れてはいたし、あの宇宙人関係のあれこれでぐったり消耗していたから、お疲れ様会っていうか。


    　我が家の庭はさほど広くはないので、慎ましいものだけど。


    　道具は一揃そろい、うちの庭で暮らしている情雨じようちゃんが持っていたから、貸してもらった。


    　ついでに彼女らにも参加してもらった。


    　情雨ちゃんだけでなく、けっこうな人数が集まってしまったので──ちょっと息苦しいくらいだったけれど。


    　世界は着実に破滅に向かいつつあるのだ、みんなと楽しくすごせる時間があとどれだけあるかもわからない。


    　嚙かみしめるように、わたしは賑にぎやかな雰囲気を味わっていた。


    「どんどん焼きますから、たくさん召しあがってくださいまし♪」


    　狐きつね火びで肉だの魚を焼いている、燃料いらずの玉たま藻もの前まえさん。


    　他人のお世話をするのが大好きなのだろう、浮き浮きしている。


    　九つの尻しつ尾ぽもふり♪ふり♪可愛かわいらしく跳ねている。


    　その横では、同じように上機嫌な弥み火かちゃんが飲み物なんかを配って歩いている。


    　この子もひとの役に立つのを嬉うれしがるところがあるよね──「フフフ、『ご奉仕しますご主人さま！』の布ふ津つ野の弥火ですから☆」とか言いながらあちこち歩き回っている。


    　ちなみに、そんな彼女とつるぎは出雲いずもの会議から帰宅した直後である。


    　会議が行われていた『異界』は崩壊してしまったようで、そこから逃げ延びるのに全力を使い切ったらしく、つるぎは一緒につれてきた弟のスサノヲの膝ひざを枕にして熟睡してる。


    　家のベランダと繫つながる出入り口は開放され、キッチンの冷蔵庫から食材を運んだりして、意外と勤勉に働いてるのが情雨じようちゃんだ。


    　彼女は出入り口のへりに座りこんでいるわたしを「邪魔よ」と足でのけてから、つっかけを履はいて庭へ。


    　食材をそのへんに置くと、よく焼けたお肉の串を拾いあげて。


    「ママも食べなさいよね、大活躍だったんだから疲れてるでしょ──あ～ん♪」


    「あら、あたくしのことなんか気にしなくてもよろしいですのに。でも、嬉うれしいですわ『おじょうさま』……はんむ♪」


    　肉食動物だからお肉が大好きなのだろう、玉たま藻もの前まえさんは差しだされたものを頰ほおばる。


    　仲良しでいいなあ、と情雨ちゃんに蹴けり飛ばされたまま寝転がり、見ていると。


    「あ、ごめん──鎖さ々さ美みさん」


    　何かに気づいたように、情雨ちゃんが「はっ」として眉まゆ尻じりをさげた。


    　親子仲なか睦むつまじくしてるのが、わたしに申し訳なかったのだろう。


    「ううん、気にしないで」


    　わたしは首をふる。


    　気を遣われるのは、逆に哀しかった。


    　わたしのお母さんは予定どおりに──対抗兵器の操縦者としての責務を果たすため、るるなちゃんに取り憑ついたまま、深い眠りについている。


    　まだ、お母さんやるるなちゃんの宿命には、納得してはいない。


    　でも、哀しい顔してたら──それこそ、お母さんに未練を残させてしまう。


    　わたしはだいじょうぶ、って無理してでも胸を張っていなくちゃ。


    　でも今は、何だか疲れちゃった……。


    　無気力に転がっているわたしに、情雨ちゃんが元気づけようとしてくれたのか、お肉を「あ～ん」って差しだしてくれる。


    　ありがたく食べさせてもらって、彼女の優しさが染みわたって、すこし元気になる。


    「また、そんなふうに鎖々美さんの好感度を稼いで──」


    　鬱うつ々うつとつぶやいたのは、こちらもだいぶ眠そうなかがみである。


    　今日は三姉妹の枕になることを決めたっぽいスサノヲがかがみの頭を強引に引き寄せて、胸を貸している。


    　かがみは何だか居心地悪そうにしながらも、抵抗する気力もないのかされるがまま。


    　みんな、霊力も体力も使い切って、限界なのだ。


    　こんなんで──果たして、この苦難の時代を乗りこえられるのだろうか。


    　なんて不安を吹き飛ばそうとするみたいに、比較的に元気な情雨ちゃんが今度はかがみに狙ねらいをつけて、そっと歩み寄るとお肉を差しだした。


    「ぎょ～ちゃんも、食べる？」


    「あなた急に馴なれ馴れしくなりましたよね──いいですけど、べつに。『ぎょ～ちゃん』呼ばわりが慣れなくて変な気分なのです」


    　などと語っているうちにスサノヲが「あんがとよ！　おっぱいちゃん！」と肉を横から囓かじってしまい、「何してくれてんのよあんたわー!?」と喧けん嘩かになっている。


    　あのふたり似たもの同士なのに、『地獄ドッジボール』の件のせいか仲悪いよね。


    　ぎゃあぎゃあ喚わめくふたりの間で、かがみは「ふにゃあ」と欠伸あくびをして。


    「わたしはあまり食事は必要ありませんので、蝦え怒ど川がわさん──たまに、お肉とか食べさせてあげてください。あの子、元気ないみたいですから」


    　そう囁ささやくと、そっと横目で妹の様子を窺うかがう。


    　たまは家を取り囲む石いし塀べいにそっと腰かけ、賑にぎやかな空気からひとり離れている。


    　月光のした、誰もが見み惚とれるほどに麗うるわしい。


    　だがその横顔は物もの憂うげで、涙は零こぼれていないけれど、泣いてるみたいだった。


    　気持ちはわかる。


    『次世代神』としてすべてを受け継ぐために、今日までがんばってきた彼女──だが、日本神話の『神々』はたまを見限るように、対抗兵器を創造した。


    　たまは、この世界を守るに足る次代の『最高神』として、認められなかったのだ。


    　幼い彼女にとって、その挫ざ折せつは、周囲からの不信は──どれだけ、つらかっただろうか。


    「ん？」


    　注目されてることに気づいたか、たまがこちらを見た。


    　振り向いたときにはもう、いつもの無邪気な笑顔だったけれど。


    「だいじょうぶ──たま、元気だから」


    　たまは、独り言のように。


    　そう言って、いつの間にか彼女の腕のなかにいた、るるなちゃんの頭に顎あごをのせた。


    　るるなちゃんはお母さんという操縦者が顕在化してないせいか、元の無表情で──魂のない、からっぽのお人形に戻っていたけれど。


    　首領が宇宙人のかたちでばらまいた陰謀の種は、取り除かれた。


    　伊弉諾尊いざなぎのみことなどが予定どおり、吸収されたものの──るるなちゃんは対抗兵器としては、あまりにも弱々しい。


    　もともと、日本神話は戦争が得意ではない──ちっぽけな地方神話だ。


    　一致団結して対抗兵器の糧かてとなり、そのちからになったはいいものの、世界的に見れば平均以下の強さでしかないだろう。


    　その間にも、おそらくわたしたちも陥りかけた首領の罠わなによって──世界中で誕生した対抗兵器たちは宇宙人に侵略され、悪意に支配され、敵対し、恐るべき災さい厄やくと化す。


    　準備もいまだ済んでおらず、ちからもさほど蓄えていない──満足に戦えるかどうかも怪しい、たぶん世界でいちばん弱い対抗兵器。


    　るるなちゃんの肩に、未来がかかっている。


    　勝算はかぎりなく低い。


    　協力して戦うはずだった世界中の対抗兵器たちはおそらく、首領の罠わなを突破できずに、悪意に堕おちている。


    　日ひ留る女めちゃんも、進化をつづけているはずだ──終末の足音は、ゆっくりと、けれど確実に近づいている。


    　だから、宴席──バーベキューパーティのはずなのに、何だかお通夜みたい。


    　見ていられなくって、わたしは項うな垂だれ、目を閉じる。


    　すると、不意におでこに冷たい感触。


    　ひゃっと驚いて見ると、すぐそばにお兄ちゃんが立っていた。


    　無言で、わたしにオレンジジュースの入ったコップを押しつけている。


    　わたしは驚きながらも受けとって、そっと立ちあがった。


    　すべてが終わった、わけじゃない。


    　諦あきらめてしまうのは、早い。


    　破滅を、引きこもって見ないふりしたくない。


    　わたしは、何もできないけど。


    　無力で、失敗ばかりしてきたけど。


    　そっと前へ。


    　一歩ずつ、地面を踏みしめる。


    　まだ、世界はここにある。


    　わたしたちも、そこで生きている。


    　優しいひとたちの声が、身体からだのぜんぶに響く。


    　わたしはそのまま、たまに抱かかえられたるるなちゃんのところへ。


    「るるなちゃん、喉のどが渇いてるんじゃない──飲む？」


    　そっと差しだした。


    　るるなちゃんは無言で、じっとこちらを見ている。


    　満月のような、無慈悲な瞳ひとみ。


    　たまが横でるるなちゃんの手のひらを導き、コップを握らせる。


    　いっしょに受けとってくれる。


    　そのまま、飲んでくれた。


    　けふっ、と息を吐いて──それだけで、もちろん何も変わらないけど。日留女ちゃんにはあるという、首領が仕込んだ悪意あるプログラム──一定期間で記憶がリセットされる機能は、るるなちゃんにはないという。


    　そして体内に無数の『神々』を取りこみ、お母さんの『神霊』を受け継ぐるるなちゃんは、ゆっくりと心を芽生えさせている。


    　それが摘みとられないよう、ずっと守っていこう。


    　身体からだを、命をぜんぶ差しだしてでも、冷たく恐ろしいこの世界から庇かばっていこう。


    　だって、わたしは、この子の……。


    



    　──ありがとう、お姉ちゃん。


    



    　声が聞こえた気がした。


    　ちいさな、掠かすれてしまいそうな声。


    　でも、たぶん聞きまちがいだ。


    　あるいは、わたしの願望が、幻聴になっただけだ。


    　でも、目の前のるるなちゃんは初めて見る素直な笑みを浮かべていて──。


    　それだけは真実だった。


    　それだけで充分だった。


    　生きていこう。


    　この破は綻たんしかけた世界で。


    　大好きなひとたちと。


    



    　さぁ、もうすこし──がんばろっか。


    



    
      了

    

  



  
     　あとがき


    



    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    『非』日常系宇宙戦争（？）、『ささみさん＠がんばらない』第八巻をお届けいたします。今回はおおきな話の節目になる大長編でした。刊行ペースが遅れたぶん、えらく分厚い本になってしまいましたが、がっつりと楽しんでいただければ幸いです。


    　第八巻は位置づけ的には『三年生編（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）』の前半戦が終了といった感じで、これから後半戦が勃発。前ふりのとおりに『破壊神』たちを中心とした怒ど濤とうの最終戦争が始まります。


    　短めの話の連続だったシリーズ初期の構成も今は昔、世界規模どころか宇宙規模に至ってしまった今回は『劇場版視点』とでもしましょうか、オールキャストが縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、これまで守られてばかりだった鎖さ々さ美みさんがるるなちゃんという保護するべき存在を得て、主人公としてのおおきな一歩を踏みだします。


    　思いかえしてみれば鎖々美さんはほとんどの事件において敗北し、あるいは勝手に他のものが解決してばかりで自分から勝利をもぎとることはありませんでした。今回、死ぬ気で『がんばって』しまった彼女は、第一巻において部屋から飛びだし『月読神社』へ向かったあの瞬間につづいて、二度目の脱皮を、自立を果たしたといえるでしょう。


    　それが今後の世界にどのような影響を及ぼすのか、いまだ神すらも知りません。


    



    　以下、謝辞です。


    　もやもやと漠然とした日日日の考えを「それはこういうことですよね？」と端的にまとめてくれる、担当の星野さん。超絶忙しいなか美麗なイラストとともにアニメの設定資料なんかもつくってくれて頭がさがります、絵師の左ひだりさん。一気に増えたメディアミックス関係のみなさまを含む関係者の方々に、厚く御礼申し上げます。


    　もちろんこの作品を応援してくれている読者のみなさまにも、感謝を。本編もアニメも「『がんばらない』って何だっけ……」と思うような地獄の、ちがう、情熱的な勢いで超がんばって制作中です！　どうか、今後とも応援をよろしくお願いします。


    　今回ちょっと刊行ペースが遅れてしまったので、次回はすこし早めにお届けしたいなと思います。最近忘れがちな日常に重きをおいた、短編集になるはず。


    　さぁ、みんなで『がんばって』まいりましょう。


    



    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    海外では宇宙人は「何て醜いんだ」「悪魔め」と嫌悪されますが、日本人は「カワイ～」でだいたいＯＫな国民性なので怖くないですよね。そんな第８巻。公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」http://id37.fm-p.jp/213/atashira/
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